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■対象製品

P-242C-AA84  JP1/Performance Management - Manager  08-50（適用 OS：Windows Server 2003）
P-1B2C-AA81  JP1/Performance Management - Manager  08-50（適用 OS：HP-UX 11i，HP-UX 11i 
V2(PA-RISC)）
P-1J2C-AA81  JP1/Performance Management - Manager  08-50（適用 OS：HP-UX 11i V2(IPF)，HP-UX 
11i V3(IPF)）
P-9D2C-AA81  JP1/Performance Management - Manager  08-50（適用 OS：Solaris 9，Solaris 10）
P-1M2C-AA81  JP1/Performance Management - Manager  08-50（適用 OS：AIX 5.2，AIX 5.3）
P-9S2C-BA81  JP1/Performance Management - Manager  08-50（Linux AS 4(x86)，Linux ES 4(x86)，
Linux AS 4(AMD64 & Intel EM64T)，Linux ES 4(AMD64 & Intel EM64T)）
P-1B2C-AJ81  JP1/Performance Management - Base  08-50（適用 OS：HP-UX 11i，HP-UX 11i 
V2(PA-RISC)）
P-1J2C-AJ81  JP1/Performance Management - Base  08-50（適用 OS：HP-UX 11i V2(IPF)，HP-UX 11i 
V3(IPF)）
P-9D2C-AJ81  JP1/Performance Management - Base  08-50（適用 OS：Solaris 9，Solaris 10）
P-1M2C-AJ81  JP1/Performance Management - Base  08-50（適用 OS：AIX 5.2，AIX 5.3，AIX 6.1）
P-9S2C-BJ81  JP1/Performance Management - Base  08-50（適用 OS：Linux AS 4(x86)，Linux ES 
4(x86)，Linux AS 4(AMD64 & Intel EM64T)，Linux ES 4(AMD64 & Intel EM64T)，Linux 5 Advanced 
Platform(x86)，Linux 5(x86)，Linux 5 Advanced Platform(AMD64 & EM64T)，Linux 5(AMD64 & 
EM64T)）
P-9V2C-AJ81  JP1/Performance Management - Base  08-50（適用 OS：Linux AS 4(IPF)，Linux 5 
Advanced Platform(IPF)，Linux 5(IPF)）
P-242C-AR84  JP1/Performance Management - Web Console  08-50（適用 OS：Windows Server 2003）
P-1J2C-AR81  JP1/Performance Management - Web Console  08-50（適用 OS：HP-UX 11i V2(IPF)，
HP-UX 11i V3(IPF)）
P-9D2C-AR81  JP1/Performance Management - Web Console  08-50（適用 OS：Solaris 9，Solaris 10）
P-1M2C-AR81  JP1/Performance Management - Web Console  08-50（適用 OS：AIX 5.2，AIX 5.3）
P-9S2C-AR81  JP1/Performance Management - Web Console  08-50（適用 OS：Linux AS 4(x86)，Linux 
ES 4(x86)，Linux AS 4(AMD64 & Intel EM64T)，Linux ES 4(AMD64 & Intel EM64T)）
P-1B2C-AC81  JP1/Performance Management - Agent Option for Platform  08-50（適用 OS：HP-UX 11i，
HP-UX 11i V2(PA-RISC)）
P-1J2C-AC81  JP1/Performance Management - Agent Option for Platform  08-50（適用 OS：HP-UX 11i 
V2(IPF)，HP-UX 11i V3(IPF)）
P-9D2C-AC81  JP1/Performance Management - Agent Option for Platform  08-50（適用 OS：Solaris 9，
Solaris 10）
P-1M2C-AC81  JP1/Performance Management - Agent Option for Platform  08-50（適用 OS：AIX 5.2，
AIX 5.3，AIX 6.1）
P-9S2C-BC81  JP1/Performance Management - Agent Option for Platform  08-50（適用 OS：Linux AS 
4(x86)，Linux ES 4(x86)，Linux AS 4(AMD64 & Intel EM64T)，Linux ES 4(AMD64 & Intel EM64T)，
Linux 5 Advanced Platform(x86)，Linux 5(x86)，Linux 5 Advanced Platform(AMD64 & EM64T)，Linux 
5(AMD64 & EM64T)）
P-9V2C-AC81  JP1/Performance Management - Agent Option for Platform  08-50（適用 OS：Linux AS 
4(IPF)，Linux 5 Advanced Platform(IPF)，Linux 5(IPF)）
これらの製品には，他社からライセンスを受けて開発した部分が含まれています。



　
適用 OSについての注意
・P-1B2C-AC81は，HP-UX 11i V3(PA-RISC)をサポートしていません。
・P-9D2C-AA81，P-9D2C-AJ81，P-9D2C-AR81，または P-9D2C-AC81を Solaris 9にインストールする
場合，Solaris 9に次の前提パッチまたはこれらの後継パッチを適用してください。
111711-12 32-bit Shared library patch for C++
111712-12 64-bit Shared library patch for C++
112963-22 linker Patch
111703-03 /usr/ccs/bin/sccs and /usr/ccs/bin/make patch
117560-03 Microtasking libraries (libmtsk) patch
111722-04 Math Library (libm) patch
112785-43 Xsun patch
・P-9D2C-AA81，P-9D2C-AJ81，P-9D2C-AR81，または P-9D2C-AC81を Solaris 10にインストールする
場合，Solaris 10に次の前提パッチまたはこれらの後継パッチを適用してください。
119963-04 Shared library patch for C++
117461-04 ld Patch
120753-02 Microtasking libraries (libmtsk) patch

■輸出時の注意

本製品を輸出される場合には，外国為替および外国貿易法ならびに米国の輸出管理関連法規などの規制をご
確認の上，必要な手続きをお取りください。
なお，ご不明な場合は，弊社担当営業にお問い合わせください。

■商標類

AIXは，米国における米国 International Business Machines Corp.の登録商標です。
AMDは，Advanced Micro Devices, Inc.の商標です。
DB2は，米国における米国 International Business Machines Corp.の登録商標です。
DB2 Universal Databaseは，米国における米国 International Business Machines Corp.の商標です。
Ethernetは，米国 Xerox Corp.の商品名称です。
HP-UXは，米国Hewlett-Packard Companyのオペレーティングシステムの名称です。
IBMは，米国における米国 International Business Machines Corp.の登録商標です。
Internet Explorerは，米国Microsoft Corp.の米国及びその他の国における登録商標または商標です。
Itaniumは，アメリカ合衆国および他の国におけるインテル コーポレーションまたはその子会社の登録商標
です。
Linuxは，Linus Torvaldsの米国およびその他の国における登録商標あるいは商標です。
Lotusは，IBM Corporationの登録商標です。
Lotus Dominoは，IBM Corporationの登録商標です。
Microsoftは，米国およびその他の国における米国Microsoft Corp.の登録商標です。
Microsoft Exchange Serverは，米国Microsoft Corp.の商品名称です。
Microsoft Internet Information Serverは，米国Microsoft Corp.の商品名称です。
Microsoft SQL Serverは，米国Microsoft Corp.の商品名称です。
Netscapeは，米国およびその他の国における Netscape Communications Corporationの登録商標です。
Netscape Navigatorは，米国およびその他の国における Netscape Communications Corporationの登録商
標です。



ODBCは，米国Microsoft Corp.が提唱するデータベースアクセス機構です。
OpenViewは，ヒューレット・パッカード社の商標です。
ORACLEは，米国 Oracle Corporationの登録商標です。
Oracleは，米国 Oracle Corporation及びその子会社，関連会社の登録商標です。
PA-RISCは，米国 Hewlett-Packard Companyの商標です。
POSIXは，the Institute of Electrical and Electronics Engineers,Inc. （IEEE）で制定された標準仕様で
す。
R/3は，SAP AGのドイツ及びその他の国における登録商標または商標です。
Red Hatは，米国およびその他の国で Red Hat,Inc. の登録商標若しくは商標です。
SAPは，SAP AGのドイツ及びその他の国における登録商標または商標です。
Solarisは，米国 Sun Microsystems,Inc. の米国およびその他の国における商標または登録商標です。
UNIXは，X/Open Company Limitedが独占的にライセンスしている米国ならびに他の国における登録商標
です。
VMware, Virtual SMP, VMotionは，VMware, Inc.の米国および各国での登録商標または商標です。
WebSphereは，米国における米国 International Business Machines Corp. の登録商標です。
Windowsは，米国およびその他の国における米国Microsoft Corp.の登録商標です。
Windows Serverは，米国Microsoft Corporationの米国及びその他の国における登録商標です。
その他製品名などの固有名詞は各社の商品名，商標および登録商標です。
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Microsystems,Inc.が著作権を有している部分が含まれています。
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変更内容

変更内容 (3020-3-K65-60) JP1/Performance Management - Agent Option for Platform 08-50

追加・変更内容 変更個所

次の運用例を追加した。
• 利用ポート情報の収集例
• PFM製品が導入されていない複数のホストからのパフォーマンスデータ
の収集例

1.3.2

Solaris10の Local Zone上で PFM - Agent for Platformを動作できるように
した。また，Global Zoneと Local Zoneのプロセスを分けて収集できるよう
にした。これに伴い，Agent Collectorサービスのプロパティ一覧に次のプ
ロパティを追加した。
• ALL Zone Collection for Process

1.3.4，付録 F

セットアップを簡易化した。 2.1.2，2.1.4

PFM - Agent for Platformからユーザーコマンドを一定間隔で実行する機能
を追加した。これに伴い，Agent Collectorサービスのプロパティ一覧に次
のフォルダを追加した。
• User Command Setting

4.2.3，付録 F

ソリューションセットのアラームテーブルのバージョンを 8.11から 8.50に
変更した。

5章，付録 I

IPv6に対応した。これに伴い，次のフィールドを追加した。
System Summary Overview（PI）レコード
• ICMP6 Pkts In（ICMP6_PACKETS_IN）
• ICMP6 Pkts Out（ICMP6_PACKETS_OUT）
• IP6 Pkts In（IP6_PACKETS_IN）
• IP6 Pkts Out（IP6_PACKETS_OUT）

Network Interface Detail（PI_NIND）レコード
• IP6 Address（IP6_ADDRESS）

また，次のフィールドの説明を変更した。
System Summary Overview（PI）レコード
• TCP Pkts In（TCP_PACKETS_IN）
• TCP Pkts Out（TCP_PACKETS_OUT）
• Total Pkts（TOTAL_PACKETS）
• Total Pkts In（TOTAL_PACKETS_IN）
• Total Pkts Out（TOTAL_PACKETS_OUT）
• UDP Pkts In（UDP_PACKETS_IN）
• UDP Pkts Out（UDP_PACKETS_OUT）

また，次のレコードに IPv4と IPv6が共存する環境での注意を追加した。
• File System Detail - Remote（PD_FSR）レコード
• Network Interface Detail（PI_NIND）レコード
• System Summary Overview（PI）レコード

5章，6章



単なる誤字・脱字などはお断りなく訂正しました。

データモデルのバージョンを 7.2から 7.4に変更した。これに伴い，次の
フィールドの形式を ulongから doubleに変更した。
Program Summary（PD_PGM）レコード
• Total I/O Kbytes（TOTAL_IO_KBYTES）

Terminal Summary（PD_TERM）レコード
• Total I/O Kbytes（TOTAL_IO_KBYTES）

User Summary（PD_USER）レコード
• Total I/O Kbytes（TOTAL_IO_KBYTES）

Workgroup Summary（PI_WGRP）レコード
• Total I/O Kbytes（TOTAL_IO_KBYTES）

6章，付録 I

PFM - Agent for Platformが動作する OSおよび監視対象プログラムに次の
OSを追加した。
• AIX V6.1
• Linux 5 Advanced Platform(x86)
• Linux 5(x86)
• Linux 5 Advanced Platform(AMD64 & EM64T)
• Linux 5(AMD64 & EM64T)
• Linux 5 Advanced Platform(IPF)
• Linux 5(IPF)

5章，6章

次のメッセージを追加した。
KAVF10013-W

7.2，7.4

メモリー所要量およびディスク占有量の見積もりを変更した。 付録 A

運用中に異常停止となった PFMサービスを自動的に再起動できる機能を
PFM - Managerに追加した。これに伴い，Agent Collectorサービスのプロ
パティ一覧に次のフォルダを追加した。
• Restart Configurations

付録 F

追加・変更内容 変更個所



はじめに

このマニュアルは，JP1/Performance Management - Agent Option for Platformの機能や収集
レコードなどについて説明したものです。

■対象読者
このマニュアルは，次の方を対象としています。
• JP1/Performance Management - Agent Option for Platformの機能および収集レコードにつ
いて知りたい方

• JP1/Performance Managementを使用したシステムを構築，運用して，UNIXのパフォーマ
ンスデータを収集したい方

また，UNIXについて熟知していることを前提としています。
なお，JP1/Performance Managementを使用したシステムの構築，運用方法については，次の
マニュアルをご使用ください。
• JP1 Version 8 JP1/Performance Management システム構築・運用ガイド（3020-3-K61）
• JP1 Version 8 JP1/Performance Management リファレンス（3020-3-K62）

■マニュアルの構成
このマニュアルは，次に示す編から構成されています。なお，このマニュアルは，HP-UX，
Solaris，AIX，Linuxの各 OS（Operating System）に共通のマニュアルです。OSごとに差異
がある場合は，本文中でそのつど内容を書き分けています。

第 1編　概要編
JP1/Performance Management - Agent Option for Platformの概要について説明しています。

第 2編　運用・操作編
JP1/Performance Management - Agent Option for Platformのインストールとセットアップ，ロ
グ情報の収集，およびユーザーレコードの収集について説明しています。

第 3編　リファレンス編
JP1/Performance Management - Agent Option for Platformのソリューションセット，レコード，
およびメッセージについて説明しています。

第 4編　トラブルシューティング編
JP1/Performance Management - Agent Option for Platformでトラブルが発生したときの対処方
法について説明しています。

■関連マニュアル
このマニュアルの関連マニュアルを次に示します。必要に応じてお読みください。

JP1/Performance Management関連
• JP1 Version 8 JP1/Performance Management システム構築・運用ガイド（3020-3-K61）
I



はじめに
• JP1 Version 8 JP1/Performance Management リファレンス（3020-3-K62）

JP1関連
• JP1 Version 8 JP1/Cm2/Network Node Manager ネットワーク管理ガイド（3020-3-L01）
• JP1 Version 6 JP1/NETM/DM Manager（3000-3-841）
• JP1 Version 8 JP1/NETM/DM SubManager（UNIX(R)用）（3020-3-L42）
• JP1 Version 8 JP1/NETM/DM Client（UNIX(R)用）（3020-3-L43）

■読書手順
このマニュアルは，利用目的に合わせて章を選択して読むことができます。利用目的別にお読
みいただくことをお勧めします。

■このマニュアルでの表記
このマニュアルでは，日立製品およびその他の製品の名称を省略して表記しています。製品の
正式名称と，このマニュアルでの表記を次に示します。

マニュアルを読む目的 記述個所

JP1/Performance Management - Agent Option for Platformの特長を
知りたい。

1章

JP1/Performance Management - Agent Option for Platformの機能概
要を知りたい。

1章

JP1/Performance Management - Agent Option for Platformの導入時
の作業を知りたい。

2章

JP1/Performance Management - Agent Option for Platformのログ情
報の収集について知りたい。

3章

JP1/Performance Management - Agent Option for Platformのユー
ザーレコードの収集方法について知りたい。

4章

JP1/Performance Management - Agent Option for Platformのソ
リューションセットについて知りたい。

5章

JP1/Performance Management - Agent Option for Platformのレコー
ドについて知りたい。

6章

JP1/Performance Management - Agent Option for Platformのメッ
セージについて知りたい。

7章

障害発生時の対処方法について知りたい。 8章

正式名称 このマニュアルでの表記

JP1/Performance 
Management

Performance Management

JP1/Performance 
Management - Agent 
Option for BEA WebLogic 
Server

PFM - Agent for WebLogic 
Server

PFM - 
Agent
II



はじめに
JP1/Performance 
Management - Agent 
Option for Domino

PFM - Agent for Domino

JP1/Performance 
Management - Agent 
Option for Enterprise 
Applications

PFM - Agent for Enterprise 
Applications

JP1/Performance 
Management - Agent 
Option for HiRDB

PFM - Agent for HiRDB

JP1/Performance 
Management - Agent 
Option for IBM(R) DB2(R) 
Universal Database(TM)

PFM - Agent for DB2

JP1/Performance 
Management - Agent 
Option for IBM WebSphere 
Application Server

PFM - Agent for IBM 
WebSphere Application Server

JP1/Performance 
Management - Agent 
Option for IBM WebSphere 
MQ

PFM - Agent for IBM 
WebSphere MQ

JP1/Performance 
Management - Agent 
Option for JP1/AJS2

PFM - Agent for JP1/AJS2

JP1/Performance 
Management - Agent 
Option for Microsoft(R) 
Exchange Server

PFM - Agent for Exchange 
Server

JP1/Performance 
Management - Agent 
Option for Microsoft(R) 
Internet Information 
Server

PFM - Agent for IIS

JP1/Performance 
Management - Agent 
Option for Microsoft(R) 
SQL Server

PFM - Agent for Microsoft 
SQL Server

JP1/Performance 
Management - Agent 
Option for OpenTP1

PFM - Agent for OpenTP1

JP1/Performance 
Management - Agent 
Option for Oracle

PFM - Agent for Oracle

JP1/Performance 
Management - Agent 
Option for Platform
（UNIX用）

PFM - Agent for Platform
（UNIX）

PFM - 
Agent for 
Platform

正式名称 このマニュアルでの表記
III



はじめに
JP1/Performance 
Management - Agent 
Option for Platform
（Windows用）

PFM - Agent for Platform
（Windows）

JP1/Performance 
Management - Agent 
Option for Service 
Response

PFM - Agent for Service 
Response

JP1/Performance 
Management - Agent 
Option for uCosminexus 
Application Server

PFM - Agent for Cosminexus

JP1/Performance 
Management - Base

PFM - Base

JP1/Performance 
Management - Manager

PFM - Manager

JP1/Performance 
Management - Web 
Console

PFM - Web Console

JP1/Cm2/Network Node 
Manager

JP1/Cm2/NNM NNM

hp OpenView network 
node manager

HP OpenView NNM，または
hp OpenView NNM

JP1/Integrated 
Management - Manager

JP1/IM - Manager JP1/IM

JP1/Integrated 
Management - View

JP1/IM - View

AIX 5L V5.2 AIX

AIX 5L V5.3

AIX V6.1

HP-UX 11i V2(PA-RISC) HP-UX(PA-RISC) HP-UX

HP-UX 11i V2(IPF) HP-UX(IPF)

HP-UX 11i V3(IPF)

Itanium(R) Processor 
Family

IPF

Internet Explorer(R) Microsoft Internet Explorer

Microsoft(R) Windows 
Server(R) 2003, 
Datacenter Edition

Windows Server 2003

Microsoft(R) Windows 
Server(R) 2003, Enterprise 
Edition

正式名称 このマニュアルでの表記
IV



はじめに
Microsoft(R) Windows 
Server(R) 2003, Standard 
Edition

Microsoft(R) Windows 
Server(R) 2003, 
Datacenter x64 Edition

Microsoft(R) Windows 
Server(R) 2003, Enterprise 
x64 Edition

Microsoft(R) Windows 
Server(R) 2003, Standard 
x64 Edition

Microsoft(R) Windows 
Server(R) 2003, 
Datacenter Edition for 
Itanium-based Systems

Windows Server 2003(IPF)

Microsoft(R) Windows 
Server(R) 2003, Enterprise 
Edition for Itanium-based 
Systems

Red Hat Enterprise Linux 
AS 4(x86)

Linux AS 4(x86) Linux(x86
)

Linux

Red Hat Enterprise Linux 
ES 4(x86)

Linux ES 4(x86)

Red Hat Enterprise Linux 
AS 4(AMD64 & Intel 
EM64T)

Linux AS 4(AMD64 & Intel 
EM64T)

Linux(x64
)

Red Hat Enterprise Linux 
ES 4(AMD64 & Intel 
EM64T)

Linux ES 4(AMD64 & Intel 
EM64T)

Red Hat Enterprise Linux 
AS 4(IPF)

Linux AS 4(IPF) Linux(IP
F)

Red Hat Enterprise Linux 
5 Advanced Platform(x86)

Linux 5 Advanced 
Platform(x86)

Linux(x86
)

Red Hat Enterprise Linux 
5(x86)

Linux 5(x86)

Red Hat Enterprise Linux 
5 Advanced 
Platform(AMD64 & Intel 
EM64T)

Linux 5 Advanced 
Platform(AMD64 & EM64T)

Linux(x64
)

Red Hat Enterprise Linux 
5(AMD64 & Intel EM64T)

Linux 5(AMD64 & EM64T)

Red Hat Enterprise Linux 
5 Advanced Platform(IPF)

Linux 5 Advanced 
Platform(IPF)

Linux(IP
F)

Red Hat Enterprise Linux 
5(IPF)

Linux 5(IPF)

正式名称 このマニュアルでの表記
V



はじめに
• PFM - Manager，PFM - Agent，PFM - Baseおよび PFM - Web Consoleを総称して，
Performance Managementと表記することがあります。

• Windows Server 2003，およびWindows Server 2003(IPF)を総称して，Windowsと表記す
ることがあります。

• HP-UX，Solaris，AIX，および Linuxを総称して，UNIXと表記することがあります。

また，このマニュアルでは，次の用語を省略して表記しています。用語の正式名称と，このマ
ニュアルでの表記を次に示します。

■このマニュアルで使用している記号
このマニュアルで使用している記号を次に示します。

Solaris 9 Solaris

Solaris 10

正式名称 このマニュアルでの表記

Advanced POWER Virtualization APV

Dynamic Logical Partitioning DLPAR

Dynamic Reconfiguration DR

HP Virtual Server Environment VSE

Input/Output I/O

Integrated Virtualization Manager IVM

Integrity Virtual Machines I-VM

Internet Protocol IP

Internet Protocol Version 4 IPv4

Internet Protocol Version 6 IPv6

Local Area Network LAN

Logical Partitioning LPAR

Network File System NFS

Network Information Service NIS

Operating System OS

Virtual Machine VM

Virtual Partitions vPars

正式名称 このマニュアルでの表記
VI



はじめに
■このマニュアルの数式中で使用している記号
このマニュアルの数式中で使用している記号を次に示します。

■図中で使用する記号
このマニュアルの図中で使用する記号を次のように定義します。

■このマニュアルで使用するディレクトリ
このマニュアルでは，Windowsで使用されている「フォルダ」と UNIXで使用されている

記　号 意　味

［  ］ ウィンドウ，タブ，ダイアログボックス，ダイアログボックスのボタン，ダイア
ログボックスのチェックボックスなどを示します。
（例）
［メイン］ウィンドウ
［エージェント］タブ

パラメーターの指定について説明している個所では，省略可能なパラメーターで
あることを示します。
（例）
［users=UNIXユーザー名］
［groups=UNIXグループ名］

記号 意　味

＊ 乗算記号を示します。

/ 除算記号を示します。
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はじめに
「ディレクトリ」とが同じ場合，原則として，「ディレクトリ」と統一表記しています。

■ Performance Managementインストール先フォルダ
このマニュアルでは，Windows版 Performance Managementのインストール先フォルダを，
インストール先フォルダと表記しています。
Windows版 Performance Managementのデフォルトのインストール先フォルダは，次のとお
りです。

PFM - Web Console以外の Performance Managementのプログラムのインストール先フォルダ
システムドライブ ¥Program Files¥Hitachi¥jp1pc¥

PFM - Web Consoleのインストール先フォルダ
システムドライブ ¥Program Files¥Hitachi¥jp1pcWebCon¥

■オンラインマニュアルについて
Performance Managementでは，PFM - Web Consoleがインストールされているホストに，プ
ログラムプロダクトに標準添付されているマニュアル CD-ROMからマニュアルをコピーするこ
とで，Webブラウザーでマニュアルを参照できるようになります。

マニュアルを参照するための設定
1.PFM - Web Consoleのセットアップ手順に従い，PFM - Web Consoleに PFM - Agentを
登録する（PFM - Agentの追加セットアップを行う）。
2.PFM - Web Consoleがインストールされているホストに，マニュアルのコピー先フォルダ
を作成する。
　Web Consoleのインストール先フォルダ ¥doc¥ja¥××××

　××××には，PFM - Agentのヘルプ IDを指定してください。ヘルプ IDについては，
このマニュアルの付録に記載されている識別子一覧を参照してください。
3.上記で作成したフォルダの直下に，マニュアル CD-ROMからマニュアルファイル一式を
コピーする。
コピーの際，HTMLマニュアルの場合は index.htmファイルが，PDFマニュアルの場合は
PDFファイル自体が，作成したフォルダ直下に配置されるようにしてください。マニュア
ルファイルのコピー方法については，マニュアル CD-ROMの readme.txtを参照してくだ
さい。
4.PFM - Web Consoleを再起動する。

マニュアルの参照方法
マニュアルの参照手順を次に示します。
1.PFM - Web Consoleの［メイン］画面のメニューバーフレームにある［ヘルプ］メニューをク
リックし，［ヘルプ選択］画面を表示する。
2.マニュアル名またはマニュアル名の後ろの［PDF］をクリックする。
マニュアル名をクリックするとHTML形式のマニュアルが表示されます。［PDF］をクリック
すると PDF形式のマニュアルが表示されます。

WWWブラウザーでの文字の表示に関する注意事項
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はじめに
Windowsの場合，スタートメニューからオンラインマニュアルを表示させると，すでに表
示されているブラウザーの画面上に HTMLマニュアルが表示されることがあります。
また，Microsoft Internet Explorer 5をご使用の場合，文字が不正に表示されることがあり
ます。この場合，次のように設定してください。

•［表示］－［エンコード］の［自動選択］のチェックを外す。
•［表示］－［エンコード］の日本語で［日本語（シフト JIS）］を選択する。

■常用漢字以外の漢字の使用について
このマニュアルでは，常用漢字を使用することを基本としていますが，次に示す用語について
は，常用漢字以外の漢字を使用しています。
宛先（あてさき）　個所（かしょ）　桁（けた）　必須（ひっす）

■ KB（キロバイト）などの単位表記について
1KB（キロバイト），1MB（メガバイト），1GB（ギガバイト），1TB（テラバイト）はそれぞれ
1,024 バイト，1,0242バイト，1,0243バイト，1,0244バイトです。
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第 1編　概要編

1　 PFM - Agent for Platformの概
要
この章では，PFM - Agent for Platformの概要について説明し
ます。

1.1　PFM - Agent for Platformの特長

1.2　パフォーマンスデータの収集と管理の概要

1.3　パフォーマンス監視の運用例
1



1.　PFM - Agent for Platformの概要
1.1　PFM - Agent for Platformの特長

PFM - Agent for Platformは，UNIXのパフォーマンスを監視するために，パフォーマ
ンスデータを収集および管理するプログラムです。

PFM - Agent for Platformの特長を次に示します。

● UNIXの稼働状況を分析できる
監視対象の UNIXから，CPU使用率や起動中のプロセス数などのパフォーマンス
データを PFM - Agent for Platformで収集および集計し，その傾向や推移を図示する
ことで，UNIXの稼働状況の分析が容易にできます。

● UNIXの運用上の問題点を早期に発見し，トラブルの原因を調査する資料を提供でき
る
監視対象の UNIXでシステムリソースが不足するなどのトラブルが発生した場合，E
メールなどを使ってユーザーに通知することで，問題点を早期に発見できます。また，
その問題点に関連する情報を図示することで，トラブルの原因を調査する資料を提供
できます。

PFM - Agent for Platformを使用するには，PFM - Managerおよび PFM - Web Console
が必要です。

PFM - Agent for Platformについて次に説明します。

1.1.1　UNIXのパフォーマンスデータを収集できます
PFM - Agent for Platformを使用すると，UNIXのシステムリソースなどのパフォーマ
ンスデータが収集できます。

PFM - Agent for Platformでは，パフォーマンスデータは，次のように利用できます。

● UNIXの稼働状況をグラフィカルに表示する
パフォーマンスデータは，PFM - Web Consoleを使用して，「レポート」と呼ばれるグ
ラフィカルな形式に加工し，表示できます。レポートによって，UNIXの稼働状況が
よりわかりやすく分析できるようになります。
レポートには，次の種類があります。
• リアルタイムレポート
監視している UNIXの現在の状況を示すレポートです。主に，システムの現在の状
態や問題点を確認するために使用します。リアルタイムレポートの表示には，収集
した時点のパフォーマンスデータが直接使用されます。

• 履歴レポート
監視している UNIXの過去から現在までの状況を示すレポートです。主に，システ
ムの傾向を分析するために使用します。履歴レポートの表示には，PFM - Agent for 
Platformのデータベースに格納されたパフォーマンスデータが使用されます。
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1.　PFM - Agent for Platformの概要
●問題が起こったかどうかの判定条件として使用する
収集されたパフォーマンスデータの値が何らかの異常を示した場合，ユーザーに通知
するなどの処置を取るように設定できます。

1.1.2　パフォーマンスデータの性質に応じた方法で収集でき
ます

パフォーマンスデータは，「レコード」の形式で収集されます。各レコードは，「フィー
ルド」と呼ばれるさらに細かい単位に分けられます。レコードおよびフィールドの総称
を「データモデル」と呼びます。

レコードは，性質によって三つのレコードタイプに分けられます。どのレコードでどの
パフォーマンスデータが収集されるかは，PFM - Agent for Platformで定義されていま
す。ユーザーは，PFM - Web Consoleを使用して，どのパフォーマンスデータのレコー
ドを収集するか選択します。

PFM - Agent for Platformのレコードタイプを次に示します。

● Product Intervalレコードタイプ（以降，PIレコードタイプと省略します）
PIレコードタイプのレコードには，1分ごとのプロセス数など，ある一定の時間（イ
ンターバル）ごとのパフォーマンスデータが収集されます。PIレコードタイプは，時
間の経過に伴うシステムの状態の変化や傾向を分析したい場合に使用します。

● Product Detailレコードタイプ（以降，PDレコードタイプと省略します）
PDレコードタイプのレコードには，現在起動しているプロセスの詳細情報など，あ
る時点でのシステムの状態を示すパフォーマンスデータが収集されます。PDレコー
ドタイプは，ある時点でのシステムの状態を知りたい場合に使用します。

● Product Logレコードタイプ（以降，PLレコードタイプと省略します）
PLレコードタイプのレコードには，UNIX上で実行されているアプリケーションまた
はデータベースのログ情報が収集されます。

各レコードについては，「6.　レコード」を参照してください。

1.1.3　パフォーマンスデータを保存できます
収集したパフォーマンスデータを，PFM - Agent for Platformの「Storeデータベース」
と呼ばれるデータベースに格納することで，現在までのパフォーマンスデータを保存し，
UNIXの稼働状況について，過去から現在までの傾向を分析できます。傾向を分析する
ためには，履歴レポートを使用します。

ユーザーは，PFM - Web Consoleを使用して，どのパフォーマンスデータのレコードを
Storeデータベースに格納するか選択します。PFM - Web Consoleでのレコードの選択
方法については，マニュアル「JP1/Performance Management システム構築・運用ガイ
ド」の，稼働監視データの管理について説明している章を参照してください。
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1.　PFM - Agent for Platformの概要
1.1.4　UNIXの運用上の問題点を通知できます
PFM - Agent for Platformで収集したパフォーマンスデータは，UNIXのパフォーマン
スをレポートとして表示するのに利用できるだけでなく，UNIXを運用していて問題が
起こったり，障害が発生したりした場合にユーザーに警告することもできます。

例えば，システムリソースの空きが 10%を下回った場合，ユーザーに Eメールで通知す
るとします。このように運用するために，「システムリソースの空きが 10%未満」を異
常条件のしきい値として，そのしきい値に達した場合，Eメールをユーザーに送信する
ように設定します。しきい値に達した場合に取る動作を「アクション」と呼びます。ア
クションには，次の種類があります。

● Eメールの送信

●コマンドの実行

● SNMPトラップの発行

● JP1イベントの発行

しきい値やアクションを定義したものを「アラーム」と呼びます。一つ以上のアラーム
を一つのテーブルにまとめたものを「アラームテーブル」と呼びます。アラームテーブ
ルを定義したあと，PFM - Agent for Platformと関連づけます。アラームテーブルと
PFM - Agent for Platformとを関連づけることを「バインド」と呼びます。バインドす
ると，PFM - Agent for Platformによって収集されているパフォーマンスデータが，ア
ラームで定義したしきい値に達した場合，ユーザーに通知できるようになります。

このように，アラームおよびアクションを定義することによって，UNIXの運用上の問
題を早期に発見し，対処できます。

アラームおよびアクションの設定方法については，マニュアル「JP1/Performance 
Management システム構築・運用ガイド」の，アラームによる稼働監視について説明し
ている章を参照してください。

1.1.5　アラームおよびレポートが容易に定義できます
PFM - Agent for Platformでは，「ソリューションセット」と呼ばれる，必要な情報があ
らかじめ定義されたレポートおよびアラームを提供しています。このソリューション
セットを使用することで，複雑な定義をしなくても UNIXの運用状況を監視する準備が
容易にできるようになります。ソリューションセットは，ユーザーの環境に合わせてカ
スタマイズすることもできます。ソリューションセットの使用方法については，マニュ
アル「JP1/Performance Management システム構築・運用ガイド」の，稼働分析のため
のレポートの作成またはアラームによる稼働監視について説明している章を参照してく
ださい。また，ソリューションセットの詳細については，「5.　ソリューションセット」
を参照してください。
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1.　PFM - Agent for Platformの概要
1.2　パフォーマンスデータの収集と管理の概要
パフォーマンスデータの収集方法と管理方法は，パフォーマンスデータが格納されるレ
コードのレコードタイプによって異なります。PFM - Agent for Platformのレコードは，
次の三つのレコードタイプに分けられます。

• PIレコードタイプ
• PDレコードタイプ
• PLレコードタイプ

パフォーマンスデータの収集方法と管理方法については，次の個所を参照してください。

●パフォーマンスデータの収集方法
パフォーマンスデータの収集方法については，マニュアル「JP1/Performance 
Management システム構築・運用ガイド」の，Performance Managementの機能に
ついて説明している章を参照してください。
収集されるパフォーマンスデータの値については，「6.　レコード」を参照してくださ
い。

●パフォーマンスデータの管理方法
PIレコードタイプおよび PDレコードタイプのパフォーマンスデータの管理方法につ
いては，マニュアル「JP1/Performance Management システム構築・運用ガイド」
の，稼働監視データの管理について説明している章を参照してください。
PLレコードタイプのレコードは，設定されているレコード数の上限を超えると，古い
順に上書きされていきます。
レコード数の上限は，PFM - Web Consoleで変更できます。なお，レコード数の上限
の設定方法については，マニュアル「JP1/Performance Management システム構築・
運用ガイド」の，稼働監視データの管理について説明している章を参照してください。
PLレコードタイプのレコードは，時間によって要約されることはありません。

PFM - Agentで収集および管理されているレコードのうち，どのパフォーマンスデータ
を利用するかは，PFM - Web Consoleで選択します。選択方法については，マニュアル
「JP1/Performance Management システム構築・運用ガイド」の，稼働監視データの管
理について説明している章を参照してください。

なお，UNIXのログ情報を収集するには，PFM - Web Consoleでの設定のほかに PFM - 
Agent for Platformでの設定が必要です。ログ情報の収集については，「3.　ログ情報の
収集」を参照してください。

PFM - Agent for Platformでは，デフォルトでは用意されていないパフォーマンスデー
タを収集し，レコードに格納できます。このパフォーマンスデータを格納したレコード
をユーザーレコードと呼びます。ユーザーレコードの収集方法については，「4.　ユー
ザーレコードの収集」を参照してください
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1.3　パフォーマンス監視の運用例
システムを安定稼働させるためには，パフォーマンスを監視してシステムの状態を把握
することが重要です。この節では，PFM - Agent for Platformを用いてパォーマンスを
監視する方法について説明します。

1.3.1　概要
パフォーマンス監視の概要について説明します。

（1） パフォーマンス監視の目的

パフォーマンスを監視することは，システム環境の構築および管理では重要な作業です。

PFM - Agent for Platformを用いたパフォーマンス監視は，主に次の目的で使用できま
す。

• パフォーマンスデータを分析し，ボトルネックの原因を見つける。
• パフォーマンスデータの傾向を分析し，負荷の特性と対応するシステムリソースへの
影響を把握する。

• 運用システムが正しく動作しているか監視する。

システムを運用する場合，特定のボトルネックによって，システム全体のパフォーマン
スに悪影響を及ぼす場合があります。ボトルネックの原因としては，次のようなケース
が挙げられます。

• メモリー不足
• プログラムによる特定のリソースの占有
• サブシステム故障
• サブシステム構成不正（ネットワークインターフェースカードで，100Mbpsに設定す
る必要があるのに，10Mbpsに構成されているなど）

• サブシステム間で負荷の不均等

各種条件（同時接続ユーザーなど）を変更してパフォーマンスを監視したり，継続的に
パフォーマンスを監視することで，システム環境の負荷特性と対応するシステムリソー
スへの影響を把握できます。これによって，次のようなメリットがあります。

• システム構成の変更や調整が容易に行える。
• 将来のシステムリソースのアップグレード計画が立てられる。

運用システムが正しく動作しているかどうかを確認することは大変重要なことです。シ
ステム環境が正しく動作しているかどうかは，パフォーマンスの観点に加えて，次のよ
うな監視によって確認できます。

• システムを提供するプロセスの動作監視
• システムの前提とするサービスの動作監視
• システム内の不正なプロセス動作監視
6
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このように，システムを安定稼働させるには，PFM - Agent for Platformを用いて正し
くパフォーマンスを監視することが重要です。

この節では，PFM - Agent for Platformを用いてパフォーマンスを監視し，システムを
安定稼働させる方法について紹介します。

パフォーマンスの監視方法について，例を挙げて紹介しますが，しきい値はあくまで参
考値です。具体的なしきい値については，ベースラインを測定し決定してください。ま
た，具体的な設定項目については，システムの運用形態に合わせて検討してください。

（2） パフォーマンス監視で最も重要なシステムリソース

PFM - Agent for Platformでパフォーマンスを監視する上で最も重要なシステムリソー
スは，次のとおりです。

• プロセッサ
• メモリー
• ディスク
• ネットワーク
• プロセス

PFM - Agent for Platformでは，これらの重要な項目については，ソリューションセッ
トの形で提供しています。したがって，この節では，ソリューションセットを用いた監
視のしかたを中心に説明しています。また，高度に監視するための関連情報も記載して
います。

（3） ベースラインの選定

ベースラインの選定とは，システム運用で問題なしと想定されるラインをパフォーマン
ス測定結果から選定する作業です。

PFM製品では，ベースラインの値をしきい値とすることでシステムの運用を監視しま
す。このように，ベースラインの選定はしきい値を決定し，パフォーマンスを監視する
上での重要な作業となります。

なお，ベースラインの選定では，次の注意事項を考慮してください。

• 運用環境の高負荷テスト時など，ピーク時の状態を測定することをお勧めします。
• システム構成によって大きく異なるため，システムリソースの変更および運用環境を
変更する場合は再度ベースラインを測定することをお勧めします。

1.3.2　パフォーマンス監視のしかた
ここでは，システムリソースごとのパフォーマンスの監視方法およびパフォーマンス
データの収集例について説明します。

• レコード名は，レコード IDで表記しています。フィールド名は，PFM - View名で表
記しています。正式なレコード名，フィールド名については，「6.　レコード」を参照
7
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してください。
• フィールドの説明は概要だけを記載しています。フィールドの詳細な説明については，
「6.　レコード」を参照してください。
• 複数のプログラムの情報をまとめて監視したい場合は，「4.2.1　ワークグループ情報
の収集の設定」を参照してください。

• アプリケーションの稼働・非稼働情報を監視したい場合は，「4.2.2　アプリケーショ
ンの稼働・非稼働情報収集の設定」を参照してください。

（1） プロセッサ

プロセッサのパフォーマンスを監視する方法について説明します。

（a）概要

プロセッサのパフォーマンス情報を監視すれば，システム全体のパフォーマンス傾向を
把握できます。UNIXでは，次の概念図に示すように，カーネルによる動作とユーザー
のプロセスによる動作から成ります。

図 1-1　カーネルとプロセスの関係

プロセッサの利用状況は，一般的には CPU使用率で監視できます。さらに，キュー数で
監視する方法が考えられます。

プロセスなどのジョブは，OSによってスケジューリングされ CPUを割り当てられて実
行されます。キュー数は，CPUの割り当てられるのを待っているジョブの数です。この
ため，システム全体の負荷が高くなると，キュー数が増大する傾向にあります。

ソリューションセットでは，CPU Usageアラームや，CPU Status(Multi-Agent)レポー
トなどを提供しています。

ソリューションセットで用意されているプロセッサのパフォーマンス監視をさらに詳細
に監視する場合，プロセッサごとのプロセッサ使用率，プロセスごとのプロセッサ使用
率，プロセッサのキュー数，およびハードウェアからのプロセッサ割り込みなどを監視
する方法が考えられます。
8
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関連するレコードとフィールドを次の表に示します。

表 1-1　プロセッサに関連する主なフィールド

（b）監視方法

• カーネル CPU使用率を監視したい

システム全体のカーネル CPU使用率は，ソリューションセットで提供している Kernel 
CPUアラームを使用することで，監視できます。

詳細については，「1.3.3(1)(a)　ソリューションセット」を参照してください。

• ユーザー CPU使用率を監視したい

システム全体のユーザー CPU使用率は，ソリューションセットで提供している User 
CPUアラームを使用することで，監視できます。

詳細については，「1.3.3(1)(a)　ソリューションセット」を参照してください。

使用レ
コード

使用フィールド 値の見方（例）

PI 1-Minute Run Queue 
Avg

実行キュー内で待っていたスレッド数の平均。
高い値の場合，プロセッサの利用効率に問題があるおそれがあ
る。

5-Minute Run Queue 
Avg

15-Minute Run Queue 
Avg

CPU % CPUの使用率。高い値の場合，CPUに負荷が掛かっているこ
とを示す。

Idle % CPUの未使用率。高い値の場合，CPUに負荷が掛かっていな
いことを示す。

PI_CPU
P

CPU % 各プロセッサの CPUの使用率。

System % カーネルモードで実行した各プロセッサの CPU使用率。
OS，運用方法に問題があるおそれがある。

User CPU % ユーザーモードで実行した各プロセッサの CPU使用率。
特定のアプリケーションに問題があるおそれがある。

PD_PDI CPU % 各プロセスの CPU使用率。
OS，運用方法，特定のアプリケーションに問題があるおそれ
がある。

System CPU カーネルモードで実行した各プロセスの CPU使用率。
OSに問題があるおそれがある。

User CPU ユーザーモードで実行した各プロセスの CPU使用率。
特定のアプリケーションに問題があるおそれがある。
9
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• プロセッサごとの CPU使用率を監視したい

プロセッサごとの CPU使用率は，特定の CPUに負荷が掛かっているなどの，OSの運
用方法に問題がないかどうか監視できます。システム環境を見直し，対策を立てる目安
となります。

各プロセッサの使用状況は，カーネル CPU使用率，ユーザー CPU使用率，およびプロ
セッサの混雑とあわせて監視すると効果的です

プロセッサごとのユーザー CPU使用率（PI_CPUPレコードの User CPU %フィール
ド）が，しきい値以上の値を表示している場合，過度に CPUを使用しているプロセスを
見つけ，対策を立てる目安となります。

プロセッサごとのカーネル CPU使用率（PI_CPUPレコードの System %フィールド）
が，しきい値以上の値を表示している場合，限界を超えるシステム環境のため，プロ
セッサをアップグレードするか，プロセッサを追加する目安となります。

定義例については，「1.3.3(1)(b)　ソリューションセット以外の定義例」を参照してくだ
さい。

• プロセッサの混雑を監視したい

プロセッサの混雑は，ソリューションセットで提供している Run Queueアラームを使用
することで，監視できます。

プロセッサの混雑（キュー数）を監視することで，プロセッサ使用率同様，プロセッサ
の負荷状況を監視できます。上記「プロセッサ使用率」とあわせて監視すると効果的で
す。

詳細については，「1.3.3(1)(a)　ソリューションセット」を参照してください。

• プロセッサ使用率が高いプロセスを確認したい

カーネル CPU使用率，ユーザー CPU使用率，プロセッサごとの CPU使用率，および
プロセッサの混雑でプロセッサがボトルネックになっているおそれがあると判断した場
合，過度にプロセッサを使用しているプロセス（PD_PDIレコード CPU %フィールド）
を，リアルタイムレポートで見つけます。

プロセスに問題がない場合，限界を超えるシステム環境のため，プロセッサをアップグ
レードするか，プロセッサを追加するなどの目安となります。

定義例については，「1.3.3(1)(b)　ソリューションセット以外の定義例」を参照してくだ
さい。

（2） メモリー

メモリーのパフォーマンスを監視する方法について説明します。
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（a）概要

メモリーを監視すれば，物理メモリーの不足を検出したり，プロセスの不正な動作を検
出したりできます。

メモリーは，次の図のように物理メモリーとスワップファイルから構成されています。
物理メモリーやスワップファイルが十分でないからといってメモリーが不足しているだ
けとは限りません。メモリーの利用効率は，ページングとページフォルトで判断可能な
ため，あわせて監視してください。

メモリー空間の概念を次の図に示します。

図 1-2　メモリー空間を示す概念図

物理メモリーが不足している場合，システム全体のパフォーマンスの低下を招きます。

また，プログラムが参照するメモリー領域は，一定時間以上アクセスされないとスワッ
プファイル上に退避され，必要なタイミングで物理メモリーにロードされます。このよ
うにして，少ない物理メモリーを有効利用します。しかし，スワップファイルへのアク
セス速度は物理メモリーのアクセス速度に比べて，大幅に低速です。このため，メモ
リー利用効率が悪くページングやページフォルトが大量に発生している場合，システム
処理の大幅な遅延が発生している状態を意味します。

• ページング
物理メモリーとページングファイルとの間で発生するコードとデータの移動を指しま
す。ページングファイルから物理メモリーへのロードをページインと呼び，物理メモ
リーからページングファイルへの退避をページアウトと呼びます。

• ページフォルト
物理メモリーに存在しない領域をアクセスすることを指します。

ページングなどは，標準的な処理でも行われています。このため，システム安定稼働時
のベースラインを測定し，適切なしきい値を決定してください。

ソリューションセットでは，Available Memoryアラームを提供しています。さらに詳細
な情報を参照するには，次の表を参考にしてください。

表 1-2　メモリーに関連する主なフィールド

使用レ
コード

使用フィールド 値の見方（例）

PI Total Physical Mem 
Mbytes

物理メモリーの容量。

Free Mem Mbytes 物理メモリーの空き容量。
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注※
PFM - Agent for Platformのバージョンが 08-11以降で，監視対象 OSが Linuxの
場合だけ使用できます。

システムのメモリー不足は，メモリー不足が原因とは限りません。プログラムの不具合
が原因で，メモリーが不足する場合もあります。プロセスごとのメモリー使用量を監視
すれば，これらの原因を切り分けられます。不当にメモリーを占有していたり，メモ
リー使用量が増加しつづけているプロセスがある場合，そのプロセスのプログラムに不
具合があると判断できます。

特定のプロセスに関するメモリー使用量を参照するには，次の表を参考にしてください。

Alloc Mem Mbytes 物理メモリーの使用量。

Alloc Mem % 物理メモリーの使用率。

Total Swap Mbytes 仮想メモリーの容量。

Free Mem Mbytes 仮想メモリーの空き容量。

Alloc Swap Mbytes 仮想メモリーの使用量。継続してしきい値（PI レコード Total 
Physical Mem Mbytesフィールド）以上の場合，より多くの物
理メモリーが必要な可能性がある。

Alloc Swap % 仮想メモリーの使用率。継続してしきい値（システムの負荷状
態で判断）以上の場合，スワップ領域の拡張が必要な可能性が
ある。

Page Scans/sec ページスキャンが発生した 1秒当たりの回数。継続してしきい
値（150）以上の場合，メモリーがボトルネックになっている
おそれがある。

Swapped-Out Pages/sec スワップアウト処理によってページが取り出された 1秒当たり
のページ数。継続してしきい値（200）以上の場合，メモリー
がボトルネックになっているおそれがある。

Buffers Mem %※ ファイルバッファに使用している物理メモリーのメガバイト数
の割合。

Buffers Mem Mbytes※ ファイルバッファに使用している物理メモリーのメガバイト
数。

Cache Mem %※ キャッシュメモリーとして使用している物理メモリーのメガバ
イト数の割合。

Cache Mem Mbytes※ キャッシュメモリーとして使用している物理メモリーのメガバ
イト数。

Effective Free Mem %※ 実際にアプリケーションが使用することができる物理メモリー
のメガバイト数の割合。

Effective Free Mem 
Mbytes※

実際にアプリケーションが使用することができる物理メモリー
のメガバイト数。

使用レ
コード

使用フィールド 値の見方（例）
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表 1-3　プロセスごとのメモリーに関連する主なフィールド

（b）監視項目

• メモリーの使用状況を監視したい

仮想メモリーの使用状況は，メモリーの増設が必要かどうかの目安となります。

メモリーの使用状況が一時的に高い場合でも，継続的な高負荷状態ではないときは，パ
フォーマンスの低下を許容できる可能性があるため，ページスキャン数，スワップアウ
ト処理とあわせて監視すると効果的です。

使用している仮想メモリー使用量（PIレコード Alloc Swap Mbytesフィールド）が，物
理メモリー総量（PIレコード Total Physical Mem Mbytesフィールド）以上の場合，よ
り多くのメモリーが必要な可能性があります。

定義例については，「1.3.3(2)(b)　ソリューションセット以外の定義例」を参照してくだ
さい。

• ページスキャン数を監視したい

ページスキャン数（PIレコード Page Scans/secフィールド）は，ソリューションセット
で提供している Pagescansアラームで監視できます。

スワップアウト処理，メモリー使用状況とあわせて監視すると効果的です。

過度にページスキャンしているプロセスを見つけ，対策を立ててください。プロセスに
問題がない場合，限界を超えるシステム環境のため，メモリーを増設するなどの対策の
目安となります。

詳細については，「1.3.3(2)(a)　ソリューションセット」を参照してください。

• スワップアウト処理を監視したい

スワップアウト処理（PIレコード Swapped-Out Pages/secフィールド）は，ソリュー
ションセットで提供している Swap Outsアラームで監視できます。

ページスキャン数，メモリー使用状況とあわせて監視すると効果的です。

過度にスワッピングしているプロセスを見つけ，対策を立ててください。プロセスに問

使用レ
コード

使用フィールド 値の見方（例）

PD_PDI Real Mem Kbytes 各プロセスが使用している物理メモリーの使用量。
特定のプロセスがメモリーを大量に使用しているおそれがあ
る。

Virtual Mem Kbytes 各プロセスが使用している仮想メモリーの使用量。特定のプロ
セスがメモリーを大量に使用しているおそれがある。

Swaps 各プロセスでスワップが発生した回数。プロセスのスワッピン
グからボトルネックを発生させているプロセスを洗い出す必要
がある。
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1.　PFM - Agent for Platformの概要
題がない場合，限界を超えるシステム環境のため，メモリーを増設するなどの対策の目
安となります。

詳細については，「1.3.3(2)(a)　ソリューションセット」を参照してください。

• プロセスのメモリー使用量を監視したい

メモリーの使用状況，ページスキャン数，およびスワップアウト処理で問題があると判
断した場合，原因となるプロセスを特定してください。

サーバの活動状況が増加していない状態で，各プロセスのメモリー使用量（PD_PDIレ
コード Real Mem Kbytesなど）をリアルタイムレポートで数分～数十分程度監視しま
す。表示されている折れ線グラフで，増加しつづけているプロセスがないか確認します。

メモリーリークを発生させている，または過度にスワッピングしているプロセスを特定
し，製造元に問い合わせるなどの対策の目安となります。

定義例については，「1.3.3(2)(b)　ソリューションセット以外の定義例」を参照してくだ
さい。

• 実際にシステムで使用できるメモリー量が知りたい（Linux限定）

Linuxは，可能な限りメモリーに一度取得した情報を保持します。そのため，PIレコー
ドの Free Mem Mbytesフィールドで空きメモリー量を監視すると，徐々に値が「0」に
近くなります。しかし，実際にそれらのメモリーはいつでも解放でき，アプリケーショ
ンの使用を妨げるものではありません。PFM - Agent for Platform 08-11以降では，この
「いつでも解放できるメモリー量」を PIレコードの Buffers Mem Mbytesフィールドお
よび Cache Mem Mbytesフィールドで監視できます。これらの値から「総合的な使用可
能メモリー量」を計算し，出力しているのが PIレコードの Effective Free Mem Mbytes
フィールドです。この値を参照することで，システムの使用可能なメモリー量を確認で
きます。

（3） ディスク

ディスクのパフォーマンスを監視する方法について説明します。

（a）概要

ディスクを監視すれば，ディスク資源の不足などを検出したり，ディスクによるボトル
ネックを把握したりできます。また，継続的にディスクを監視すれば，ディスク容量の
使用量の増加傾向を把握し，システム構成決定や拡張するなどのタイミングを把握でき
ます。

ディスクはプログラムやプログラムが参照するデータなどを保存しています。このため，
ディスク容量が不足してくると，データが消失するなどの問題が発生するだけでなく，
システムの応答速度が低下します。

プログラムからディスクのデータを入出力する場合，実行中に休止（応答を待っている）
状態になることがあります。これは，ディスクがボトルネックになり始めていることを
14



1.　PFM - Agent for Platformの概要
示します。

ディスクのボトルネックが原因で，プロセスの応答速度の低下などさまざまな性能劣化
を引き起こす場合があります。そのため，ディスクに関連する性能劣化が発生していな
いことを確認するのは重要な作業です。

ディスクの I/O回数を監視する場合，次の点に注意してください。

PFM - Agent for Platformで取得しているのは OSがディスクデバイスから取得した I/O
の情報です。実際のディスクに対する I/Oに対する情報ではありません。アプリケー
ションからディスクへの I/O処理概念図を次に示します。

図 1-3　I/O処理概念図

ディスクの I/O負荷に関する監視項目としては，Avg Service Timeフィールドと Busy %
フィールドがあります。

Avg Service Timeフィールドは，1回の I/Oに掛かった平均時間を示します。非常に大
きなサイズの I/Oが発生した場合や I/Oが遅くなっている場合に，この値は大きくなり
ます。

Busy %フィールドは，収集間隔中にディスクデバイスが稼働していた時間の割合を示し
ます。I/Oが集中している場合に，この値は大きくなります。

このように，Avg Service Timeフィールドおよび Busy %フィールドはディスクデバイ
スの負荷に関連する情報です。そのため，監視の要件に合わせてフィールドを選択する
ようにしてください。

Avg Service Timeフィールドと Busy %フィールドの関連を次の図に示します。

図 1-4　Avg Service Timeと Busy %の考え方
15
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ソリューションセットでは，Disk Spaceアラームを提供しています。さらに情報を参照
するには，次の表を参考にしてください。

表 1-4　ディスクに関連する主なフィールド

• ディスクの空き容量を監視したい

論理ディスクの空き領域をアラームで監視するとディスクの容量不足を効果的に監視で
きます。

論理ディスクの空き領域（PD_FSLまたは PD_FSRレコードMbytes Freeまたは
Mbytes Free %フィールド）がしきい値以下になった場合，不要ファイルの削除やディ
スク増設など，対策の目安となります。

定義例については，「1.3.3(3)(b)　ソリューションセット以外の定義例」を参照してくだ
さい。

• ディスクの I/O遅延を監視したい

ディスクの I/O遅延は，ソリューションセットで提供している I/O Wait Timeアラーム
を使用することで，監視できます。

ディスクの I/O遅延（PIレコードWait %フィールド）は，データベースの更新など過
度に I/Oを発生させているプロセスが存在していないかなど，対策の目安となります。

詳細については，「1.3.3(3)(a)　ソリューションセット」を参照してください。

使用レ
コード

使用フィールド 値の見方（例）

PI_DEV
D

Avg Service Time I/Oの平均動作時間。非常に大きなサイズの I/Oが発生してい
るおそれがある。

Avg Wait Time I/Oの平均待ち時間。非常に大きなサイズの I/Oが発生してい
るおそれがある。

Busy % ディスクのビジー率。I/Oが特定のディスクに集中しているお
それがある。

I/O Mbytes I/Oの合計転送サイズ。非常に大きなサイズの I/Oが発生して
いるおそれがある。

Total I/O Ops I/Oが発生した回数。I/Oが特定のディスクに集中しているお
それがある。

Queue Length キューの長さ。継続してしきい値以上の場合，デバイスの混雑
を示している。

PD_FSL Mbytes Free ファイルシステムの未使用領域。未使用領域が少ない場合，
ディスク容量が不足している。

Mbytes Free %

PD_FSR Mbytes Free

Mbytes Free %
16
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• ディスクの I/Oを監視したい

ディスクの I/Oは，ソリューションセットで提供している Disk Service Timeアラームを
使用することで，監視できます。

ディスクの I/O（PI_DEVDレコード Avg Service Timeフィールド）は，非常に大きな
サイズの I/Oを発生させているプロセスが存在していないかなど，対策の目安となりま
す。

詳細については，「1.3.3(3)(a)　ソリューションセット」を参照してください。

• ディスクのビジー率を監視したい

ディスクのビジー率は，過度なページング（プロセスによるページの読み取り，または
書き込み）が発生していないかをアラームで監視できます。

ディスクのビジー率（PI_DEVDレコード Busy %フィールド）が，継続的にしきい値以
上の場合，ディスク要求を発生させているプロセスを調べ，プロセスの分散処理をする
など，対策の目安となります。

ディスクの I/O遅延，ディスクの I/O，およびディスクの混雑とあわせて監視すると効果
的です。

定義例については，「1.3.3(3)(b)　ソリューションセット以外の定義例」を参照してくだ
さい。

• ディスクの混雑を監視したい

ディスクの混雑は，過度な I/O要求が発生していないかをアラームで監視できます。

ディスクの混雑（PI_DEVDレコード Queue Lengthフィールド）が，継続的にしきい
値以上の場合，ディスク要求を発生させているプロセスを調べ，プロセスの分散処理を
するなど，対策の目安となります。

ディスクの I/O遅延，ディスクの I/O，ディスクのビジー率とあわせて監視すると効果的
です。

定義例については，「1.3.3(3)(b)　ソリューションセット以外の定義例」を参照してくだ
さい。

（4） ネットワーク

ネットワークのパフォーマンスを監視する方法について説明します。

（a）概要

ネットワークの情報を監視すれば，システムが提供している機能の応答速度の状況を確
認できます。

ネットワークのデータの送受信量などを継続的に監視すれば，ネットワーク構成の決定
や拡張などを計画的に行えます。
17
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関連するレコードとフィールドを次の表に示します。

表 1-5　ネットワークに関連する主なフィールド

（b）監視項目

• ネットワークインターフェースカードに帯域幅（一定時間内に転送できるデータの量）
を超えるデータ受信がないか監視したい

ネットワークインターフェースカードの帯域幅をアラームで監視すると，ネットワーク
の送受信パケット数を監視できます。

パケット数が継続的にしきい値以上の場合，ネットワークインターフェースカードまた
は物理ネットワークをアップグレードする判断材料となることがあります。

定義例については，「1.3.3(4)(b)　ソリューションセット以外の定義例」を参照してくだ
さい。

（5） プロセス

プロセスのパフォーマンスを監視する方法について説明します。

（a）概要

システムは，個々のプロセスによって提供されています。このため，プロセスの稼働状
況を把握するのは，システムの安定運用に欠かせません。

システムの機能を提供するプロセスが異常終了した場合，運用システムが停止し重大な
影響が発生します。このため，プロセスの生成，消滅，および起動状況を監視し，早急
に異常を検知し対策を立ててください。

PFM - Agent for Platformでは，収集のタイミングでプロセスを監視しています。この
ため，プロセスの存在確認をしている場合でも，プロセスが消滅したタイミングではな
く，PFM - Agent for Platform が情報を収集したタイミングでプロセスの消滅したこと

使用レ
コード

使用フィールド 値の見方（例）

PI_NIN
D

Pkts Rcvd/sec 受信した 1秒当たりのパケット数。高い値の場合，多量のパ
ケット受信に成功したこと示す。

PI_NIN
S

PI_NIN
D

Pkts Xmitd/sec 送信した 1秒当たりのパケット数。高い値の場合，多量のパ
ケット送信に成功したこと示す。

PI_NIN
S

PI_NIN
D

Max Transmission Unit 最大パケットサイズ。MTUを自動で割り当てる環境で，高い
値（1,500以上）の場合，データ受け渡しに再分割する処理が
発生し，小さい値（1,500以下）の場合，制御信号とブロック
数が増え，ネットワークのボトルネックになるおそれがある。
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を検知することに注意してください。

プロセスを監視するためのレコードとフィールドを次の表に示します。

表 1-6　プロセスに関連する主なフィールド

注※
/opt/jp1pc/agtu/agent/wgfileファイルで設定してください。

（b）監視項目

• プロセスの消滅を監視したい

プロセスが異常終了した場合，運用システムが停止し重大な影響が発生します。早急に
復旧させるために，プロセスの消滅をアラームで監視できます。

定義例については，「1.3.3(5)(b)　ソリューションセット以外の定義例」を参照してくだ
さい。

• プロセスの生成を監視したい

プロセスの生成は，アプリケーション単位やスケジュールされたプロセスの状況など，
運用システムが正しく動作しているかどうかをアラームで監視できます。

wgfileファイルでワークグループを設定し，PI_WGRPレコードを使用することで，プ
ロセスの生成や消滅，同一名称のプロセス数，アプリケーション単位のプロセス数，お
よびユーザーごとのプロセス起動数などさまざまな監視を行えます。

定義例については，「1.3.3(5)(b)　ソリューションセット以外の定義例」を参照してくだ
さい。

（6） 利用ポート情報の収集例

PFM - Agent for Platformでは，ユーザーがテキストファイルに出力した独自のパ
フォーマンスデータ（ユーザー作成データ）を，PFM - Agent for Platformが提供する
レコードに格納できる形式（ユーザーデータファイル）に変換する機能を提供していま
す。ユーザー独自のパフォーマンスデータの詳細については，「4.2.3　ユーザー独自のパ
フォーマンスデータ収集の設定」を参照してください。

ここでは，ユーザー独自のパフォーマンスデータとして利用ポート情報を PI_UPIBレ
コードに収集する例を示します。利用ポート情報は，次の表に示す形式で格納するもの
とします。

使用レ
コード

使用フィールド 値の見方（例）

PI_WGR
P

Process Count プロセス数。しきい値（起動している必要があるプロセス数）
以下の場合，プロセスが停止していることを示す。※

PD_PDI Program プロセス名。レコード収集されない場合，プロセスが停止して
いることを示す。
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表 1-7　ユーザー作成データのフォーマット

1. 利用ポート情報を収集するためのシェルスクリプトを作成する。
この例では，利用ポート情報を収集するためにシェルスクリプトを利用します。シェ
ルスクリプトの作成例を次に示します。

Linuxでのシェルスクリプトの作成例（/homework/sample.sh）
#!/bin/sh
echo "Product Name=PFM-Agent for Platform (UNIX)" > /homework/
userdata.tcp
echo "FormVer=0001" >> /homework/userdata.tcp
echo "tt ks lr lr lr" >> /homework/userdata.tcp
#All TCP port
ALL_TCP=`netstat -at | wc -l`
ALL_TCP=`expr $ALL_TCP - 2`
#Active TCP port
ACTIVE_TCP=`netstat -at | grep ESTABLISHED | wc -l`
#Listen TCP port
LISTEN_TCP=`netstat -at | grep LISTEN | wc -l`
#Output
echo "TCP `uname -n` $ALL_TCP $ACTIVE_TCP $LISTEN_TCP" >> /
homework/userdata.tcp

！！！！ 注意事項
 

ここで紹介するシェルスクリプトは Linuxでの作成例のため，ほかの OSでは正しく動作し
ないおそれがあります。また，環境によっては Linux上でも動作しないことがあるため注意
してください。

2. 手順 1で作成したシェルスクリプトを実行する。
シェルスクリプトの実行結果として作成されるユーザー作成データを次に示します。

ユーザー作成データ（/homework/userdata.tcp）
Product Name=PFM-Agent for Platform (UNIX)
FormVer=0001
tt ks lr lr lr
TCP jp1ps05 15 3 12

3. 手順 2で作成されたユーザー作成データをユーザーデータファイルへ変換する。
ユーザー作成データをユーザーデータファイルへ変換するコマンド（jpcuserコマ

ンド）の実行例を次に示します。

jpcuserコマンドの実行例
/opt/jp1pc/agtu/agent/jpcuser/jpcuser PI_UPIB 

オプション 値

tt "TCP"。

ks ホスト名。

lr ホストが持つ TCPポートの総数。

lr ホストが持つ TCPポートのうち現在アクティブなポート数。

lr ホストが持つ TCPポートのうちリッスン中のポート数。
20
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-file /homework/userdata.tcp

4. 手順 3で出力されたユーザーデータファイルを PFM - Agent for Platformで収集する。
PFM - Agent for Platformがレコードを収集するタイミングで，ユーザーデータファ
イルの内容がユーザーレコードに格納されます。

（7） PFM製品が導入されていない複数のホストからのパフォーマンス
データの収集例

PFM製品が導入されていないホスト固有のパフォーマンスデータを，PFM - Agent for 
Platformのユーザー作成データ収集機能を使って収集できます。また，複数のホストの
パフォーマンスデータを一つのユーザーデータファイルに変換することで，同時に複数
のホストの状態を監視することもできます。この場合，PFM製品が導入されていないそ
れぞれのホストでユーザー作成データを作成するために，シェルなどのスクリプトを準
備する必要があります。ここでは，PFM製品が導入されていないホストのパフォーマン
スデータを収集し，PFM - Agent for Platformのレコード情報として出力するまでの例
を示します。

（a）収集データ

ここでは「1.3.2(6)　利用ポート情報の収集例」で作成したユーザー作成データを使用し
て情報を取得する例を示します。

（b）前提条件

PFM製品が導入されていない複数のホストからパフォーマンスデータを収集するための
前提条件を次に示します。

• PFM製品が導入されているホストと PFM製品が導入されていないホストの間で信頼
関係が結ばれており，ファイルのやり取りが可能な環境である（ホスト間で NFSに
よる共有領域が設定されている）。

• PFM製品が導入されているホストの PFM - Agent for Platformのバージョンが 08-11
以降である。

（c）データ収集の手順

PFM製品が導入されていないホストのデータ収集の流れを次の図に示します。
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図 1-5　PFM製品が導入されていないホストのデータ収集の流れ

図中の番号に従って処理の流れを説明します。複数のホストのパフォーマンスデータを
収集する場合は，同様の手順をホストごとに実行してください。

1. PFM製品が導入されていないホストでユーザー作成データを作成する。
パフォーマンスデータを収集するスクリプトを実行して，ユーザー作成データを作成
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します。ここでは「1.3.2(6)　利用ポート情報の収集例」で作成したユーザー作成
データを使用します。

2. リモートホスト間でファイルをコピーする。
手順 1で作成したユーザー作成データを，PFM製品が導入されているホストにコ
ピーします。ここでは NFSによってホスト間で共有されている領域「/nfshome/」に
ユーザー作成データをコピーします。cpコマンドの例を次に示します。

cpコマンドの例
#/homework/sample.sh
#cp /homework/userdata.tcp /nfshome/userdata.tcp

！！！！ 注意事項
 

複数のホストのユーザー作成データを収集する場合は，ファイル名が重複しないようにして
ください。ファイル名が重複している場合，ファイルをコピーするときに上書きするおそれ
があります。

3. PFM製品が導入されているホストで jpcuserコマンドを実行する。
PFM製品が導入されているホストで jpcuserコマンドを実行して，手順 2でコピー
したユーザー作成データをユーザーデータファイルに変換します。手順 1および 2を
実行した PFM未導入ホストのユーザー作成データを，一つのユーザーデータファイ
ルに変換する例を次に示します。

jpcuserコマンドの例
/opt/jp1pc/agtu/agent/jpcuser/jpcuser PI_UPIB 
-file ユーザー作成データ1 -file ユーザー作成データ2 -file ユーザー作成デー
タ3

4. PFM製品が導入されているホストでレコードデータを収集する。
手順 3で出力されたユーザーデータファイルの内容を，PFM製品が導入されている
ホストでレコードデータとして収集します。

1.3.3　定義例
監視するリソースごとに，ソリューションセット，およびソリューションセット以外の
定義例について説明します。定義例の見方を次に示します。

• 定義例の■と□は，PFM - Web Consoleのチェックボックスを示しています。また，
●と○は，PFM - Web Consoleのラジオボタンを示しています。

• 定義例の■と●は，PFM - Web Consoleでの設定で，チェックすることを示していま
す。また，□と○は，PFM - Web Consoleでの設定で，チェックしないことを示して
います。

• 定義例の「xxx」「yyy」「zzz」「dummy」はユーザーがシステム環境に応じて変更する
文字列です。そのほかの定義内容については，必要に応じて変更してください。

• 定義例の発生頻度（例：[ 3 ]回しきい値超過／ [ 5 ]インターバル中）は，システム環
境によって異なります。発生頻度の定義内容は，必要に応じて変更してください。例
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1.　PFM - Agent for Platformの概要
えば，システム環境で処理が集中する時間帯が 2分以上で継続的な高負荷状態である
とします。このとき，収集間隔が 60秒であれば，5回中 2回までは許容範囲であり，
3回以上で継続的な高負荷状態であるといえます。よって，発生頻度には「[ 3 ]回し
きい値超過／ [ 5 ]インターバル中」と設定します。

（1） プロセッサ

ソリューションセット，およびソリューションセット以外の定義例について説明します。

（a）ソリューションセット

• プロセッサの負荷状況の監視に関連するソリューションセットのアラーム

表 1-8　プロセッサのソリューションセットのアラーム

注※
過度にプロセッサを使用しているプロセスを見つけ，対策を立ててください。プロ
セスに問題がない場合，短期間に大量のプロセスが生成および消滅するなど，カー
ネルのスケジューリング処理が追いつかない運用をしているおそれがあります。そ
の場合，限界を超えるシステム環境のため，プロセッサをアップグレードするか，
プロセッサを追加するなどの対策を立ててください。

プロセッサの負荷状況を詳細に監視する場合，「1.3.2(1)(b)　監視方法」に示すアラーム
やレポートを作成し，既存アラームとあわせてに監視してください。

既存アラームの設定内容については「5.　ソリューションセット」を参照してください。

• プロセッサに関連するソリューションセットのレポート

表 1-9　プロセッサのソリューションセットのレポート

ソリューション
セットのアラー

ム名

使用レ
コード

使用フィールド 異常
条件

警告
条件

値の見方

Kernel CPU PI Kernel CPU % > 75 > 50 OS，運用方法に問題があるおそれが
ある。※

User CPU PI User CPU % > 85 > 65 特定のアプリケーションに問題があ
るおそれがある。※

Run Queue PI 5-Minute Run 
Queue Avg

> 4 > 8 OS，運用方法，特定のアプリケー
ションに問題があるおそれがある。
※

レポート名 表示する情報

CPU Per Processor Status プロセッサの状態についてのリアルタイム情報。

CPU Per Processor Usage プロセッサごとの CPU使用率についてのリアルタイム情報。

CPU Trend 最近 1か月間の特定ホストの CPU使用率についての履歴情報（日単
位）。
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既存レポートの設定内容については「5.　ソリューションセット」を参照してください。

（b）ソリューションセット以外の定義例

• プロセッサごとの使用率を監視するアラーム

表 1-10　定義例

CPU Usage Summary 最近 1時間の CPU使用率についての履歴情報（分単位）。

CPU Status(Multi-Agent) 最近 24時間の複数ホストの CPU使用率についての履歴情報（時単位）。

CPU Status CPU使用率についてのリアルタイム情報。

CPU Trend(Multi-Agent) 最近 1か月間の複数ホストの CPU使用率についての履歴情報（日単
位）。

項目 内容

全般 プロダクト UNIX(6.0)

アラームテーブル名 Alarm Example

アラーム名 Kernel/User CPU

メッセージテキスト Kernel/User mode CPU usage is 
%CVS2(%CVS1)

高度な設定 □ アラームを有効にする ■チェックする

□ 常にアラーム通知する □チェックしない

□ すべてのデータを評価する ■チェックする

監視時刻範囲
□ 常に監視する

■チェックする

開始 －

終了 －

発生頻度
□ 発生頻度を満たした時にア
ラーム通知する

■チェックする

[ 2 ]回しきい値超過／ [ 3 ]インターバル中

アラーム条件式 レコード PI_CPUP

フィールド 異常条件：※
Processor ID <> "0"
AND System % > "75" または User % > "85"

条件

異常値

警告値 警告条件：※
Processor ID <> "0"
AND System % > "50" または User % > "65"

レポート名 表示する情報
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1.　PFM - Agent for Platformの概要
（凡例）
－：指定しない

注※
メッセージテキストに値を表示するには，アラーム条件式にフィールドを設定して
ください。定義例では，Processor IDフィールドを必ず満たす条件値を設定してい
ます。System %または User %には，監視したいフィールドを設定してください。

•  プロセッサ使用率が高いプロセスを確認するリアルタイムレポート

表 1-11　定義例

実行するアクショ
ン

任意で設定してください 異常 警告 正常

Ｅメール □ □ □

コマンド □ □ □

ＳＮＭＰ □ □ □

表示するレポート [  ] PI_CPUPのレポートを指定する。

項目 内容

名前と種別 レポート名 PD_PDI - Memory

プロダクト UNIX(6.0)

レポート種別 ○リアルタイム（一つの
エージェント）

●チェックする

○履歴（一つのエージェ
ント）

－

○履歴（複数のエージェ
ント）

－

フィールド レコード PD_PDI

選択されたフィールド Program
PDI
CPU %
System CPU
User CPU

フィルター 条件式 : ●拡張フィルター

条件式の定義 PID <> "0"

表示時に指定 □チェックしない

表示設定 □ 表示時に指定 ■チェックする

□ デルタで表示 □チェックしない

更新間隔 □ 自動更新しない □チェックしない

初期値 30

項目 内容
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（凡例）
－：指定しない

注※
状況に応じて設定してください。

（2） メモリー

ソリューションセット，およびソリューションセット以外の定義例について説明します。

（a）ソリューションセット

• メモリーの利用効率の監視に関連するソリューションセットのアラーム

表 1-12　メモリーのソリューションセットのアラーム

最小値 30

ランキング表
示

フィールド CPU %

表示数 10※

□ 降順 □チェックしない

表示形式 表 全フィールド

一覧 －

グラフ System CPU
User CPU

表示キー フィールド （なし）

降順 －

グラフのプ
ロパティ

グラフの種類 積み上げ横棒

系列 行

軸ラベル X軸 プロセス名 (プロセス ID)

Y軸 CPU 使用時間

データラベル データラベル１ プロセス名

データラベル 2 プロセス ID

ドリルダウ
ン

レポートのドリルダウン 任意

フィールドのドリルダウン 任意

ソリューション
セットのアラー

ム

使用レ
コード

使用フィールド 異常
条件

警告
条件

値の見方

Pagescans PI Page Scans/sec > 
150

> 
100

メモリーが不足しているおそれがあ
る。

項目 内容
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既存アラームの設定内容については「5.　ソリューションセット」を参照してください。

• メモリーに関連するソリューションセットのレポート

表 1-13　メモリーのソリューションセットのレポート

注※
Linuxの場合は，使用できません。

• システム（メモリー）に関連するソリューションセットのレポート

表 1-14　システムのソリューションセットのレポート

既存レポートの設定内容については「5.　ソリューションセット」を参照してください。

Swap Outs PI Swapped-Out 
Pages/sec

> 
200

> 
100

メモリーが不足しているおそれがあ
る。

レポート名 表示する情報

Memory Paging 最近 1時間のメモリー使用状況についての履歴情報（分単位）。※

Memory Paging Status メモリーやページングについてのリアルタイム情報。※

Memory Paging Status 
(Multi-Agent)

最近 24時間の複数ホストのメモリー使用状況についての履歴情報（時
単位）。※

Paging Trend (Multi-Agent) 最近 1か月間の複数ホストのページスキャンについての履歴情報（日単
位）。※

レポート名 表示する情報

I/O Overview 最近 1時間の I/O回数についての履歴情報（分単位）。Linuxの場合は，
使用できない。

Process Trend 最近 1か月間のプロセスの稼働数についての履歴情報（日単位）。

System Overview（システ
ム稼働状況を示します。リ
アルタイムレポート）

システムの稼働状況についてのリアルタイム情報。

System Overview（システ
ム稼働状況を示します。履
歴レポート）

最近 1時間のシステムの稼働状況についての履歴情報（分単位）。

System Utilization Status システムの稼働状況についてのリアルタイム情報。

Workload Status システム負荷についてのリアルタイム情報。

Workload Status 
(Multi-Agent)

最近 24時間の複数ホストのシステム負荷についての履歴情報（時単
位）。

ソリューション
セットのアラー

ム

使用レ
コード

使用フィールド 異常
条件

警告
条件

値の見方
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1.　PFM - Agent for Platformの概要
（b）ソリューションセット以外の定義例

• メモリーの使用状況を監視するアラーム

表 1-15　定義例

（凡例）
－：指定しない

項目 内容

全般 プロダクト UNIX(6.0)

アラームテーブル名 Alarm Example

アラーム名 Alloc Mem Mbytes

メッセージテキスト Alloc Mem Mbytes = %CVS1

□ 値の存在を監視するアラーム □チェックしない

高度な設定 □ アラームを有効にする ■チェックする

□ 常にアラーム通知する □チェックしない

□ すべてのデータを評価する □チェックしない

監視時刻範囲
□ 常に監視する

■チェックする

開始 －

終了 －

発生頻度
□ 発生頻度を満たした時にア
ラーム通知する

■チェックする

[ 2 ]回しきい値超過／ [ 3 ]インターバル中

アラーム条件式 レコード PI

フィールド 異常条件：
Alloc Swap Mbytes >= "Total Swap Mbytes値
の 90%程度を設定する "

条件

異常値 警告条件：
Alloc Swap Mbytes >= "Total Physical Mem 
Mbyteの値を設定する "

警告値

実行するアクショ
ン

任意で設定してください 異常 警告 正常

Ｅメール □ □ □

コマンド □ □ □

ＳＮＭＰ □ □ □

表示するレポート [  ] PIの履歴レポートを指定する。
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• プロセスのメモリー使用量を確認するリアルタイムレポート

表 1-16　定義例

項目 内容

名前と種別 レポート名 PD_PDI - Memory

プロダクト UNIX(6.0)

レポート種別 ○リアルタイム（一つの
エージェント）

●チェックする

○履歴（一つのエージェ
ント）

－

○履歴（複数のエージェ
ント）

－

フィールド レコード PD_PDI

選択されたフィールド すべて選択する

フィルター 条件式 : ●拡張フィルター

条件式の定義 PID <> "0"

表示時に指定 □チェックしない

表示設定 □ 表示時に指定 ■チェックする

□ デルタで表示 □チェックしない

更新間隔 □ 自動更新しない □チェックしない

初期値 30

最小値 30

ランキング表
示

フィールド Virtual Mem Kbytes※１

表示数 30※ 2

□ 降順 ■チェックする

表示形式 表 Program
PID
Real Mem Kbytes
Virtual Mem Kbytes
Major Faults
Swaps
Context Switches
CPU %

一覧 －

グラフ Virtual Mem Kbytes
Real Mem Kbytes

表示名 －

表示キー フィールド （なし）

降順 －
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（凡例）
－：指定しない

注※ 1
監視したいフィールドを設定します。

注※ 2
状況に応じて設定します。

（3） ディスク

ソリューションセット，およびソリューションセット以外の定義例について説明します。

（a）ソリューションセット

• ディスクの I/O状況の監視に関連するソリューションセットのアラーム

表 1-17　ディスクのソリューションセットのアラーム

既存アラームの設定内容については「5.　ソリューションセット」を参照してください。

グラフのプ
ロパティ

グラフの種類 折れ線

系列 行

軸ラベル X軸 時間

Y軸 メモリー使用量

データラベル データラベル１ （なし）

データラベル 2 （なし）

ドリルダウ
ン

レポートのドリルダウン 任意

フィールドのドリルダウン 任意

ソリューション
セットのアラー

ム

使用レ
コード

使用フィールド 異常
条件

警告
条件

値の見方

I/O Wait Time PI Wait % > 80 > 60 データベースの更新など，I/Oに遅
延が発生しているおそれがある。

Disk Service 
Time

PI_DE
VD

Avg Service 
Time

> 
0.1

> 
0.06

非常に大きなサイズの I/Oが発生し
ているおそれがある。

項目 内容
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• ディスクに関連するソリューションセットのレポート

表 1-18　ディスクのソリューションセットのレポート

注※
Linuxの場合は，使用できません。

既存レポートの設定内容については「5.　ソリューションセット」を参照してください。

（b）ソリューションセット以外の定義例

• 論理ディスクの未使用領域を監視するアラーム

表 1-19　定義例

レポート名 表示する情報

Avg Service Time - Top 10 
Devices

平均動作時間が長い上位 10個のデバイスについてのリアルタイム情報。

Avg Service Time Status - 
Top 10 Devices

平均動作時間が長い 10個のデバイスについてのリアルタイム情報。

Device Detail 選択したデバイスについてのリアルタイム情報。

Device Usage Status デバイスの使用状況についてのリアルタイム情報。

Device Usage Status 
(Multi-Agent)

最近 24時間の複数ホストのデバイスの使用状況についての履歴情報
（時単位）。

Free Space Mbytes - Top 10 
Local File Systems

空き領域が少ない 10個のローカルファイルシステムについてのリアル
タイム情報。

Local File System Detail 選択したローカルファイルシステムについてのリアルタイム情報。

Remote File System Detail 選択したリモートファイルシステムについてのリアルタイム情報。

Space Usage - Top 10 Local 
File Systems

使用率が高いローカルファイルシステムの上位 10個についてのリアル
タイム情報。

Space Usage - Top 10 
Remote File Systems

使用率が高いリモートファイルシステムの上位 10個についてのリアル
タイム情報。

NFS Activity Overview 最近 1時間の NFSクライアントと NFSサーバの稼働状況についての履
歴情報（分単位）。※

NFS Load Trend 最近 1か月間の NFSクライアントと NFSサーバの稼働状況についての
履歴情報（日単位）。※

NFS Usage Status NFSクライアントと NFSサーバの稼働状況についてのリアルタイム情
報。※

NFS Usage Status 
(Multi-Agent)

最近 24時間の複数ホストの NFSクライアントと NFSサーバの稼働状
況についての履歴情報（時単位）。※

項目 内容

全般 プロダクト UNIX(6.0)

アラームテーブル名 Alarm Example
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（凡例）
－：指定しない

注※
メッセージテキストに値を表示するには，アラーム条件式にフィールドを設定して
ください。定義例では，File Systemフィールドを必ず満たす条件値を設定していま
す。

アラーム名 File System Free Mbytes

メッセージテキスト Disk Space(%CVS1) = %CVS2 MB

□ 値の存在を監視するアラーム □チェックしない

高度な設定 □ アラームを有効にする ■チェックする

□ 常にアラーム通知する □チェックしない

□ すべてのデータを評価する ■チェックする

監視時刻範囲
□ 常に監視する

■チェックする

開始 －

終了 －

発生頻度
□ 発生頻度を満たした時にア
ラーム通知する

□チェックしない

－

アラーム条件式 レコード PD_FSLまたは PD_FSR

フィールド 異常条件：※
File System <> "dummy"
AND (Mbytes Free < "5120" )

条件

異常値

警告値 警告条件：※
File System <> "dummy"
AND (Mbytes Free < "10240" )

実行するアクショ
ン

任意で設定してください 異常 警告 正常

Ｅメール □ □ □

コマンド □ □ □

ＳＮＭＰ □ □ □

表示するレポート [  ] PD_FSLまたは PD_FSRの履歴レポートを指
定する。

項目 内容
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• ディスクのビジー率を監視するアラーム

表 1-20　定義例

（凡例）
－：指定しない

注※

項目 内容

全般 プロダクト UNIX(6.0)

アラームテーブル名 Alarm Example

アラーム名 Disk Busy %

メッセージテキスト Disk Busy % (%CVS1) = %CVS2

□ 値の存在を監視するアラーム □チェックしない

高度な設定 □ アラームを有効にする ■チェックする

□ 常にアラーム通知する □

□ すべてのデータを評価する ■チェックする

監視時刻範囲
□ 常に監視する

■チェックする

開始 －

終了 －

発生頻度
□ 発生頻度を満たした時にア
ラーム通知する

■チェックする

[ 4 ]回しきい値超過／ [ 5 ]インターバル中

アラーム条件式 レコード PI_DEVD

フィールド 異常条件：※
Device Name <> "dummy"
AND (Busy % >= "90" )

条件

異常値

警告値 警告条件：※
Device Name <> "dummy"
AND (Busy % >= "80" )

実行するアクショ
ン

任意で設定してください 異常 警告 正常

Ｅメール □ □ □

コマンド □ □ □

ＳＮＭＰ □ □ □

表示するレポート [  ] PI_DEVDのレポートを指定する。
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メッセージテキストに値を表示するには，アラーム条件式にフィールドを設定して
ください。定義例では，Device Nameフィールドを必ず満たす条件値を設定してい
ます。

• ディスクの混雑を監視するアラーム

表 1-21　定義例

項目 内容

全般 プロダクト UNIX(6.0)

アラームテーブル名 Alarm Example

アラーム名 Disk Queue

メッセージテキスト Disk Queue(%CVS1) = %CVS2

□ 値の存在を監視するアラーム □チェックしない

高度な設定 □ アラームを有効にする ■チェックする

□ 常にアラーム通知する □

□ すべてのデータを評価する ■チェックする

監視時刻範囲
□ 常に監視する

■チェックする

開始 －

終了 －

発生頻度
□ 発生頻度を満たした時にア
ラーム通知する

■チェックする

[ 4 ]回しきい値超過／ [ 5 ]インターバル中

アラーム条件式 レコード PI_DEVD

フィールド 異常条件：※
Device Name <> "dummy"
AND (Queue Length >= "5" )

条件

異常値

警告値 警告条件：※
Device Name <> "dummy"
AND (Queue Length >= "3" )

実行するアクショ
ン

任意で設定してください 異常 警告 正常

Ｅメール □ □ □

コマンド □ □ □

ＳＮＭＰ □ □ □

表示するレポート [  ] PI_DEVDのレポートを指定する。
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（凡例）
－：指定しない

注※
メッセージテキストに値を表示するには，アラーム条件式にフィールドを設定して
ください。定義例では，Device Nameフィールドを必ず満たす条件値を設定してい
ます。

（4） ネットワーク

ソリューションセット，およびソリューションセット以外の定義例について説明します。

（a）ソリューションセット

• ネットワークに関連するソリューションセットのアラーム

なし

• ネットワークに関連するソリューションセットのレポート

表 1-22　ネットワークのソリューションセットのレポート

既存レポートの設定内容については「5.　ソリューションセット」を参照してください。

（b）  ソリューションセット以外の定義例

• ネットワークインターフェースカードに帯域幅（一定時間内に転送できるデータの量）
を超えるデータ受信がないか監視するアラーム

表 1-23　定義例

レポート名 表示する情報

Network Interface Detail 選択したシステムのネットワーク使用状況についてのリアルタイム情報。

Network Interface 
Summary（ネットワーク使
用状況を示します。リアル
タイムレポート）

ネットワーク使用状況についてのリアルタイム情報。

Network Interface 
Summary（ネットワーク使
用状況を示します。履歴レ
ポート）

最近 1時間のネットワーク使用状況についての履歴情報（分単位）。

Network Overview 最近 1時間のネットワーク使用状況についての履歴情報（分単位）。

Network Status 
(Multi-Agent)

最近 24時間の複数ホストのネットワーク使用状況についての履歴情報
（時単位）。

Network Status ネットワーク使用状況についてのリアルタイム情報。

項目 内容

全般 プロダクト UNIX(6.0)

アラームテーブル名 Alarm Example
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（凡例）
－：指定しない

注※
NICごとの送受信を監視したい場合，PI_NINDレコード Pkts Rcvd/secフィールド
または Pkts Xmitd/secフィールドを設定してください。PI_NINDレコードは複数
インスタンスレコードのため，「すべてのデータを評価する」をチェックしてくださ
い。

アラーム名 Network Rcvd/Xmitd

メッセージテキスト NIC Rcvd/Xmitd = %CVS1

□ 値の存在を監視するアラーム □チェックしない

高度な設定 □ アラームを有効にする ■チェックする

□ 常にアラーム通知する □チェックしない

□ すべてのデータを評価する □チェックしない

監視時刻範囲
□ 常に監視する

■チェックする

開始 －

終了 －

発生頻度
□ 発生頻度を満たした時にア
ラーム通知する

■チェックする

[ 4 ]回しきい値超過／ [ 5 ]インターバル中

アラーム条件式 レコード PI_NINS

フィールド 異常条件：※

Pkts Rcvd/sec >= "NICの帯域幅の 90%程度を
設定する "

条件

異常値

警告値 警告条件：※

Pkts Rcvd/sec >= "NICの帯域幅の 80%程度を
設定する "

実行するアクショ
ン

任意で設定してください 異常 警告 正常

Ｅメール □ □ □

コマンド □ □ □

ＳＮＭＰ □ □ □

表示するレポート [  ] PI_NINDの履歴レポートを指定する。

項目 内容
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（5）  プロセス

ソリューションセット，およびソリューションセット以外の定義例について説明します。

（a）ソリューションセット

• プロセスに関連するソリューションセットのアラーム

なし

• プロセスに関連するソリューションセットのレポート

表 1-24　プロセスのソリューションセットのレポート

既存レポートの設定内容については「5.　ソリューションセット」を参照してください。

（b）ソリューションセット以外の定義例

• プロセスの消滅を監視するアラーム

表 1-25　定義例

レポート名 表示する情報

CPU Usage - Top 10 
Processes

CPU使用率上位 10個のプロセスについてのリアルタイム情報。

I/O Activity - Top 10 
Processes

I/O処理数上位 10個のプロセスについてのリアルタイム情報。HP-UX，
AIX，Linuxの場合は，使用できない。

Major Page Faults - Top 10 
Processes

物理的な I/Oを引き起こすページフォルト数上位 10個のプロセスについ
てのリアルタイム情報。

Process Detail 選択したホストのプロセスについてのリアルタイム情報。

Process Overview 最近 1時間のプロセスの稼働状況についての履歴情報（分単位）。

Process Summary Status プロセスの稼働状況についてのリアルタイム情報。

項目 内容

全般 プロダクト UNIX(6.0)

アラームテーブル名 Alarm Example

アラーム名 xxx Process Exit

メッセージテキスト xxx プロセスが実行されていません

□値の存在を監視するアラーム ■チェックする

高度な設定 □ アラームを有効にする ■チェックする

□ 常にアラーム通知する □チェックしない

□ すべてのデータを評価する □チェックしない

監視時刻範囲
□ 常に監視する

■チェックする

開始 －
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（凡例）
－：指定しない

• プロセスの生成を監視するアラーム

/opt/jp1pc/agtu/agent/wgfileの定義例を次に示します。

workgroup=xxx Application Processes
programs=yyy,zzz

注意
• wgfileファイルは，PFM - Agent for Platformインストール環境で設定してくだ
さい。wgfileファイルの設定方法については，「4.2.1　ワークグループ情報の収
集の設定」を参照してください。

• プログラム名は，ps -elコマンドで出力されるプロセス名を指定してください。
または，PDレコード Programフィールドに格納される値を指定してください。
プロセス名が yyyおよび zzzの定義例を示しています。

　

表 1-26　定義例

終了 －

発生頻度
□ 発生頻度を満たした時にア
ラーム通知する

□チェックしない

－

アラーム条件式 レコード PD_PDI

フィールド Program

値 プロセス名を入力

実行するアクショ
ン

任意で設定してください 異常 警告 正常

Ｅメール □ □ □

コマンド □ □ □

ＳＮＭＰ □ □ □

表示するレポート [  ] PD_PDIのリアルタイムレポートを指定する。

項目 内容

全般 プロダクト UNIX(6.0)

アラームテーブル名 Alarm Example

アラーム名 xxx Application Processes

メッセージテキスト xxx Application Process Count = %CVS1

項目 内容
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（凡例）
－：指定しない

注※
条件式を変更することで，プロセスの消滅（Process Count = "0"）や，アプリケー
ションに必要な起動プロセス数（プロセスが 3必要なとき：Process Count < "3"）
の監視もできます。

□値の存在を監視するアラーム □チェックしない

高度な設定 □ アラームを有効にする ■チェックする

□ 常にアラーム通知する □チェックしない

□ すべてのデータを評価する □チェックしない

監視時刻範囲
□ 常に監視する

■チェックする

開始 －

終了 －

発生頻度
□ 発生頻度を満たした時にア
ラーム通知する

□チェックしない

－

アラーム条件式 レコード PI_WGRP

フィールド 異常条件：※
Process Count > "0"
AND ( Workgroup = "xxx Application 
Processes" )

条件

異常値

警告値 警告条件：※
Process Count > "0"
AND ( Workgroup = "xxx Application 
Processes" )

実行するアクショ
ン

任意で設定してください 異常 警告 正常

Ｅメール □ □ □

コマンド □ □ □

ＳＮＭＰ □ □ □

表示するレポート [  ] PD_PDIのリアルタイムレポートを指定する。

項目 内容
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1.3.4　仮想化システム上での運用
PFM - Agent for Platformを用いた仮想化システムのパフォーマンス監視について説明
します。

（1） 仮想化システム上で運用する目的

仮想化システムの利点と，PFM - Agent for Platformを仮想化システムで運用する目的
について説明します。

（a）仮想化システムの利点

仮想化システムは，システムの余剰リソースを有効に扱える技術として注目されていま
す。例えば，「1サーバ 1アプリケーション」という状況の多い現在，ほとんどのサーバ
は余剰リソースを保持しています。具体的には，サーバのジョブが混雑する時間帯を除
き 5%～ 7%程のリソースを使用しているのが現状です。このような状況を解決するのに
仮想化システムは適しています。

また，仮想化システムはほかにも次のような利点があります。

• OSや機器を共有，一元管理できる。
• 複数の古いサーバを仮想サーバにして，1台の新しいサーバ上で稼働できる。
• サーバの数が減るため，電力および空調コストが削減できる。

（b）パフォーマンス監視の目的

前述の「仮想化システムの利点」はシステムのリソースが過不足なく利用されていると
きに最大の恩恵を受けることができます。システムのリソースが過剰に消費されている，
または逆にほとんど使用されていない場合，仮想化システムを有効に利用できていませ
ん。

このようなことは，リソースの消費状況を監視することで，現在のシステムが有効な設
定であるか，そうでないか判断できます。

基本的には，PFM - Agent for Platformは物理的に一つの OSに関する情報を収集する
ことを目的としています。しかし，使い方を工夫すれば，仮想化システムに依存するパ
フォーマンス情報についても監視できます。

PFM - Agent for Platformを用いた仮想化システムのパフォーマンス監視は，主に次の
目的で使用できます。

• パフォーマンスデータの傾向を分析し，負荷の割り当てと対応するシステムリソース
への影響を把握する。

• パフォーマンスデータを分析し，ボトルネック原因を見つける。
• 運用システムが仮想化システム上で正しく動作しているか監視する。

仮想化システムでは特定のボトルネックによって，仮想化システム全体のパフォーマン
スに悪影響を及ぼす場合があります。ボトルネックが発生する要因としては，次のよう
なものがあります。
41



1.　PFM - Agent for Platformの概要
• 論理パーティション上のメモリー不足。
• 仮想化システム間での負荷の割り当て。
• プログラムによる特定のリソースの占有。

ここでは，PFM - Agent for Platformを用いて仮想化システムのパフォーマンスを監視
する方法について紹介していきます。なお，ここで表記されるパフォーマンス監視時の
しきい値はあくまで参考値です。システムの構成，利用方法ごとに適切な値を検討して
ください。

（2） 仮想化システム上でのリソース監視について

（a）概要

パフォーマンスを監視する上で最も重要なシステムリソースを次に示します。

• プロセッサ
• メモリー
• ディスク
• ネットワーク
• プロセス

仮想化システムでは，上記リソースのうち一部のパフォーマンスデータが収集できない，
または動的に変更されることによって，利用上意味をなさないケースがあります。パ
フォーマンスは OSごと，または仮想化システムによって変動します。

（b）仮想化システム上への PFM - Agent for Platformのインストール

仮想化システムは基本的に各種リソースを仮想化機能（ソフトウェアまたはハードウェ
ア）で管理し，論理的なパーティションにそれらを割り当てることによって構築されま
す。管理されるリソースはプロセッサ，メモリー，ディスク，ネットワークなどです。

これらのリソースは，論理パーティション内に PFM - Agent for Platformをインストー
ルすれば，インストールした論理パーティションのパフォーマンスデータとして取得で
きます。

また，仮想化システムにはゲスト OSとホスト OSに区分されるものがあります。
VMwareや Virtageなどの，ソフトウェアベースで仮想化を実現している場合はこの
ケースとなります。ホスト OSはゲスト OSを管理する OSで，ゲスト OSはホスト OS
上で動作する OSのことです。このような場合，PFM - Agent for Platformをゲスト OS
上にインストールしてパフォーマンスを監視します。

PFM - Agent for Platformはインストールした論理パーティション，またはゲスト OS
上のパフォーマンスデータを取得します。

注意
VMwareのホスト OSは，仮想化機能を管理するための特殊な OSのため，アプリ
ケーションの動作が保証されていません。Virtageの場合は，管理領域が SVP
（Service Processor）フレームと呼ばれるディスク外領域に作成されるため，管理領
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域には PFM - Agent for Platformで収集したデータをデータベースとして保存でき
ません。

（c）仮想化システム上での PFM - Agent for Platformの設定

インストールした PFM - Agent for Platformによって情報を収集する手順は，仮想化シ
ステムでも変わりません。既存の設定方法で設定し，利用できます。

仮想化システムによって仮想マシンを構築し，その上で PFM - Agent for Platformをイ
ンストールした場合，PFM - Agent for Platformは仮想マシンのパフォーマンスデータ
を収集します。

（3） 仮想化システム上での PFM - Agent for Platformの利用例

仮想化システムを使用する際の簡単な利用例について説明します。

（a）仮想化システムの設定を変更するべきか判断したい場合

特定のゲスト OSまたは論理パーティション上でリソースを大量に消費しているにもか
かわらず，物理リソースに余裕がある場合，仮想化システムの設定を変更することをお
勧めします。

そのような状態かどうかを判定する材料として，PFM - Agent for Platformを利用でき
ます。

次に示すグラフは，プロセッサリソースの割り振り設定が適切でないケースです。

図 1-6　プロセッサリソースの割り振り設定が不十分なケース 1（プロセッサ使用率監視
時）

パーティション Aのプロセッサ使用率が 100％となっているため，割り振り比率を切り
替えています。しかし，論理パーティション Aのプロセッサ使用率は下がらないで，
パーティション Bのプロセッサ使用率は余裕がある状態となっています。このような場
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合は，割り振り比率の設定を変更してください。

次に示すグラフは，プロセッサリソースの割り振り設定が適切なケースです。

図 1-7　プロセッサリソースの割り振り設定が適切なケース 2（キュー内プロセス数監視
時）

パーティション Aのキュー内のプロセス数が多い状態で，プロセッサリソースの比率を
切り替えています。その結果，パーティション Aのキュー内のプロセス数が減少してい
ます。

（b）物理的なリソース追加が必要であるか判断したい場合

物理的なリソースが常に高負荷を示している場合，別途物理的なリソースの追加を検討
してください。

ただし，仮想化システムでは一つのゲスト OSまたは論理パーティションが高負荷でも，
システム全体から見ると負荷が低いこともあります。そのため，すべてのゲスト OS，ま
たはすべての論理パーティションが高負荷であることを確認してください。

PFM - Agent for Platformで負荷状況を確認する際に，仮想化システムでは通常の環境
と異なる見方が必要になることもあります。

仮想化システムではプロセッサやメモリーなどの動的に変更できるリソースが存在しま
す。そのため，プロセッサやメモリーの使用率だけでなく，現在のキューの長さやペー
ジング頻度などの，リソースの動的変更の影響を受けにくい項目もあわせて監視してく
ださい。

次に示すグラフは，プロセッサリソースを例とするサンプルです。
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図 1-8　プロセッサリソースの追加が必要と推測されるケース（プロセッサ使用率監視
時）

図の例では，パーティション Bのプロセッサ使用率が高負荷のため割り当て比率を切り
替えましたが，パーティション Aと Bどちらの使用率も高い状態となっています。この
ような場合は，物理的なリソースが不足しています。

（4） 仮想化システム上で PFM - Agent for Platformを利用する際の注意事
項

仮想化システム上で PFM - Agent for Platformが収集するパフォーマンスデータは，各
仮想マシンが対象です。このため，各仮想マシンに PFM - Agent for Platformをインス
トールしてください。

仮想化システム全体または管理マシン側から，各仮想マシンのパフォーマンスデータを
収集することはできません。

各リソース情報収集時の注意点を次に示します。

（a）プロセッサ情報収集時の注意点

仮想化システム上で収集するプロセッサの使用率は，意図した値にならないことがあり
ます。これは，仮想化システムがプロセッサのリソースの分割とほかの論理パーティ
ションへの動的割り当てを行うためです。例えば，高負荷によって特定の論理パーティ
ションでプロセッサリソースを大量に使用している場合は，別の論理パーティションで
は少ないプロセッサリソースしか使えないことがあります。
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図 1-9　リソースの動的変更によって収集値が変更されるケース

また，ある論理パーティションのアプリケーションが物理的なプロセッサを使用してい
る場合，別の論理パーティションのジョブが稼働中として待たされることがあります。
このような場合には，プロセッサ使用率が正確に計測できません。

（b）メモリー情報収集時の注意点

プロセッサと同様に，仮想化システム上のメモリー情報も動的なリソース変更によって
全体からの割合が変動することがあります。

例えば，256MBのメモリー領域が割り当てられ，そのうち 64MBを使用していたとき，
PFM - Agent for Platformのメモリー使用量の割り当ては 25%を示す値を表示します。
この状態で，動的に 256MBのメモリー割り当て領域が 128MBに変更されると，PFM - 
Agent for Platformはメモリー使用量として 50%を示す値を表示します。アラームなど
に指定した場合は，意図しない警告が発生することがあるため注意してください。
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図 1-10　メモリーリソースをアラームに組み込んだときのケース

（c）ディスク情報収集時の注意点

プロセッサリソースと同様に，ディスクビジー率が正確に計測できないことがあります。
例えば，仮想化システム上で，一方が物理的なディスクリソースを使用している場合，
もう一方はジョブが稼働中として待たされてしまうことがあるためです。

（d）ネットワーク情報収集時の注意点

PFM - Agent for Platformはネットワーク情報としてパケットの送受信だけを計測して
います。そのため，仮想化システム上での利用は通常通り行えますが，ネットワーク情
報に仮想ネットワークの情報が表示されるケ－スがあります。これは，仮想マシン上か
ら OSが認識しているネットワーク情報を PFM - Agent for Platformが収集しているた
め誤りではありません。

（e）プロセス情報収集時の注意点

プロセス関連のパフォーマンスデータには，プロセスの数とプロセスが使用しているリ
ソース量を示すものがあります。どちらも仮想化システム上では論理パーティション上
のデータを取得するもので，仮想化システム全体のプロセス情報を収集するものではあ
りません。

PFM - Agent for Platformは各論理パーティション上に存在するプロセスの数と，プロ
セスが使用しているリソース量の両方を収集します。

（5） 仮想化システムの機能と収集されるパフォーマンスデータ

仮想化システムでは，そのシステムの実現方法によって，提供しているリソースの仕組
みなどが異なります。また，リソースの変更に関しても，論理パーティションの一時停
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止が必要なものとそうでないものがあります。論理パーティションの停止が必要な場合，
PFM - Agent for Platformも一時停止するため，あまり影響を受けることはありません。
しかし，論理パーティションの停止が必要でなく，動的にリソースが変更されるシステ
ムの場合，PFM - Agent for Platformで取得したパフォーマンスデータは大きく影響を
受ける場合があります。その場合は，動的なリソース変更に影響を受けにくいパフォー
マンスデータを収集することをお勧めします。

仮想化システムごとに，収集できるリソースを次の表に示します。

表 1-27　仮想化システムごとのリソース対応

（凡例）
○：動的に変更が可能
△：論理パーティションの一時停止が必要
－：未対応

（a）Zone

Solaris 10以降に実装されている Zone機能は，ほかの OSで実現されている論理的なリ
ソース分割機能（例：AIXの LPAR，VMwareなど）とは異なり，アプリケーション用
のワークスペースを提供する機能です。このため，ほかの OS上の仮想化システムとは
多少異なる位置づけとなります。複数の OSを一つのシステムで実現できる点など，利
用方法は類似しています。次に，Zone機能の構造を説明します。

• Zone機能の構造

Zone機能は 2種類存在し，システム全体とほぼ同義なものと，システムから与えられた
アプリケーション用のワークスペースを表すものが存在します。前者を Global Zone，後
者を Local Zoneと呼びます。

通常の仮想化システムでは，ユーザー側から見るとリソースが完全に分離されますが，
Zone機能による仮想化システムではディスク以外のリソースは，基本的に Global Zone
の所有物となります。

PFM - Agent for Platformでは Global Zoneの情報を収集できます。

仮想化システム リソース

プロセッサ数 メモリー ディスク ネットワーク

Zone － － △ －

APV ○ ○ △ △

I-VM（VSE） △ △ △ △

VMware ESX 
Server 3.0

△ △ △ △

Virtage △ △ － △
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図 1-11　一般的な仮想化システムと Zone機能の概念

Local Zoneでは，Global Zoneから見た 1ファイルシステムを使用して Zone機能が動作
します。

Local Zoneでは，ファイルシステムの一部を Global Zoneのものを共有します。

次の図の例では，「zone a」，「zone b」および「zone c」以下にある「sbin」「usr」

の実体は，「/」以下にある「sbin」と「usr」となります。

図 1-12　Zoneの構築例

• Global Zone上でのリソース監視

PFM - Agent for Platformが Global Zone上で動作する場合，ALL Zone Collection for 
Processプロパティの設定によって，プロセス情報を収集する Zoneが選択できます。
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ALL Zone Collection for Processプロパティは，PFM - Web Consoleの Agent Collector
サービスプロパティ一覧から設定します。ALL Zone Collection for Processプロパティ
の設定値を次に示します。

Y

Global Zoneおよび Local Zoneのプロセス情報を収集する。

N

Global Zoneのプロセス情報を収集する。

設定したプロパティは，PFM - Agent for Platform起動時に取得されます。ALL Zone 
Collection for Processプロパティが設定されていない場合は，デフォルト値の「Y」が設
定されます。

Global Zone上で PFM - Agent for Platformが動作する場合に収集するプロセス情報を
次の図に示します。
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図 1-13　Global Zone上で収集するプロセス情報

• Local Zone上でのリソース監視

PFM - Agent for Platformが Local Zone上で動作する場合，ALL Zone Collection for 
Processプロパティの設定に関係なく PFM - Agent for Platformが動作している Local 
Zoneのプロセス情報だけが収集されます。Local Zone上で PFM - Agent for Platform
が動作する場合に収集するプロセス情報を次の図に示します。
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図 1-14　Local Zone上で収集するプロセス情報

（b）APV

• APVの機能

APVは，統合仮想化システムを実現する拡張機能です。APVには，次に示すような多数
の機能があります。

• Micro-Partitioning
Micro-Partitioningは，プロセッサリソースを 10%単位で LPARに割り当てられる機
能です。

• Simultaneous multithreading（SMT）
一つの物理プロセッサで二つのスレッドを並行して実行できる機能です。

• Virtual I/Oサーバ（VIOS）
APV機能の主要なコンポーネントの一つです。Virtual I/Oサーバ機能によって，I/O
リソースおよびネットワークリソースの両方を仮想化できます。

• 仮想 SCSIアダプター
物理ディスクを論理パーティション単位で分割し，仮想マシンに割り当てられる機能
です。
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• 共用イーサネットアダプター
共用イーサネットアダプターとは，I/Oサーバ上にある物理イーサネットアダプター
を複数の仮想マシンの仮想イーサネットアダプターで共用するためのアダプターです。

• Integrated Virtual Manager（IVM）
専用の管理端末を使用しないで，ウェブブラウザーを使って，容易に論理分割できる
仮想化システムソフトウェアです。

• APVの構造

APVは幾つかのコンポーネントを利用し，仮想化システムを実現しています。

APVの構造を簡単に説明すると，Micro-Partitioning機能によって一つのプロセッサリ
ソースを複数の LPARに割り当て，VIOS機能で限られた物理的なデバイスリソースを
複数の LPARから使用できるようにしたものです。IVM（APV）はそれらを利用しやす
くするためのソフトウェアです。

図 1-15　APV構造

• APV上での PFM - Agent for Platformの利用

APV上で PFM - Agent for Platformを利用する場合，プロセッサ，メモリーの情報が動
的に変更されることに注意してください。また，プロセッサ情報を扱うレコードを利用
する場合は，割り当てができるプロセッサ数と同じ数のインスタンスを作成する仮想化
システムと，そうではない環境とで異なる運用が必要になる場合があります。

プロセッサ情報
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プロセッサ情報を表すレコードでは，Micro-Partitioning機能によって分割された
「物理プロセッサ数＊ 10」のインスタンスを表示します。ただし，これは一つのプ
ロセッサに割り当てることが可能な最大の論理プロセッサ数が 10ということであ
り，1インスタンスがプロセッサの 10%の内訳を表現しているわけではありません。
つまり，一つの物理プロセッサをMicro-Partitioning機能で四つの論理プロセッサ
に分割した場合，これらのプロセッサ使用率の合計は 100%になります。ほか六つ
の未割り当て論理プロセッサは「Offline」の状態と表示され，使用されていない

状況となります。
SMT機能を利用した場合も同様に，一つの物理プロセッサを二つの論理プロセッサ
に分割するため，Micro-Partitioningと同じ動作となります。

メモリー
動的に変更されるリソースとして，アラームの設定には注意してください。使用し
ているメモリーが一定であっても，割り当てているメモリーリソースを減少させる
と，メモリー使用率は増加するため，意図しないアラームが通知されることがあり
ます。

デバイス
ディスクのパフォーマンスデータは，LPAR上の論理パーティション群だけです。
システム全体のパフォーマンスデータは収集できません。

（c） I-VM（VSE）

• I-VM（VSE）の機能

I-VM（VSE）は VSE環境の一つの機能として提供されています。I-VM（VSE）は，プ
ロセッサリソースを動的に 5%単位で分割し，論理パーティションに割り当てることを
可能にする機能（sub-CPUパーティショニング技術）です。この機能を使用すると，一
つの物理プロセッサで最大 20個の論理プロセッサを設定できます。この機能を利用する
と，PFM - Agent for Platformは論理分割されたプロセッサのパフォーマンスデータを
収集します。

プロセッサリソース以外にも，複数の論理パーティションからの I/Oの共有や，メモ
リーの仮想化などをサポートしています。I-VM（VSE）は，HP-UX以外にも Linuxを
サポートしているため，Linuxの互換性も提供できます。

• I-VM（VSE）の構造

I-VM（VSE）が提供するプロセッサリソースの割り当て機能は，AIXが提供している
Micro-Partitioningとほぼ同じ機能になります。
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図 1-16　I-VM（VSE）構造

• I-VM（VSE）上での PFM - Agent for Platformの利用

I-VM（VSE）上で PFM - Agent for Platformを利用する場合，プロセッサ，メモリー，
デバイスの情報が変更されることに注意してください。

プロセッサ情報
プロセッサ情報を表すレコードでは，該当仮想マシンに割り当てられた仮想プロ
セッサ数と同じインスタンス数が表示されます。
I-VM（VSE）上の仮想プロセッサは動的に割り当てリソースが変動するため，同じ
プロセッサ使用率でも実際に使われている「容量」が変わります。例えば 30%のプ
ロセッサリソースを割り当てられたプロセッサ「#1」が存在し，「#1」の使用率が
50%だとします。この状態からプロセッサリソースの割り当てを倍の 60%に変更し
た場合，「#1」の使用率は 25%になります（実際にはオーバーヘッドやカーネルの
構造などの要因によって誤差が発生します）。そのため，プロセッサの使用率に余裕
があるかどうかを判断するには，現在のキューの長さなどプロセッサリソースの割
り当てに影響を受けにくいフィールドが適切です。

メモリー
I-VM（VSE）ではメモリーの仮想化も対応していますが，動的に変更できません。
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そのため，仮想マシン上であっても，非仮想マシン上と同様の運用ができます。

デバイス
メモリーと同様に，I-VM（VSE）では I/Oの仮想化も対応しています。ディスクの
パフォーマンスデータは，論理パーティション群だけ収集できます。システム全体
のパフォーマンスデータは収集できません。

（d）VMware ESX Server 3.0

VMwareは，Intelアーキテクチャー上で仮想化システムを実現するソフトウェアです。
ソフトウェア上で仮想化システムを実現するためはん用性が高く，さまざまな環境で柔
軟な動作を提供します。

• VMware ESX Serverの機能

VMwareが提供する機能は，ほかの仮想化システムと同様に，次のようなものがありま
す。

• 仮想ネットワーク
• 仮想プロセッサ
• 仮想メモリー
• 仮想ディスク

上記機能を VMwareが管理し，組み合わせることで仮想的なマシンである VM（Virtual 
Machine）を作成します。作成された VMは，ほかのホストからは一つのホストとして
認識され，通常の物理マシンと同様に扱えます。

VMは複数作成して稼働できるため，LinuxやWindowsなどの OSを同時に動作させる
こともできます。

• VMware ESX Serverの構造

VMwareはホスト OSとゲスト OSという区分を作り，仮想化システムを実現します。
仮想化システムの手順を簡単に説明します。

1. 実際のハードウェアに上にWindowsや Linuxなどの OSをインストールする。

2. インストールしたホスト OS上で VMwareをインストールする。
このとき VMwareをインストールした OSを「ホスト OS」と呼びます。

3. VMwareを使い VMを作成する。
作成した VMにほかの OSをインストールする。VM上にインストールした OSを
「ゲスト OS」と呼びます。

上記の手順からわかるように，VMwareはホスト OS上でゲスト OSを実行することに
よって仮想化システムを実現するという，親子構造に似た形式をしています。

VMware ESX Serverの特徴として，ホスト OSはWindowsや Linuxなどの OSではな
く，専用のカスタム OSが使用されます。つまり，専用のカスタム OSがホスト OSとし
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てあり，その上でWindowsや Linuxが動作する仮想化システムを実現します。

VMwareの種類によってはホスト OSがカスタム OSではなく，Windowsや Linuxの場
合もあります。

図 1-17　VMwareの構造

• VMware ESX Server上での PFM - Agent for Platformの利用

VMware ESX Server上で PFM - Agent for Platformを利用するに際には，次の点に注
意してください。

PFM - Agent for Platformのインストール
利用する際にはゲスト OSにインストールしてください。VMware ESX Serverのホ
スト OSは VMwareで仮想化システムを実現するための最適化されたカスタム OS
のため，アプリケーションの動作が保証されていません。

プロセッサ情報
仮想化システムでは，ホスト OSに十分なリソースが割り当てられていない場合，
ホスト OSの動作にも影響が出ます。特に，プロセッサリソースはその影響が顕著
で，過負荷が発生したとき，VMに割り当てられているプロセッサリソースが不足
しているのか，ホスト OSのプロセッサリソースが不足しているのかが判断できな
い場合があります。
また，VMwareの特徴として，プロセッサ使用率の割り当て上限，または下限を設
定し，その範囲であれば自動でリソースの変動が行われるため，使用率が大幅に変
動するおそれがあります。
それらが想定される場合は，現在のキューの長さなどプロセッサリソースの動的変
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更の影響を受けにくい項目を監視してください。

メモリー
動的に変更されるリソースとして，アラームの設定には注意してください。使用し
ているメモリーが一定であっても，割り当てているメモリーリソースを減少させる
と，メモリー使用率は増加するため，意図しないアラームが通知されることがあり
ます。

デバイス
ディスクのパフォーマンスデータはゲスト OS上の論理パーティション群だけです。
ホスト OSを含むシステム全体のパフォーマンスデータは収集できません。ネット
ワークアダプター情報に関しては，ゲスト OSに割り当てられた仮想的なネット
ワークアダプター情報を取得します。

（e）Virtage

• Virtageの機能

Virtageが提供する機能は，ほかの仮想化システムと同様に，次のようなものがありま
す。

• 仮想ネットワーク
• 仮想プロセッサ
• 仮想メモリー

上記機能を Virtageが管理し，仮想化システムを実現します。どのリソースの変更時に
も，一度論理パーティションを停止する必要があります。

• Virtageの構造

Virtageは VMwareと同じような親子構造をしています。Virtageで仮想化システム構築
の手順を簡単に説明します。

1. SVP上で Virtageをインストールする。

2. インストールした Virtageを起動する。

3. 仮想マシンの作成および設定を行う。

4. 仮想マシンを起動する。

• Virtage上での PFM - Agent for Platformの利用

Virtage上で PFM - Agent for Platformを利用するには，次の点に注意してください。

PFM - Agent for Platformのインストール
Virtageは SVPフレームという特殊な環境に構築されます。そのため，SVPフレー
ム上に PFM - Agent for Platformをインストールしないでください。

プロセッサ情報
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Virtageは，論理パーティションを設定してから起動する仮想化システムのため，
PFM - Agent for Platformの動作中にプロセッサ数が変更されることはありません。
そのため，通常通り運用できますが，割り当てられたプロセッサ数と物理的に存在
するプロセッサ数が一致しないことがあります。

メモリー
Virtageは，論理パーティションを設定してから起動する仮想化システムのため，
PFM - Agent for Platformの動作中にメモリー量が変更されることはありません。
そのため通常どおり運用できます。

デバイス
ディスクのパフォーマンスデータは論理パーティション群だけです。ホスト OSを
含むシステム全体のパフォーマンスデータは収集できません。ネットワークアダプ
ター情報に関しては，論理パーティションに割り当てられた仮想的なネットワーク
アダプター情報を取得します。

（6） 仮想化システム別の収集データ範囲

仮想化システムで PFM - Agent for Platformを利用する場合に，PFM - Agent for 
Platformが収集するデータの範囲を次の表に示します。

表 1-28　仮想化システム別収集データ範囲一覧

レコード Global Zone Local Zone APVおよび
I-VM（VSE）

VMware ESX 
Server 3.0およ
び Virtage

Shared-IP 
Non-Global 

Zone

Exclusive-IP 
Non-Global 

Zone

PD システム全体。 自ゾーンだけ。 自ゾーンだけ。 論理パーティ
ション上のプロ
セス。

ゲスト OS上の
プロセス。

PD_APP システム全体。 自ゾーンだけ。 自ゾーンだけ。 論理パーティ
ション上のプロ
セス。

ゲスト OS上の
プロセス。

PD_FSL システム全体。 自ゾーンだけ。 自ゾーンだけ。 論理パーティ
ション上のロー
カルディスク情
報。

ゲスト OS上の
ローカルディス
ク情報。

PD_FSR グローバルゾー
ンだけ。Local 
Zoneにマウン
トされたリモー
トファイルシス
テム（NFS）
の情報は取得で
きません。

自ゾーンだけ。 自ゾーンだけ。 論理パーティ
ションに登録済
みのリモート
ファイルシステ
ム情報。

ゲスト OSに登
録済みのリモー
トファイルシス
テム情報。
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PD_PDI システム全体。 自ゾーンだけ。 自ゾーンだけ。 論理パーティ
ション上のプロ
セス。

ゲスト OS上の
プロセス。

PD_PDS システム全体。 自ゾーンだけ。 自ゾーンだけ。 論理パーティ
ション上のプロ
セス。

ゲスト OS上の
プロセス。

PD_PG
M

システム全体。 自ゾーンだけ。 自ゾーンだけ。 論理パーティ
ション上のプロ
セス。

ゲスト OS上の
プロセス。

PD_TER
M

システム全体。 自ゾーンだけ。 自ゾーンだけ。 論理パーティ
ション上のプロ
セス。

ゲスト OS上の
プロセス。

PD_UPD 指定された情
報。

指定された情
報。

指定された情
報。

論理パーティ
ション上でユー
ザーが独自に指
定したパフォー
マンスデータ。

ゲスト OS上で
ユーザーが独自
に指定したパ
フォーマンス
データ。

PD_UPD
B

指定された情
報。

指定された情
報。

指定された情
報。

論理パーティ
ション上でユー
ザーが独自に指
定したパフォー
マンスデータ。

ゲスト OS上で
ユーザーが独自
に指定したパ
フォーマンス
データ。

PD_USE
R

システム全体。 自ゾーンだけ。 自ゾーンだけ。 論理パーティ
ション上のプロ
セス。

ゲスト OS上の
プロセス。

PI システム全体。
※ 1

システム全体。 システム全体。 論理パーティ
ション上のシス
テム値。

ゲスト OS上の
システム値。

PI_CPU
P

システム全体。 システム全体。 システム全体。 論理パーティ
ションに割り当
てられたプロ
セッサ情報。

ゲスト OSに割
り当てられたプ
ロセッサ情報。

PI_DEV
D

システム全体。 システム全体。 システム全体。 論理パーティ
ションに割り当
てられたディス
ク情報。

ゲスト OSに割
り当てられた
ディスク情報。

PI_DEV
S

システム全体。 システム全体。 システム全体。 論理パーティ
ションに割り当
てられたディス
ク情報。

ゲスト OSに割
り当てられた
ディスク情報。

レコード Global Zone Local Zone APVおよび
I-VM（VSE）

VMware ESX 
Server 3.0およ
び Virtage

Shared-IP 
Non-Global 

Zone

Exclusive-IP 
Non-Global 

Zone
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1.　PFM - Agent for Platformの概要
（凡例）
－：収集しない

注※ 1
次のフィールドについては，Global Zoneと全 Shared-IP Non-Global Zoneで共有
されているインターフェースの情報を収集します。
ICMP Pkts In，ICMP Pkts Out，ICMP6 Pkts In，ICMP6 Pkts Out，IP Pkts In，
IP Pkts Out，IP6 Pkts In，IP6 Pkts Out，TCP Pkts In，TCP Pkts Out，Total 
Pkts，Total Pkts In，Total Pkts Out，UDP Pkts In，UDP Pkts Out

PI_NIN
D※ 2

Global Zoneと
全 Shared-IP 
Non-Global 
Zoneで共有さ
れているイン
ターフェースの
情報。

－ － 論理パーティ
ションに割り当
てられた NIC
情報。

ゲスト OSに割
り当てられた
NIC情報。

PI_NINS
※ 2

Global Zoneと
全 Shared-IP 
Non-Global 
Zoneで共有さ
れているイン
ターフェースの
情報。

－ － 論理パーティ
ションに割り当
てられた NIC
情報。

ゲスト OSに割
り当てられた
NIC情報。

PI_UPI 指定された情
報。

指定された情
報。

指定された情
報。

論理パーティ
ション上でユー
ザーが独自に指
定したパフォー
マンスデータ。

ゲスト OS上で
ユーザーが独自
に指定したパ
フォーマンス
データ。

PI_UPIB 指定された情
報。

指定された情
報。

指定された情
報。

論理パーティ
ション上でユー
ザーが独自に指
定したパフォー
マンスデータ。

ゲスト OS上で
ユーザーが独自
に指定したパ
フォーマンス
データ。

PI_WGR
P

システム全体。 自ゾーンだけ。 自ゾーンだけ。 論理パーティ
ション上のプロ
セス。

ゲスト OS上の
プロセス。

PL_MES
S

指定された情
報。

指定された情
報。

指定された情
報。

evfileまたは
Messages File
プロパティに指
定したファイ
ル。

evfileまたは
Messages File
プロパティに指
定したファイ
ル。

レコード Global Zone Local Zone APVおよび
I-VM（VSE）

VMware ESX 
Server 3.0およ
び Virtage

Shared-IP 
Non-Global 

Zone

Exclusive-IP 
Non-Global 

Zone
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1.　PFM - Agent for Platformの概要
注※ 2
物理インターフェースの情報を収集します。
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第 2編　運用・操作編

2　 インストールとセットアッ
プ
この章では，PFM - Agent for Platformのインストールおよび
セットアップ方法について説明します。Performance 
Managementシステム全体のインストールおよびセットアッ
プ方法については，マニュアル「JP1/Performance 
Management システム構築・運用ガイド」の，インストール
とセットアップについて説明している章を参照してください。

2.1　インストールとセットアップ

2.2　アンインストール

2.3　PFM - Agent for Platformのシステム構成の変更

2.4　PFM - Agent for Platformの運用方式の変更
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2.　インストールとセットアップ
2.1　インストールとセットアップ
ここでは，PFM - Agent for Platformをインストールおよびセットアップする手順を示
します。

2.1.1　インストールとセットアップの前に
PFM - Agent for Platformをインストールおよびセットアップをする前に確認しておく
ことを説明します。

（1） 前提 OS

PFM - Agent for Platformが動作する OSを次に示します。

• HP-UX(PA-RISC)
• HP-UX(IPF)
• Solaris
• AIX
• Linux(x86)，Linux(x64)
• Linux(IPF)

（2） ネットワークの環境設定

Performance Managementが動作するためのネットワーク環境について説明します。

（a） IPアドレスの設定

PFM - Agentのホストは，ホスト名で IPアドレスが解決できる環境を設定してくださ
い。IPアドレスが解決できない環境では，PFM - Agentは起動できません。

Windowsシステムでは，hostnameコマンドの実行結果で，UNIXシステムでは，
uname -nコマンドの実行結果で確認できるホスト名で IPアドレスが解決できるように
環境設定をしてください。

ホスト名と，IPアドレスの設定は次の方法のどちらかで行ってください。

• hostsファイル
• DNS（Domain Name System）
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2.　インストールとセットアップ
！！！！ 注意事項
 

• Performance Managementは，DNS環境でも運用できますが，FQDN（Fully Qualified 
Domain Name）形式のホスト名には対応していません。Windowsの場合は hostname

コマンド，UNIXの場合は uname -nコマンドで確認できるホスト名には，ドメイン名を

除いたものを使用してください。
• 複数の LAN環境で使用する場合は，jpchostsファイルで IPアドレスを設定してくだ
さい。詳細は，マニュアル「JP1/Performance Management システム構築・運用ガイド」
の，インストールとセットアップについて説明している章を参照してください。

（b）ポート番号の設定

Performance Managementプログラムのサービスは，デフォルトで次の表に示すポート
番号が割り当てられています。これ以外のサービスまたはプログラムに対しては，サー
ビスを起動するたびに，そのときシステムで使用されていないポート番号が自動的に割
り当てられます。また，ファイアウォール環境で，Performance Managementを使用す
るときは，ポート番号を固定してください。ポート番号の固定の手順は，マニュアル
「JP1/Performance Management システム構築・運用ガイド」のインストールとセット
アップについて説明している章を参照してください。

表 2-1　デフォルトのポート番号と Performance Managementプログラムのサービス
（UNIXの場合）

これらの PFM - Agentが使用するポート番号で通信できるように，ネットワークを設定
してください。

サービス説明 サービス名 パラメーター ポート番号 備考

サービス構成情
報管理機能

Name Server jp1pcnsvr 22285 PFM - Managerの Name 
Serverサービスで使用される
ポート番号。Performance 
Managementのすべてのホスト
で設定される。

NNM連携機能 NNM Object 
Manager

jp1pcovsvr 22292 PFM - Managerおよび PFM - 
Baseの NNM連携機能で，
マップマネージャーとオブジェ
クトマネージャーの間の通信で
使用されるポート番号。PFM - 
Managerおよび PFM - Baseが
インストールされているホスト
で設定される。

サービス状態管
理機能

Status 
Server

jp1pcstatsvr 22350 PFM - Managerおよび PFM - 
Baseの Status Serverサービス
で使用されるポート番号。
PFM - Managerおよび PFM - 
Baseがインストールされている
ホストで設定される。
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2.　インストールとセットアップ
（3） インストールに必要な OSユーザー権限について

PFM - Agent for Platformをインストールするときは，必ず，スーパーユーザー権限を
持つアカウントで実行してください。

（4） 前提プログラム

ここでは，PFM - Agent for Platformをインストールする場合に必要な前提プログラム
を説明します。プログラムの構成図を次に示します。

図 2-1　プログラムの構成図

（a）監視対象プログラム

PFM - Agent for Platformの監視対象プログラムを次に示します。

• HP-UX(PA-RISC)
• HP-UX(IPF)
• Solaris
• AIX
• Linux(x86)，Linux(x64)
• Linux(IPF)
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2.　インストールとセットアップ
これらの監視対象プログラムは，PFM - Agent for Platformと同一ホストにインストー
ルする必要があります。

（b）Performance Managementプログラム

監視エージェントには，PFM - Agentと PFM - Baseをインストールします。PFM - 
Baseは PFM - Agentの前提プログラムです。同一ホストに複数の PFM - Agentをイン
ストールする場合でも，PFM - Baseは一つだけでかまいません。

ただし，PFM - Managerと PFM - Agentを同一ホストにインストールする場合，PFM - 
Baseは不要です。

また，PFM - Agent for Platformを使って UNIXの稼働監視を行うためには，PFM - 
Managerおよび PFM - Web Consoleが必要です。

（5） 注意事項

ここでは，Performance Managementをインスールおよびセットアップするときの注意
事項を説明します。

（a）同一ホストに Performance Managementプログラムを複数インストール，セット
アップするときの注意事項

Performance Managementは，同一ホストに PFM - Manager，PFM - Web Console，
および PFM - Agentをインストールすることもできます。その場合の注意事項を次に示
します。

ポイント
 

システムの性能や信頼性を向上させるため，PFM - Manager，PFM - Web Console，および
PFM - Agentはそれぞれ別のホストで運用することをお勧めします。

• PFM - Managerと PFM - Agentを同一ホストにインストールする場合，PFM - Base
は不要です。この場合，PFM - Agentの前提プログラムは PFM - Managerになるた
め，PFM - Managerをインストールしてから PFM - Agentをインストールしてくだ
さい。

• PFM - Baseと PFM - Managerは同一ホストにインストールできません。PFM - Base
と PFM - Agentがインストールされているホストに PFM - Managerをインストール
する場合は，PFM - Web Console以外のすべての Performance Managementプログ
ラムをアンインストールした後に PFM - Manager，PFM - Agentの順でインストール
してください。また，PFM - Manager と PFM - Agentがインストールされているホ
ストに PFM - Baseをインストールする場合も同様に，PFM - Web Console以外のす
べての Performance Managementプログラムをアンインストールした後に PFM - 
Base，PFM - Agentの順でインストールしてください。

• PFM - Managerがインストールされているホストに PFM - Agentをインストールす
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2.　インストールとセットアップ
ると，接続先 PFM - Managerはローカルホストの PFM - Managerとなります。この
場合，接続先 PFM - Managerをリモートホストの PFM - Managerに変更できませ
ん。リモートホストの PFM - Managerに接続したい場合は，インストールするホス
トに PFM - Managerがインストールされていないことを確認してください。

• PFM - Agentがインストールされているホストに PFM - Managerをインストールす
ると，PFM - Agentの接続先 PFM - Managerは自ホスト名に設定し直されます。共
通メッセージログに設定結果が出力されています。結果を確認してください。

• PFM - Web Consoleがインストールされているホストに，PFM - Agentをインストー
ルする場合は，ブラウザーの画面をすべて閉じてからインストールを実施してくださ
い。

• Performance Managementプログラムを新規にインストールした場合は，ステータス
管理機能がデフォルトで有効になります。ただし，07-50から 08-00以降にバージョ
ンアップインストールした場合は，ステータス管理機能の設定状態はバージョンアッ
プ前のままとなります。ステータス管理機能の設定を変更する場合は，マニュアル
「JP1/Performance Management システム構築・運用ガイド」の Performance 
Managementの障害検知について説明している章を参照してください。

（b）バージョンアップの注意事項

古いバージョンの PFM - Agentからバージョンアップする場合の注意事項を次に示しま
す。

なお，07-00以降からのバージョンアップについては，マニュアル「JP1/Performance 
Management システム構築・運用ガイド」の付録を参照してください。

• Performance Managementのプログラムをインストールするときは，ローカルホスト
の Performance Managementのプログラムおよびサービスをすべて停止しておいて
ください。サービスの停止方法については，マニュアル「JP1/Performance 
Management システム構築・運用ガイド」の，Performance Managementの起動と
停止について説明している章を参照してください。

• PFM - Baseと PFM - Managerは同一ホストにインストールできません。PFM - Base
と PFM - Agentがインストールされているホストに PFM - Managerをインストール
する場合は，PFM - Web Console以外のすべての Performance Managementプログ
ラムをアンインストールした後に PFM - Manager，PFM - Agentの順でインストール
してください。また，PFM - Managerと PFM - Agentがインストールされているホ
ストに PFM - Baseをインストールする場合も同様に，PFM - Web Console以外のす
べての Performance Managementプログラムをアンインストールした後に PFM - 
Base，PFM - Agentの順でインストールしてください。

• バージョン 08-00以降の Performance Managementプログラムでは，Store実行プロ
グラム（jpcstoおよび stpqlpr）の配置先が変更されています。PFM - Agentを
08-00以降にバージョンアップする際に，旧配置先の Store実行モジュールは削除さ
れます。
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2.　インストールとセットアップ
（c）その他の注意事項
• Performance Managementのプログラムが一つもインストールされていない環境に新
規インストールする場合は，インストールディレクトリにファイルやディレクトリが
ないことを確認してください。

• インストール時のステータスバーに「Installation failed.」と表示されてインストール
が失敗した場合，インストールログを採取してください。なお，このログファイルは，
次にインストールすると上書きされるため，必要に応じてバックアップを採取してく
ださい。インストールログのデフォルトのファイル名については，「8.4.1(2)　
Performance Managementの情報」を参照してください。

• インストールディレクトリにリンクを張り Performance Managementのプログラム
をインストールした場合，全 Performance Managementのプログラムをアンインス
トールしても，リンク先のディレクトリに一部のファイルやディレクトリが残る場合
があります。削除する場合は，手動で行ってください。また，リンク先にインストー
ルする場合，リンク先に同名のファイルやディレクトリがあるときは，Performance 
Managementのプログラムのインストール時に上書きされるので，注意してくださ
い。

• /opt/jp1pc/setupディレクトリに PFM - Agent for Platformのセットアップファイルが
ある場合，新規 PFM - Agent for Platformの追加セットアップが実行されます。PFM 
- Agent for Platformの追加セットアップが成功した場合の実行結果は共通メッセージ
ログに「KAVE05908-I エージェント追加セットアップは正常に終了しました」と出力
されます。確認してください。

2.1.2　インストールとセットアップの流れ
PFM - Agent for Platformをインストールおよびセットアップする流れを説明します。
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2.　インストールとセットアップ
図 2-2　インストールとセットアップの流れ

PFM - Managerおよび PFM - Web Consoleのインストールおよびセットアップの手順
は，マニュアル「JP1/Performance Management システム構築・運用ガイド」の，イン
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2.　インストールとセットアップ
ストールとセットアップについて説明している章を参照してください。

2.1.3　インストール手順
ここでは，PFM - Agentのプログラムをインストールする順序と CD-ROMの提供媒体
からプログラムをインストールする手順を説明します。

（1） プログラムのインストール順序

まず，PFM - Baseをインストールし，次に PFM - Agentをインストールします。PFM - 
Baseがインストールされていないホストに PFM - Agentをインストールすることはで
きません。

なお，PFM - Managerと同一ホストに PFM - Agentをインストールする場合は，PFM - 
Manager，PFM - Agentの順でインストールしてください。また，Storeデータベース
のバージョン 1.0からバージョン 2.0にバージョンアップする場合，PFM - Agentと
PFM - Managerまたは PFM - Baseのインストール順序によって，セットアップ方法が
異なります。Storeバージョン 2.0のセットアップ方法については，「2.4.2　Storeバー
ジョン 2.0への移行」を参照してください。

同一ホストに複数の PFM - Agentをインストールする場合，PFM - Agent相互のインス
トール順序は問いません。

（2） プログラムのインストール方法

UNIXホストに Performance Managementプログラムをインストールするには，
CD-ROMの提供媒体を使用する方法と，JP1/NETM/DMを使用してリモートインス
トールする方法があります。JP1/NETM/DMを使用する方法については，次のマニュア
ルを参照してください。

•「JP1/NETM/DM Manager」
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2.　インストールとセットアップ
•「JP1/NETM/DM SubManager（UNIX(R)用）」
•「JP1/NETM/DM Client（UNIX(R)用）」

！！！！ 注意事項
 

インストールを行うホストで Performance Managementのプログラムおよびサービスが起
動されている場合は，すべて停止してください。サービスの停止方法は，マニュアル「JP1/
Performance Management システム構築・運用ガイド」の，Performance Managementの
起動と停止について説明している章を参照してください。

CD-ROMの提供媒体を使用する場合のインストール手順を OSごとに示します。

（a）HP-UX(PA-RISC)の場合

1. Performance Managementのプログラムをインストールするホストに，スーパーユー
ザーでログインするか，または suコマンドでユーザーをスーパーユーザーに変更す

る。

2. ローカルホストで Performance Managementのプログラムおよびサービスをすべて停
止する。
Performance Managementのプログラムおよびサービスが起動している場合は，す
べて停止してください。

3. Performance Managementのプログラムの媒体をセットする。

4. mountコマンドを実行して，CD-ROM装置をマウントする。
例えば，CD-ROM装置を /cdromにマウントする場合，次のように指定してコマン

ドを実行します。
 
/usr/sbin/mount -F cdfs -r デバイススペシャルファイル名 /cdrom
 

なお，指定するコマンドは，使用する環境によって異なります。

5. 次のコマンドを実行して，Hitachi PP Installerを起動する。
 
/cdrom/HPUX/SETUP /cdrom
 

Hitachi PP Installerが起動され，初期画面が表示されます。

6. 初期画面で「I」を入力する。
インストールできるプログラムの一覧が表示されます。

7. インストールしたい Performance Managementのプログラムを選択して，「I」を入力
する。
選択したプログラムがインストールされます。なお，プログラムを選択するには，
カーソルを移動させ，スペースキーで選択します。

8. インストールが正常終了したら，「Q」を入力する。
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2.　インストールとセットアップ
Hitachi PP Installerの初期画面に戻ります。

（b）HP-UX(IPF)の場合

1. PFM - Agent for Platformをインストールするホストに，スーパーユーザーでログイン
するか，または suコマンドでユーザーをスーパーユーザーに変更する。

2. ローカルホストで Performance Managementのプログラムおよびサービスをすべて停
止する。
Performance Managementのプログラムおよびサービスが起動している場合は，す
べて停止してください。

3. Performance Managementのプログラムの媒体をセットする。

4. mountコマンドを実行して，CD-ROM装置をマウントする。
例えば，CD-ROM装置を /cdromにマウントする場合，次のように指定してコマン

ドを実行します。
/usr/sbin/mount -F cdfs -r デバイススペシャルファイル名 /cdrom
 

なお，指定するコマンドは，使用する環境によって異なります。

5. 次のコマンドを実行して，Hitachi PP Installerを起動する。
/cdrom/IPFHPUX/SETUP /cdrom

Hitachi PP Installerが起動され，初期画面が表示されます。

6. 初期画面で「I」を入力する。
インストールできるプログラムの一覧が表示されます。

7. インストールしたい Performance Managementのプログラムを選択して，「I」を入力
する。
選択したプログラムがインストールされます。なお，プログラムを選択するには，
カーソルを移動させ，スペースキーで選択します。

8. インストールが正常終了したら，「Q」を入力する。
Hitachi PP Installerの初期画面に戻ります。

（c） Solarisの場合

1. Performance Managementのプログラムをインストールするホストに，スーパーユー
ザーでログインするか，または suコマンドでユーザーをスーパーユーザーに変更す

る。

2. ローカルホストで Performance Managementのプログラムおよびサービスをすべて停
止する。
Performance Managementのプログラムおよびサービスが起動している場合は，す
べて停止してください。

3. Performance Managementのプログラムの媒体をセットする。
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2.　インストールとセットアップ
4. 次のコマンドを実行して，Hitachi PP Installerを起動する。※

 
/cdrom/cdrom/SOLARIS/SETUP /cdrom/cdrom
 

Hitachi PP Installerが起動され，初期画面が表示されます。
なお，指定するコマンドは，使用する環境によって異なります。

5. 初期画面で「I」を入力する。
インストールできるプログラムの一覧が表示されます。

6. インストールしたい Performance Managementのプログラムを選択して，「I」を入力
する。
選択したプログラムがインストールされます。なお，プログラムを選択するには，
カーソルを移動させ，スペースキーで選択します。

7. インストールが正常終了したら，「Q」を入力する。
Hitachi PP Installerの初期画面に戻ります。

注※
自動マウント機能を解除している環境では，Hitachi PP Installerを起動する前に，
/usr/sbin/mountコマンドを次のように指定して CD-ROM装置をマウントして
ください。
 
/usr/sbin/mount -F cdfs -r デバイススペシャルファイル名 /cdrom/cdrom
 

なお，指定するコマンドは，使用する環境によって異なります。

（d）AIXの場合

1. Performance Managementのプログラムをインストールするホストに，スーパーユー
ザーでログインするか，または suコマンドでユーザーをスーパーユーザーに変更す

る。

2. ローカルホストで Performance Managementのプログラムおよびサービスを停止す
る。
Performance Managementのプログラムおよびサービスが起動している場合は，す
べて停止してください。

3. Performance Managementのプログラムの媒体をセットする。

4. mountコマンドを実行して，CD-ROM装置をマウントする。
例えば，CD-ROM装置を /cdromにマウントする場合，次のように指定してコマン

ドを実行します。
 
/usr/sbin/mount -r -v cdrfs /dev/cd0 /cdrom
 

5. 次のコマンドを実行して，Hitachi PP Installerを起動する。
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2.　インストールとセットアップ
/cdrom/AIX/SETUP /cdrom
 

Hitachi PP Installerが起動され，初期画面が表示されます。

6. 初期画面で「I」を入力する。
インストールできるプログラムの一覧が表示されます。

7. インストールしたい Performance Managementのプログラムを選択して，「I」を入力
する。
選択したプログラムがインストールされます。なお，プログラムを選択するには，
カーソルを移動させ，スペースキーで選択します。

8. インストールが正常終了したら，「Q」を入力する。
Hitachi PP Installerの初期画面に戻ります。

（e）Linux(x86)，Linux(x64)の場合

1. PFM - Agent for Platformのインストール先ディレクトリ「/opt/jp1pc/*」が実ディ
レクトリであることを確認する。

2. PFM - Agent for Platformをインストールするホストに，スーパーユーザーでログイン
するか，または suコマンドでユーザーをスーパーユーザーに変更する。

3. ローカルホストで Performance Managementのプログラムおよびサービスを停止す
る。
Performance Managementのプログラムおよびサービスが起動している場合は，す
べて停止してください。

4. Performance Managementのプログラムの媒体をセットする。

5. 次のコマンドを実行して，Hitachi PP Installerを起動する。※

/media/cdrecorder/LINUX/SETUP /media/cdrecorder

下線部の CD-ROMファイルシステムのマウントディレクトリ名は，ご使用の環境に
よって異なります。
Hitachi PP Installerが起動され，初期画面が表示されます。

6. 初期画面で「I」を入力する。
インストールできるプログラムの一覧が表示されます。

7. インストールしたい Performance Managementのプログラムを選択して，「I」を入力
する。
選択したプログラムがインストールされます。なお，プログラムを選択するには，
カーソルを移動させ，スペースキーで選択します。

8. インストールが正常終了したら，「Q」を入力する。
Hitachi PP Installerの初期画面に戻ります。

注※
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2.　インストールとセットアップ
自動マウント機能を解除している環境では，Hitachi PP Installerを起動する前に，
/bin/mountコマンドを次のように指定して CD-ROM装置をマウントしてくださ
い。
 
/bin/mount -r -o mode=0544 /dev/cdrom /media/cdrecorder
 

なお，指定するコマンド，下線部のデバイススペシャルファイル名および CD-ROM
ファイルシステムのマウントディレクトリ名は，使用する環境によって異なります。

（f） Linux(IPF)の場合

1. PFM - Agent for Platformのインストール先ディレクトリ「/opt/jp1pc/*」が実ディ
レクトリであることを確認する。

2. PFM - Agent for Platformをインストールするホストに，スーパーユーザーでログイン
するか，または suコマンドでユーザーをスーパーユーザーに変更する。

3. ローカルホストで Performance Managementのプログラムおよびサービスを停止す
る。
Performance Managementのプログラムおよびサービスが起動している場合は，す
べて停止してください。

4. Performance Managementのプログラムの媒体をセットする。

5. 次のコマンドを実行して，Hitachi PP Installerを起動する。※

/media/cdrecorder/IPLINUX/SETUP /media/cdrecorder/

下線部の CD-ROMファイルシステムのマウントディレクトリ名は，ご使用の環境に
よって異なります。
Hitachi PP Installerが起動され，初期画面が表示されます。

6. 初期画面で「I」を入力する。
インストールできるプログラムの一覧が表示されます。

7. インストールしたい Performance Managementのプログラムを選択して，「I」を入力
する。
選択したプログラムがインストールされます。なお，プログラムを選択するには，
カーソルを移動させ，スペースキーで選択します。

8. インストールが正常終了したら，「Q」を入力する。
Hitachi PP Installerの初期画面に戻ります。

注※
自動マウント機能を解除している環境では，Hitachi PP Installerを起動する前に，
/bin/mountコマンドを次のように指定して CD-ROM装置をマウントしてくださ
い。
 
/bin/mount -r -o mode=0544 /dev/cdrom /media/cdrecorder/
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2.　インストールとセットアップ
なお，指定するコマンド，下線部のデバイススペシャルファイル名および CD-ROM
ファイルシステムのマウントディレクトリ名は，使用する環境によって異なります。

2.1.4　PFM - Agent for Platformのセットアップ手順
ここでは，PFM - Agent for Platformを運用するための，セットアップについて説明し
ます。

は使用する環境によって必要になるセットアップ項目，またはデフォルト

の設定を変更する場合のオプションのセットアップ項目を示します。

（1） LANG環境変数を設定する

PFM - Agent for Platformで使用できる LANG環境変数を次の表に示します。

なお，これらの LANG環境変数を設定する前に，設定する言語環境が正しくインストー
ル・構築されていることを確認しておいてください。正しくインストール・構築されて
いない場合，文字化けが発生したり，定義データが不当に書き換わってしまったりする
ことがあります。

注意
共通メッセージログの言語は，サービス起動時やコマンド実行時に設定されている
LANG環境変数によって決まります。そのため，日本語や英語など，複数の言語
コードの文字列が混在することがあります。

　

表 2-2　PFM - Agent for Platformで使用できる LANG環境変数

OS 言語種別 LANG環境変数の値

HP-UX 日本語 Shift-JISコード • ja_JP.SJIS

• japanese

EUCコード • ja_JP.eucJP

• japanese.euc

英語（日本語なし） C

Solaris 日本語 Shift-JISコード • ja_JP.PCK

EUCコード • ja

• japanese

英語（日本語なし） C

AIX 日本語 Shift-JISコード • Ja_JP

• Ja_JP.IBM-932

EUCコード • ja_JP

• ja_JP.IBM-eucJP

英語（日本語なし） C
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2.　インストールとセットアップ
（凡例）
－：該当しない

（2） PFM - Agent for Platformの登録

PFM - Managerおよび PFM - Web Consoleを使って PFM - Agentを一元管理するため
に，PFM - Managerおよび PFM - Web Consoleに PFM - Agent for Platformを登録す
る必要があります。

PFM - Managerのバージョンが 08-50以降の場合，PFM - Agentの登録は自動で行われ
るため，ここで説明する手順は不要です。ただし，PFM - Managerのリリースノートに
記載されていないデータモデルバージョンの PFM - Agentは手動で登録する必要があり
ます。なお，PFM - Agent for Platformのデータモデルのバージョンについては，「付録
I　バージョン互換」を参照してください。

PFM - Agentの登録の流れを次に示します。

Linux 日本語 Shift-JISコード －

EUCコード －

UTF-8コード • ja_JP.UTF-8

• ja_JP.utf8

英語（日本語なし） C

OS 言語種別 LANG環境変数の値
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2.　インストールとセットアップ
図 2-3　PFM - Agentの登録の流れ

！！！！ 注意事項
 

• すでに PFM - Agent for Platformの情報が登録されている Performance Managementシ
ステムに，新たに同じバージョンの PFM - Agent for Platformを追加した場合，PFM - 
Agentの登録は必要ありません。

• PFM - Agent for Platform のデータモデルバージョンが「3.0」「4.0」の場合は，データモ
デルバージョンを更新するためのセットアップは不要です。

• バージョンが異なる PFM - Agent for Platformを，異なるホストにインストールする場
合，古いバージョン，新しいバージョンの順でセットアップしてください。

• PFM - Managerと同じホストに PFM - Agentをインストールした場合，jpcagtsetup

コマンドが自動的に実行されます。共通メッセージログに「KAVE05908-I エージェント
追加セットアップは正常に終了しました」と出力されるので，結果を確認してください。
コマンドが正しく実行されていない場合は，コマンドを実行し直してください。コマンド
の実行方法については，マニュアル「JP1/Performance Management　リファレンス」
のコマンドの章を参照してください。
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2.　インストールとセットアップ
（a）PFM - Agent for Platformのセットアップファイルをコピーする

PFM - Agent for Platformをインストールしたホストにあるセットアップファイルを
PFM - Managerおよび PFM - Web Consoleをインストールしたホストにコピーします。
手順を次に示します。

1. PFM - Web Consoleが起動されている場合は，停止する。

2. PFM - Agentのセットアップファイルをバイナリーモードでコピーする。
ファイルが格納されている場所およびファイルをコピーする場所を次の表に示しま
す。

表 2-3　コピーするセットアップファイル

（b）PFM - Managerホストでセットアップコマンドを実行する

PFM - Managerで PFM - Agent for Platformをセットアップするための次のコマンドを
実行します。

jpcagtsetup agtu

！！！！ 注意事項
 

コマンドを実行するローカルホストの Performance Managementのプログラムおよびサー
ビスが完全に停止していない状態で jpcagtsetupコマンドを実行した場合，エラーが発生

することがあります。その場合は，Performance Managementのプログラムおよびサービ
スが完全に停止したことを確認したあと，再度 jpcagtsetupコマンドを実行してくださ

い。

PFM - Managerホストにある PFM - Agentのセットアップファイルは，この作業が終
了したあと，削除してもかまいません。

（c）PFM - Web Consoleホストでセットアップコマンドを実行する

PFM - Web Consoleで PFM - Agent for Platformをセットアップするための次のコマン

コピー先 PFM - Agentの
セットアップファイル

PFMプログラ
ム名

OS コピー先ディレクトリ

PFM - Manager Windo
ws

PFM - Managerのインストー
ル先フォルダ ¥setup¥

/opt/jp1pc/setup/
jpcagtuw.EXE

UNIX /opt/jp1pc/setup/ /opt/jp1pc/setup/
jpcagtuu.Z

PFM - Web 
Console

Windo
ws

PFM - Web Consoleのインス
トール先フォルダ ¥setup¥

/opt/jp1pc/setup/
jpcagtuw.EXE

UNIX /opt/jp1pcwebcon/
setup/

/opt/jp1pc/setup/
jpcagttu.Z
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2.　インストールとセットアップ
ドを実行します。

jpcwagtsetup
 

PFM - Web Consoleホストにある PFM - Agent for Platformのセットアップファイル
は，この作業が終了したあと削除してもかまいません。

（3） ネットワークの設定

Performance Managementを使用するネットワーク構成に応じて，変更する場合にだけ
必要な設定です。

ネットワークの設定では次の二つの項目を設定できます。

● IPアドレスを設定する
Performance Managementを複数の LANに接続されたネットワークで使用するとき
に設定します。複数の IPアドレスを設定するには，jpchostsファイルにホスト名
と IPアドレスを定義します。設定した jpchostsファイルは Performance 
Managementシステム全体で統一させてください。
詳細についてはマニュアル「JP1/Performance Management システム構築・運用ガイ
ド」の，インストールとセットアップについて説明している章を参照してください。

●ポート番号を設定する
Performance Managementが使用するポート番号を設定できます。運用での混乱を避
けるため，ポート番号とサービス名は，Performance Managementシステム全体で統
一させてください。
ポート番号の設定の詳細についてはマニュアル「JP1/Performance Management シス
テム構築・運用ガイド」の，インストールとセットアップについて説明している章を
参照してください。

（4） ログのファイルサイズ変更

Performance Managementの稼働状況を，Performance Management独自のログファ
イルに出力します。このログファイルを「共通メッセージログ」と呼びます。共通メッ
セージログは，デフォルトで 2,048キロバイトのファイルが 2ファイル使用されます。
このファイルサイズを変更したい場合にだけ，必要な設定です。

詳細については，マニュアル「JP1/Performance Management システム構築・運用ガイ
ド」の，インストールとセットアップについて説明している章を参照してください。

（5） パフォーマンスデータの格納先の変更

PFM - Agent for Platformで管理されるパフォーマンスデータを格納するデータベース
の保存先，バックアップ先またはエクスポート先のディレクトリを変更したい場合にだ
け，必要な設定です。
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2.　インストールとセットアップ
パフォーマンスデータは，デフォルトで，次の場所に保存されます。

• 保存先：/opt/jp1pc/agtu/store/
• バックアップ先：/opt/jp1pc/agtu/store/backup/
• 部分バックアップ先：/opt/jp1pc/agtu/store/partial/
• エクスポート先：/opt/jp1pc/agtu/store/dump/
• インポート先：/opt/jp1pc/agtu/store/import/

詳細については，「2.4.1　パフォーマンスデータの格納先の変更」を参照してください。

（6） PFM - Agent for Platformの接続先 PFM - Managerの設定

PFM - Agentがインストールされているホストで，その PFM - Agentを管理する PFM - 
Managerを設定します。接続先の PFM - Managerを設定するには，jpcnshostname
コマンドを使用します。

！！！！ 注意事項
 

• 同一ホスト上に，複数の PFM - Agentがインストールされている場合でも，接続先に指
定できる PFM - Managerは，一つだけです。PFM - Agentごとに異なる PFM - Manager
を接続先に設定することはできません。

• PFM - Agentと PFM - Managerが同じホストにインストールされている場合，接続先
PFM - Managerはローカルホストの PFM - Managerとなります。この場合，接続先の
PFM - Managerをほかの PFM - Managerに変更できません。

手順を次に示します。

1. Performance Managementのプログラムおよびサービスを停止する。
セットアップを実施する前に，ローカルホストで Performance Managementのプロ
グラムおよびサービスが起動されている場合は，すべて停止してください。サービス
の停止方法については，マニュアル「JP1/Performance Management システム構築・
運用ガイド」の，Performance Managementの起動と停止について説明している章
を参照してください。
jpcnshostnameコマンド実行時に，Performance Managementのプログラムおよ
びサービスが起動されている場合は，停止を問い合わせるメッセージが表示されま
す。

2. 接続先の PFM - Managerホストのホスト名を指定して，jpcnshostnameコマンドを
実行する。
例えば，接続先の PFM - Managerがホスト host01上にある場合，次のように指定し
ます。
jpcnshostname -s host01

（7） 動作ログ出力の設定

PFMサービスの起動・停止時や，PFM - Managerとの接続状態の変更時に動作ログを
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2.　インストールとセットアップ
出力したい場合に必要な設定です。動作ログとは，システム負荷などのしきい値オー
バーに関するアラーム機能と連動して出力される履歴情報です。

設定方法については，「付録 J　動作ログの出力」を参照してください。
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2.2　アンインストール
ここでは，PFM - Agent for Platformをアンインストールする手順を示します。

2.2.1　アンインストールの前に
ここでは，PFM - Agent for Platformをアンインストールするときの注意事項を次に示
します。

（1） アンインストールに必要な OSユーザー権限に関する注意事項
• PFM - Agentをアンインストールするときは，必ず，スーパーユーザー権限を持つア
カウントで実行してください。

（2） ネットワークに関する注意事項
• Performance Managementプログラムをアンインストールしても，servicesファイ
ルに定義されたポート番号は削除されません。

（3） プログラムに関する注意事項
• Performance Managementのプログラムおよびサービスや，Performance 

Managementのファイルを参照するような他プログラムを起動したままアンインス
トールした場合，ファイルやディレクトリが残ることがあります。この場合は，手動
でインストール先ディレクトリ以下をすべて削除してください。

• PFM - Baseと PFM - Agentがインストールされているホストの場合，PFM - Baseの
アンインストールは PFM - Agentをアンインストールしないと実行できません。この
場合，PFM - Agent，PFM - Baseの順にアンインストールしてください。また，PFM 
- Managerと PFM - Agentがインストールされているホストの場合も同様に，PFM - 
Managerのアンインストールは PFM - Agentをアンインストールしないと実行でき
ません。この場合，PFM - Agent，PFM - Managerの順にアンインストールしてくだ
さい。

（4） サービスに関する注意
• PFM - Managerをアンインストールするときは，Performance Managementシステ
ム全体で，Performance Managementのプログラムおよびサービスをすべて停止して
おいてください。

• PFM - Agentをアンインストールしただけでは，jpcctrl listコマンドで表示でき
るサービスの情報は削除されません。サービス情報の削除方法については，マニュア
ル「JP1/Performance Management システム構築・運用ガイド」のインストールと
セットアップの章のサービスの削除について説明している個所を参照してください。

• PFM - Managerをアンインストールしたあと，同じマシンに再インストールすると，
jpcctrl listコマンドで Trap Generatorサービスが二つ表示されることがありま
す。この場合，PFM - Managerのサービスを起動し，「Inactive」となっている
Trap Generatorサービスを jpcctrl deleteコマンドで削除してください。
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（5） その他の注意事項
• PFM - Web Consoleがインストールされているホストから，Performance 

Managementプログラムをアンインストールする場合は，ブラウザーの画面をすべて
閉じてからアンインストールを実施してください。

2.2.2　アンインストール手順
PFM - Agent for Platformをアンインストールする手順を説明します。

1. Performance Managementのプログラムをアンインストールするホストに，スーパー
ユーザーでログインするか，または suコマンドでユーザーをスーパーユーザーに変

更する。

2. ローカルホストで Performance Managementのプログラムおよびサービスを停止す
る。
サービス情報を表示して，サービスが起動されていないか確認してください。ローカ
ルホストで Performance Managementのプログラムおよびサービスが起動されてい
る場合は，すべて停止してください。サービスの表示方法およびサービス情報の停止
方法については，マニュアル「JP1/Performance Management システム構築・運用
ガイド」の，Performance Managementの起動と停止について説明している章を参
照してください。

3. 次のコマンドを実行して，Hitachi PP Installerを起動する。
 
/etc/hitachi_setup
 

Hitachi PP Installerが起動され，初期画面が表示されます。

4. 初期画面で「D」を入力する。
アンインストールできるプログラムの一覧が表示されます。

5. アンインストールしたい Performance Managementのプログラムを選択して，「D」を

入力する。
選択したプログラムがアンインストールされます。なお，プログラムを選択するに
は，カーソルを移動させ，スペースキーで選択します。

6. アンインストールが正常終了したら，「Q」を入力する。
Hitachi PP Installerの初期画面に戻ります。
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2.　インストールとセットアップ
2.3　PFM - Agent for Platformのシステム構成の
変更

監視対象システムのネットワーク構成の変更や，ホスト名の変更などに応じて，PFM - 
Agent for Platformのシステム構成を変更する場合があります。ここでは，PFM - Agent 
for Platformのシステム構成を変更する手順を説明します。

PFM - Agent for Platformのシステム構成を変更する場合，PFM - Managerや PFM - 
Web Consoleの設定変更もあわせて行う必要があります。Performance Managementの
システム構成を変更する手順の詳細については，マニュアル「JP1/Performance 
Management システム構築・運用ガイド」の，インストールとセットアップについて説
明している章を参照してください。
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2.4　PFM - Agent for Platformの運用方式の変更

収集した稼働監視データの運用手順の変更などで，PFM - Agent for Platformの運用方
式を変更する場合があります。ここでは，PFM - Agent for Platformの運用方式を変更
する手順を説明します。Performance Management全体の運用方式を変更する手順の詳
細についてはマニュアル「JP1/Performance Management システム構築・運用ガイド」
の，インストールとセットアップについて説明している章を参照してください。

2.4.1　パフォーマンスデータの格納先の変更
PFM - Agent for Platformで収集したパフォーマンスデータは，PFM - Agent for 
Platformの Agent Storeサービスの Storeデータベースで管理しています。ここではパ
フォーマンスデータの格納先の変更方法について説明します。

（1） jpcdbctrl configコマンドを使用して設定を変更する

Storeデータベースで管理されるパフォーマンスデータの，次のデータ格納先ディレクト
リを変更したい場合は，jpcdbctrl configコマンドで設定します。Storeデータベー
スの格納先ディレクトリを変更する前に収集したパフォーマンスデータが必要な場合は，
jpcdbctrl configコマンドの -moveオプションを使用してください。jpcdbctrl 

configコマンドの詳細については，マニュアル「JP1/Performance Management リ
ファレンス」を参照してください。

• 保存先ディレクトリ
• バックアップ先ディレクトリ

• 部分バックアップ先ディレクトリ※

• エクスポート先ディレクトリ

• インポート先ディレクトリ※

注※　Storeバージョン 2.0使用時だけ設定できます。

jpcdbctrl configコマンドで設定するオプション名，設定できる値の範囲などを次の

表に示します。

表 2-4　パフォーマンスデータの格納先を変更するコマンドの設定項目

説明 オプ
ション
名

設定できる値（Store
バージョン 1.0）※

設定できる値
（Storeバージョ
ン 2.0）※

デフォルト値

パフォーマンスデー
タの保存先ディレク
トリ

sd 1～ 127バイトの
ディレクトリ名

1～ 214バイト
のディレクトリ
名

/opt/jp1pc/agtu/
store

パフォーマンスデー
タのバックアップ先
ディレクトリ

bd 1～ 127バイトの
ディレクトリ名

1～ 211バイト
のディレクトリ
名

/opt/jp1pc/agtu/
store/backup
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2.　インストールとセットアップ
（凡例）
－：設定できません。

注※
ディレクトリ名は，Storeデータベースのデフォルト格納先ディレクトリ（/opt/
jp1pc/agtu/store）からの相対パスか，または絶対パスで指定してください。

（2） jpcsto.iniファイルを編集して設定を変更する（Storeバージョン 1.0
の場合だけ）

Storeバージョン 1.0使用時は，jpcsto.iniを直接編集して変更できます。

（a） jpcsto.iniの設定項目

jpcsto.iniファイルで編集するラベル名，設定できる値の範囲などを次の表に示しま

す。

表 2-5　パフォーマンスデータの格納先の設定項目（jpcsto.iniの [Data Section]セクショ
ン）

パフォーマンスデー
タの部分バックアッ
プ先ディレクトリ

pbd － 1～ 214バイト
のディレクトリ
名

/opt/jp1pc/agtu/
store/partial

パフォーマンスデー
タを退避する場合の
最大世代番号

bs 1～ 9 1～ 9 5

パフォーマンスデー
タのエクスポート先
ディレクトリ

dd 1～ 127バイトの
ディレクトリ名

1～ 127バイト
のディレクトリ
名

/opt/jp1pc/agtu/
store/dump

パフォーマンスデー
タのインポート先
ディレクトリ

id － 1～ 222バイト
のディレクトリ
名

/opt/jp1pc/agtu/
store/import

説明 ラベル名 設定できる値
（Storeバージョ
ン 1.0）※ 1

デフォルト値

パフォーマンス
データの保存先
ディレクトリ

Store Dir※

2
1～ 127バイトの
ディレクトリ名

/opt/jp1pc/agtu/store

パフォーマンス
データのバック
アップ先ディレ
クトリ

Backup Dir
※ 2

1～ 127バイトの
ディレクトリ名

/opt/jp1pc/agtu/store/backup

説明 オプ
ション
名

設定できる値（Store
バージョン 1.0）※

設定できる値
（Storeバージョ
ン 2.0）※

デフォルト値
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注※ 1
• ディレクトリ名は，Storeデータベースのデフォルト格納先ディレクトリ（/opt/

jp1pc/agtu/store）からの相対パスか，または絶対パスで指定してください。

• 指定できる文字は，次の文字を除く，半角英数字，半角記号および半角空白です。
;  ,  *  ?  '  "  <  >  |

• 指定値に誤りがある場合，Agent Storeサービスは起動できません。

注※ 2
Store Dir，Backup Dir，および Dump Dirには，それぞれ重複したディレクトリを
指定できません。

（b） jpcsto.iniファイルの編集前の準備
• Storeデータベースの格納先ディレクトリを変更する場合は，変更後の格納先ディレ
クトリを事前に作成しておいてください。

• Storeデータベースの格納先ディレクトリを変更すると，変更前に収集したパフォー
マンスデータを使用できなくなります。変更前に収集したパフォーマンスデータが必
要な場合は，次に示す手順でデータを引き継いでください。
1. jpcctrl backupコマンドで Storeデータベースに格納されているパフォーマンス
データのバックアップを採取する。

2.「2.4.1(2)(c)　jpcsto.iniファイルの編集手順」に従って Storeデータベースの格納
先ディレクトリを変更する。

3. jpcrestoコマンドで変更後のディレクトリにバックアップデータをリストアする。

（c） jpcsto.iniファイルの編集手順

手順を次に示します。

1. PFM - Agentのサービスを停止する。
ローカルホストで PFM -Agentのプログラムおよびサービスが起動されている場合
は，すべて停止してください。

2. テキストエディターなどで，jpcsto.iniファイルを開く。

3. パフォーマンスデータの格納先ディレクトリなどを変更する。

パフォーマンス
データを退避す
る場合の最大世
代番号

Backup Save 1～ 9 5

パフォーマンス
データのエクス
ポート先ディレ
クトリ

Dump Dir※ 2 1～ 127バイトの
ディレクトリ名

/opt/jp1pc/agtu/store/dump

説明 ラベル名 設定できる値
（Storeバージョ
ン 1.0）※ 1

デフォルト値
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2.　インストールとセットアップ
次に示す網掛け部分を，必要に応じて修正してください。

！！！！ 注意事項
 

• 行頭および「=」の前後には空白文字を入力しないでください。
• 各ラベルの値の「.」は，Agent Storeサービスの Storeデータベースのデフォルト
格納先ディレクトリ（/opt/jp1pc/agtu/store）を示します。格納先を変更す

る場合，その格納先ディレクトリからの相対パスか，または絶対パスで記述してく
ださい。

• jpcsto.iniファイルには，データベースの格納先ディレクトリ以外にも，定義情

報が記述されています。[Data Section]セクション以外の値は変更しないよう

にしてください。[Data Section]セクション以外の値を変更すると，

Performance Managementが正常に動作しなくなることがあります。

4. jpcsto.iniファイルを保存して閉じる。

5. Performance Managementのプログラムおよびサービスを起動する。

注意
この手順で Storeデータベースの保存先ディレクトリを変更した場合，パフォーマ
ンスデータファイルは変更前のディレクトリから削除されません。これらのファイ
ルが不要な場合は，次に示すファイルだけを削除してください。
• 拡張子が .DBであるすべてのファイル

• 拡張子が .IDXであるすべてのファイル

2.4.2　Storeバージョン 2.0への移行
Storeデータベースの保存形式には，バージョン 1.0と 2.0の 2種類あります。Store
バージョン 2.0の詳細については，マニュアル「JP1/Performance Management システ
ム構築・運用ガイド」を参照してください。

Storeバージョン 2.0は，PFM - Baseまたは PFM - Managerのバージョン 08-10以降
の環境に，08-10以降の PFM - Agent for Platformを新規インストールした場合にだけ
デフォルトで利用できます。それ以外の場合は，Storeバージョン 1.0形式のままとなっ
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2.　インストールとセットアップ
ているため，セットアップコマンドによって Storeバージョン 2.0に移行してください。

何らかの理由によって Storeバージョン 1.0に戻す必要がある場合は，Storeバージョン
2.0のアンセットアップを行ってください。

インストール条件に対応する Storeバージョン 2.0の利用可否と利用手順を次の表に示
します。

表 2-6　Storeバージョン 2.0の利用可否および利用手順

（1） Storeバージョン 2.0のセットアップ

Storeバージョン 2.0へ移行する場合のセットアップ手順について説明します。

1. システムリソース見積もりと保存期間の設計
Storeバージョン 2.0導入に必要なシステムリソースが，実行環境に適しているかど
うかを確認してください。必要なシステムリソースを次に示します。
• ディスク容量
• ファイル数
• 1プロセスがオープンするファイル数

これらの値は保存期間の設定によって調節できます。実行環境の保有しているリソー
スを考慮して保存期間を設計してください。システムリソースの見積もりについて
は，「付録 A　システム見積もり」を参照してください。

2. ディレクトリの設定
Storeバージョン 2.0に移行する場合に，Storeバージョン 1.0でのディレクトリ設定
では，Agent Storeサービスが起動しないことがあります。このため，Agent Store
サービスが使用するディレクトリの設定を見直す必要があります。Agent Storeサー
ビスが使用するディレクトリの設定は jpcdbctrl configコマンドを使用して表

示・変更できます。

インストール条件 Storeバージョン 2.0
の利用可否

Storeバージョン 2.0の利用
手順

インストール済みの
PFM-Base，または

PFM-Managerのバー
ジョン

PFM - Agentのイン
ストール方法

08-10より前 上書きインストール 利用できない PFM-Base，または，
PFM-Managerを 08-10に
バージョンアップ後，セット
アップコマンドを実行

新規インストール

08-10以降 上書きインストール セットアップ後利用
できる

セットアップコマンドを実行

新規インストール 利用できる 設定不要
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2.　インストールとセットアップ
Storeバージョン 2.0は，Storeデータベースの保存先ディレクトリやバックアップ先
ディレクトリの最大長が Storeバージョン 1.0と異なります。Storeバージョン 1.0
でディレクトリの設定を相対パスに変更している場合，絶対パスに変換した値が
Storeバージョン 2.0でのディレクトリ最大長の条件を満たしているか確認してくだ
さい。Storeバージョン 2.0のディレクトリ最大長は 214バイトです。ディレクトリ
最大長の条件を満たしていない場合は，Agent Storeサービスが使用するディレクト
リの設定を変更したあと，手順 3以降に進んでください。

3. セットアップコマンドの実行
Storeバージョン 2.0に移行するため，次のコマンドを実行します。
jpcdbctrl setup -key agtu

jpcdbctrl setupコマンドの詳細については，マニュアル「JP1/Performance 
Management リファレンス」を参照してください。

4. 保存期間の設定
手順 1の見積もり時に設計した保存期間を設定してください。Agent Storeサービス
を起動して，PFM - Web Consoleで設定してください。

（2） Storeバージョン 2.0のアンセットアップ

Storeバージョン 2.0は jpcdbctrl unsetupコマンドを使用してアンセットアップし

ます。Storeバージョン 2.0をアンセットアップすると，Storeデータベースのデータは
すべて初期化され，Storeバージョン 1.0に戻ります。

jpcdbctrl unsetupコマンドの詳細については，マニュアル「JP1/Performance 
Management リファレンス」を参照してください。

（3） 注意事項

移行についての注意事項を次に示します。

（a）Storeバージョン 1.0から Storeバージョン 2.0に移行する場合

Storeデータベースを Storeバージョン 1.0から Storeバージョン 2.0に移行した場合，
PIレコードタイプのレコードの保存期間の設定は引き継がれますが，PDレコードタイ
プのレコードについては，以前の設定値（保存レコード数）に関係なくデフォルトの保
存日数がレコードごとに設定され，保存日数以前に収集されたデータは削除されます。

例えば，Storeバージョン 1.0で，Collection Intervalが 3,600秒の PDレコードの保存
レコード数を 1,000に設定していた場合，PDレコードは 1日に 24レコード保存される
ことになるので，1,000÷ 24≒約 42日分のデータが保存されています。この Store
データベースを Storeバージョン 2.0へ移行した結果，デフォルト保存日数が 10日に設
定されたとすると，11日以上前のデータは削除されて参照できなくなります。

Storeバージョン 2.0へ移行する前に，PDレコードタイプのレコードの保存レコード数
の設定を確認し，Storeバージョン 2.0でのデフォルト保存日数以上のデータが保存され
る設定となっている場合は，jpcctrl dumpコマンドでデータベース内のデータを出力
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してください。Storeバージョン 2.0でのデフォルト保存日数については，「付録
A.2(3)(a)　見積もり式」を参照してください。

（b）Storeバージョン 2.0から Storeバージョン 1.0に戻す場合

Storeバージョン 2.0をアンセットアップすると，データは初期化されます。このため，
Storeバージョン 1.0に変更する前に，jpcctrl dumpコマンドで Storeバージョン 2.0
の情報を出力してください。
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3　 ログ情報の収集
この章では，PFM - Agent for Platformでログ情報を収集し，
PFM - Web Consoleで監視するための設定方法について説明し
ます。

3.1　ログ情報の収集の概要

3.2　ログ情報の収集の設定手順
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3.1　ログ情報の収集の概要

PFM - Agent for Platformでは，次のログ情報※を収集できます。

● UNIXのログ情報

● UNIX上で実行されているアプリケーションのログ情報

● UNIX上で実行されているデータベースのログ情報

注※
テキスト形式の単調増加ログファイルからログ情報が収集できます。ただし，シン
グルバイト文字だけが収集対象です。

注意
Linuxの場合は，Logged Messages（PL_MESS）レコードを使用できないため，ロ
グ情報の収集はできません。

PFM - Web Consoleで，エラーメッセージなどの特定のログ情報をしきい値としてア
ラームに設定しておけば，設定したメッセージが出力された場合にユーザーに通知する
運用ができます。

PFM - Agent for Platformのログ情報収集プログラムによって，イベントファイルなど
に設定されたログファイル名やフィルター条件を基に，ログファイルからログ情報が収
集されます。収集されたログ情報は，Agent Collectorサービスによって収集され，PL
レコードタイプのレコードである Logged Messages（PL_MESS）レコードで管理され
ます。Logged Messages（PL_MESS）レコードは，ほかのレコードと同様，レポートの
表示やアラームでの監視に利用できます。

ログ情報の監視の流れを次の図に示します。
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図 3-1　ログ情報の監視の流れ
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3.2　ログ情報の収集の設定手順
PFM - Agent for Platformでログ情報を収集し，PFM - Web Consoleで監視するには，
次の手順で設定します。

1. イベントファイルを設定する。

2. PFM - Web Consoleで，Logged Messages（PL_MESS）レコードのパフォーマンス
データを Storeデータベースに格納するように設定する。
PFM - Web Consoleで履歴レポートを表示する場合に必要です。

3. PFM - Agent for Platformを再起動する。

各手順の詳細について次に説明します。

3.2.1　イベントファイルの設定
ログ情報を収集するには，まず，イベントファイルを設定する必要があります。イベン
トファイルとは，収集するログ情報が格納されているログファイル名やフィルター条件
などの情報を設定するファイルです。

使用できるイベントファイルは，一つだけです。

イベントファイル名を次に示します。

/opt/jp1pc/agtu/agent/evfile

このイベントファイルには，コメント行（行の先頭に「#」が記述されている）だけが記

述されています。設定する場合，このイベントファイルを直接編集するか，または同じ
ディレクトリにコピーしてから編集してください。

（1） イベントファイルの設定手順

イベントファイルの設定手順を次に示します。

1. テキストエディターで，イベントファイルを開く。

2. イベントファイルに次のパラメーターを追加する。
logfile=ファイル名
［id=識別子］
［regexp=フィルター条件］

各パラメーターについて次に説明します。

logfile=ファイル名
収集するログ情報が格納されているログファイル名を絶対パス名で指定します。
ログファイル名は，英数字で指定してください。指定できるバイト数について
は，各 OSのマニュアルを参照してください。

id=識別子
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ログ情報の識別子として表示される文字列を指定します。1,023バイト以内の半
角英数字および記号で指定できます。ただし，アスタリスク（*）は使用できま

せん。このパラメーターで指定した値は，Logged Messages（PL_MESS）レ
コードのMessage Text（MESSAGE_TEXT）フィールドの文字列「jpcagtu」
以降の文字列となります。このパラメーターの指定を省略した場合，ディレクト
リ名が付かないログファイル名が表示されます。

regexp=フィルター条件
Logged Messages（PL_MESS）レコードに収集されるログ情報のフィルター条
件を指定します。改行文字を含めて 2,040バイト以内の半角英数字および記号で
指定できます。条件式を定義する場合，拡張正規表現を使用してください。拡張
正規表現については，各 OSのマニュアルを参照してください。複数の式を指定
した場合は，ORステートメント（論理和）とみなされます。
POSIX（Portable Operating System Interface for UNIX）でも指定できます。
サフィックス「/i」を使用すると，大文字と小文字を区別しないでログ情報を

Logged Messages（PL_MESS）レコードに格納します。

注意
• 各パラメーターの大文字小文字は区別しません。
• パラメーターを追加する場合，「=」の前後に空白文字やタブ文字を挿入しないでく
ださい。

• コメント行を挿入する場合，行の先頭に「#」を記述してください。

3. 複数のログファイルの情報を収集する場合，情報を収集するログファイルごとにパラ
メーターを指定する。

4. イベントファイルを保存する。
必ず，デフォルトのイベントファイル名「evfile」で保存してください。

evfileファイルの設定内容をインストール時の状態に戻すには，evfileファイルのモ

デルファイルである evfile.modelを evfileにコピーしてください。

（2） イベントファイルの指定例

/opt/sampleapp/logに格納された Sample Applicationのログ情報を収集する場合，
大文字と小文字の区別をしないで「warning」，「error」，「fatal」という状態のログ情報
だけを Logged Messages（PL_MESS）レコードに格納するには，次のように指定しま
す。
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3.2.2　PFM - Web Consoleの設定
履歴レポートを表示する場合，PFM - Web Consoleで，Logged Messages（PL_MESS）
レコードのパフォーマンスデータを Storeデータベースに格納するように設定します。

設定する方法については，マニュアル「JP1/Performance Management システム構築・
運用ガイド」の，稼働監視データの管理について説明している章を参照してください。

3.2.3　ログ情報の収集の注意事項
Logged Messages（PL_MESS）レコードを使用して，メッセージを監視する場合の注意
事項を次に示します。

• アラーム定義で設定した条件式を満たしているメッセージが発生すると，アラームの
状態が異常となります。その後，条件式を満たしていないメッセージが発生すると，
アラームの状態が正常に戻ります。メッセージを使用したアラーム監視を設定した場
合は，PFM - Web Consoleの［イベントモニター］画面または［イベント履歴］画面
を使用してメッセージを確認してください。

• アラーム定義の条件式で監視できる文字列は，Logged Messages（PL_MESS）レ
コードに格納される 511バイトまでです。Logged Messages（PL_MESS）レコード
に格納される文字列には，識別子（id）などのヘッダー情報が含まれるため，監視で
きるメッセージの長さは，511バイトからヘッダー情報の分だけ短くなります。

• 512バイト以上の文字列を監視するためには，PFM - Agent for Platformのイベント
ファイルの設定で監視したい文字列をフィルター条件として設定します。このときに
メッセージに任意の識別子（id）も設定します。この識別子（id）をアラーム定義の
条件式に設定することで，フィルター条件として設定した文字列を含むメッセージを
監視できるようになります。
例えば，文字列 ABCを含むメッセージを監視したい場合，PFM - Agent for Platform
のイベントファイルの設定で識別子（id）に Consoleを設定し，フィルター条件に

ABCを設定します。
logfile=/tmp/console_log
id=Console
regexp=ABC

その後，PFM - Web Consoleの［新規アラームテーブル ＞ アラーム条件式］画面で，
異常値または警告値にしきい値として Consoleを設定します。

この設定によって，文字列 ABCを含むメッセージには Consoleという識別子（id）
がヘッダー情報として設定されます。PFM - Web Consoleでは Consoleの文字列を

含むメッセージが発生するとアラームが通知されます。
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4　 ユーザーレコードの収集
この章では，PFM - Agent for Platformでユーザーレコードを
収集するための設定方法について説明します。

4.1　ユーザーレコード収集の概要

4.2　ユーザーレコード収集の設定
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4.1　ユーザーレコード収集の概要
PFM - Agent for Platformでは，デフォルトでは用意されていないパフォーマンスデー
タを収集し，レコードに格納できます。このパフォーマンスデータを格納したレコード
をユーザーレコードと呼びます。

ユーザーレコードの設定ができる情報と，それに対応するレコードを次の表に示します。

各ホストで設定されたユーザーレコードは，ほかのレコードと同様，PFM - Web 
Consoleでレポートの表示やアラームでの監視に利用できます。

それぞれのレコードで，複数のパフォーマンスデータを収集する場合，パフォーマンス
データごとにユーザーレコードのフィールドが 1行ずつ追加されます。その結果，それ
ぞれのユーザーレコードは，複数行のレコードになります。複数行のレコードとは，複
数インスタンスレコードのことです。

4.1.1　ユーザーレコードとして定義できる情報
ユーザーレコードとして定義できる情報について説明します。

（1） ワークグループ情報

PFM - Agent for Platformでは，複数のユーザーで UNIXのシステムリソースを使用し
ている場合や UNIXグループを運用している場合，その複数の UNIXユーザーや UNIX
グループをワークグループとして設定し，ワークグループに関するプロセスの情報を収
集できます。

ワークグループは，次の単位で設定できます。

● UNIXユーザー

● UNIXグループ

●プロセスによって実行されているプログラム

PFM - Agent for Platformのワークグループ情報収集プログラムによって，ワークグ

収集設定できる情報 レコード

ワークグループ情報 PI_WGRPレコード

アプリケーションの稼働・非稼働情報 PD_APPレコード

ユーザー独自のパフォーマンスデータ PD_UPDレコード

PD_UPDBレコード

PI_UPIレコード

PI_UPIBレコード
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4.　ユーザーレコードの収集
ループファイルに設定されたワークグループ名などを基に，Process Detail（PD）レ
コードのパフォーマンスデータのうち，ワークグループに関係するものが要約されます。
要約されたパフォーマンスデータは，Workgroup Summary（PI_WGRP）レコードとし
て管理されます。Workgroup Summary（PI_WGRP）レコードは，ほかのレコードと同
様，レポートの表示やアラームでの監視に利用できます。

ワークグループ情報の監視の流れを次の図に示します。
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4.　ユーザーレコードの収集
図 4-1　ワークグループ情報の監視の流れ
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4.　ユーザーレコードの収集
（2） アプリケーションの稼働・非稼働情報

指定した条件のプロセスが稼働しているかどうか，または想定数以内かどうかの情報を
収集し，Application Summary（PD_APP）レコードとして管理できます。監視するプ
ロセスは PFM - Web Console上で指定できます。

（3） ユーザー独自のパフォーマンスデータ

PFM - Agent for Platform製品で提供されていない情報や，マシンや環境固有の情報な
どユーザー独自のパフォーマンスデータを収集できます。これらの情報を収集する場合
には，パフォーマンスデータを収集するためのユーザーコマンドと呼ばれるスクリプト
を作成する必要があります。

ユーザー独自のパフォーマンスデータを格納するレコードには，PIレコードタイプ，PD
レコードタイプそれぞれ 2種類ずつあります。

• User Data Detail（PD_UPD）
• User Data Detail - Extended（PD_UPDB）
• User Data Interval（PI_UPI）
• User Data Interval - Extended（PI_UPIB）
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4.　ユーザーレコードの収集
4.2　ユーザーレコード収集の設定
ここでは，ユーザーレコードを収集する方法について説明します。

4.2.1　ワークグループ情報の収集の設定
ワークグループ情報の収集の設定について説明します。

（1） ワークグループ情報の収集の設定手順

PFM - Agent for Platformでワークグループ情報を収集し，PFM - Web Consoleで監視
するには，次の手順で設定します。

1. ワークグループファイルを設定する。

2. PFM - Web Consoleで，Workgroup Summary（PI_WGRP）レコードのパフォーマン
スデータを Storeデータベースに格納するように設定する。
PFM - Web Consoleで履歴レポートを表示する場合に必要です。

3. PFM - Agent for Platformを再起動する。
修正した定義を有効にするには，PFM - Agent for Platformを停止して再起動する必
要があります。

（2） ワークグループファイルの設定

ワークグループ情報を収集するには，まず，ワークグループファイルを設定する必要が
あります。ワークグループファイルとは，ワークグループ名などの情報を設定するファ
イルです。

使用できるワークグループファイルは，一つだけです。また，このファイルの名前を変
更すると無効になります。

ワークグループファイル名を次に示します。

/opt/jp1pc/agtu/agent/wgfile

このワークグループファイルには，コメント行（行の先頭に「#」が記述されている）だ

けが記述されています。設定する場合，このワークグループファイルを直接編集するか，
またはコピーしてから編集してください。

（a）ワークグループファイルの設定手順

ワークグループファイルの設定手順を次に示します。

1. テキストエディターで，ワークグループファイルを開く。

2. ワークグループファイルに次のパラメーターを追加する。
パラメーターの指定方法は「(b)　ワークグループファイルの指定法」を参照してくだ
さい。
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4.　ユーザーレコードの収集
3. 複数のワークグループの情報を収集する場合，情報を収集するワークグループごとに
パラメーターを指定する。

4. ワークグループファイルを保存する。
必ず，デフォルトのワークグループファイル名「wgfile」で保存してください。

なお，wgfileファイルの設定内容をインストール時の状態に戻すには，wgfile

ファイルのモデルファイルである wgfile.modelを wgfileにコピーしてください。

（b）ワークグループファイルの指定法

● パラメーター指定の書式

パラメーターを指定する際の書式について説明します。

パラメーターの書式は次のようになります。

 workgroup=ワークグループ名
［users=UNIXユーザー名］    または  ［users_02=UNIXユーザー名］
［groups=UNIXグループ名］   または  ［groups_02=UNIXグループ名］
［programs=プログラム名］    または  ［programs_02=プログラム名］
［arguments_02=監視プログラムの引数］
［regexp=監視条件］
 

注意
• 各ファイルパラメーターの終端は改行です。
• workgroupパラメーターは，必ず先頭に指定してください。それ以外のパラメー

ターの順序は任意です。
• [ ]で囲まれているパラメーターは省略可能です。ただし，workgroupパラメー
ターのほかに一つ以上のパラメーターを指定する必要があります。

• 各パラメーターの大文字小文字は区別しません。
•「=」の前後に空白文字やタブ文字を挿入しないでください。
• 一つのパラメーターが複数行にわたる場合，行の末尾にコンマ「,」を記述してく
ださい。

• コメント行を挿入する場合は，行の先頭に「#」を記述してください。
• パラメーターの指定に正規表現を使用できます。正規表現については，各 OSの
マニュアルを参照してください。また，正規表現を使った指定例については，「(c)
　ワークグループファイルの指定例」を参照してください。

• workgroup以外のパラメーターでは，複数の指定値を設定できます。各指定値は

区切り文字を使って区切ります。区切り文字は，通常コンマや空白文字を使いま
すが，arguments_02，groups_02，programs_02，および users_02の各パ

ラメーターで，指定値の先頭に「"」を指定して監視対象を指定する場合だけ，区
切り文字として「",」を，終端文字として「"¥n（改行）」を使用します。詳細は
以降で説明する「パラメーターの詳細」を参照してください。

• arguments_02，groups_02，programs_02，および users_02のパラメー

ターで，指定値の先頭に「"」を指定して監視対象を指定する場合，対になる区切
り文字が存在しないときは，文字列の範囲指定ができないため監視対象として認
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識されません。
• arguments_02，groups_02，programs_02，および users_02の各パラメー

ターで，指定値の先頭に「"」を指定して監視対象を指定する場合，対になる区切
り文字との間に単独で存在する「"」は無視されます。「"」を監視対象に含みたい
場合は「""」と記述してください。

• arguments_02，groups_02，programs_02，および users_02の各パラメー

ターでは，指定値の先頭に「"」を指定して監視対象を指定する指定法と指定値の
先頭に「"」を指定しない指定値を混在させることもできます。

● パラメーターの詳細

各パラメーターについて説明します。パラメーターの設定例は「(c)　ワークグループ
ファイルの指定例」を参照してください。

workgroup=ワークグループ名
監視するワークグループの名前を英数字で指定します。名前に使用できる文字列の
上限は改行文字を含めて 2,037バイトです。ただし，Storeデータベースに記録され
るのは 29バイトまでです。同じワークグループ名を複数指定した場合，あとに指定
された条件（行番が高い方のワークグループ条件）が有効となります。
ワークグループ名は，必ず指定してください。

users=UNIXユーザー名
ワークグループとして情報を収集する UNIXユーザーを名前で指定します。改行文
字を含めて 2,041バイト以内の半角英数字で指定します。ただし，Storeデータベー
スに記録されるのは 29バイトまでで，最後の文字は「>」となります。

複数の UNIXユーザー名を指定する場合，それぞれの名前を一つ以上のコンマまた
は空白文字で区切ってください。指定したすべてのユーザーが監視対象になります。
ここで指定した値は，Workgroup Summary（PI_WGRP）レコードの Users
（USERS）フィールドに表示されます。
ここには，Process Detail（PD）レコードの Real User（REAL_USER_NAME）
フィールドに格納される値を指定します。

users_02=UNIXユーザー名
ワークグループとして情報を収集する UNIXユーザーを名前で指定します。このパ
ラメーターは usersパラメーターを拡張して指定するためのものです。

指定値の先頭に「"」を付けた場合，次の区切り文字（「",」または「"¥n（改行）」）
までが指定値と認識されます。例えば，usersパラメーターでの区切り文字である

空白文字やコンマも指定値に含めることができます。「"」を付けない場合は，
usersパラメーターと同じ動作をします。拡張した指定方法を使用した場合，「",」
はパラメーターの区切り文字，「"¥n（改行）」はパラメーターの終端文字として扱わ
れます。拡張した指定方法で「"」文字を指定値にする場合は，「""」と入力してくだ
さい。改行文字を含めて 2,038バイト以内の半角英数字で指定します。ただし，
Storeデータベースに記録されるのは 29バイトまでで，最後の文字は「>」となり
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ます。
ここで指定した値は，Workgroup Summary（PI_WGRP）レコードの Users
（USERS）フィールドに表示されます。
ここには，Process Detail（PD）レコードの Real User（REAL_USER_NAME）
フィールドに格納される値を指定します。

groups=UNIXグループ名
ワークグループとして情報を収集する UNIXグループ名を，名前で指定します。改
行文字を含めて 2,040バイト以内の半角英数字で指定します。ただし，Storeデータ
ベースに記録されるのは 29バイトまでで，最後の文字は「>」となります。
複数の UNIXグループ名を指定する場合，それぞれの名前を一つ以上のコンマまた
は空白文字で区切ってください。指定したすべてのグループが監視対象になります。
ここで指定した値は，Workgroup Summary（PI_WGRP）レコードの Groups
（GROUPS）フィールドに表示されます。
ここには，Process Detail（PD）レコードの Real Group（REAL_GROUP_NAME）
フィールドに格納される値を指定します。

groups_02=UNIXグループ名
ワークグループとして情報を収集する UNIXグループ名を，名前で指定します。こ
のパラメーターは groupsパラメーターを拡張して指定するためのものです。

指定値の先頭に「"」を付けた場合，次の区切り文字（「",」または「"¥n（改行）」）
までが指定値と認識されます。例えば，groupsパラメーターでの区切り文字であ

る空白文字やコンマも指定値に含めることができます。「"」を付けない場合は，
groupsパラメーターと同じ動作をします。拡張した指定方法を使用した場合，「",」
はパラメーターの区切り文字，「"¥n（改行）」はパラメーターの終端文字として扱わ
れます。拡張した指定方法で「"」文字を指定値にする場合は，「""」と入力してくだ
さい。改行文字を含めて 2,037バイト以内の半角英数字で指定します。ただし，
Storeデータベースに記録されるのは 29バイトまでで，最後の文字は「>」となり
ます。
ここで指定した値は，Workgroup Summary（PI_WGRP）レコードの Groups
（GROUPS）フィールドに表示されます。
ここには，Process Detail（PD）レコードの Real Group（REAL_GROUP_NAME）
フィールドに格納される値を指定します。

programs=プログラム名
ワークグループとして情報を収集する，プロセスによって実行されているプログラ
ム名を指定します。改行文字を含めて 2,038バイト以内の半角英数字で指定します。
ただし，Storeデータベースに記録されるのは 29バイトまでで，最後の文字は「>」
となります。
複数のプログラム名を指定する場合，それぞれの名前を一つ以上のコンマまたは空
白文字で区切ってください。指定したすべてのプログラムが監視対象になります。
ここで指定した値は，Workgroup Summary（PI_WGRP）レコードの Programs
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（PROGRAMS）フィールドに表示されます。
ここには，Process Detail（PD）レコードの Program（PROGRAM_NAME）
フィールドに格納される値を指定します。

programs_02=プログラム名
ワークグループとして情報を収集する，プロセスによって実行されているプログラ
ム名を指定します。このパラメーターは programsパラメーターを拡張して指定す

るためのものです。
指定値の先頭に「"」を付けた場合，次の区切り文字（「",」または「"¥n（改行）」）
までが指定値と認識されます。例えば，programsパラメーターでの区切り文字で

ある空白文字やコンマも指定値に含めることができます。「"」を付けない場合は，
programsパラメーターと同じ動作をします。拡張した指定方法を使用した場合，

「",」はパラメーターの区切り文字，「"¥n（改行）」はパラメーターの終端文字とし
て扱われます。拡張した指定方法で「"」文字を指定値にする場合は，「""」と入力し
てください。改行文字を含めて 2,035バイト以内の半角英数字で指定します。ただ
し，Storeデータベースに記録されるのは 29バイトまでで，最後の文字は「>」と
なります。
ここで指定した値は，Workgroup Summary（PI_WGRP）レコードの Programs
（PROGRAMS）フィールドに表示されます。
ここには，Process Detail（PD）レコードの Program（PROGRAM_NAME）
フィールドに格納される値を指定します。

arguments_02=監視プログラムの引数
このワークグループの一部として監視するプログラムの引数を指定します。改行文
字を含めて 2,034バイト以内の半角英数字で指定します。ただし，Storeデータベー
スに記録されるのは 29バイトまでで，最後の文字は「>」となります。複数の引数

を指定する場合，それぞれの引数を一つ以上のコンマまたは空白文字で区切ってく
ださい。指定したすべての引数が監視対象となります。
また，このパラメーターは拡張して指定することもできます。指定値の先頭に「"」
を付けた場合，次の区切り文字（「",」または「"¥n（改行）」までが指定値と認識さ
れます。例えば，区切り文字である空白文字やコンマも指定値に含めることができ
ます。
指定値の先頭に「"」を付けない場合，通常のパラメーターと同じ動作をします。拡
張した指定方法を使用した場合，「",」はパラメーターの区切り文字，「"¥n（改行）」
はパラメーターの終端文字として扱われます。拡張した指定方法で「"」文字を指定
値にする場合は，「""」と入力してください。
ここで指定した値は，Workgroup Summary（PI_WGRP）レコードの Argument 
Lists（PI_ARGUMENT_LISTS）フィールドに表示されます。ここには，Process 
Detail（PD）レコードの Argument List（ARGUMENT_LIST）フィールドに格納
される値を指定します。

regexp=監視条件
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4.　ユーザーレコードの収集
このワークグループの一部として監視するプロセスを，arguments_02，groups，

groups_02，programs，programs_02，users，および users_02の条件を

使って指定します。指定する際に，正規表現を使用できます。この条件は部分一致
でプロセス監視をします。
複数の式を指定した場合は，ORステートメント（論理和）とみなされます。
改行文字を含めて 2,040バイト以内の半角英数字で指定します。ただし，
arguments_02，groups，groups_02，programs，programs_02，users，お

よび users_02の各条件式に 30バイト以上の文字を指定した場合，Storeデータ
ベースに記録されるのはそれぞれ 29バイトまでで，最後の文字は「>」となります。
拡張正規表現については，各 OSのマニュアルを参照してください。
POSIX（Portable Operating System Interface for UNIX）でも指定できます。サ
フィックス「/i」を使用すると，大文字と小文字を区別しないで定義情報を
Workgroup Summary (PI_WGRP)レコードに格納します。
指定例は「(c)　ワークグループファイルの指定例」を参照してください。

（c）ワークグループファイルの指定例

ワークグループファイルの指定例を次に示します。

例 1
次の情報を指定する例を次に示します。
• ワークグループ名：sysadmin
• UNIXユーザー名：root
• UNIXグループ名：sys，user，system
• プログラム名：netscape，turkey

例 2
次の情報を指定する例を示します。
• ワークグループ名：argument
• UNIXユーザー名：root
• UNIXグループ名：sys
• プログラム名：emacs
• 引数：data.ini
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例 3
次の情報を指定する例を示します。
• ワークグループ名：programs
• UNIXユーザー名：root
• UNIXグループ名：sys
• プログラム名：space△ key，emacs（△は空白文字）

例 4
次に示す引数と完全一致するプロセスを定義する例を示します。
• ワークグループ名：development
• 引数：jpcagtu△ -d△ /opt/jp1pc/agtu/agent（△は空白文字）

例 5
次の情報を指定する例を示します。
• ワークグループ名：development
• UNIXグループ名：systemまたは sys

• 引数：quota_"_middle

例 6
正規表現を使用して，ユーザー名，グループ名，プログラム名を指定する例を次に
示します。
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正規表現は，各パラメーターとその値を「{」 と「}」で囲むことで使用できます。
また，正規表現をコンマ（「,」）で区切って複数指定することもできます。

正規表現を使用して次の情報を指定する例を示します。
• UNIXユーザー名：△ .*adm.?（△は空白文字）

• UNIXグループ名：.*adm.*
• プログラム名：jpcagt.*，△ .*grd△（△は空白文字）

また，上記正規表現を次の情報で指定する例を示します。
• ワークグループ名：perfMonTools
• プログラム名：jpcagtu.*（大文字と小文字を区別しない），.*perfmon，top，
monitor，vmstat，iostat，sar

• 引数：ex△ process（△は空白文字）

（3） アラーム運用例

ワークグループ情報を収集する機能を用いたアラームの設定例について説明します。こ
こでは，同じプロセス名で複数起動しているプロセスを監視し，プロセスの起動状況が n
個以下になった場合にアラームを発行するときの設定内容について説明します。

ワークグループファイルの指定およびアラーム条件の設定内容を次に示します。

ワークグループファイルの指定
workgroup=ワークグループ名
programs=監視したいプログラム名（Process Detail（PD）レコードの Program
（PROGRAM_NAME）フィールドに格納される値を指定します）

アラームに設定する条件
Workgroup Summary（PI_WGRP）レコードに対して，次の条件を異常と検知する
アラームを定義します。
workgroup=ワークグループ名
AND Process Count<=n

注意
nはプロセス数を示します。
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（4） PFM - Web Consoleの設定

履歴レポートを表示する場合，PFM - Web Consoleで，Workgroup Summary
（PI_WGRP）レコードの情報を収集するように設定します。

設定する方法については，マニュアル「JP1/Performance Management システム構築・
運用ガイド」の，稼働監視データの管理について説明している章を参照してください。

4.2.2　アプリケーションの稼働・非稼働情報収集の設定
アプリケーションの稼働・非稼働情報を収集するためのユーザーレコードの設定，確認，
削除方法，およびアラーム運用例について説明します。

（1） ユーザーレコードを設定する

アプリケーションの稼働・非稼働情報を収集するためのユーザーレコードの設定方法を
示します。

設定手順として，アプリケーションの監視フィールドを作成したあと，その監視フィー
ルドのプロパティを設定する必要があります。

アプリケーションの監視フィールドを作成する

1. 監視コンソールのブラウザーから PFM - Web Consoleにログインする。
［メイン］画面が表示されます。

2.［メイン］画面のナビゲーションフレームで［サービス階層］タブを選択する。
［サービス階層］画面が表示されます。

3. ナビゲーションフレームからエージェント (UA1ホスト名 )を選択する。
［プロパティ］画面が表示されます。

4.［ADDITION OR DELETION A SETTING］ツリーを選択する。

5. インフォメーションフレームの下部の［ADD AN APPLICATION MONITORING 
SETTING］にアプリケーション名を入力し，［OK］ボタンをクリックする。
［Application monitoring setting］ツリーの下位に，設定したアプリケーション名の
ツリーが生成されます。
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！！！！ 注意事項
 

•［ADD AN APPLICATION MONITORING SETTING］に入力するアプリケーション名
は，ユーザーで任意に指定できます。ここで指定したアプリケーション名は，PD_APP
レコードの Application Nameフィールドに格納され，アプリケーションを特定するため
の識別子として利用します。

•［ADD AN APPLICATION MONITORING SETTING］に指定できる文字は，次の文字を
除く半角英数字および半角記号です。1～ 63バイトの範囲で指定できます。
タブ文字（¥t） ¥ : ; , * ? " ' <> |

• 設定できるアプリケーションの数は，64個までです。

アプリケーションの監視フィールドのプロパティを設定する

1. 上記手順のあと，再び［プロパティ］画面を表示し，［Application monitoring setting］
ツリーの下位に生成されたアプリケーション名のツリーを選択する。
インフォメーションフレームの下部に，プロパティ情報の入力画面が表示されます。

2. プロパティを設定する。
プロセスの種類，プロセス名，プロセス数の下限値と上限値を設定します。複数のプ
ロセス情報を設定できます。プロパティを次の表に示します。

表 4-1　監視フィールドのプロパティ

（凡例）

設定項目 パラメーター名 設定内容 対応する PD_APPレ
コードのフィールド名

プロセスの種類 ProcessXX Kind 次のどちらかを選択します。
• None：指定なし
• Execute：ps -eコマンド
（PDレコードの Program
フィールド）の値を参照

• Command Line：ps -ef

コマンド（PDレコードの
Argument Listフィール
ド）の値を参照

ProcessXX Kind

プロセス名 ProcessXX Name プロセス名を 127バイト以
内で入力します。※

ProcessXX Name

プロセス数のし
きい値の上限値
と下限値

ProcessXX Range プロセス数のしきい値の下限
値と上限値を「1-2」のよう
にハイフン（-）でつないで
入力します。
「1」や「10」などの単体値
も指定できます。この場合
は，「1-1」や「10-10」のよ
うに設定されます。
設定できる値は 0～ 65535
です。

ProcessXX Range
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4.　ユーザーレコードの収集
XX：01～ 15までの数値が入る。

注※
127バイトまで文字を入力できますが，アラームの評価や PFM - Web Consoleで
の表示は 32バイトまでです。32バイトまで同じ名前の ProcessXX Nameがある
と，アラームの評価が正しく行えませんのでご注意ください。

3.［OK］ボタンをクリックする。
設定内容が有効になります。

（2） ユーザーレコードの設定を確認する

アプリケーションの稼働・非稼働情報を収集するためのユーザーレコードの設定内容を
確認する方法を次に示します。

1. 監視コンソールのブラウザーから PFM - Web Consoleにログインする。
［メイン］画面が表示されます。

2.［メイン］画面のナビゲーションフレームで［サービス階層］タブを選択する。
［サービス階層］画面が表示されます。

3. ナビゲーションフレームからエージェントを選択する。
［プロパティ］画面が表示されます。

4.［Application monitoring setting］ツリーを展開し，確認したいアプリケーション名の
ツリーを選択する。
プロパティが表示されます。

5. 内容を確認し，［OK］ボタンをクリックする。

（3） ユーザーレコードの設定を削除する

アプリケーションの稼働・非稼働情報を収集するためのユーザーレコードの設定内容を
削除する方法を次に示します。

1. 監視コンソールのブラウザーから PFM - Web Consoleにログインする。
［メイン］画面が表示されます。

2.［メイン］画面のナビゲーションフレームで［サービス階層］タブを選択する。
［サービス階層］画面が表示されます。

3. ナビゲーションフレームからエージェントを選択する。
［プロパティ］画面が表示されます。

4.［ADDITION OR DELETION A SETTING］ツリーを選択する。

5. 削除したいアプリケーション名を選択し，［OK］ボタンをクリックする。
設定内容が削除されます。

（4） アラーム運用例

アプリケーションの稼働・非稼働情報を収集する機能を用いたアラームの運用例につい
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て説明します。

（a）PFM - Agent for Platformの稼働状況を監視する場合

ここでは，PFM - Agent for Platformの稼働状況を監視する場合の設定内容について説
明します。

次に示す PFM - Agent for Platformのプロセス数が，指定したしきい値の範囲外になっ
た場合に，異常のアラームを通知するように設定します。

• jpcagtu
• jpc_hostutil
• jpc_process
• jpcsto

PFM - Agent for Platformのプロセスについては，「付録 D　プロセス一覧」を参照して
ください。ほかの日立製品を監視対象とする場合には，各製品のマニュアルに記載され
ているプロセス一覧の内容を参考にして，次の項目を設定してください。

アプリケーションの監視フィールド名とプロパティ，およびアラーム条件の設定内容を
次に示します。

アプリケーションの監視フィールド名
［ADDITION OR DELETION A SETTING］ツリーの［ADD AN APPLICATION 
MONITORING SETTING］に設定するアプリケーション名を次に示します。
PFM - Agent for Platform

アプリケーションの監視フィールドのプロパティ名
［Application monitoring setting］ツリーの下位に生成される「PFM - Agent for 
Platform」のプロパティで設定する内容を次に示します。
Process01 Kind：「Execute」を選択する。
Process01 Name：「jpcagtu」を入力する。
Process01 Range：「1-1」を入力する。
Process02 Kind：「Execute」を選択する。
Process02 Name：「jpc_hostutil」を入力する。
Process02 Range：「1-1」を入力する。
Process03 Kind：「Execute」を選択する。※1

Process03 Name：「jpc_process」を入力する。※1

Process03 Range：「1-1」を入力する。※1

Process04 Kind：「Execute」を選択する。
Process04 Name：「jpcsto」を入力する。
Process04 Range：「1-n※2」を入力する。

注※ 1　Solarisの場合だけ指定します。
注※ 2　jpcstoプロセスは，PFM - Manager，PFM - Agent for Platformのエージェ
ントインスタンスごとに起動されます。PFM - Manager，および，PFM - Agentの
合計を入力します。必要に応じて，大きい値（上限値：65,535）を利用します。

アラームに設定する条件
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PD_APPレコードに対して，次の条件を異常と検知するアラームを定義します。
「Application Name」=「PFM - Agent for Platform」 &&
「Application Status」<>「NORMAL」

なお，アプリケーションを特定しない場合は，「Application Status」<>

「NORMAL」だけを指定してください。

（b）監視対象のプロセスがすべて起動しているかどうか監視する場合

ここでは，監視対象のプロセスがすべて起動しているかどうか監視する場合の設定内容
について説明します。

次に示す五つのプロセスが，すべて起動しているときはアラームを通知しないようにし，
一つでも停止しているときは異常アラームを通知するように設定します。

• jpcagt1
• jpcagt2
• jpcagt3
• jpcagt4
• jpcagt5

PD_APPレコードの監視フィールドのプロパティおよびアラーム条件の設定内容を次に
示します。

PD_APPレコードの監視フィールドのプロパティ
Process01 Kind：「Execute」を選択する。
Process01 Name：「jpcagt*」を入力する。※
Process01 Range：「0-5」を入力する。

注※　通番にワイルドカード文字「*」を使用します。

アラームに設定する条件
PD_APPレコードに対して，次の条件を定義します。
監視フィールド：Process01 Count
条件：<
異常値：5

五つのプロセスがすべて起動していればアラームを通知しません。プロセスが一つでも
停止している場合はアラームを通知します。また，アラーム条件式は ANDで結合される
ため，プロセスの起動数が 1～ 5以外の場合に異常アラームを通知させるような設定は
できません。

4.2.3　ユーザー独自のパフォーマンスデータ収集の設定
ユーザー独自のパフォーマンスデータを収集する機能の概要と，設定方法について説明
します。
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（1） 機能概要

ユーザー独自のパフォーマンスデータを収集する機能およびユーザーコマンド定期実行
機能について説明します。

（a）ユーザー独自のパフォーマンスデータを収集する機能

この機能は，ユーザーがテキストファイルに出力した独自のパフォーマンスデータを，
jpcuserコマンドによって，PFM - Agent for Platformが提供するレコードに格納でき
る形式に変換する機能です。この機能を使用してユーザー独自のパフォーマンスデータ
を収集するためには，あらかじめ，パフォーマンスデータをテキストファイルに出力す
るためのコマンドを作成する必要があります。

ユーザー独自のパフォーマンスデータを収集する仕組みを，次の図を用いて説明します。

図 4-2　ユーザー独自のパフォーマンスデータを収集する仕組み

図中の番号に従って処理の流れを説明します。

1. ユーザーコマンドを実行して，ユーザー作成データを作成する。
アプリケーションから，プロセス名，プロセス ID，プロセス数などのパフォーマン
スデータを収集し，テキストファイルに出力します。このデータをユーザー作成デー
タと呼びます。
ユーザー作成データを作成するには，あらかじめパフォーマンスデータを収集するス
クリプトを作成する必要があります。これをユーザーコマンドを呼びます。

2. jpcuserコマンドを実行して，ユーザー作成データを変換する。
jpcuserコマンドを実行して，ユーザー作成データを PFM - Agent for Platformが
管理できるレコード形式に変換します。変換されたデータファイルをユーザーデータ
ファイルと呼びます。

3. PFM - Agent for Platformがレコードを収集するタイミングで，ユーザーデータファイ
ルの内容がユーザーレコードに格納される。
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PFM - Agent for Platformがユーザーデータファイルのデータを収集するよう，あら
かじめ PFM - Web Consoleで設定する必要があります。

定期的にパフォーマンスデータを収集したい場合は，ユーザーコマンド定期実行機能を
利用して，ユーザーコマンドと jpcuserコマンドを自動実行するよう設定してくださ

い。

！！！！ 注意事項
 

jpcuserコマンドの引数に指定するファイル，または jpcuserコマンドを実行するバッ

チ，スクリプト内でファイルを出力する場合，インストール先ディレクトリ以外を指定して
ください。

（b）ユーザーコマンド定期実行機能

この機能は，cronなどのスケジュール機能を使用しないで，PFM - Agent for Platform
からユーザーコマンドを一定間隔で実行する機能です。ユーザーコマンドからユーザー
データファイルを作成する仕組みは，「4.2.3(1)(a)　ユーザー独自のパフォーマンスデー
タを収集する機能」と同じです。

ユーザーコマンド定期実行機能は，PFM - Agent for Platformがレコードを収集するタ
イミングで実行されます。レコードの収集処理が完了したあとに，ユーザーコマンドに
よってユーザーデータファイルが作成されるため，ユーザーデータファイルの収集処理
と作成処理が競合することはありません。また，ユーザーコマンド定期実行機能は，
ユーザーレコードの Collection Intervalの設定に従って実行されるため，履歴収集およ
びアラーム収集では実行されますが，リアルタイム収集では実行されません。ユーザー
コマンド定期実行機能の処理の流れを次の図に示します。
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図 4-3　ユーザーコマンド定期実行機能の処理の流れ
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ユーザーコマンド定期実行機能は，前回起動したユーザーコマンドが終了しているか判
定し，実行中の場合はユーザーコマンドの処理をスキップします。

参考
 

PFM - Web Consoleのバージョンが 08-50より前の場合，ユーザーコマンド定期実行機能の
プロパティを複数の PFM - Agentへ一括配布できません。

（c）ユーザーコマンド定期実行機能に関する注意事項

ユーザーコマンド定期実行機能についての注意事項を次に示します。

実行ファイル
ユーザーコマンド定期実行機能で実行できるファイル形式を次に示します。

• 実行形式ファイル※

• シェルスクリプトファイル※

注※
実行属性が付加されている必要があります。

アカウント
ユーザーコマンド定期実行機能を実行する時のアカウントは，rootユーザー権限の
アカウントです。次のファイルおよびリソースについては，rootユーザー権限のア
カウントでアクセスできるようにしてください。
• ユーザーコマンド定期実行機能で指定するファイル（ユーザーコマンド）
• ファイル（ユーザーコマンド）から参照または更新するリソース

また，NFSマウントのディレクトリにあるファイルを実行する場合は，そのホスト
の rootユーザー権限でアクセスできるようにしてください。

環境変数
ユーザーコマンド定期実行機能を実行する時に有効な環境変数は，Performance 
Managementプログラムのサービス起動時の，rootユーザー権限の環境変数です。
ユーザーコマンド定期実行機能を実行する時にはプロファイル情報を読み込みませ
ん。

カレントディレクトリ
ユーザーコマンド定期実行機能を実行する時のカレントディレクトリは，PFM - 
Agent for Platformサービスのディレクトリ（/opt/jp1pc/agtu/agent）です。

ファイルの umask
ユーザーコマンド定期実行機能を実行する時の umaskは，「000」に設定されます
（ファイル権限は「777」です）。umaskを変更する場合は，実行するスクリプト
ファイルまたはプログラム中で umaskを再設定してください。

その他の注意事項
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• 対話操作を必要とするプログラムは実行できません。
• 対話環境が前提である stty，tty，tset，scriptコマンドを含むプログラムは

実行できません。
• 常駐プログラム（終了しないプログラム）は実行できません。
• 実行属性が付加されていないプログラムは実行できません。
• ディスクの準備ができていないリムーバブルディスク上のプログラムを設定しな
いでください。

• 実行したプログラムの標準出力や標準エラー出力の内容は取得できません。
• 実行するプログラムからファイル出力を行う場合は，出力先のファイルを絶対パ
スで指定してください。絶対パスを指定しない場合は，PFM - Agent for Platform
サービスのディレクトリ（/opt/jp1pc/agtu/agent）がカレントディレクトリ

になります。

（2） 設定手順

ユーザー独自のパフォーマンスデータを収集するためには，次の手順で設定してくださ
い。

1. フィールドに格納する情報を決定する。

2. ユーザーコマンドを作成する。

3. ユーザー独自のパフォーマンスデータを定期的に収集するための設定をする。

4. ユーザーデータファイルを収集する設定をする。

各手順について次に説明します。

（a）フィールドに格納する情報を決定する

ユーザーレコードのフィールドには，キー情報とデータ情報を格納します。それぞれに
格納する内容を検討してください。

● キー情報に格納する情報

ユーザー独自のパフォーマンスデータを格納するユーザーレコードは，一回の収集で複
数行のレコードを記録できる複数インスタンスレコードです。同じユーザーレコード内
で複数インスタンスレコードを一意に識別するためには，キー情報を設定する必要があ
ります。jpcuserコマンドに複数のユーザー作成データファイルを同時に指定する場

合，同時に指定したすべてのユーザー作成データファイルにわたって，レコードインス
タンスを一意に識別するキー情報を設定する必要があります。キー情報の種類を次の表
に示します。

表 4-2　キー情報の種類

キー情報の種類 フィールド名 説明

トランザクションタ
イプ

Trans Type インスタンスの種類を識別する。
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トランザクションタイプは，複数のパフォーマンスデータを区別する場合に使います。
例えば，データベースとWebサーバに関する情報をレコードに格納する場合，トランザ
クションタイプに「DATABASE」と「WEB」を格納するようにします。これによって，
格納された情報が，データベースの情報であるか，Webサーバの情報であるかを区別で
きます。

トランザクションタイプが同じインスタンスが複数ある場合には，トランザクション
キーを用いて区別します。Trans Data Keyまたは Trans String Keyを設定しなかった
り，同じ値を設定したりして，レコードのインスタンスをユニークに識別できない場合
は，最初のレコードのインスタンスが採用されます。

● データ情報に格納する情報

データ情報として，double型，long型，ulong型の 3種類の数値データと，長さの異な
る 3種類の文字列データと，時間データを格納できます。格納できる数はユーザーレ
コードごとに異なります。なお，PIレコードタイプの数値データについては，集約ルー
ルとして，平均，または累積のどちらかを選択できます。

収集するパフォーマンスデータに応じて，どのユーザーレコードを使用するかを選択し
てください。格納できる情報が多いユーザーレコードの方がメモリーなどを大量に消費
するため，必要十分なユーザーレコードを選択してください。

ユーザーレコードごとのフィールド数を次の表に示します。

表 4-3　ユーザーレコードごとのフィールド数

ユーザーレコードを選択する際の判断基準を次の表に示します。

トランザクション
キー 

Trans Data Key（数値型） 同一トランザクションタイプのインスタンス
を識別する。

Trans String Key（文字列
型）

レコードタイプ ユーザーレコードの種類 フィールド数

数値データ 文字列データ 時間データ

PDレコードタ
イプ

User Data Detail
（PD_UPD）

2＊ 3=6 1+2+4=7 1

User Data Detail - 
Extended（PD_UPDB）

5＊ 3=15 5+5+5=15 1

PIレコードタイ
プ

User Data Interval
（PI_UPI）

4＊ 3=12 1+2+4=7 1

User Data Interval - 
Extended（PI_UPIB）

10＊ 3=30 5+5+5=15 1

キー情報の種類 フィールド名 説明
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表 4-4　ユーザーレコードの選択基準

（b）ユーザーコマンドを作成する

ユーザーコマンドは，パフォーマンスデータを収集しユーザー作成データを作成するた
めのスクリプトです。ユーザー作成データのファイル形式に従ってパフォーマンスデー
タを出力するようにスクリプトを記述してください。

ユーザー作成データのファイル書式については，「4.2.3(5)　ユーザー作成データのファ
イル形式」を参照してください。

なお，ユーザーコマンドで出力したユーザー作成データが正しいかどうかを確認する場
合，jpcuserコマンドを次のように実行してください。

/opt/jp1pc/agtu/agent/jpcuser/jpcuser PI_UPI -file ユーザー作成データ 
-debug 1

上記コマンドを実行すると，次に示すデバッグログが生成されます。

/opt/jp1pc/agtu/agent/jpcuser/debug/jpcuser_dbg_01.log

デバッグログの内容を確認して，エラーが発生していないことを確認してください。

jpcuserコマンドの詳細については，「4.2.3(4)　jpcuserコマンドの形式」を参照して
ください。

（c）ユーザー独自のパフォーマンスデータを定期的に収集するための設定をする

ユーザーコマンド定期実行機能を使って，定期的にユーザー独自のパフォーマンスデー
タを収集するための設定方法を説明します。

1. PFM - Web Consoleでユーザーレコードの収集設定を行う。
ユーザーコマンド定期実行機能の実行間隔は，各ユーザーレコードの Collection 
Intervalの設定に依存します。

2. PFM - Web Consoleでユーザーコマンド定期実行機能のプロパティを設定する。
ユーザーコマンド定期実行機能を行うために，PFM - Web Consoleで各ユーザーレ
コードの次のプロパティを設定します。プロパティの設定方法は，PD_UPDレコー
ド，PD_UPDBレコード，PI_UPIレコード，および PI_UPIBレコードで共通です。

パフォーマンスデータの累積
データを保持するか？

保持するパフォーマンスデータの種類
は多いか？

推奨するユーザーレコード

Yes No PI_UPI

Yes Yes PI_UPIB

No No PD_UPD

No Yes PD_UPDB
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図 4-4　ユーザーコマンド定期実行機能のプロパティ

表 4-5　ユーザーレコードのプロパティ設定

注 1　「Execute」プロパティが「Yes」，「UserCommand」プロパティが空白の場合，
KAVF10203-Wのメッセージが出力されユーザーコマンドは実行されません。
注 2　指定されたユーザーコマンドが存在しない場合，またはユーザーコマンドの実行権限がない場
合は，KAVF10013-Wのメッセージが出力されます。

参考
 

UNIXの cronを使って，定期的にユーザー独自のパフォーマンスデータを収集することも
できます。cronは，プログラムなどを指定した時刻と間隔で自動実行できる UNIXの機能
です。ユーザーコマンド，および jpcuserコマンドを続けて実行するシェルスクリプトを

作成し，cronでそのシェルスクリプトを定期的に実行するように設定してください。

プロパティ 値 説明 デフォルト値

Execute Yes/No ユーザーコマンド定期実行機能を実行
するかどうか指定する。
• Yes：実行する
• No：実行しない

No

UserCommand 絶対パス ユーザーコマンドの絶対パスを指定す
る。絶対パスに指定できる文字列の最
大長は 255バイト。指定できる文字
は，次の文字を除く，半角英数字およ
び半角記号。
|  <  >

空白
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（d）ユーザーデータファイルを収集する設定をする

ユーザーデータファイルとは，jpcuserコマンドによって，ユーザー作成データを

PFM - Agent for Platformが管理できるレコード形式に変換したデータファイルのこと
です。このユーザーデータファイルのデータは，PFM - Agent for Platformがレコード
を収集するタイミングで，ユーザーレコードに格納されます。PFM - Agent for Platform
がユーザーレコードを収集するように，PFM - Web Consoleで設定してください。

レコードの収集方法については，マニュアル「JP1/Performance Management システム
構築・運用ガイド」の，Performance Managementの機能について説明している章を参
照してください。

（3） ユーザー独自のパフォーマンスデータの収集例

次の表に示す形式でプロセス情報を収集する例を示します。

表 4-6　収集するパフォーマンスデータの例

（a）ユーザーコマンドの例

UNIXからプロセスの情報を取得し，ユーザー作成データを出力するユーザーコマンド
（userapplication_script，userdata_script）の例を次に示します。

userapplication_scriptの例
#!/bin/ksh
echo "Product Name=PFM-Agent for Platform (UNIX)"
echo "FormVer=0001"
echo "tt ki ss u"
ps -eo pid,comm,vsz,rss | grep jpcagtu | awk '{ printf("TotalMemory 
%d %s %d¥n",$1,$2,$3+$4);}'

userdata_scriptの例
#!/bin/ksh
echo "Product Name=PFM-Agent for Platform (UNIX)"
echo "FormVer=0001
"echo "tt ks u u"
df -k |grep pshp02 |awk '{ printf("RemoteDisk %s %d 
%d¥n",$6,$3,$4);}'

上記ユーザーコマンドを実行したときのユーザー作成データを次に示します。

userapplication_scriptによって出力されるユーザー作成データの例

オプション 説明 対応するフィールド名 値

tt トランザクション
タイプ

Trans Type TotalMemory

ki トランザクション
キー（数値型）

Trans Data Key プロセス ID

ss 短い文字列 User String 1 プロセス名

u 符号なし long型 User Unsigned Long 1 メモリー使用量
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Product Name=PFM-Agent for Platform (UNIX)
FormVer=0001
tt ki ss u
TotalMemory 0 COMMAND 0
TotalMemory 0 sched 0
TotalMemory 1 /etc/init 1584
TotalMemory 2 pageout 0
TotalMemory 3 fsflush 0
TotalMemory 442 /usr/lib/saf/sac 2808
　　:

userdata_scriptによって出力されるユーザー作成データの例
Product Name=PFM-Agent for Platform (UNIX)
FormVer=0001
tt ks u u
RemoteDisk /home1/jp1ps 67318256 4473056
RemoteDisk /home2/jp1ps 43867064 27738672
　　:

参考
 

• 利用ポート情報の収集例については，「1.3.2(6)　利用ポート情報の収集例」を参照してく
ださい。

• PFM製品が導入されていない複数のホストからのパフォーマンスデータの収集例につい
ては，「1.3.2(7)　PFM製品が導入されていない複数のホストからのパフォーマンスデー
タの収集例」を参照してください。

（b）定期的に収集するためのシェルスクリプトの例

ユーザーコマンド定期実行機能を使って定期的に実行するためのシェルスクリプト
（UserDefinedData.sh）の例を次に示します。

# 古いユーザー作成データの削除
rm -Rf  /opt/perfdata.txt /opt/userdata.txt
# ユーザー作成データの生成
/opt/userapplication_script >> /opt/perfdata.txt
/opt/userdata_script >> /opt/userdata.txt
# jpcuserコマンドによって変換
/opt/jp1pc/agtu/agent/jpcuser/jpcuser PD_UPD -file /opt/

perfdata.txt -file /opt/userdata.txt※

注※　-debug 2を指定すると，次のディレクトリにデバッグログが出力されます。

/opt/jp1pc/agtu/agent/jpcuser/debug/

参考
 

このシェルスクリプトを UNIXの cronを使って，1分おきに実行する場合の設定例を次に
示します。
* * * * * /opt/UserDefinedData.sh

（4） jpcuserコマンドの形式

jpcuserコマンドの形式について説明します。
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形式
jpcuser レコード名
        -file ユーザー作成データのファイル名1
        [-file ユーザー作成データのファイル名2]...
        [-debug [0|1|2]]

[　]は，省略できることを示します。|は，複数の項目に対して項目間の区切りを

示し，「または」の意味を示します。

機能
ユーザーコマンドによって出力した独自のパフォーマンスデータ（ユーザー作成
データ）を，PFM - Agent for Platformが読み取れる形式のデータファイル（ユー
ザーデータファイル）に変換するコマンドです。
デバッグログを出力することで，ユーザー作成データの内容が正しいかどうかも確
認できます。デバッグログの形式と見方については，「(6)　デバッグログ」を参照し
てください。
このコマンド実行時にエラーが発生した場合は，エラーメッセージが /opt/

jp1pc/agtu/agent/jpcuser/log/public/に出力されます。

実行権限
rootユーザー

格納先ディレクトリ
/opt/jp1pc/agtu/agent/jpcuser/

引数
コマンドラインの第一引数にはレコード名を指定してください。-fileオプション

および -debugオプションは，順不同で指定できます。レコード名および -fileオ

プションは必ず指定してください。-debugオプションは省略できます。

レコード名
パフォーマンスデータを格納するユーザーレコード名を指定します。複数のレ
コード名を指定することはできません。
• PD_UPD
• PD_UPDB
• PI_UPI
• PI_UPIB

-file ユーザー作成データのファイル名

ファイル名を 1,023バイト以内で指定します。ファイル名は複数指定でき，複
数のユーザー作成データファイルを一つのユーザーデータファイルにまとめる
ことができます。
ファイル名にワイルドカードは指定できません。
ファイル名は，カレントディレクトリ（コマンドの実行ディレクトリ）から見
た相対パスで指定できます。
ユーザー作成データを複数読み込ませた場合，一つでも警告が発生すれば戻り
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値は「警告のある正常終了」，一つでもエラーが発生すれば戻り値は「異常終了
またはエラー発生」になります。

-debug [0|1|2]

ユーザーデータファイル，およびデバッグログを出力するかどうかを値で指定
します。このオプションは，ユーザー作成データの内容が正しいかどうかを確
認する目的で使用します。このオプションは，一度だけしか設定できません。
-debug 1を指定した場合は，デバッグだけ行われます。ユーザーレコードを

作成したい場合は，-debug 1以外を指定してください。

デバッグログにエラーが出力された場合は，ユーザーコマンドのスクリプトに
誤りがあるおそれがあります。
このオプションを省略した場合は，デバッグログは出力されません。
このオプションに指定する値を次の表に示します。

（凡例）
○：出力する。
×：出力しない。
なお，ユーザーデータファイルは，/opt/jp1pc/agtu/agent/jpcuser/

userdata配下の jpcuser_XXXを指します。XXXは，レコード形式の UPD，
UPDB，UPI，または UPIBに相当します。
デバッグログは，/opt/jp1pc/agtu/agent/jpcuser/debug配下の

jpcuser_dbg_XX.logを指します。XXは，作成された順番を表します。デ
バッグログの出力例を次の表に示します。

戻り値

値 ユーザーデータファイルの出力 デバッグログの出力

0 ○ ×

1 × ○

2 ○ ○

上記以外の値 ○ ×

指定しない ○ ×

デバッグログファイル名 説明

jpcuser_dbg_01.log 最新のデバッグログファイル

jpcuser_dbg_02.log 最新から一つ前のデバッグログファイル

jpcuser_dbg_03.log 最新から二つ前のデバッグログファイル

・・・ ・・・

0 正常終了

1～ 100 警告のある正常終了

101～ 255 異常終了またはエラー発生
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（5） ユーザー作成データのファイル形式

ユーザー作成データのファイル形式について説明します。パフォーマンスデータを収集
するユーザーコマンドでは，この形式に従ってテキスト出力するようにしてください。
ユーザー作成データは，アスキーファイルで作成してください。

ユーザー作成データのファイルに出力する情報として，プロダクト情報セクションと
データセクションがあります。プロダクト情報セクションとデータセクションは，ユー
ザー作成データのファイルごとに作成してください。

（a）プロダクト情報セクション

製品名と，ユーザー作成データのファイル形式のバージョンを設定するセクションです。
これらは固定値です。プロダクト情報セクションは内部機能で使用され，ユーザーレ
コードには格納されません。

形式を次に示します。

Product Name=PFM-Agent for Platform (UNIX)
FormVer=0001

（b）データセクション

パフォーマンスデータの情報を設定するセクションです。この情報は，プロダクト情報
セクションに続きます。

• 1行目はオプションヘッダー行です。フィールドオプションを 1バイト以上のスペー
スまたはタブで区切ります。
tt ks ki l ・・・

• 2行目以降はデータ行です。各カラムは，1バイト以上のスペースまたはタブで区切
ります。

• このファイルの各データラインは，ラインフィードキャラクタ（LF）によって終了す
る必要があります。

• スペースを含む文字列が入力される場合は，設定する文字列を "　"で囲みます。

• stringタイプでは，印字できる英数字のシングルバイトの文字列値を設定してくださ
い。"のような特別なシングルバイトキャラクターは設定できません。

• 空行は無視されます。
• オプションヘッダー行に指定できるフィールドオプションの定義は，一つのユーザー
作成データファイルごとに一つです。異なるフィールドオプションを定義したい場合，
別のユーザー作成データファイルを作成してください。

オプションと，対応するレコードのフィールド名を次の表に示します。フィールド数列
のフィールド数を上限にそのオプションを複数指定できます。
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表 4-7　データセクションで指定するオプションと対応するフィールド

項番 オプ
ション
名

フィールド
名

値の説明 フィールド数（合計）

PD_U
PD
（17）

PD_U
PDB
（34）

PI_U
PI

（23）

PI_U
PIB
（49）

1 tt Trans 
Type

トランザクションタイプ。こ
のオプションは必ず指定する。
※ 1

サイズ :1～ 19バイト

1 1 1 1

2 ki Trans 
Data Key

数値型のトランザクション
キー。kiまたは ksのどちら
かを必ず指定する。両方指定
することもできる。
タイプ：ulong
指定できる文字：数値および
記号（+）

1 1 1 1

3 ks Trans 
String Key

文字列型のトランザクション
キー。kiまたは ksのどちらか
を必ず指定する。両方指定す
ることもできる。※ 1

サイズ：1～ 19バイト

1 1 1 1

4 f User Float 浮動小数点数※ 2

タイプ：double
2 5 2 5

5 fr※ 3 User Float 
Roll

累積値の浮動小数点数※ 2

タイプ：double
－ － 2 5

6 l User Long 符号つき long
タイプ：long
指定できる文字：数値および
記号（- +）

2 5 2 5

7 lr※ 3 User Long 
Roll

累積値の符号つき long
タイプ：long
指定できる文字：数値および
記号（- +）

－ － 2 5

8 sl User 
String(64)

長い文字列※ 1

サイズ：1～ 63バイト + 
NULL

1 5 1 5

9 sm User 
String(32)

中間の長さの文字列※ 1 
サイズ：1～ 31バイト + 
NULL

2 5 2 5

10 ss User 
String(16)

短い文字列※ 1

サイズ：1～ 15バイト + 
NULL

4 5 4 5
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4.　ユーザーレコードの収集
（凡例）
－：指定できない。

注※ 1
指定できる文字は，英文字（大文字，小文字），数値，空白，および記号（` ~ ! @ 

# $ % ^ & * ( ) _ + - = { } : ; < > , . ? / | ¥ [ ]）です。

注※ 2
指定できる文字は，数値，および記号（- + .）です。

注※ 3
fr，lr，urを履歴収集したデータで集約して表示した場合は，累積値が表示され

ます。これらのオプションと ki以外の数値オプションは平均値が表示されます。

（6） デバッグログ

デバッグログとは，ユーザー作成データの内容が正しいかどうかを確認するためのログ
ファイルです。デバッグログを出力する場合には，jpcuserコマンドに -debug 1，ま

たは -debug 2オプションを指定して実行してください。

デバッグログファイルには，ユーザー作成データのデータ行ごとに OK（成功），NG
（失敗），WG（警告）などのチェック結果が出力されます。デバッグログに NG（失敗）
やWG（警告）が出力された場合，ユーザー作成データが不正であると考えられます。
ユーザー作成データを出力したユーザーコマンドを見直し，「(5)　ユーザー作成データの
ファイル形式」に従った形式で出力されるように修正してください。

11 t User Time 時刻（time_t型）
次の形式で指定する。
YYYY/MM/DD,hh:mm:ss
jpcuserコマンドを実行する
マシンの LocalTimeを設定す
る。

1 1 1 1

12 u User 
Unsigned 
Long

符号なし long
タイプ：ulong
指定できる文字：数値および
記号（+）

2 5 2 5

13 ur※ 3 User 
Unsigned 
Long Roll

累積値の符号なし long
タイプ：ulong
指定できる文字：数値および
記号（+）

－ － 2 5

項番 オプ
ション
名

フィールド
名

値の説明 フィールド数（合計）

PD_U
PD
（17）

PD_U
PDB
（34）

PI_U
PI

（23）

PI_U
PIB
（49）
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4.　ユーザーレコードの収集
デバッグログファイルの出力先を次に示します。

/opt/jp1pc/agtu/agent/jpcuser/debug/
jpcuser_dbg_{01|02|03|04|05}.log

次に，デバッグログファイルの形式と見方について説明します。

（a）デバッグログファイルの形式

デバッグログファイルには四つのセクションがあります。

• プロダクト情報
• jpcuserコマンドの実行日時，プロセス ID
• ヘッダー行
• チェック結果

チェック結果はユーザー作成データのデータ行ごとに出力されます。各項目はコンマで
区切ります。

出力される項目を次の表に示します。

表 4-8　デバッグログファイルに出力される項目

項番 セクション 項目 値 説明

1 プロダクト
情報

製品名称 Product Name=PFM-Agent for 
Platform (UNIX)

PFM - Agentの製品名
称。

2 フォーマッ
トバージョ
ン

FormVer=0001 ユーザー作成データの
フォーマットバージョ
ン。

3 jpcuserコ
マンドの実
行日時，プ
ロセス ID

実行日時 YYYY/MM/DD hh:mm:ss YYYY：年
MM：月
DD：日
hh：時
mm：分
ss：秒

4 プロセス ID PID=xxxx jpcuserコマンドのプ
ロセス ID

5 ヘッダー行 ヘッダー （例）PD_UPDレコードの場合
LineNumber，Result，
APITime，Recordtype，
Transactiontype，t，ks，ki，
L1，L2，UL1，UL2，F1，F2，
SS1，SS2，SS3，SS4，SM1，
SM2，SL1

デバッグログのヘッ
ダー。
ヘッダー名は，ユーザー
作成データファイルのオ
プションヘッダー行で指
定するフィールドオプ
ション，およびフィール
ド名と対応している。対
応については表 4-9を参
照。
なお，ヘッダー項目は格
納するユーザーレコード
によって異なる。
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4.　ユーザーレコードの収集
デバッグログファイルに出力されるヘッダー行とユーザー作成データファイルのオプ
ションヘッダー行で指定するフィールドオプション，およびフィールド名の関係を次の
表に示します。

6 チェック結
果

ユーザー作
成データ
ファイル名

（例）File=/opt/jp1pc/agtu/
agent/jpcuser/
sample_01.txt

読み込んだユーザー作成
データファイル名を，
ユーザーが指定したパス
で出力する。

7 警告・エ
ラーメッ
セージ

KAVFxxxxx-x 後続するレコードの警
告・エラー内容を出力す
る。一つのレコードに複
数の誤りがある場合は，
その数だけ警告やエラー
を出力する。

8 行番号 数値 ユーザー作成データ内の
行番号。

9 結果 OK 成功。
ユーザー作成データの該
当行に問題がなく，レ
コードを変換した。

10 WG 警告。
ユーザー作成データの該
当行に誤りがあるが，レ
コードを処理した。
あわせて警告メッセージ
を出力する。

11 NG 失敗。
ユーザー作成データの該
当行に誤りがあり，レ
コードを変換しなかっ
た。
失敗した原因によって，
警告メッセージが表示さ
れ処理が続行される場合
と，エラーメッセージが
表示され処理が中断する
場合がある。

12 BL 空行。
ユーザー作成データの該
当行が空行であることを
示し，無視する。

13 データ データ ユーザー作成データの該
当行の内容。
数値フィールドに指定が
ない場合は 0を出力す
る。
文字列フィールドに指定
がない場合は空白（""）
を出力する。

項番 セクション 項目 値 説明
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4.　ユーザーレコードの収集
表 4-9　デバッグログのヘッダー行と，フィールドオプションおよびフィールドとの対応

項番 デバッグログの
ヘッダー行の表

示

ユーザー作成データ
ファイルのオプション
ヘッダー行で指定する
フィールドオプション

フィールド名
(PFM - View名 )

説明

1 Line Number － － データの行番号

2 Result － － データのチェック結果

3 API Time － Collect Time データが変換された時
間

4 Record type － Record Type レコード種別

5 Transaction 
type

tt Trans Type トランザクションタイ
プ

6 t t User Time 1 時間値

7 ks ks Trans String Key 文字列型のトランザク
ションキー

8 ki ki Trans Data Key 数値型のトランザク
ションキー

9 L1 l User Long 1 long型整数値

10 L2 l User Long 2 long型整数値

11 L3 l User Long 3 long型整数値

12 L4 l User Long 4 long型整数値

13 L5 l User Long 5 long型整数値

14 L1R lr User Long Roll 1 蓄積された long型整
数値

15 L2R lr User Long Roll 2 蓄積された long型整
数値

16 L3R lr User Long Roll 3 蓄積された long型整
数値

17 L4R lr User Long Roll 4 蓄積された long型整
数値

18 L5R lr User Long Roll 5 蓄積された long型整
数値

19 UL1 u User Unsigned Long 
1

unsigned long型整数
値

20 UL2 u User Unsigned Long 
2

unsigned long型整数
値

21 UL3 u User Unsigned Long 
3

unsigned long型整数
値

22 UL4 u User Unsigned Long 
4

unsigned long型整数
値

23 UL5 u User Unsigned Long 
5

unsigned long型整数
値
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4.　ユーザーレコードの収集
24 UL1R ur User Unsigned Long 
Roll 1

蓄積された unsigned 
long型整数値

25 UL2R ur User Unsigned Long 
Roll 2

蓄積された unsigned 
long型整数値

26 UL3R ur User Unsigned Long 
Roll 3

蓄積された unsigned 
long型整数値

27 UL4R ur User Unsigned Long 
Roll 4

蓄積された unsigned 
long型整数値

28 UL5R ur User Unsigned Long 
Roll 5

蓄積された unsigned 
long型整数値

29 F1 f User Float 1 浮動小数点値

30 F2 f User Float 2 浮動小数点値

31 F3 f User Float 3 浮動小数点値

32 F4 f User Float 4 浮動小数点値

33 F5 f User Float 5 浮動小数点値

34 F1R fr User Float Roll 1 蓄積された浮動小数点
値

35 F2R fr User Float Roll 2 蓄積された浮動小数点
値

36 F3R fr User Float Roll 3 蓄積された浮動小数点
値

37 F4R fr User Float Roll 4 蓄積された浮動小数点
値

38 F5R fr User Float Roll 5 蓄積された浮動小数点
値

39 SS1 ss User String 1 サイズ 16の文字列

40 SS2 ss User String 2 サイズ 16の文字列

41 SS3 ss User String 3 サイズ 16の文字列

42 SS4 ss User String 4 サイズ 16の文字列

43 SS5 ss User String 5 サイズ 16の文字列

44 SM1 sm PD_UPD，PI_UPIレ
コードでは User 
String 5
PD_UPDB，PI_UPIB
レコードでは User 
String 6

サイズ 32の文字列

項番 デバッグログの
ヘッダー行の表

示

ユーザー作成データ
ファイルのオプション
ヘッダー行で指定する
フィールドオプション

フィールド名
(PFM - View名 )

説明
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4.　ユーザーレコードの収集
（凡例）
－：該当しない。

（b）デバッグログファイルの出力例

デバッグログファイルの出力例を次の図に示します。

45 SM2 sm PD_UPD，PI_UPIレ
コードでは User 
String 6
PD_UPDB，PI_UPIB
レコードでは User 
String 7

サイズ 32の文字列

46 SM3 sm User String 8 サイズ 32の文字列

47 SM4 sm User String 9 サイズ 32の文字列

48 SM5 sm User String 10 サイズ 32の文字列

49 SL1 sl PD_UPD，PI_UPIレ
コードでは User 
String 7
PD_UPDB，PI_UPIB
レコードでは User 
String 11

サイズ 64の文字列

50 SL2 sl User String 12 サイズ 64の文字列

51 SL3 sl User String 13 サイズ 64の文字列

52 SL4 sl User String 14 サイズ 64の文字列

53 SL5 sl User String 15 サイズ 64の文字列

項番 デバッグログの
ヘッダー行の表

示

ユーザー作成データ
ファイルのオプション
ヘッダー行で指定する
フィールドオプション

フィールド名
(PFM - View名 )

説明
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4.　ユーザーレコードの収集
図 4-5　デバッグログファイルの出力例

図中の番号に沿って説明します。

1. この行は，ヘッダー行を示しています。
2. 読み込んだユーザー作成データのファイル名が，ユーザーが指定したパスで表示され
ています。

3. この行から，ユーザー作成データのチェック結果が出力されます。先頭の「4」は，
ユーザー作成データファイルの行数です。ユーザー作成データファイルは，１行目が
製品情報，2行目がバージョン情報，3行目がオプションヘッダー行となっているた
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4.　ユーザーレコードの収集
め，通常は「4」から始まります。チェック結果が問題なければ，「Result」に「OK」
が出力されます。

4. 読み込んだユーザー作成データのファイル名が，ユーザーが指定したパスで表示され
ています。

5. この行は，sample_02.txtの 4行目に警告が発生していることを示しています。設定
された「t」の値（2007/02/24,10:10:010）が，指定のフォーマットと合っていないた
め警告となり，図中（7）に該当する行の「t」が「n/a」になっています。

6. この行も同じく，sample_02.txtの 4行目に警告が発生していることを示しています。
「ss」が規定バイト数の 15バイトを超えているため警告が出力され，図中（7）に該
当する行の「SS1」が「abcdefghijklmno」になっています。

7. 図中（5）と（6）の警告が発生しているため，4行目のチェック結果「Result」に
「WG」が出力されています。

8. この行は，5行目と 6行目が，空白であることを示しています。
9. この行は，7行目で警告が発生していることを示しています。設定された「ks」が規
定の 19バイトを超えているため，警告が出力されています。

10.ユーザー作成データファイルの 7行目のユニークキーである「ks」が誤っているため
このデータは使用できず，「Result」が「NG」になっています。ユニークキーである
「Transaction type」，「ks」，「ki」が不正なレコードは処理されません。
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第 3編　リファレンス編

5　 ソリューションセット
この章では，PFM - Agent for Platformのソリューションセッ
トについて説明します。

ソリューションセットの概要

アラームの記載形式

アラーム一覧

レポートの記載形式

レポートのフォルダ構成

レポート一覧
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ソリューションセットの概要
ソリューションセットの概要

Performance Managementでは，アラームとレポートを定義する場合，次の方法があり
ます。

● PFM - Agentで定義されているアラームやレポートをそのまま使用する

● PFM - Agentで定義されているアラームやレポートをコピーしてカスタマイズする

●ウィザードを使用して新規に定義する

PFM - Agentで用意されているアラームやレポートを「ソリューションセット」と呼び
ます。ソリューションセットのレポートとアラームは，必要な情報があらかじめ定義さ
れているので，コピーしてそのまま使用したり，ユーザーの環境に合わせてカスタマイ
ズしたりできます。そのため，ウィザードを使用して新規に定義をしなくても，監視対
象の運用状況を監視する準備が容易にできるようになります。

この章では，PFM - Agent for Platformで定義されているソリューションセットのア
ラームとレポートの設定内容について説明します。

ソリューションセットの使用方法の詳細については，マニュアル「JP1/Performance 
Management システム構築・運用ガイド」の，アラームによる稼働監視および稼働分析
のためのレポートの作成について説明している章を参照してください。
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アラームの記載形式

ここでは，アラームの記載形式を示します。アラームは，アルファベット順に記載して
います。

アラーム名

ソリューションセットのアラーム名を示します。

概要

このアラームで監視できる監視対象の概要について説明します。

主な設定

このアラームの主な設定値を表で説明します。この表では，アラームの設定値と，PFM 
- Web Consoleの［アラーム階層］画面でアラームアイコンをクリックし，［プロパティ
の表示］メソッドをクリックしたときに表示される，［プロパティ］画面の設定項目との
対応を示しています。各アラームの設定の詳細については，PFM - Web Consoleのア
ラームの［プロパティ］画面で確認してください。

設定値の「－」は，設定が常に無効であることを示します。

なお，条件式で異常条件と警告条件が同じ場合は，アラームイベントは異常のものだけ
が発行されます。

関連レポート

このアラームに関連する，ソリューションセットのレポートを示します。PFM - Web 
Consoleの［エージェント階層］画面でエージェントアイコンをクリックし，［アラーム

の状態の表示］メソッドで表示される アイコンをクリックすると，このレポートを

表示できます。
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アラーム一覧

PFM - Agent for Platformのソリューションセットで定義されているアラームは，「PFM 
UNIX Solution Alarms 8.50」というアラームテーブルにまとめられています。「8.50」
は，アラームテーブルのバージョンを示します。このアラームテーブルは，PFM - Web 
Consoleの［アラーム階層］タブに表示される「UNIX」フォルダに格納されています。
ソリューションセットで定義されているアラームを次の表に示します。

注意
PFM - Agent for Platformの場合，アラーム階層に，ご使用の Performance 
Managementシステムにはないバージョンのアラームテーブルが表示されることが
あります。Performance Managementシステムで使用しているアラームテーブルの
バージョンおよびバージョンの互換性をご確認の上，使用してください。アラーム
テーブルのバージョンおよびバージョン互換については，「付録 I　バージョン互換」
を参照してください。

表 5-1　アラーム一覧（ソリューションセット）

アラーム名 監視対象

Disk Service Time ビジー状態のデバイス。

I/O Wait Time ホスト全体のプロセッサが，I/O待ちの状態だった時間の割合。

Kernel CPU ホスト全体のプロセッサが，カーネルモードで動作している時間の割
合。

Pagescans システムが使用できる仮想メモリー。
Linuxの場合は，使用できません。

Run Queue 実行キューにあるスレッド数。

Swap Outs スワップ領域。

User CPU ホスト全体のプロセッサが，ユーザーモードで動作している時間の割
合。
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Disk Service Time
Disk Service Time

概要

Disk Service Timeアラームは，ビジー状態のデバイスを監視します。監視する値は，要
求が I/Oキューに到達してから終了するまでに掛かった平均時間です。

主な設定

関連レポート

Reports/UNIX/Troubleshooting/Real-Time/Avg Service Time - Top 10 Devices

PFM - Web Consoleのアラームのプロパティ

項目 詳細項目 設定値

基本情報 発生頻度を満たした時にアラー
ム通知する

する

インターバル中 3

回しきい値超過 2

アクション SNMP 異常，警告，正常

条件式 レコード Device Detail（PI_DEVD）

フィールド Avg Service Time

異常条件 Avg Service Time > 0.1

警告条件 Avg Service Time > 0.06
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I/O Wait Time
I/O Wait Time

概要

I/O Wait Timeアラームは，ホスト全体のプロセッサが，I/O待ちの状態だった時間の割
合を監視します。

主な設定

関連レポート

Reports/UNIX/Troubleshooting/Real-Time/I/O Activity - Top 10 Processes

PFM - Web Consoleのアラームのプロパティ

項目 詳細項目 設定値

基本情報 発生頻度を満たした時にアラー
ム通知する

する

インターバル中 3

回しきい値超過 2

アクション SNMP 異常，警告，正常

条件式 レコード System Summary Overview（PI）

フィールド Wait %

異常条件 Wait % > 80

警告条件 Wait % > 60
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Kernel CPU
Kernel CPU

概要

Kernel CPUアラームは，ホスト全体のプロセッサが，カーネルモードで動作している
時間の割合を監視します。

主な設定

関連レポート

Reports/UNIX/Troubleshooting/Real-Time/System Overview

PFM - Web Consoleのアラームのプロパティ

項目 詳細項目 設定値

基本情報 発生頻度を満たした時にアラー
ム通知する

する

インターバル中 3

回しきい値超過 2

アクション SNMP 異常，警告，正常

条件式 レコード System Summary Overview（PI）

フィールド Kernel CPU %

異常条件 Kernel CPU % > 75

警告条件 Kernel CPU % > 50
147



Pagescans
Pagescans

概要

Pagescansアラームは，システムが使用できる仮想メモリーを監視します。監視する値
は，1秒ごとに発生したページスキャンの回数です。

注意
Linuxの場合は，使用できません。

主な設定

関連レポート

Reports/UNIX/Troubleshooting/Real-Time/Major Page Faults - Top 10 Processes

PFM - Web Consoleのアラームのプロパティ

項目 詳細項目 設定値

基本情報 発生頻度を満たした時にアラー
ム通知する

する

インターバル中 3

回しきい値超過 2

アクション SNMP 異常，警告，正常

条件式 レコード System Summary Overview（PI）

フィールド Page Scans/sec

異常条件 Page Scans/sec > 150

警告条件 Page Scans/sec > 100
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Run Queue
Run Queue

概要

Run Queueアラームは，実行キューにあるスレッド数を監視します。

主な設定

関連レポート

Reports/UNIX/Troubleshooting/Real-Time/CPU Usage - Top 10 Processes

PFM - Web Consoleのアラームのプロパティ

項目 詳細項目 設定値

基本情報 発生頻度を満たした時にアラー
ム通知する

しない

インターバル中 0

回しきい値超過 0

アクション SNMP 異常，警告，正常

条件式 レコード System Summary Overview（PI）

フィールド 5-Minute Run Queue Avg

異常条件 5-Minute Run Queue Avg > 8

警告条件 5-Minute Run Queue Avg > 4
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Swap Outs
Swap Outs

概要

Swap Outsアラームは，スワップ領域を監視します。

主な設定

関連レポート

Reports/UNIX/Troubleshooting/Real-Time/Major Page Faults - Top 10 Processes

PFM - Web Consoleのアラームのプロパティ

項目 詳細項目 設定値

基本情報 発生頻度を満たした時にアラー
ム通知する

しない

インターバル中 0

回しきい値超過 0

アクション SNMP 異常，警告，正常

条件式 レコード System Summary Overview（PI）

フィールド Swapped-Out Pages/sec

異常条件 Swapped-Out Pages/sec > 200

警告条件 Swapped-Out Pages/sec > 100
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User CPU
User CPU

概要

User CPUアラームは，ホスト全体のプロセッサが，ユーザーモードで動作している，
ホスト全体の時間の割合を監視します。

主な設定

関連レポート

Reports/UNIX/Troubleshooting/Real-Time/System Overview

PFM - Web Consoleのアラームのプロパティ

項目 詳細項目 設定値

基本情報 発生頻度を満たした時にアラー
ム通知する

する

インターバル中 3

回しきい値超過 2

アクション SNMP 異常，警告，正常

条件式 レコード System Summary Overview（PI）

フィールド User CPU %

異常条件 User CPU % > 85

警告条件 User CPU % > 65
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レポートの記載形式
レポートの記載形式

ここでは，レポートの記載形式を示します。レポートは，アルファベット順に記載して
います。

レポート名

ソリューションセットのレポート名を示します。

レポート名に「(Multi-Agent)」が含まれるレポートは，複数のインスタンスについて情
報を表示するレポートです。

レポート名に「(Multi-Agent)」が含まれないレポートは，単一のインスタンスについて
情報を表示するレポートです。

概要

このレポートで表示できる情報の概要について説明します。

格納先

このレポートの格納先を示します。

レコード

このレポートで使用するパフォーマンスデータが，格納されているレコードを示します。
履歴レポートを表示するためには，この欄に示すレコードを収集するように，あらかじ
め設定しておく必要があります。レポートを表示する前に，PFM - Web Consoleの
［エージェント階層］画面でエージェントのプロパティを表示して，このレコードが
「Log = Yes」に設定されているか確認してください。リアルタイムレポートの場合，設
定する必要はありません。

フィールド

このレポートで使用するレコードのフィールドについて，表で説明します。

ドリルダウンレポート（レポートレベル）

このレポートに関連づけられた，ソリューションセットのレポートを表で説明します。
このドリルダウンレポートを表示するには，PFM - Web Consoleのレポートウィンドウ
のドリルダウンレポートドロップダウンリストから，該当するドリルダウンレポート名
を選択し，［レポートの表示］をクリックしてください。なお，レポートによってドリル
ダウンレポートを持つものと持たないものがあります。

ドリルダウンレポート（フィールドレベル）

このレポートのフィールドに関連づけられた，ソリューションセットのレポートを表で
説明します。このドリルダウンレポートを表示するには，PFM - Web Consoleのレポー
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レポートの記載形式
トウィンドウのグラフ，一覧，または表をクリックしてください。履歴レポートの場合，
時間項目からドリルダウンレポートを表示することで，より詳細な時間間隔でレポート
を表示できます。なお，レポートによってドリルダウンレポートを持つものと持たない
ものがあります。

ドリルダウンレポートについての詳細は，マニュアル「JP1/Performance Management 
システム構築・運用ガイド」の，稼働分析のためのレポートの作成について説明してい
る章を参照してください。
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レポートのフォルダ構成
レポートのフォルダ構成

PFM - Agent for Platformのレポートのフォルダ構成を次に示します。<　>内は，フォ
ルダ名を示します。

<UNIX>
 +-- <Monthly Trend>
 |    +-- CPU Trend
 |    +-- CPU Trend (Multi-Agent)

 |    +-- NFS Load Trend※1

 |    +-- Paging Trend (Multi-Agent)※1

 |    +-- Process Trend
 +-- <Status Reporting>
 |    +-- <Daily Trend>
 |    |    +-- CPU Status (Multi-Agent)

 |    |    +-- Memory Paging Status (Multi-Agent)※1

 |    |    +-- Network Status (Multi-Agent)

 |    |    +-- NFS Usage Status (Multi-Agent)※1

 |    |    +-- Workload Status (Multi-Agent)
 |    |    +-- <Advanced>
 |    |         +-- Device Usage Status (Multi-Agent)
 |    +-- <Real-Time>
 |         +-- Avg Service Time Status - Top 10 Devices
 |         +-- CPU Per Processor Status
 |         +-- CPU Status
 |         +-- Device Usage Status
 |         +-- Free Space Mbytes - Top 10 Local File Systems

 |         +-- Memory Paging Status※1

 |         +-- Network Status

 |         +-- NFS Usage Status※1

 |         +-- Process Summary Status
 |         +-- System Utilization Status
 |         +-- Workload Status
 +-- <Troubleshooting>
      +-- <Real-Time>
      |    +-- Avg Service Time - Top 10 Devices
      |    +-- CPU Per Processor Usage
      |    +-- CPU Usage - Top 10 Processes

      |    +-- I/O Activity - Top 10 Processes※2

      |    +-- Major Page Faults - Top 10 Processes
      |    +-- Network Interface Summary
      |    +-- Space Usage - Top 10 Local File Systems
      |    +-- Space Usage - Top 10 Remote File Systems
      |    +-- System Overview
      |    +-- <Drilldown Only>
      |         +-- Device Detail
      |         +-- Local File System Detail
      |         +-- Network Interface Detail

      |         +-- NFS Client Detail※3

      |         +-- NFS Server Detail※3

      |         +-- Process Detail
      |         +-- Remote File System Detail
      +-- <Recent Past>
           +-- CPU Usage Summary

           +-- I/O Overview※1

           +-- Memory Paging※1

           +-- Network Overview
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レポートのフォルダ構成
           +-- NFS Activity Overview※1

           +-- System Overview
           +-- <Advanced>

                +-- Console Messages※1

                +-- Network Interface Summary
                +-- Process Overview

注※ 1
Linuxの場合は，使用できません。

注※ 2
HP-UX，AIX，Linuxの場合は，使用できません。

注※ 3
予約レポートのため使用できません。

各フォルダの説明を次に示します。

●「Monthly Trend」フォルダ
最近 1か月間の 1日ごとに集計された情報を表示するレポートが格納されています。
1か月のシステムの傾向を分析するために使用します。

●「Status Reporting」フォルダ
日，または週ごとに集計された情報を表示するレポートが格納されています。システ
ムの総合的な状態を見るために使用します。また，履歴レポートのほかにリアルタイ
ムレポートの表示もできます。
•「Daily Trend」フォルダ
最近 24時間の 1時間ごとに集計された情報を表示するレポートが格納されていま
す。1日ごとにシステムの状態を確認するために使用します。

•「Real-Time」フォルダ
システムの状態を確認するためのリアルタイムレポートが格納されています。

●「Troubleshooting」フォルダ
トラブルを解決するのに役立つ情報を表示するレポートが格納されています。システ
ムに問題が発生した場合，問題の原因を調査するために使用します。
•「Real-Time」フォルダ
現在のシステムの状態を確認するためのリアルタイムレポートが格納されています。

•「Recent Past」フォルダ
最近 1時間の 1分ごとに集計された情報を表示する履歴レポートが格納されていま
す。

さらに，これらのフォルダの下位には，次のフォルダがあります。上位のフォルダに
よって，どのフォルダがあるかは異なります。フォルダについて次に説明します。

●「Advanced」フォルダ
デフォルトで「Log = No」に設定されているレコードを使用しているレポートが格納
されています。このフォルダのレポートを表示するには，使用しているレコードの設
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レポートのフォルダ構成
定を PFM - Web Consoleで「Log = Yes」にする必要があります。

●「Drilldown Only」フォルダ
ドリルダウンレポート（フィールドレベル）として表示されるレポートが格納されて
います。そのレポートのフィールドに関連する詳細な情報を表示するために使用しま
す。
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レポート一覧
レポート一覧

ソリューションセットで定義されているレポートをカテゴリー別に次の表に示します。

表 5-2　レポート一覧

カテゴリー レポート名 表示する情報

NFS NFS Activity Overview 最近 1時間の NFSクライアントと NFSサーバの稼働状
況についての履歴情報（分単位）。Linuxの場合は，使用
できません。

NFS Load Trend 最近 1か月間の NFSクライアントと NFSサーバの稼働
状況についての履歴情報（日単位）。Linuxの場合は，使
用できません。

NFS Usage Status NFSクライアントと NFSサーバの稼働状況についての
リアルタイム情報。Linuxの場合は，使用できません。

NFS Usage Status 
(Multi-Agent)

最近 24時間の複数ホストの NFSクライアントと NFS
サーバの稼働状況についての履歴情報（時単位）。Linux
の場合は，使用できません。

システム I/O Overview 最近 1時間の I/O回数についての履歴情報（分単位）。
Linuxの場合は，使用できません。

Process Trend 最近 1か月間のプロセスの稼働数についての履歴情報
（日単位）。

System Overview（システ
ム稼働状況を示すリアルタ
イムレポート）

システムの稼働状況についてのリアルタイム情報。

System Overview（システ
ム稼働状況を示す履歴レ
ポート）

最近 1時間のシステムの稼働状況についての履歴情報
（分単位）。

System Utilization Status システムの稼働状況についてのリアルタイム情報。

Workload Status システム負荷についてのリアルタイム情報。

Workload Status 
(Multi-Agent)

最近 24時間の複数ホストのシステム負荷についての履
歴情報（時単位）。

ディスク Avg Service Time - Top 10 
Devices

平均動作時間が長い上位 10個のデバイスについてのリ
アルタイム情報。

Avg Service Time Status - 
Top 10 Devices

平均動作時間が長い 10個のデバイスについてのリアル
タイム情報。

Device Detail 選択したデバイスについてのリアルタイム情報。

Device Usage Status デバイスの使用状況についてのリアルタイム情報。

Device Usage Status 
(Multi-Agent)

最近 24時間の複数ホストのデバイスの使用状況につい
ての履歴情報（時単位）。

Free Space Mbytes - Top 
10 Local File Systems

空き領域が多い 10個のローカルファイルシステムにつ
いてのリアルタイム情報。
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レポート一覧
Local File System Detail 選択したローカルファイルシステムについてのリアルタ
イム情報。

Remote File System 
Detail

選択したリモートファイルシステムについてのリアルタ
イム情報。

Space Usage - Top 10 
Local File Systems

使用率が高いローカルファイルシステムの上位 10個に
ついてのリアルタイム情報。

Space Usage - Top 10 
Remote File Systems

使用率が高いリモートファイルシステムの上位 10個に
ついてのリアルタイム情報。

ネットワーク Network Interface Detail 選択したシステムのネットワーク使用状況についてのリ
アルタイム情報。

Network Interface 
Summary（ネットワーク
使用状況を示すリアルタイ
ムレポート）

ネットワーク使用状況についてのリアルタイム情報。

Network Interface 
Summary（ネットワーク
使用状況を示す履歴レポー
ト）

最近 1時間のネットワーク使用状況についての履歴情報
（分単位）。

プロセス CPU Usage - Top 10 
Processes

CPU使用率上位 10個のプロセスについてのリアルタイ
ム情報。

I/O Activity - Top 10 
Processes

I/O処理数上位 10個のプロセスについてのリアルタイム
情報。HP-UX，AIX，Linuxの場合は，使用できませ
ん。

Major Page Faults - Top 10 
Processes

物理的な I/Oを引き起こすページフォルト数上位 10個
のプロセスについてのリアルタイム情報。

Process Detail 選択したホストのプロセスについてのリアルタイム情報。

Process Overview 最近 1時間のプロセスの稼働状況についての履歴情報
（分単位）。

Process Summary Status プロセスの稼働状況についてのリアルタイム情報。

プロセッサ CPU Per Processor Status プロセッサの状態についてのリアルタイム情報。

CPU Per Processor Usage プロセッサごとの CPU使用率についてのリアルタイム
情報。

CPU Status CPU使用率についてのリアルタイム情報。

CPU Status (Multi-Agent) 最近 24時間の複数ホストの CPU使用率についての履歴
情報（時単位）。

CPU Trend 最近 1か月間の特定ホストの CPU使用率についての履
歴情報（日単位）。

CPU Trend (Multi-Agent) 最近 1か月間の複数ホストの CPU使用率についての履
歴情報（日単位）。

CPU Usage Summary 最近 1時間の CPU使用率についての履歴情報（分単
位）。

カテゴリー レポート名 表示する情報
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レポート一覧
プロトコル Network Overview 最近 1時間のネットワーク使用状況についての履歴情報
（分単位）。

Network Status 
(Multi-Agent)

最近 24時間の複数ホストのネットワーク使用状況につ
いての履歴情報（時単位）。

Network Status ネットワーク使用状況についてのリアルタイム情報。

メッセージ Console Messages 最近 1時間のコンソールメッセージについての履歴情報
（分単位）。Linuxの場合は，使用できません。

メモリー Memory Paging 最近 1時間のメモリー使用状況についての履歴情報（分
単位）。Linuxの場合は，使用できません。

Memory Paging Status メモリーやページングについてのリアルタイム情報。
Linuxの場合は，使用できません。

Memory Paging Status 
(Multi-Agent)

最近 24時間の複数ホストのメモリー使用状況について
の履歴情報（時単位）。Linuxの場合は，使用できませ
ん。

Paging Trend 
(Multi-Agent)

最近 1か月間の複数ホストのページスキャンについての
履歴情報（日単位）。Linuxの場合は，使用できません。

予約レポート NFS Client Detail 予約レポートのため使用できません。

NFS Server Detail

カテゴリー レポート名 表示する情報
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Avg Service Time - Top 10 Devices
Avg Service Time - Top 10 Devices

概要

Avg Service Time - Top 10 Devicesレポートは，平均動作時間が長い上位 10個のデバイ
スについてのリアルタイム情報を表示します。表示形式は集合横棒グラフです。

格納先

Reports/UNIX/Troubleshooting/Real-Time/

レコード

Device Detail（PI_DEVD）

フィールド

ドリルダウンレポート（レポートレベル）

ドリルダウンレポート（フィールドレベル）

フィールド名 説明

Avg Service Time デバイスに対する I/Oの平均動作時間（秒単位）。
Device Detailレポートを表示するには，このフィールドをク
リックする。

Device Name デバイス名。

レポート名 説明

I/O Activity - Top 10 Processes I/O処理数上位 10個のプロセスについてのリアルタイム情報
を表示する。
HP-UX，AIX，Linuxの場合は，使用できません。

レポート名 説明

Device Detail 選択したデバイスについてのリアルタイム情報を表示する。
このレポートを表示するには，Avg Service Timeフィールド
をクリックする。
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Avg Service Time Status - Top 10 Devices

概要

Avg Service Time Status - Top 10 Devicesレポートは，平均動作時間が長い 10個のデバ
イスについてのリアルタイム情報を表示します。表示形式は表と集合横棒グラフです。

格納先

Reports/UNIX/Status Reporting/Real-Time/

レコード

Device Detail（PI_DEVD）

フィールド

フィールド名 説明

Avg Service Time デバイスに対する I/Oの平均動作時間（秒単位）。

Device Name デバイス名。

I/O Mbytes I/O処理の合計転送サイズ（メガバイト単位）。

Mbytes Xferd/sec I/Oの平均速度（1秒当たりのメガバイト数）。

Total I/O Ops/sec I/O処理が発生した頻度（1秒当たりの回数）。
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Console Messages
Console Messages

概要

Console Messagesレポートは，最近 1時間のコンソールメッセージについての履歴情報
を分単位で表示します。日本語のデータを表示することはできません。表示形式は表で
す。

注意
Linuxの場合は，使用できません。

格納先

Reports/UNIX/Troubleshooting/Recent Past/Advanced/

レコード

Logged Messages（PL_MESS）

このレコードについては，「3.　ログ情報の収集」を参照してください。なお，このレ
コードのメッセージに日本語は使用できないので注意してください。

フィールド

フィールド名 説明

Message Text メッセージテキスト。ログファイルから取った 1行の情報で構
成される。
162



CPU Per Processor Status
CPU Per Processor Status

概要

CPU Per Processor Statusレポートは，プロセッサの状態についてのリアルタイム情報
を表示します。表示形式は積み上げ横棒グラフです。

格納先

Reports/UNIX/Status Reporting/Real-Time/

レコード

CPU - Per Processor Detail（PI_CPUP）

フィールド

フィールド名 説明

Idle % アイドル状態だった時間の割合（%）。

Processor ID プロセッサの識別子。

System % カーネルモードで動作した時間の割合（%）。

User % ユーザーモードで動作した時間の割合（%）。

Wait % I/O待ちの状態だった時間の割合（%）。
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CPU Per Processor Usage
CPU Per Processor Usage

概要

CPU Per Processor Usageレポートは，プロセッサごとの CPU使用率についてのリアル
タイム情報を表示します。表示形式は積み上げ横棒グラフです。

格納先

Reports/UNIX/Troubleshooting/Real-Time/

レコード

CPU - Per Processor Detail（PI_CPUP）

フィールド

フィールド名 説明

Idle % アイドル状態だった時間の割合（%）。

Processor ID プロセッサの識別子。

System % カーネルモードで動作した時間の割合（%）。

User % ユーザーモードで動作した時間の割合（%）。

Wait % I/O待ちの状態だった時間の割合（%）。
164



CPU Status
CPU Status

概要

CPU Statusレポートは，CPU使用率についてのリアルタイム情報を表示します。表示
形式は一覧と折れ線グラフです。

格納先

Reports/UNIX/Status Reporting/Real-Time/

レコード

System Summary Overview（PI）

フィールド

フィールド名 説明

1-Minute Run Queue Avg 過去 1分間に実行キュー内で待っていたスレッド数の平均。
この値には，HP-UX，Solaris，AIXでは，I/O待ちのスレッ
ド数が含まれない。Linuxでは，I/O待ちのスレッド数が含ま
れる。

15-Minute Run Queue Avg 過去 15分間に実行キュー内で待っていたスレッド数の平均。
この値には，HP-UX，Solaris，AIXでは，I/O待ちのスレッ
ド数が含まれない。Linuxでは，I/O待ちのスレッド数が含ま
れる。

5-Minute Run Queue Avg 過去 5分間に実行キュー内で待っていたスレッド数の平均。
この値には，HP-UX，Solaris，AIXでは，I/O待ちのスレッ
ド数が含まれない。Linuxでは，I/O待ちのスレッド数が含ま
れる。

CPU % CPU使用率（%）。
プロセッサ（AIX 5L V5.3以降ではMicro-Partitioning機能で
論理的に分割されたあとのプロセッサも含む）ごとの割合の平
均値でもある。
CPU Per Processor Statusレポートを表示するには，この
フィールドをクリックする。

Context Switches コンテキストスイッチが実行された回数。

Idle % アイドル状態だった時間の割合（%）。
プロセッサ（AIX 5L V5.3以降ではMicro-Partitioning機能で
論理的に分割されたあとのプロセッサも含む）ごとの割合の平
均値でもある。

Kernel CPU % カーネルモードで動作した時間の割合（%）。
プロセッサ（AIX 5L V5.3以降ではMicro-Partitioning機能で
論理的に分割されたあとのプロセッサも含む）ごとの割合の平
均値でもある。

Record Time レコードが作成された時刻（グリニッジ標準時）。

System Calls システムコールが発行された回数。
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CPU Status
ドリルダウンレポート（フィールドレベル）

User CPU % ユーザーモードで動作した時間の割合（%）。
プロセッサ（AIX 5L V5.3以降ではMicro-Partitioning機能で
論理的に分割されたあとのプロセッサも含む）ごとの割合の平
均値でもある。

Wait % I/O待ちの状態だった時間の割合（%）。
プロセッサ（AIX 5L V5.3以降ではMicro-Partitioning機能で
論理的に分割されたあとのプロセッサも含む）ごとの割合の平
均値でもある。

レポート名 説明

CPU Per Processor Status プロセッサの状態についてのリアルタイム情報を表示する。
このレポートを表示するには，CPU %フィールドをクリック
する。

フィールド名 説明
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CPU Status (Multi-Agent)
CPU Status (Multi-Agent)

概要

CPU Status (Multi-Agent)レポートは，最近 24時間の複数ホストの CPU使用率につい
ての履歴情報を時単位で表示します。表示形式は表と折れ線グラフです。

格納先

Reports/UNIX/Status Reporting/Daily Trend/

レコード

System Summary Overview（PI）

フィールド

注※
Storeデータベースに記録されるときだけ追加されるフィールドです。Storeデータ
ベースに記録されるときだけ追加されるフィールドの詳細については，「6.　レコー
ド」を参照してください。

フィールド名 説明

1-Minute Run Queue Avg 過去 1分間に実行キュー内で待っていたスレッド数の平均。
この値には，HP-UX，Solaris，AIXでは，I/O待ちのスレッ
ド数が含まれない。Linuxでは，I/O待ちのスレッド数が含ま
れる。

Agent Instance※ PFM - Agent for Platformが動作しているホスト名。

CPU % CPU使用率（%）。
プロセッサ（AIX 5L V5.3以降ではMicro-Partitioning機能で
論理的に分割されたあとのプロセッサも含む）ごとの割合の平
均値でもある。

Context Switches コンテキストスイッチが実行された回数。

Kernel CPU % カーネルモードで動作した時間の割合（%）。
プロセッサ（AIX 5L V5.3以降ではMicro-Partitioning機能で
論理的に分割されたあとのプロセッサも含む）ごとの割合の平
均値でもある。

System Calls システムコールが発行された回数。

User CPU % ユーザーモードで動作した時間の割合（%）。
プロセッサ（AIX 5L V5.3以降ではMicro-Partitioning機能で
論理的に分割されたあとのプロセッサも含む）ごとの割合の平
均値でもある。

Wait % I/O待ちの状態だった時間の割合（%）。
プロセッサ（AIX 5L V5.3以降ではMicro-Partitioning機能で
論理的に分割されたあとのプロセッサも含む）ごとの割合の平
均値でもある。
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CPU Trend
CPU Trend

概要

CPU Trendレポートは，最近 1か月間の特定ホストの CPU使用率についての履歴情報
を日単位で表示します。表示形式は折れ線グラフです。

格納先

Reports/UNIX/Monthly Trend/

レコード

System Summary Overview（PI）

フィールド

フィールド名 説明

CPU % CPU使用率（%）。
プロセッサ（AIX 5L V5.3以降ではMicro-Partitioning機能で
論理的に分割されたあとのプロセッサも含む）ごとの割合の平
均値でもある。

Kernel CPU % カーネルモードで動作した時間の割合（%）。
プロセッサ（AIX 5L V5.3以降ではMicro-Partitioning機能で
論理的に分割されたあとのプロセッサも含む）ごとの割合の平
均値でもある。

User CPU % ユーザーモードで動作した時間の割合（%）。
プロセッサ（AIX 5L V5.3以降ではMicro-Partitioning機能で
論理的に分割されたあとのプロセッサも含む）ごとの割合の平
均値でもある。
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CPU Trend (Multi-Agent)
CPU Trend (Multi-Agent)

概要

CPU Trend (Multi-Agent)レポートは，最近 1か月間の複数ホストの CPU使用率につい
ての履歴情報を日単位で表示します。表示形式は折れ線グラフです。

格納先

Reports/UNIX/Monthly Trend/

レコード

System Summary Overview（PI）

フィールド

注※
Storeデータベースに記録されるときだけ追加されるフィールドです。Storeデータ
ベースに記録されるときだけ追加されるフィールドの詳細については，「6.　レコー
ド」を参照してください。

ドリルダウンレポート（レポートレベル）

フィールド名 説明

Agent Instance※ PFM - Agent for Platformが動作しているホスト名。

CPU % CPU使用率（%）。
プロセッサ（AIX 5L V5.3以降ではMicro-Partitioning機能で
論理的に分割されたあとのプロセッサも含む）ごとの割合の平
均値でもある。
CPU Trendレポートを表示するには，このフィールドをク
リックする。

レポート名 説明

CPU Trend 最近 1か月間の特定ホストの CPU使用率についての履歴情報
（日単位）を表示する。
このレポートを表示するには，CPU %フィールドをクリック
する。
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CPU Usage - Top 10 Processes
CPU Usage - Top 10 Processes

概要

CPU Usage - Top 10 Processesレポートは，CPU使用率上位 10個のプロセスについて
のリアルタイム情報を表示します。表示形式は集合横棒グラフです。

格納先

Reports/UNIX/Troubleshooting/Real-Time/

レコード

Process Detail Interval（PD_PDI）

フィールド

ドリルダウンレポート（レポートレベル）

ドリルダウンレポート（フィールドレベル）

フィールド名 説明

CPU % プロセスの CPU使用率をプロセッサ数（AIX 5L V5.3以降で
はMicro-Partitioning機能で論理的に分割されたプロセッサ
数）で割った平均値（%）。
Process Detailレポートを表示するには，このフィールドをク
リックする。

PID プロセス ID。

Program 実行しているプログラム名。

レポート名 説明

CPU Per Processor Usage プロセッサごとの CPU利用率についてのリアルタイム情報を
表示する。

レポート名 説明

Process Detail 選択したホストのプロセスについてのリアルタイム情報を表示
する。
このレポートを表示するには，CPU %フィールドをクリック
する。
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CPU Usage Summary
CPU Usage Summary

概要

CPU Usage Summaryレポートは，最近 1時間の CPU使用率についての履歴情報を分
単位で表示します。表示形式は表と折れ線グラフです。

格納先

Reports/UNIX/Troubleshooting/Recent Past/

レコード

System Summary Overview（PI）

フィールド

フィールド名 説明

15-Minute Run Queue Avg 過去 15分間に実行キュー内で待っていたスレッド数の平均。
この値には，HP-UX，Solaris，AIXでは，I/O待ちのスレッ
ド数が含まれない。Linuxでは，I/O待ちのスレッド数が含ま
れる。

CPU % CPU使用率（%）。
プロセッサ（AIX 5L V5.3以降ではMicro-Partitioning機能で
論理的に分割されたあとのプロセッサも含む）ごとの割合の平
均値でもある。

Context Switches コンテキストスイッチが実行された回数。

Idle % アイドル状態だった時間の割合（%）。
プロセッサ（AIX 5L V5.3以降ではMicro-Partitioning機能で
論理的に分割されたあとのプロセッサも含む）ごとの割合の平
均値でもある。

Interrupts 割り込みが発生した回数。

Kernel CPU % カーネルモードで動作した時間の割合（%）。
プロセッサ（AIX 5L V5.3以降ではMicro-Partitioning機能で
論理的に分割されたあとのプロセッサも含む）ごとの割合の平
均値でもある。

Run Queue キュー内で待っているプロセス数。

System Calls システムコールが発行された回数。

User CPU % ユーザーモードで動作した時間の割合（%）。
プロセッサ（AIX 5L V5.3以降ではMicro-Partitioning機能で
論理的に分割されたあとのプロセッサも含む）ごとの割合の平
均値でもある。

Wait % I/O待ちの状態だった時間の割合（%）。
プロセッサ（AIX 5L V5.3以降ではMicro-Partitioning機能で
論理的に分割されたあとのプロセッサも含む）ごとの割合の平
均値でもある。
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Device Detail
Device Detail

概要

Device Detailレポートは，選択したデバイスについてのリアルタイム情報を表示しま
す。表示形式は一覧です。このレポートは，ドリルダウンレポートです。

格納先

Reports/UNIX/Troubleshooting/Real-Time/Drilldown Only/

レコード

Device Detail（PI_DEVD）

フィールド

フィールド名 説明

Avg Service Time デバイスに対する I/Oの平均動作時間（秒単位）。

Avg Wait Time デバイスに対する I/Oの平均待ち時間（秒単位）。

Device Name デバイス名。

I/O Mbytes I/O処理の合計転送サイズ（メガバイト単位）。

Mbytes Xferd/sec I/Oの平均速度（1秒当たりのメガバイト数）。

Queue Length デバイスのキュー長。1秒間の I/Oの処理量を 1とする。

Read Mbytes 読み取り処理の転送サイズ（メガバイト単位）。

Reads/sec 読み取り処理が発生した頻度（1秒当たりの回数）。

Total I/O Ops I/O処理が発生した回数。

Total I/O Ops/sec I/O処理が発生した頻度（1秒当たりの回数）。

Total Service Time デバイスに対する処理の合計動作時間（秒単位）。この値は，
待ち時間を含む。
HP-UXでは，すべての I/Oの合計動作時間の和であるため，
デバイスに対する処理が連続で実行される場合に Intervalの
値を大きく超えることがある。その他の OSでも，デバイス
に対する処理が連続で実行される場合に Intervalの値を超え
ることがある。

Write Mbytes 書き込み処理の転送サイズ（メガバイト単位）。

Writes/sec 書き込み処理が発生した頻度（1秒当たりの回数）。
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Device Usage Status
Device Usage Status

概要

Device Usage Statusレポートは，デバイスの使用状況についてのリアルタイム情報を表
示します。表示形式は一覧と折れ線グラフです。

格納先

Reports/UNIX/Status Reporting/Real-Time/

レコード

Device Summary（PI_DEVS）

フィールド

フィールド名 説明

Avg Service Time/op デバイスに対する I/Oの平均動作時間（秒単位）。

Devices デバイス数。

I/O Mbytes I/O処理の合計転送サイズ（メガバイト単位）。

Mbytes Xferd/sec I/O処理の平均速度（1秒当たりのメガバイト数）。

Read Ops % I/O処理のうち，読み取り処理の割合（%）。

Record Time レコードが作成された時刻（グリニッジ標準時）。

Total I/O Ops I/O処理が発生した回数。

Total I/O Ops/sec I/O処理が発生した頻度（1秒当たりの回数）。

Write Ops % I/O処理のうち，書き込み処理の割合（%）。
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Device Usage Status (Multi-Agent)
Device Usage Status (Multi-Agent)

概要

Device Usage Status (Multi-Agent)レポートは，最近 24時間の複数ホストのデバイス
の使用状況についての履歴情報を時単位で表示します。表示形式は表です。

格納先

Reports/UNIX/Status Reporting/Daily Trend/Advanced/

レコード

Device Summary（PI_DEVS）

フィールド

注※
Storeデータベースに記録されるときだけ追加されるフィールドです。Storeデータ
ベースに記録されるときだけ追加されるフィールドの詳細については，「6.　レコー
ド」を参照してください。

フィールド名 説明

Agent Instance※ PFM - Agent for Platformが動作しているホスト名。

Avg Service Time/op デバイスに対する I/Oの平均動作時間（秒単位）。

Devices デバイス数。

I/O Mbytes I/O処理の合計転送サイズ（メガバイト単位）。

Mbytes Xferd/sec I/O処理の平均速度（1秒当たりのメガバイト数）。

Total I/O Ops I/O処理が発生した回数。

Total I/O Ops/sec I/O処理が発生した頻度（1秒当たりの回数）。
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Free Space Mbytes - Top 10 Local File Systems
Free Space Mbytes - Top 10 Local File Systems

概要

Free Space Mbytes - Top 10 Local File Systemsレポートは，空き領域の多い 10個の
ローカルファイルシステムについてのリアルタイム情報を表示します。表示形式は表で
す。

格納先

Reports/UNIX/Status Reporting/Real-Time/

レコード

File System Detail - Local（PD_FSL）

フィールド

フィールド名 説明

File System ファイルシステムのマウントポイント。

Mbytes Free 使用していないサイズ（メガバイト単位）。

Mbytes Rsvd スーパーユーザーのための予約済みサイズ（メガバイト単位）。

Mbytes in Use 一般ユーザーが使用しているサイズ（メガバイト単位）。

Record Time レコードが作成された時刻（グリニッジ標準時）。

Total Inodes Available 一般ユーザーが使用できる iノード数。

Total Size Mbytes ファイルシステムのサイズ（メガバイト単位）。
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I/O Activity - Top 10 Processes
I/O Activity - Top 10 Processes

概要

I/O Activity - Top 10 Processesレポートは，I/O処理数上位 10個のプロセスについての
リアルタイム情報を表示します。表示形式は集合横棒グラフです。

注意
HP-UX，AIX，Linuxの場合は，使用できません。

格納先

Reports/UNIX/Troubleshooting/Real-Time/

レコード

Process Detail（PD）

フィールド

ドリルダウンレポート（フィールドレベル）

フィールド名 説明

PID プロセス ID。

Program プログラム名。ps -eコマンドの COMMAND（CMD）列に表
示される文字列に相当する。Solarisでは，最大 79バイトに制
限される。

Total I/O Ops/sec I/O処理が発生した頻度（1秒当たりの回数）。
Process Detailレポートを表示するには，このフィールドをク
リックする。

レポート名 説明

Process Detail 選択したホストのプロセスについてのリアルタイム情報を表示
する。
このレポートを表示するには，Total I/O Ops/secフィールドを
クリックする。
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I/O Overview
I/O Overview

概要

I/O Overviewレポートは，最近 1時間の I/O回数についての履歴情報を分単位で表示し
ます。表示形式は表と折れ線グラフです。

注意
Linuxの場合は，使用できません。

格納先

Reports/UNIX/Troubleshooting/Recent Past/

レコード

System Summary Overview（PI）

フィールド

フィールド名 説明

Block Ops ブロック I/O処理が発生した回数。

Block Reads ブロック読み取り処理が発生した回数。

Block Writes ブロック書き込み処理が発生した回数。

Logical I/O Ops 論理 I/O処理が発生した回数。

Logical Reads 論理読み取り処理が発生した回数。

Logical Writes 論理書き込み処理が発生した回数。

Physical I/O Ops 物理 I/O処理が発生した回数。

Physical Reads 物理読み取り処理が発生した回数。

Physical Writes 物理書き込み処理が発生した回数。
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Local File System Detail
Local File System Detail

概要

Local File System Detailレポートは，選択したローカルファイルシステムについてのリ
アルタイム情報を表示します。表示形式は一覧です。このレポートは，ドリルダウンレ
ポートです。

格納先

Reports/UNIX/Troubleshooting/Real-Time/Drilldown Only/

レコード

File System Detail - Local（PD_FSL）

フィールド

フィールド名 説明

Available Space % 一般ユーザーが使用できるサイズ（メガバイト単位）の割合
（%）。

Available Space Blocks 一般ユーザーが使用できる論理ブロック数。

Available Space Mbytes 一般ユーザーが使用できるサイズ（メガバイト単位）。

Block Size 論理ブロックサイズ（preferred file system block size）（バイ
ト単位）。

Blocks in Use 使用している論理ブロック数。

File System ファイルシステムのマウントポイント。

Mbytes Free 使用していないサイズ（メガバイト単位）。

Mbytes Rsvd スーパーユーザーのための予約済みサイズ（メガバイト単
位）。

Mbytes in Use 一般ユーザーが使用しているサイズ（メガバイト単位）。

Mbytes in Use % 一般ユーザーが使用しているサイズ（メガバイト単位）の割
合（%）。

Total Inodes ファイルシステムの iノード数。

Total Inodes Available % 一般ユーザーが使用できる iノード数の割合（%）。

Total Inodes Free % 使用していない iノード数の割合（%）。

Total Inodes Rsvd % スーパーユーザーのための予約済み iノード数の割合（%）。

Total Inodes in Use % 使用している iノード数の割合（%）。

Total Size Blocks ファイルシステムの論理ブロック数。
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Major Page Faults - Top 10 Processes
Major Page Faults - Top 10 Processes

概要

Major Page Faults - Top 10 Processesレポートは，物理的な I/Oを引き起こすページ
フォルト数上位 10個のプロセスについてのリアルタイム情報を表示します。表示形式は
集合横棒グラフです。

格納先

Reports/UNIX/Troubleshooting/Real-Time/

レコード

Process Detail Interval（PD_PDI）

フィールド

ドリルダウンレポート（フィールドレベル）

フィールド名 説明

Major Faults 物理的な I/Oを引き起こすページフォルトの回数。
Process Detailレポートを表示するには，このフィールドをク
リックする。

PID プロセス ID。

Program 実行しているプログラム名。

レポート名 説明

Process Detail 選択したホストのプロセスについてのリアルタイム情報を表示
する。
このレポートを表示するには，Major Faultsフィールドをク
リックする。
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Memory Paging
Memory Paging

概要

Memory Pagingレポートは，最近 1時間のメモリー使用状況についての履歴情報を分単
位で表示します。表示形式は表と折れ線グラフです。

注意
Linuxの場合は，使用できません。

格納先

Reports/UNIX/Troubleshooting/Recent Past/

レコード

System Summary Overview（PI）

フィールド

フィールド名 説明

Alloc Swap % 使用しているスワップ領域のメガバイト数の割合（%）。

Cache Read % 読み取り処理のうち，キャッシュ読み取りされた処理の割合
（%）。

Cache Write % 書き込み処理のうち，キャッシュ書き込みされた処理の割合
（%）。

Free Mem % 使用していない物理メモリーサイズ（メガバイト単位）の割合
（%）。

Major Faults 物理的な I/Oを引き起こすページフォルトの回数。

Minor Faults 物理的な I/Oを引き起こさないページフォルトの回数。

Page Ops/sec ページイン処理とページアウト処理が発生した頻度（1秒当た
りの回数）。

Swap-In Ops スワップイン処理が発生した回数。

Swap-Out Ops スワップアウト処理が発生した回数。

Total Page Scans ページスキャンによって調べられたページ数。

Total Swaps スワップ処理が発生した回数。
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Memory Paging Status
Memory Paging Status

概要

Memory Paging Statusレポートは，メモリーやページングについてのリアルタイム情報
を表示します。表示形式は一覧と折れ線グラフです。

注意
Linuxの場合は，使用できません。

格納先

Reports/UNIX/Status Reporting/Real-Time/

レコード

System Summary Overview（PI）

フィールド

フィールド名 説明

Free Swap % 使用していないスワップ領域サイズ（メガバイト単位）の割合
（%）。

Free Swap Mbytes 使用していないスワップ領域サイズ（メガバイト単位）。

Major Faults/sec 物理的な I/Oを引き起こすページフォルトが発生した頻度（1
秒当たりの回数）。

Minor Faults/sec 物理的な I/Oを引き起こさないページフォルトが発生した頻度
（1秒当たりの回数）。

Page Scans/sec ページスキャンが発生した頻度（1秒当たりの回数）。

Pages In/sec ページイン処理によってページが取り込まれた頻度（1秒当た
りのページ数）。

Pages Out/sec ページアウト処理によってページが取り出された頻度（1秒当
たりのページ数）。

Record Time レコードが作成された時刻（グリニッジ標準時）。
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Memory Paging Status (Multi-Agent)

概要

Memory Paging Status (Multi-Agent)レポートは，最近 24時間の複数ホストのメモ
リー使用状況についての履歴情報を時単位で表示します。表示形式は表と折れ線グラフ
です。

注意
Linuxの場合は，使用できません。

格納先

Reports/UNIX/Status Reporting/Daily Trend/

レコード

System Summary Overview（PI）

フィールド

注※
Storeデータベースに記録されるときだけ追加されるフィールドです。Storeデータ
ベースに記録されるときだけ追加されるフィールドの詳細については，「6.　レコー
ド」を参照してください。

フィールド名 説明

Agent Instance※ PFM - Agent for Platformが動作しているホスト名。

Free Swap % 使用していないスワップ領域サイズ（メガバイト単位）の割合
（%）。

Free Swap Mbytes 使用していないスワップ領域サイズ（メガバイト単位）。

Major Faults/sec 物理的な I/Oを引き起こすページフォルトが発生した頻度（1
秒当たりの回数）。

Page Scans/sec ページスキャンが発生した頻度（1秒当たりの回数）。

Pages In/sec ページイン処理によってページが取り込まれた頻度（1秒当た
りのページ数）。

Pages Out/sec ページアウト処理によってページが取り出された頻度（1秒当
たりのページ数）。
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Network Interface Detail

概要

Network Interface Detailレポートは，選択したシステムのネットワーク使用状況につい
てのリアルタイム情報を表示します。表示形式は一覧です。このレポートは，ドリルダ
ウンレポートです。

注意
Flags（FLAGS）フィールドに設定されるインターフェースフラグで，判定できる
フラグは次のとおりです。
• HP-UXの場合

UP，LOOPBACK
• Solarisの場合

UP，BROADCAST，DEBUG，LOOPBACK，POINTOPOINT，
NOTRAILERS，RUNNING，NOARP，PROMISC，ALLMULTI，
INTELLIGENT，MULTICAST，MULTI_BCAST，UNNUMBERED，
PRIVATE

• AIXの場合
UP，BROADCAST，DEBUG，LOOPBACK，POINTOPOINT，
NOTRAILERS，RUNNING，NOARP，PROMISC，ALLMULTI，OACTIVE，
SIMPLEX，MULTICAST

• Linuxの場合
UP，BROADCAST，DEBUG，LOOPBACK，POINTOPOINT，
NOTRAILERS，RUNNING，NOARP，PROMISC，ALLMULTI，
MULTICAST，MASTER，SLAVE，PORTSEL，AUTOMEDIA，DYNAMIC

格納先

Reports/UNIX/Troubleshooting/Real-Time/Drilldown Only/

レコード

Network Interface Detail（PI_NIND）

フィールド

フィールド名 説明

Flags インターフェースフラグの設定。
80バイト以上の場合，最後の文字は「>」。
HP-UXでは，インターフェースの状態を表す，すべてのフラ
グがこのフィールドの値に含まれる（ifconfigコマンドで
は，フラグの一部しか表示されない）。
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IP Address 最初に見つかった IPアドレス。インターネットアドレス
フォーマットで表示される。

Interface インターフェース名。

Max Transmission Unit 最大パケットサイズ（バイト単位）。

Network Mask 最初に見つかった IPアドレスのサブネットマスク。インター
ネットアドレスフォーマットで表示される。

Network Name ネットワーク名。1,028バイト以上のネットワーク名は扱えな
い。また，ネットワーク名が 256バイト以上の場合，255バ
イト目までしか表示されない。
HP-UX，AIX，Linuxでは，NISが稼働中であり，ネット
ワークアドレス用の NISデータベースにエントリーがない場
合，インターフェースの最初に見つかった IPアドレスにマス
ク処理を掛けた結果が表示される。

Record Time レコードが作成された時刻（グリニッジ標準時）。

Type インターフェース種別。

フィールド名 説明
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Network Interface Summary（ネットワーク使用状況を示すリアルタイムレポート）
Network Interface Summary（ネットワーク使用
状況を示すリアルタイムレポート）

概要

Network Interface Summaryレポートは，ネットワーク使用状況についてのリアルタイ
ム情報を表示します。表示形式は表と折れ線グラフです。

格納先

Reports/UNIX/Troubleshooting/Real-Time/

レコード

Network Interface Summary（PI_NINS）

フィールド

ドリルダウンレポート（フィールドレベル）

フィールド名 説明

Interface Count インターフェースの数。
Network Interface Detailレポートを表示するには，この
フィールドをクリックする。

Pkt Collisions パケット衝突が発生した回数。

Pkt Receive Errors パケット受信時のエラー数。

Pkt Xmit Errors パケット送信時のエラー数。

Pkts Rcvd 受信したパケット数。

Pkts Rcvd/sec パケットを受信した頻度（1秒当たりのパケット数）。

Pkts Xmitd 送信したパケット数。

Pkts Xmitd/sec パケットを送信した頻度（1秒当たりのパケット数）。

レポート名 説明

Network Interface Detail 選択したシステムのネットワーク使用状況についてのリアルタ
イム情報を表示する。
このレポートを表示するには，Interface Countフィールドを
クリックする。
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Network Interface Summary（ネットワーク使用状況を示す履歴レポート）
Network Interface Summary（ネットワーク使用
状況を示す履歴レポート）

概要

Network Interface Summaryレポートは，最近 1時間のネットワーク使用状況について
の履歴情報を分単位で表示します。表示形式は表と折れ線グラフです。

格納先

Reports/UNIX/Troubleshooting/Recent Past/Advanced/

レコード

Network Interface Summary（PI_NINS）

フィールド

フィールド名 説明

Interface Count インターフェースの数。

Pkt Collisions パケット衝突が発生した回数。

Pkt Receive Errors パケット受信時のエラー数。

Pkt Xmit Errors パケット送信時のエラー数。

Pkts Rcvd 受信したパケット数。

Pkts Rcvd/sec パケットを受信した頻度（1秒当たりのパケット数）。

Pkts Xmitd 送信したパケット数。

Pkts Xmitd/sec パケットを送信した頻度（1秒当たりのパケット数）。
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Network Overview

概要

Network Overviewレポートは，最近 1時間のネットワーク使用状況についての履歴情
報を分単位で表示します。表示形式は表と折れ線グラフです。

格納先

Reports/UNIX/Troubleshooting/Recent Past/

レコード

System Summary Overview（PI）

フィールド

フィールド名 説明

ICMP Pkts In 受信した IPv4 ICMPパケット数。ローカルパケット数，リ
モートパケット数，エラーが発生したパケット数の合計値。

ICMP Pkts Out 送信した IPv4 ICMPパケット数。ローカルパケット数，リ
モートパケット数，エラーが発生したパケット数の合計値。

IP Pkts In 受信した IPv4 IPパケット数。ローカルパケット数，リモート
パケット数の合計値。この値には，エラーが発生したパケット
数は含まれない。

IP Pkts Out 送信した IPv4 IPパケット数。ローカルパケット数，リモート
パケット数の合計値。この値には，エラーが発生したパケット
数は含まれない。

TCP Pkts In 受信した IPv4 TCPパケット数。ローカルパケット数，リモー
トパケット数，エラーが発生したパケット数の合計値。08-50
以降では，IPv4または IPv6の対応するパケット数の合計が表
示される。

TCP Pkts Out 送信した IPv4 TCPパケット数。ローカルパケット数，リモー
トパケット数，エラーが発生したパケット数の合計値。08-50
以降では，IPv4または IPv6の対応するパケット数の合計が表
示される。

Total Pkts In 受信した IPv4 TCPパケット数，IPv4 UDPパケット数，IPv4 
ICMPパケット数の合計値。08-50以降では，IPv4または
IPv6の対応するパケット数の合計が表示される。

UDP Pkts In 受信した IPv4 UDPパケット数。ローカルパケット数，リ
モートパケット数，エラーが発生したパケット数の合計値。
08-50以降では，IPv4または IPv6の対応するパケット数の合
計が表示される。

UDP Pkts Out 送信した IPv4 UDPパケット数。ローカルパケット数，リ
モートパケット数，エラーが発生したパケット数の合計値。
08-50以降では，IPv4または IPv6の対応するパケット数の合
計が表示される。
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Network Status

概要

Network Statusレポートは，ネットワーク使用状況についてのリアルタイム情報を表示
します。表示形式は一覧と折れ線グラフです。

格納先

Reports/UNIX/Status Reporting/Real-Time/

レコード

System Summary Overview（PI）

フィールド

フィールド名 説明

ICMP Pkts In 受信した IPv4 ICMPパケット数。ローカルパケット数，リ
モートパケット数，エラーが発生したパケット数の合計値。

ICMP Pkts Out 送信した IPv4 ICMPパケット数。ローカルパケット数，リ
モートパケット数，エラーが発生したパケット数の合計値。

IP Pkts In 受信した IPv4 IPパケット数。ローカルパケット数，リモート
パケット数の合計値。この値には，エラーが発生したパケット
数は含まれない。

IP Pkts Out 送信した IPv4 IPパケット数。ローカルパケット数，リモート
パケット数の合計値。この値には，エラーが発生したパケット
数は含まれない。

Record Time レコードが作成された時刻（グリニッジ標準時）。

TCP Pkts In 受信した IPv4 TCPパケット数。ローカルパケット数，リモー
トパケット数，エラーが発生したパケット数の合計値。08-50
以降では，IPv4または IPv6の対応するパケット数の合計が表
示される。

TCP Pkts Out 送信した IPv4 TCPパケット数。ローカルパケット数，リモー
トパケット数，エラーが発生したパケット数の合計値。08-50
以降では，IPv4または IPv6の対応するパケット数の合計が表
示される。

UDP Pkts In 受信した IPv4 UDPパケット数。ローカルパケット数，リ
モートパケット数，エラーが発生したパケット数の合計値。
08-50以降では，IPv4または IPv6の対応するパケット数の合
計が表示される。

UDP Pkts Out 送信した IPv4 UDPパケット数。ローカルパケット数，リ
モートパケット数，エラーが発生したパケット数の合計値。
08-50以降では，IPv4または IPv6の対応するパケット数の合
計が表示される。
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Network Status (Multi-Agent)

概要

Network Status (Multi-Agent)レポートは，最近 24時間の複数ホストのネットワーク使
用状況についての履歴情報を時単位で表示します。表示形式は表と折れ線グラフです。

格納先

Reports/UNIX/Status Reporting/Daily Trend/

レコード

System Summary Overview（PI）

フィールド

フィールド名 説明

Agent Instance※ PFM - Agent for Platformが動作しているホスト名。

ICMP Pkts In 受信した IPv4 ICMPパケット数。ローカルパケット数，リ
モートパケット数，エラーが発生したパケット数の合計値。

ICMP Pkts Out 送信した IPv4 ICMPパケット数。ローカルパケット数，リ
モートパケット数，エラーが発生したパケット数の合計値。

IP Pkts In 受信した IPv4 IPパケット数。ローカルパケット数，リモート
パケット数の合計値。この値には，エラーが発生したパケット
数は含まれない。

IP Pkts Out 送信した IPv4 IPパケット数。ローカルパケット数，リモート
パケット数の合計値。この値には，エラーが発生したパケット
数は含まれない。

Kernel CPU % カーネルモードで動作した時間の割合（%）。
プロセッサ（AIX 5L V5.3以降ではMicro-Partitioning機能で
論理的に分割されたあとのプロセッサも含む）ごとの割合の平
均値でもある。

TCP Pkts In 受信した IPv4 TCPパケット数。ローカルパケット数，リモー
トパケット数，エラーが発生したパケット数の合計値。08-50
以降では，IPv4または IPv6の対応するパケット数の合計が表
示される。

TCP Pkts Out 送信した IPv4 TCPパケット数。ローカルパケット数，リモー
トパケット数，エラーが発生したパケット数の合計値。08-50
以降では，IPv4または IPv6の対応するパケット数の合計が表
示される。

UDP Pkts In 受信した IPv4 UDPパケット数。ローカルパケット数，リ
モートパケット数，エラーが発生したパケット数の合計値。
08-50以降では，IPv4または IPv6の対応するパケット数の合
計が表示される。
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注※
Storeデータベースに記録されるときだけ追加されるフィールドです。Storeデータ
ベースに記録されるときだけ追加されるフィールドの詳細については，「6.　レコー
ド」を参照してください。

UDP Pkts Out 送信した IPv4 UDPパケット数。ローカルパケット数，リ
モートパケット数，エラーが発生したパケット数の合計値。
08-50以降では，IPv4または IPv6の対応するパケット数の合
計が表示される。

フィールド名 説明
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NFS Activity Overview

概要

NFS Activity Overviewレポートは，最近 1時間の NFSクライアントと NFSサーバの
稼働状況についての履歴情報を分単位で表示します。表示形式は表と折れ線グラフです。

注意
Linuxの場合は，使用できません。

格納先

Reports/UNIX/Troubleshooting/Recent Past/

レコード

System Summary Overview（PI）

フィールド

フィールド名 説明

NFS Client Lookup Ops NFSクライアントで lookup処理が発生した回数。

NFS Client Total Bad Ops NFSクライアントで失敗した処理の合計。

NFS Client Total Ops NFSクライアントで発生した処理の合計。

NFS Server Lookup Ops NFSサーバで lookup処理が発生した回数。

NFS Server Total Bad Ops NFSサーバで処理が失敗した回数。

NFS Server Total Ops NFSサーバで処理が発生した回数。
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NFS Load Trend
NFS Load Trend

概要

NFS Load Trendレポートは，最近 1か月間の NFSクライアントと NFSサーバの稼働
状況についての履歴情報を日単位で表示します。表示形式は折れ線グラフです。

注意
Linuxの場合は，使用できません。

格納先

Reports/UNIX/Monthly Trend/

レコード

System Summary Overview（PI）

フィールド

フィールド名 説明

NFS Client Ops/sec NFSクライアントで処理が発生した頻度（1秒当たりの回
数）。

NFS Server Ops/sec NFSサーバで処理が発生した頻度（1秒当たりの回数）。
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NFS Usage Status

概要

NFS Usage Statusレポートは，NFSクライアントと NFSサーバの稼働状況についての
リアルタイム情報を表示します。表示形式は一覧と折れ線グラフです。

注意
Linuxの場合は，使用できません。

格納先

Reports/UNIX/Status Reporting/Real-Time/

レコード

System Summary Overview（PI）

フィールド

フィールド名 説明

NFS Client Lookup Ops NFSクライアントで lookup処理が発生した回数。

NFS Client Total Bad Ops NFSクライアントで失敗した処理の合計。

NFS Client Total Ops NFSクライアントで発生した処理の合計。

NFS Server Lookup Ops NFSサーバで lookup処理が発生した回数。

NFS Server Total Bad Ops NFSサーバで処理が失敗した回数。

NFS Server Total Ops NFSサーバで処理が発生した回数。

Record Time レコードが作成された時刻（グリニッジ標準時）。
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NFS Usage Status (Multi-Agent)

概要

NFS Usage Status (Multi-Agent)レポートは，最近 24時間の複数ホストの NFSクライ
アントと NFSサーバの稼働状況についての履歴情報を時単位で表示します。表示形式は
表と折れ線グラフです。

注意
Linuxの場合は，使用できません。

格納先

Reports/UNIX/Status Reporting/Daily Trend/

レコード

System Summary Overview（PI）

フィールド

注※
Storeデータベースに記録されるときだけ追加されるフィールドです。Storeデータ
ベースに記録されるときだけ追加されるフィールドの詳細については，「6.　レコー
ド」を参照してください。

フィールド名 説明

Agent Instance※ PFM - Agent for Platformが動作しているホスト名。

NFS Client Lookup Ops NFSクライアントで lookup処理が発生した回数。

NFS Client Total Bad Ops NFSクライアントで失敗した処理の合計。

NFS Client Total Ops NFSクライアントで発生した処理の合計。

NFS Server Lookup Ops NFSサーバで lookup処理が発生した回数。

NFS Server Total Bad Ops NFSサーバで処理が失敗した回数。

NFS Server Total Ops NFSサーバで処理が発生した回数。
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Paging Trend (Multi-Agent)

概要

Paging Trend (Multi-Agent)レポートは，最近 1か月間の複数ホストのページスキャン
についての履歴情報を日単位で表示します。表示形式は折れ線グラフです。

注意
Linuxの場合は，使用できません。

格納先

Reports/UNIX/Monthly Trend/

レコード

System Summary Overview（PI）

フィールド

フィールド名 説明

Page Scans/sec ページスキャンが発生した頻度（1秒当たりの回数）。
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Process Detail

概要

Process Detailレポートは，選択したホストのプロセスについてのリアルタイム情報を表
示します。表示形式は一覧です。このレポートは，ドリルダウンレポートです。

格納先

Reports/UNIX/Troubleshooting/Real-Time/Drilldown Only/

レコード

Process Detail Interval（PD_PDI）

フィールド

フィールド名 説明

CPU % プロセスの CPU使用率をプロセッサ数（AIX 5L V5.3以降で
はMicro-Partitioning機能で論理的に分割されたプロセッサ
数）で割った平均値（%）。

Executable Text Kbytes 使用しているテキストサイズ（キロバイト単位）。
このフィールドを Solarisで収集するためには，事前に環境
変数 SAUNIXPMAPを設定する必要があります。コマンドラ
インから次のコマンドを実行してください。
# SAUNIXPMAP=1

# export SAUNIXPMAP

Major Faults 物理的な I/Oを引き起こすページフォルトの回数。

Minor Faults 物理的な I/Oを引き起こさないページフォルトの回数。

Parent PID 親プロセスのプロセス ID。

PID プロセス ID。

Program 実行しているプログラム名。

Reads AIXでは，RAW読み取り処理が発生した回数。
Solarisでは，Block読み取り処理が発生した回数。

Real Mem Kbytes 使用している物理メモリーサイズ（キロバイト単位）。

Record Time レコードが作成された時刻（グリニッジ標準時）。

Shared Mem Kbytes 使用している共用メモリーサイズ（キロバイト単位）。

Stack Kbytes 使用しているスタックサイズ（キロバイト単位）。

Start Time プロセスの開始時刻。

Swaps スワップが発生した回数。

System CPU カーネルモードで動作した時間（秒単位）。

Total I/O Kbytes I/O処理の合計転送サイズ（キロバイト単位）。
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Total I/O Ops I/O処理が発生した回数。

Total Process Kbytes プロセスのサイズ（キロバイト単位）。
このフィールドの値は，AIXでは，ps -lコマンドで得た SZ
列に表示される値と同じ。
HP-UX，Solarisでは，ps -lコマンドで得た SZ列に表示さ
れる値にページサイズを乗じた値と同じ。Linuxでは，top
コマンドで得た SIZE列に表示される値と同じ。

User プロセスの実効ユーザー名。

User CPU ユーザーモードで動作した時間（秒単位）。

Writes AIXでは，RAW書き込み処理が発生した回数。
Solarisでは，Block書き込み処理が発生した回数。

フィールド名 説明
197



Process Overview
Process Overview

概要

Process Overviewレポートは，最近 1時間のプロセスの稼働状況についての履歴情報を
分単位で表示します。表示形式は表と折れ線グラフです。

格納先

Reports/UNIX/Troubleshooting/Recent Past/Advanced/

レコード

Process Summary（PD_PDS）

フィールド

フィールド名 説明

Active System Processes アクティブなシステムプロセス数。リアルタイムレポートの 1
回目には，「0」が表示される。

Active User Processes アクティブなユーザープロセス数。リアルタイムレポートの 1
回目には，「0」が表示される。
AIX，Linuxでは，アクティブなシステムプロセス数とユー
ザープロセス数の合計。

Active Users アクティブなシステムプロセス数またはユーザープロセス数
としてカウントされたプロセスを実行しているユーザー数。
リアルタイムレポートの 1回目には，「0」が表示される。

New Processes 開始したプロセス数。前回のプロセス情報との差分を計算す
るため，リアルタイムレポートの 1回目には，「0」が表示さ
れる。

Processes システム内のプロセス数。

Runnable Processes 実行可能状態のプロセス数。

Sleeping Processes スリープしているプロセス数。

Stopped Processes 停止しているプロセス数。

Swapped Processes スワップアウトされたプロセス数。プロセステーブルから，
コア内にないプロセス数を調べる。

Terminated Processes 終了したプロセス数。前回のプロセス情報との差分を計算す
るため，リアルタイムレポートの 1回目には，「0」が表示さ
れる。

Zombie Processes ゾンビプロセス数。
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Process Summary Status
Process Summary Status

概要

Process Summary Statusレポートは，プロセスの稼働状況についてのリアルタイム情報
を表示します。表示形式は一覧と折れ線グラフです。

格納先

Reports/UNIX/Status Reporting/Real-Time/

レコード

Process Summary（PD_PDS）

フィールド

フィールド名 説明

Active System Processes アクティブなシステムプロセス数。リアルタイムレポートの 1
回目には，「0」が表示される。

Active User Processes アクティブなユーザープロセス数。リアルタイムレポートの 1
回目には，「0」が表示される。
AIX，Linuxでは，アクティブなシステムプロセス数とユー
ザープロセス数の合計。

Processes システム内のプロセス数。

Record Time レコードが作成された時刻（グリニッジ標準時）。

Sleeping Processes スリープしているプロセス数。

Swapped Processes スワップアウトされたプロセス数。プロセステーブルから，コ
ア内にないプロセス数を調べる。

Users 実ユーザー数。

Zombie Processes ゾンビプロセス数。
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Process Trend
Process Trend

概要

Process Trendレポートは，最近 1か月間のプロセスの稼働数についての履歴情報を日単
位で表示します。表示形式は折れ線グラフです。

格納先

Reports/UNIX/Monthly Trend/

レコード

System Summary Overview（PI）

フィールド

フィールド名 説明

Processes システム内のプロセス数。
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Remote File System Detail
Remote File System Detail

概要

Remote File System Detailレポートは，選択したリモートファイルシステムについての
リアルタイム情報を表示します。表示形式は一覧です。このレポートは，ドリルダウン
レポートです。

格納先

Reports/UNIX/Troubleshooting/Real-Time/Drilldown Only/

レコード

File System Detail - Remote（PD_FSR）

フィールド

フィールド名 説明

Available Blocks 一般ユーザーが使用できる論理ブロック数。

Available Space % 一般ユーザーが使用できるサイズ（メガバイト単位）の割合
（%）。

Available Space Mbytes 一般ユーザーが使用できるサイズ（メガバイト単位）。

Block Size 論理ブロックサイズ（preferred file system block size）（バイ
ト単位）。

Blocks in Use 使用している論理ブロック数。

File System ファイルシステムのマウントポイント。

Host ファイルシステムが置かれているホスト名。

Mbytes Free 使用していないサイズ（メガバイト単位）。

Mbytes Rsvd スーパーユーザーのための予約済みサイズ（メガバイト単位）。

Mbytes in Use 一般ユーザーが使用しているサイズ（メガバイト単位）。

Mbytes in Use % 一般ユーザーが使用しているサイズ（メガバイト単位）の割合
（%）。

Remote File System リモートファイルシステム名。

Total Size Blocks ファイルシステムの論理ブロック数。
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Space Usage - Top 10 Local File Systems
Space Usage - Top 10 Local File Systems

概要

Space Usage - Top 10 Local File Systemsレポートは，使用率が高いローカルファイルシ
ステムの上位 10個についてのリアルタイム情報を表示します。表示形式は集合横棒グラ
フです。

格納先

Reports/UNIX/Troubleshooting/Real-Time/

レコード

File System Detail - Local（PD_FSL）

フィールド

ドリルダウンレポート（フィールドレベル）

フィールド名 説明

File System ファイルシステムのマウントポイント。

Mbytes in Use % 一般ユーザーが使用しているサイズ（メガバイト単位）の割
合（%）。
Local File System Detailレポートを表示するには，この
フィールドをクリックする。

Total Size Mbytes ファイルシステムのサイズ（メガバイト単位）。

レポート名 説明

Local File System Detail 選択したローカルファイルシステムについてのリアルタイム情
報を表示する。
このレポートを表示するには，Mbytes in Use %フィールドを
クリックする。
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Space Usage - Top 10 Remote File Systems
Space Usage - Top 10 Remote File Systems

概要

Space Usage - Top 10 Remote File Systemsレポートは，使用率が高いリモートファイル
システムの上位 10個についてのリアルタイム情報を表示します。表示形式は集合横棒グ
ラフです。

格納先

Reports/UNIX/Troubleshooting/Real-Time/

レコード

File System Detail - Remote（PD_FSR）

フィールド

ドリルダウンレポート（フィールドレベル）

フィールド名 説明

Mbytes in Use % 一般ユーザーが使用しているサイズ（メガバイト単位）の割合
（%）。
Remote File System Detailレポートを表示するには，この
フィールドをクリックする。

Remote File System リモートファイルシステム名。

Total Size Mbytes ファイルシステムのサイズ（メガバイト単位）。

レポート名 説明

Remote File System Detail 選択したリモートファイルシステムについてのリアルタイム情
報を表示する。
このレポートを表示するには，Mbytes in Use %フィールドを
クリックする。
203



System Overview（システム稼働状況を示すリアルタイムレポート）
System Overview（システム稼働状況を示すリ
アルタイムレポート）

概要

System Overviewレポートは，システムの稼働状況についてのリアルタイム情報を表示
します。表示形式は一覧と折れ線グラフです。

格納先

Reports/UNIX/Troubleshooting/Real-Time/

レコード

System Summary Overview（PI）

フィールド

フィールド名 説明

CPU % CPU使用率（%）。
プロセッサ（AIX 5L V5.3以降ではMicro-Partitioning機能で
論理的に分割されたあとのプロセッサも含む）ごとの割合の平
均値でもある。
CPU Usage - Top 10 Processesレポートを表示するには，この
フィールドをクリックする。

Free Swap % 使用していないスワップ領域サイズ（メガバイト単位）の割合
（%）。

Kernel CPU % カーネルモードで動作した時間の割合（%）。
プロセッサ（AIX 5L V5.3以降ではMicro-Partitioning機能で
論理的に分割されたあとのプロセッサも含む）ごとの割合の平
均値でもある。

Logical I/O Ops 論理 I/O処理が発生した回数。
I/O Activity - Top 10 Processesレポートを表示するには，この
フィールドをクリックする。

Major Faults/sec 物理的な I/Oを引き起こすページフォルトが発生した頻度（1
秒当たりの回数）。
Major Page Faults - Top 10 Processesレポートを表示するに
は，このフィールドをクリックする。

Minor Faults/sec 物理的な I/Oを引き起こさないページフォルトが発生した頻度
（1秒当たりの回数）。

NFS Client Total Bad Ops NFSクライアントで失敗した処理の合計。

NFS Server Total Bad Ops NFSサーバで処理が失敗した回数。

Physical I/O Ops 物理 I/O処理が発生した回数。
Avg Service Time - Top 10 Devicesレポートを表示するには，
このフィールドをクリックする。
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System Overview（システム稼働状況を示すリアルタイムレポート）
ドリルダウンレポート（レポートレベル）

ドリルダウンレポート（フィールドレベル）

Record Time レコードが作成された時刻（グリニッジ標準時）。

Run Queue キュー内で待っているプロセス数。

Swapped-In Pages スワップイン処理によって取り込まれたページ数。

Swapped-Out Pages スワップアウト処理によって取り出されたページ数。

Total Page Scans ページスキャンによって調べられたページ数。

Total Pkts In 受信した IPv4 TCPパケット数，IPv4 UDPパケット数，IPv4 
ICMPパケット数の合計値。08-50以降では，IPv4または
IPv6の対応するパケット数の合計が表示される。
Network Interface Summaryレポートを表示するには，この
フィールドをクリックする。

User CPU % ユーザーモードで動作した時間の割合（%）。
プロセッサ（AIX 5L V5.3以降ではMicro-Partitioning機能で
論理的に分割されたあとのプロセッサも含む）ごとの割合の平
均値でもある。

Wait % I/O待ちの状態だった時間の割合（%）。
プロセッサ（AIX 5L V5.3以降ではMicro-Partitioning機能で
論理的に分割されたあとのプロセッサも含む）ごとの割合の平
均値でもある。

レポート名 説明

Space Usage - Top 10 Local 
File Systems

使用率が高いローカルファイルシステムの上位 10個について
のリアルタイム情報を表示する。

Space Usage - Top 10 Remote 
File Systems

使用率が高いリモートファイルシステムの上位 10個について
のリアルタイム情報を表示する。

レポート名 説明

Avg Service Time - Top 10 
Devices

平均動作時間が長い上位 10個のデバイスについてのリアルタ
イム情報を表示する。
このレポートを表示するには，Physical I/O Opsフィールドを
クリックする。

CPU Usage - Top 10 Processes CPU使用率上位 10個のプロセスについてのリアルタイム情報
を表示する。
このレポートを表示するには，CPU %フィールドをクリック
する。

I/O Activity - Top 10 Processes I/O処理数上位 10個のプロセスについてのリアルタイム情報
を表示する。
このレポートを表示するには，Logical I/O Opsフィールドを
クリックする。
HP-UX，AIX，Linuxの場合は，使用できません。

フィールド名 説明
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System Overview（システム稼働状況を示すリアルタイムレポート）
Major Page Faults - Top 10 
Processes

物理的な I/Oを引き起こすページフォルト数上位 10個のプロ
セスについてのリアルタイム情報を表示する。
このレポートを表示するには，Major Faults/secフィールドを
クリックする。

Network Interface Summary ネットワーク使用状況についての情報を表示する。
このレポートを表示するには，Total Pkts Inフィールドをク
リックする。

NFS Client Detail 予約レポートのため使用できない。

NFS Server Detail 予約レポートのため使用できない。

レポート名 説明
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System Overview（システム稼働状況を示す履歴レポート）
System Overview（システム稼働状況を示す履
歴レポート）

概要

System Overviewレポートは，最近 1時間のシステムの稼働状況についての履歴情報を
分単位で表示します。表示形式は表と折れ線グラフです。

格納先

Reports/UNIX/Troubleshooting/Recent Past/

レコード

System Summary Overview（PI）

フィールド

フィールド名 説明

Block Reads ブロック読み取り処理が発生した回数。
I/O Overviewレポートを表示するには，このフィールドをク
リックする。

CPU % CPU使用率（%）。
プロセッサ（AIX 5L V5.3以降ではMicro-Partitioning機能で
論理的に分割されたあとのプロセッサも含む）ごとの割合の平
均値でもある。
CPU Usage Summaryレポートを表示するには，このフィー
ルドをクリックする。

Major Faults 物理的な I/Oを引き起こすページフォルトの回数。
Memory Pagingレポートを表示するには，このフィールドを
クリックする。

NFS Client Total Bad Ops NFSクライアントで失敗した処理の合計。
NFS Activity Overviewレポートを表示するには，このフィー
ルドをクリックする。

Swapped-In Pages/sec スワップイン処理によってページが取り込まれた頻度（1秒当
たりのページ数）。
AIXの場合は，スワップイン処理によってページング領域だけ
のページが取り込まれた頻度（1秒当たりのページ数）。

Swapped-Out Pages/sec スワップアウト処理によってページが取り出された頻度（1秒
当たりのページ数）。
AIXの場合は，スワップアウト処理によってページング領域だ
けのページが取り出された頻度（1秒当たりのページ数）。
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System Overview（システム稼働状況を示す履歴レポート）
ドリルダウンレポート（フィールドレベル）

Total Pkts In 受信した IPv4 TCPパケット数，IPv4 UDPパケット数，IPv4 
ICMPパケット数の合計値。08-50以降では，IPv4または
IPv6の対応するパケット数の合計が表示される。
Network Overviewレポートを表示するには，このフィールド
をクリックする。

Wait % I/O待ちの状態だった時間の割合（%）。
プロセッサ（AIX 5L V5.3以降ではMicro-Partitioning機能で
論理的に分割されたあとのプロセッサも含む）ごとの割合の平
均値でもある。

レポート名 説明

CPU Usage Summary 最近 1時間の CPU使用率についての履歴情報（分単位）を表
示する。
このレポートを表示するには，CPU %のフィールドをクリッ
クする。

I/O Overview 最近 1時間の I/O回数についての履歴情報（分単位）を表示
する。
このレポートを表示するには，Block Readsのフィールドをク
リックする。
Linuxの場合は，使用できません。

Memory Paging 最近 1時間のメモリー使用状況についての履歴情報（分単位）
を表示する。
このレポートを表示するには，Major Faultsのフィールドを
クリックする。
Linuxの場合は，使用できません。

Network Overview 最近 1時間のネットワーク使用状況についての履歴情報（分
単位）を表示する。
このレポートを表示するには，Total Pkts Inのフィールドを
クリックする。

NFS Activity Overview 最近 1時間の NFSクライアントと NFSサーバの稼働状況に
ついての履歴情報（分単位）を表示する。
このレポートを表示するには，NFS Client Total Bad Opsの
フィールドをクリックする。
Linuxの場合は，使用できません。

フィールド名 説明
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System Utilization Status
System Utilization Status

概要

System Utilization Statusレポートは，システムの稼働状況についてのリアルタイム情
報を表示します。表示形式は一覧と折れ線グラフです。

格納先

Reports/UNIX/Status Reporting/Real-Time/

レコード

System Summary Overview（PI）

フィールド

フィールド名 説明

15-Minute Run Queue Avg 過去 15分間に実行キュー内で待っていたスレッド数の平均。
この値には，HP-UX，Solaris，AIXでは，I/O待ちのスレッ
ド数が含まれない。Linuxでは，I/O待ちのスレッド数が含ま
れる。

Boot Time 最後のブート時刻。

CPU % CPU使用率（%）。
プロセッサ（AIX 5L V5.3以降ではMicro-Partitioning機能で
論理的に分割されたあとのプロセッサも含む）ごとの割合の平
均値でもある。

Free Swap % 使用していないスワップ領域サイズ（メガバイト単位）の割合
（%）。

NFS Client Total Bad Ops NFSクライアントで失敗した処理の合計。

NFS Server Total Bad Ops NFSサーバで処理が失敗した回数。

Page Scans/sec ページスキャンが発生した頻度（1秒当たりの回数）。

Record Time レコードが作成された時刻（グリニッジ標準時）。

Total Pkts In 受信した IPv4 TCPパケット数，IPv4 UDPパケット数，IPv4 
ICMPパケット数の合計値。08-50以降では，IPv4または
IPv6の対応するパケット数の合計が表示される。
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Workload Status
Workload Status

概要

Workload Statusレポートは，システム負荷についてのリアルタイム情報を表示します。
表示形式は一覧と折れ線グラフです。

格納先

Reports/UNIX/Status Reporting/Real-Time/

レコード

System Summary Overview（PI）

フィールド

フィールド名 説明

5-Minute Run Queue Avg 過去 5分間に実行キュー内で待っていたスレッド数の平均。
この値には，HP-UX，Solaris，AIXでは，I/O待ちのスレッ
ド数が含まれない。Linuxでは，I/O待ちのスレッド数が含ま
れる。

CPU % CPU使用率（%）。
プロセッサ（AIX 5L V5.3以降ではMicro-Partitioning機能で
論理的に分割されたあとのプロセッサも含む）ごとの割合の平
均値でもある。

Context Switches/sec コンテキストスイッチが実行された頻度（1秒当たりの回数）。

NFS Client Total Bad Ops NFSクライアントで失敗した処理の合計。

NFS Server Total Bad Ops NFSサーバで処理が失敗した回数。

Processes システム内のプロセス数。

Record Time レコードが作成された時刻（グリニッジ標準時）。

System Calls/sec システムコールが発行された頻度（1秒当たりの回数）。

Users 実ユーザー数。
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Workload Status (Multi-Agent)
Workload Status (Multi-Agent)

概要

Workload Status (Multi-Agent)レポートは，最近 24時間の複数ホストのシステム負荷
についての履歴情報を時単位で表示します。表示形式は表と折れ線グラフです。

格納先

Reports/UNIX/Status Reporting/Daily Trend/

レコード

System Summary Overview（PI）

フィールド

注※
Storeデータベースに記録されるときだけ追加されるフィールドです。Storeデータ
ベースに記録されるときだけ追加されるフィールドの詳細については，「6.　レコー
ド」を参照してください。

フィールド名 説明

1-Minute Run Queue Avg 過去 1分間に実行キュー内で待っていたスレッド数の平均。
この値には，HP-UX，Solaris，AIXでは，I/O待ちのスレッ
ド数が含まれない。Linuxでは，I/O待ちのスレッド数が含ま
れる。

Agent Instance※ PFM - Agent for Platformが動作しているホスト名。

CPU % CPU使用率（%）。
プロセッサ（AIX 5L V5.3以降ではMicro-Partitioning機能で
論理的に分割されたあとのプロセッサも含む）ごとの割合の平
均値でもある。

Context Switches/sec コンテキストスイッチが実行された頻度（1秒当たりの回数）。

Free Swap % 使用していないスワップ領域サイズ（メガバイト単位）の割合
（%）。

Page Scans/sec ページスキャンが発生した頻度（1秒当たりの回数）。

Processes システム内のプロセス数。

System Calls/sec システムコールが発行された頻度（1秒当たりの回数）。

Users 実ユーザー数。
211





6　 レコード
この章では，PFM - Agent for Platformのレコードについて説
明します。各レコードのパフォーマンスデータの収集方法につ
いては，マニュアル「JP1/Performance Management システ
ム構築・運用ガイド」の，Performance Managementの機能，
または稼働監視データの管理について説明している章を参照し
てください。

データモデルについて

レコードの記載形式

ODBCキーフィールド一覧

要約ルール

データ型一覧

フィールドの値

Storeデータベースに記録されるときだけ追加されるフィールド

Storeデータベースに格納されているデータをエクスポートすると出力され
るフィールド

レコードの注意事項

レコード一覧
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データモデルについて
データモデルについて

各 PFM - Agentが持つレコードおよびフィールドの総称を「データモデル」と呼びま
す。各 PFM - Agentと，その PFM - Agentが持つデータモデルには，それぞれ固有の
バージョン番号が与えられています。PFM - Agent for Platformのデータモデルのバー
ジョンについては，「付録 I　バージョン互換」を参照してください。

各 PFM - Agentのデータモデルのバージョンは，PFM - Web Consoleの［エージェント
階層］画面でエージェントのプロパティを表示して確認してください。

データモデルについては，マニュアル「JP1/Performance Management システム構築・
運用ガイド」の，Performance Managementの機能について説明している章を参照して
ください。
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レコードの記載形式
レコードの記載形式

この章では，PFM - Agent for Platformのレコードをアルファベット順に記載していま
す。各レコードの説明は，次の項目から構成されています。

機能

各レコードに格納されるパフォーマンスデータの概要および注意事項について説明しま
す。

デフォルト値および変更できる値

各レコードに設定されているパフォーマンスデータの収集条件のデフォルト値および
ユーザーが変更できる値を表で示します。「デフォルト値および変更できる値」に記載し
ている項目とその意味を次の表に示します。この表で示す各項目については，マニュア
ル「JP1/Performance Management システム構築・運用ガイド」の，稼働監視データの
管理について説明している章を参照してください。

注※ 1
指定できる値は，0～ 32,767秒（Collection Intervalで指定した値の範囲内）です。
これは，複数のデータを収集する場合に，一度にデータの収集処理が実行されると
負荷が集中するので，収集処理の負荷を分散するために使用します。なお，データ
収集の記録時間は，Collection Offsetの値に関係なく，Collection Intervalと同様の
時間となります。

項目 意味 変更可否

Collection Interval パフォーマンスデータの収集間隔（秒単位）。 ○：変更できる

Collection Offset※ 1 パフォーマンスデータの収集を開始するオフセット
値（秒単位）。オフセット値については，マニュア
ル「JP1/Performance Management システム構築・
運用ガイド」の，稼働監視データの管理について説
明している章を参照のこと。

×：変更できな
い

Log 収集したパフォーマンスデータを Storeデータベー
スに記録するかどうか。
Yes：記録する。ただし，「Collection Interval=0」
の場合，記録しない。
No：記録しない。

LOGIF 収集したパフォーマンスデータを Storeデータベー
スに記録するかどうかの条件。

Sync Collection With
※ 2

レコードのプロパティの［Description］の値に表示
されているレコードと同期を取ってパフォーマンス
データを収集するかどうか。詳細は，マニュアル
「JP1/Performance Management システム構築・運
用ガイド」の，稼働監視データの管理について説明
している章を参照のこと。
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Collection Offsetの値を変更する場合は，収集処理の負荷を考慮した上で値を指定
してください。

注※ 2
Sync Collection Withの表示がある場合，Collection Intervalと Collection Offsetは
表示されません。

ODBCキーフィールド

PFM - Managerまたは PFM - Baseで，SQLを使用して Storeデータベースに格納され
ているレコードのデータを利用する場合に必要な ODBCキーフィールドを示します。
ODBCキーフィールドには，各レコード共通のものと各レコード固有のものとがありま
す。ここで示すのは，各レコード固有の ODBCキーフィールドです。複数インスタンス
レコードだけが，固有の ODBCキーフィールドを持っています。

各レコード共通の ODBCキーフィールドについては，この章の「ODBCキーフィールド
一覧」を参照してください。ODBCキーフィールドの使用方法については，マニュアル
「JP1/Performance Management システム構築・運用ガイド」の，ODBC準拠のアプリ
ケーションプログラムと連携した稼働分析について説明している章を参照してください。

ライフタイム

各レコードに収集されるパフォーマンスデータの一貫性が保証される期間を示します。
ライフタイムについては，マニュアル「JP1/Performance Management システム構築・
運用ガイド」の，Performance Managementの機能について説明している章を参照して
ください。

レコードサイズ

1回の収集で各レコードに格納されるパフォーマンスデータの容量を示します。

フィールド

各レコードのフィールドについて表で説明します。表の各項目について次に説明します。

● PFM - View名（PFM - Manager名）
• PFM - View名

PFM - Web Consoleで表示されるフィールド名（PFM - View名）を示します。
• PFM - Manager名

PFM - Managerで，SQLを使用して Storeデータベースに格納されているフィー
ルドのデータを利用する場合，SQL文で記述するフィールド名（PFM - Manager
名）を示します。
SQL文では，先頭に各レコードのレコード IDを付加した形式で記述します。例え
ば，Process Detail（PD）レコードの Flags（FLAGS）フィールドの場合，
「PD_FLAGS」と記述します。
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●説明
各フィールドに格納されるパフォーマンスデータについて説明します。

●要約
Agent Storeがデータを要約するときの方法（要約ルール）を示します。要約ルール
の詳細については，この章の「要約ルール」を参照してください。

●形式
char型や float型など，各フィールドの値のデータ型を示します。データ型について
は，この章の「データ型一覧」を参照してください。

●デルタ
累積値として収集するデータに対し，変化量でデータを表すことを「デルタ」と呼び
ます。デルタについては，この章の「フィールドの値」を参照してください。

●サポート対象外
各フィールドで，サポート対象外のプラットフォームまたはサポート対象外のプラッ
トフォームのバージョンを示します。
•「－」は，PFM - Agent for Platformでサポートされているすべてのプラットフォー
ムで使用できることを示します。

●データソース
該当するフィールドの値の計算方法または取得先を示します。フィールドの値につい
ては，この章の「フィールドの値」を参照してください。
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ODBCキーフィールド一覧

ODBCキーフィールドには，各レコード共通のものと各レコード固有のものとがありま
す。ここで示すのは，各レコード共通の ODBCキーフィールドです。PFM - Manager
または PFM - Baseで，SQLを使用して Storeデータベースに格納されているレコード
のデータを利用する場合，ODBCキーフィールドが必要です。

各レコード共通の ODBCキーフィールド一覧を次の表に示します。各レコード固有の
ODBCキーフィールドについては，各レコードの説明を参照してください。

表 6-1　ODBCキーフィールド一覧

ODBCキーフィールド ODBCフォーマット データ 説明

レコード ID_DATE SQL_INTEGER 内部 レコードが生成された日付を表
すレコードのキー。

レコード ID_DATETIME SQL_INTEGER 内部 レコード ID_DATEフィールド
とレコード ID_TIMEフィール
ドの組み合わせ。

レコード ID_DEVICEID SQL_VARCHAR 内部 PFM - Agentが動作しているホ
スト名。

レコード
ID_DRAWER_TYPE

SQL_VARCHAR 内部 区分。有効な値を次に示す。
m：分
H：時
D：日
W：週
M：月
Y：年

レコード ID_PROD_INST SQL_VARCHAR 内部 PFM - Agentのインスタンス
名。

レコード ID_PRODID SQL_VARCHAR 内部 PFM - Agentのプロダクト ID。

レコード
ID_RECORD_TYPE

SQL_VARCHAR 内部 レコードタイプを表す識別子
（4バイト）。

レコード ID_TIME SQL_INTEGER 内部 レコードが生成された時刻（グ
リニッジ標準時）。
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要約ルール

PIレコードタイプのレコードでは，Collection Intervalに設定された間隔で収集される
データと，あらかじめ定義されたルールに基づき一定の期間（分，時，日，週，月，ま
たは年単位）ごとに要約されたデータが，Storeデータベースに格納されます。要約の種
類はフィールドごとに定義されています。この定義を「要約ルール」と呼びます。

要約ルールによっては，要約期間中の中間データを保持する必要のあるものがあります。
この場合，中間データを保持するためのフィールドが Storeデータベース内のレコード
に追加されます。このフィールドを「追加フィールド」と呼びます。追加フィールドの
一部は，PFM - Web Consoleでレコードのフィールドとして表示されます。PFM - Web 
Consoleに表示される追加フィールドは，履歴レポートに表示するフィールドとして使
用できます。

なお，要約によって追加される「追加フィールド」と区別するために，ここでは，この
章の各レコードの説明に記載されているフィールドを「固有フィールド」と呼びます。

追加フィールドのフィールド名は次のようになります。

• Storeデータベースに格納される追加フィールド名
固有フィールドの PFM - Manager名にサフィックスが付加されたフィールド名にな
ります。

• PFM - Web Consoleで表示される追加フィールド名
固有フィールドの PFM - View名にサフィックスが付加されたフィールド名になりま
す。

PFM - Manager名に付加されるサフィックスと，それに対応する PFM - View名に付加
されるサフィックス，およびフィールドに格納されるデータを次の表に示します。

表 6-2　追加フィールドのサフィックス一覧

（凡例）
－：追加フィールドがないことを示します。

要約ルールの一覧を次の表に示します。

PFM - Manager
名

PFM - View
名

格納データ

_TOTAL (Total) 要約期間内のレコードのフィールドの値の総和

_TOTAL_SEC (Total) 要約期間内のレコードのフィールドの値の総和（utime型の場合）

_COUNT － 要約期間内の収集レコード数

_HI (Max) 要約期間内のレコードのフィールド値の最大値

_LO (Min) 要約期間内のレコードのフィールド値の最小値
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表 6-3　要約ルール一覧

注※ 1
PFM - Manager名に「_AVG」が含まれる utime型のフィールドは，PFM - Web 
Consoleに追加される「(Total)」フィールドを履歴レポートで利用できません。

注※ 2
PFM - Manager名に次の文字列が含まれるフィールドは，PFM - Web Consoleに追
加される（Total）フィールドを履歴レポートで利用できません。
「_PER_」，「PCT」，「PERCENT」，「_AVG」，「_RATE_TOTAL」

要約
ルール名

要約ルール

COPY 要約期間内の最新のレコードのフィールド値がそのまま格納される。

AVG 要約期間内のフィールド値の平均値が格納される。
次に計算式を示す。
(フィールド値の総和)/(収集レコード数)

追加フィールド（Storeデータベース）
• _TOTAL
• _TOTAL_SEC（utime型の場合）
• _COUNT

追加フィールド（PFM - Web Console）※ 1※ 2

• (Total)

% 要約期間内のフィールド値の平均値が格納される。
主に百分率のフィールドに適用される。
次に計算式を示す。
(フィールド値の総和)/(収集レコード数)

追加フィールド（Storeデータベース）
• _TOTAL
• _TOTAL_SEC（utime型の場合）
• _COUNT

R 要約期間内のフィールド値の平均値が格納される。
主に 1秒当たりの量を表すフィールドに適用される。
次に計算式を示す。
(フィールド値の総和)/(収集レコード数)

Real-Timeレポートの delta指定時は差分を Intervalで割る特殊な計算方法を採用する。
追加フィールド（Storeデータベース）
• _TOTAL
• _TOTAL_SEC（utime型の場合）
• _COUNT

追加フィールド（PFM - Web Console）※ 1※ 2

• (Total)

－ 要約されないことを示す。
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データ型一覧

各フィールドの値のデータ型と，対応する Cおよび C++のデータ型の一覧を次の表に示
します。この表で示す「データ型」の「フィールド」の値は，各レコードのフィールド
の表にある「形式」の列に示されています。

表 6-4　データ型一覧

データ型

フィールド Cおよび C++ バイト 説明

char(n) char( ) ( )内の数 nバイトの長さを持つ文字データ。

double double 8 数値（1.7E± 308（15桁））。

float float 4 数値（3.4E± 38（7桁））。

long long 4 数値（-2,147,483,648～ 2,147,483,647）。

short short 2 数値（-32,768～ 32,767）。

string(n) char[ ] ( )内の数 nバイトの長さを持つ文字列。最後の文字は，
「null」。

time_t unsigned long 4 数値（0～ 4,294,967,295）。

timeval 構造体 8 数値（最初の 4バイトは秒，次の 4バイトはマイ
クロ秒を表す）。

ulong unsigned long 4 数値（0～ 4,294,967,295）。

utime 構造体 8 数値（最初の 4バイトは秒，次の 4バイトはマイ
クロ秒を表す）。

word unsigned short 2 数値（0～ 65,535）。

（該当なし） unsigned char 1 数値（0～ 255）。
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フィールドの値

ここでは，各フィールドに格納される値について説明します。

データソース

各フィールドには，Performance Managementや監視対象プログラムから取得した値
や，これらの値をある計算式に基づいて計算した値が格納されます。各フィールドの値
の取得先または計算方法は，フィールドの表の「データソース」列で示します。

PFM - Agent for Platformの「データソース」列の文字列は，UNIXから取得したパ
フォーマンスデータを加工してフィールドの値を設定している場合，そのフィールドに
設定される値の計算方法を示します。例えば，Device Detail（PI_DEVD）レコードの
Avg Wait Time（AVG_WAIT_TIME）フィールドの値には，Total Wait Time 
（TOTAL_WAIT_TIME）フィールドの値を Total I/O Ops（TOTAL_OPS）フィールドの
値で割った値が格納されます。

「－」は，パフォーマンスデータを加工してフィールドの値を設定していないことを表し
ます。

デルタ

変化量でデータを表すことを「デルタ」と呼びます。例えば，1回目に収集されたパ
フォーマンスデータが「3」，2回目に収集されたパフォーマンスデータが「4」とする
と，変化量として「1」が格納されます。各フィールドの値がデルタ値かどうかは，
フィールドの表の「デルタ」列で示します。

PFM - Agent for Platformで収集されるパフォーマンスデータは，次の表のように異な
ります。

リアルタイムレポートで［デルタ値で表示］がチェックされている※場合，履歴レポート
の場合，およびアラームの場合

レコードタ
イプ

デルタ データ
ソース

データソース欄に
デルタ =Yesのフィール

ドがあるか

表示される値またはアラーム監視
で評価される値

PIレコード
タイプ

Yes なし － 変化量

あり なし 収集時点の値を基に計算した結果
の変化量

あり 変化量を基に計算した結果

No なし － 収集時点の値

あり なし 収集時点の値を基に計算した結果

あり 変化量を基に計算した結果
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（凡例）
－：該当しない

注※
次に示す PFM - Web Consoleの項目がチェックされているかどうかを示します。
• レポートウィザードの［編集 > 表示設定（リアルタイムレポート）］画面の［デル
タ値で表示］

• レポートウィンドウの［Properties］タブの［表示設定（リアルタイムレポート）］
の［デルタ値で表示］

リアルタイムレポートで［デルタ値で表示］がチェックされていない※場合

PDレコー
ドタイプ

Yes なし － 変化量
Process Detail（PD）レコードの
履歴レポート・アラームでは，累
積値

あり なし －

あり 変化量を基に計算した結果
Process Detail（PD）レコードの
履歴レポート・アラームでは，累
積値を基に計算した結果

No なし － 収集時点の値

あり なし 収集時点の値を基に計算した結果

あり 変化量を基に計算した結果
Process Detail（PD）レコードで
は，累積値を基に計算した結果

PLレコー
ドタイプ

No なし － 収集間隔ごとの差分情報

レコードタ
イプ

デルタ データ
ソース

データソース欄に
デルタ =Yesのフィール

ドがあるか

表示される値

PIレコード
タイプ

Yes なし － 累積値

あり なし 収集時点の値を基に計算した結果

あり 累積値を基に計算した結果

No なし － 収集時点の値

あり なし 収集時点の値を基に計算した結果

あり 累積値を基に計算した結果

PDレコー
ドタイプ

Yes なし － 累積値

レコードタ
イプ

デルタ データ
ソース

データソース欄に
デルタ =Yesのフィール

ドがあるか

表示される値またはアラーム監視
で評価される値
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（凡例）
－：該当しない

注※
次に示す PFM - Web Consoleのダイアログボックスの項目でチェックされているか
どうかを示します。
• レポートウィザードの［編集 > 表示設定（リアルタイムレポート）］画面の［デル
タ値で表示］

• レポートウィンドウの［Properties］タブの［表示設定（リアルタイムレポート）］
の［デルタ値で表示］

（例）
CPU - Per Processor Detail（PI_CPUP）レコードの Idle %フィールドの場合，レ
コードタイプは PIレコードタイプで，デルタ =Noのフィールドですが，データ
ソースに示されるフィールドにデルタ =Yesのフィールドを持ちます。このため，リ
アルタイムレポートで［デルタ値で表示］がチェックされている場合，履歴レポー
トの場合，およびアラームの場合は，変化量を基に計算した結果が表示されます。

 

パフォーマンスデータが収集される際の注意事項を次に示します。

• PIレコードタイプのレコードが保存されるためには，2回以上パフォーマンスデータ
が収集されている必要があります。
PIレコードタイプのレコードには，PFM - Web Consoleで設定した収集間隔ごとにパ
フォーマンスデータが収集されます。しかし，パフォーマンスデータの Storeデータ
ベースへの格納は，PFM - Web Consoleでパフォーマンスデータの収集の設定をした
時点では実行されません。

• PIレコードタイプのレコードの履歴データには，前回の収集データとの差分を必要と
するデータ（デルタ値など）が含まれているため，2回分のデータが必要になります。
このため，履歴データが Storeデータベースに格納されるまでには，設定した時間の
最大 2倍の時間が掛かります。
例えば，PFM - Web Consoleでパフォーマンスデータの収集間隔を，18:32に 300秒

あり なし －

あり 累積値を基に計算した結果

No なし － 収集時点の値

あり なし 収集時点の値を基に計算した結果

あり 累積値を基に計算した結果

PLレコー
ドタイプ

No なし － サービス起動時からの累積情報

レコードタ
イプ

デルタ データ
ソース

データソース欄に
デルタ =Yesのフィール

ドがあるか

表示される値
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（5分）で設定した場合，最初のデータ収集は 18:35に開始されます。次のデータ収集
は 18:40に開始されます。その後，18:35と 18:40に収集されたデータを基に履歴の
データが作成され，18:40に履歴データとして Storeデータベースに格納されます。

• リアルタイムレポートの設定で，［デルタ値で表示］がチェックされている場合，最初
にデータが収集されたときから値が表示されます。ただし，前回のデータを必要とす
るレポートの場合，初回の値は「0」で表示されます。2回目以降のデータ収集では，
収集データの値が表示されます。

各フィールドの平均および割合

各フィールドの平均や割合の値については，Interval時間によって秒単位の値として求
められるものと，データの収集間隔によって求められるものとがあります。特に断り書
きがない場合，データの収集間隔によって求められる値となります（Intervalが 60秒間
隔の場合，1分単位のデータとなります）。

Intervalフィールドの値

Intervalフィールドの値は，レコードタイプによって異なります。Intervalフィールド
の値を次の表に示します。

表 6-5　Intervalフィールドの値

レコードタイプ 説明

PIレコードタイプ • リアルタイムレポートの場合
レポートの「デルタ値で表示」のチェックがある場合，最初の値は「0」。以降
はレポートに設定されている「更新間隔」と同じ。次の計算式で算出される。
Intervalフィールドの値 = Record Timeフィールドの値 - 前回取得時の Record 
Timeフィールドの値
レポートの「デルタ値で表示」のチェックがない場合，現在時刻からシステム
起動時刻を引いた値。次の計算式で算出される。
Intervalフィールドの値 = Record Timeフィールドの値 - システム起動時刻

• 履歴レポートの場合
Collection Intervalの値と同じ。次の計算式で算出される。
Intervalフィールドの値 = Record Timeフィールドの値 - 前回取得時の Record 
Timeフィールドの値

PDレコードタイ
プ

常に「0」。

PLレコードタイ
プ

常に「0」。
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Storeデータベースに記録されるときだけ追加されるフィールド
Storeデータベースに記録されるときだけ追加
されるフィールド

Storeデータベースに記録されるときだけ追加されるフィールドを次の表に示します。

注※ 1
「－」は，UNIXから取得したパフォーマンスデータを加工してフィールドの値を設
定していないことを意味します。

注※ 2
PIレコードタイプのレコードでは，データが要約されるため，要約される際の基準
となる時刻が設定されます。レコード区分ごとの設定値を次の表に示します。

PFM - View名
（PFM - Manager

名）

説明 形式 デル
タ

サポート
バージョ
ン

データ
ソース

Agent Host
（DEVICEID）

PFM - Agentが動作しているホスト
名。

string(
256)

No すべて －※ 1

Agent Instance
（PROD_INST）

PFM - Agentが動作しているホスト
名。

string(
256)

No すべて －※ 1

Agent Type
（PRODID）

PFM - Agentのプロダクト ID。1バ
イトの識別子で表される。

char No すべて －※ 1

Date
（DATE）

レコードが作成された日。グリニッジ
標準時。※ 2 ※ 4

char(3) No すべて －※ 1

Date and Time
（DATETIME）

Date（DATE）フィールドと Time
（TIME）フィールドの組み合わせ。※

4

char(6) No すべて －※ 1

Drawer Type
（DRAWER_TY
PE）

PIレコードタイプのレコードの場合，
データが要約される区分。PFM - Web 
Consoleのレポートで表示する場合と
ODBCドライバを使用して表示する
場合とで，区分の表示が異なる。※ 3

char No すべて －※ 1

GMT Offset
（GMT_ADJUS
T）

グリニッジ標準時とローカル時間の
差。秒単位。

long No すべて －※ 1

Time
（TIME）

レコードが作成された時刻。グリニッ
ジ標準時。※ 2

char(3) No すべて －※ 1

区分 レコード区分ごとの設定値

分 レコードが作成された時刻の 0秒

時 レコードが作成された時刻の 0分 0秒

日 レコードが作成された日の 0時 0分 0秒
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注※ 3
PFM - Web Consoleのレポートで表示する場合と ODBCドライバを使用して表示す
る場合の違いを次の表に示します。

注※ 4
レポートや ODBCドライバによるデータ表示を行った場合，Dateフィールドは
YYYYMMDD形式で，Date and Timeフィールドは YYYYMMDD hh:mm:ss形式
で，Timeフィールドは hh:mm:ss形式で表示されます。

週 レコードが作成された週の月曜日の 0時 0分 0秒

月 レコードが作成された月の 1日の 0時 0分 0秒

年 レコードが作成された年の 1月 1日の 0時 0分 0秒

区分 PFM - Web Console ODBCドライバ

分 Minute m

時 Hour H

日 Day D

週 Week W

月 Month M

年 Year Y

区分 レコード区分ごとの設定値
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Storeデータベースに格納されているデータを
エクスポートすると出力されるフィールド

jpcctrl dumpコマンドで，Storeデータベースに格納されているデータをエクスポー
トすると，次に示すフィールドが出力されます。これらのフィールドも，Storeデータ
ベースに記録されるとき追加されるフィールドですが，PFM - Web Consoleでは表示さ
れないため，レポートに表示するフィールドとして使用できません。これらのフィール
ドは，PFM - Agentが内部で使用するフィールドなので，運用では使用しないでくださ
い。

• レコード ID_DATE_F
• レコード ID_DEVICEID_F
• レコード ID_DRAWER_TYPE_F
• レコード ID_DRAWER_COUNT
• レコード ID_DRAWER_COUNT_F
• レコード ID_INST_SEQ
• レコード ID_PRODID_F
• レコード ID_PROD_INST_F
• レコード ID_RECORD_TYPE
• レコード ID_RECORD_TYPE_F
• レコード ID_SEVERITY
• レコード ID_SEVERITY_F
• レコード ID_TIME_F
• レコード ID_UOWID
• レコード ID_UOWID_F
• レコード ID_UOW_INST
• レコード ID_UOW_INST_F
• レコード ID_PFM - Manager名 _SEC
• レコード ID_PFM - Manager名 _MSEC
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レコードの注意事項

レコードを収集する場合の注意事項を次に示します。

性能情報を収集する前の注意事項

● AIXでレコードを収集する場合
AIXでレコードを収集する場合は，OSのオプションパッケージのインストールが必
要です。
収集するレコードに必要な OSのオプションパッケージを次に示します。

表 6-6　AIXシステムでインストールが必要な OSのオプションパッケージ

（凡例）
○：AIXをインストールしたときにデフォルトでインストールされる
×：AIXをインストールしたときにデフォルトでインストールされない
－：該当しない

注※ 1
File ops through Desc & Stream causes problems（パッチ ID:bos.rte.libc 
5.2.0.13）をインストールしたあと，APAR「IY46086」に必要なファイルセット
がすべて適用されているかどうかを，次のコマンドで確認してください。
# instfix -ik IY46086

「フィックス・データベースの中に IY46086のためのデータがありません。」と

いうメッセージが出力された場合，さらに次の OSのオプションパッケージをイ
ンストールしてください。
・Base Profiling Support（パッチ ID:bos.adt.prof .2.0.13）または後継 Sのオプ
ションパッケージ

注※ 2

レコード名 OSのオプションパッケージ名 デフォ
ルト

AIX 5L V5.2の場合 AIX 5L V5.3の場合

Logged Messages
（PL_MESS）

File ops through Desc & 
Stream causes problems
（パッチ ID:bos.rte.libc 
5.2.0.13）※ 1

－ ×

System Summary 
Overview（PI）

－ • Performance Statistics 
Library（パッチ
ID:bos.perf.libperfstat 
5.3.0.0）※ 2

• Performance Statistics
（パッチ
ID:bos.perf.perfstat 
5.3.0.0）※ 2

○
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ファイルセット名です。

● Linuxでレコードを収集する場合
Linuxでレコードを収集する場合は，RPM（Red Hat Package Manager）パッケージ
のインストールが必要です。インストールされている RPMパッケージを次のコマン
ドで確認してください。
/bin/rpm -qa

収集するレコードに必要な RPMパッケージを次に示します。

表 6-7　Linuxシステムでインストールが必要な RPMパッケージ

（凡例）
○：Linuxをインストールしたときにデフォルトでインストールされる
－：該当しない

注※
Linux5.1以降では，RPMパッケージのインストールは必要ありません。

システムリソースを変更する場合の性能情報

AIX 5L V5.2以降の DLPAR機能，HP-UX 11iの vPars機能，または Solaris 9以降の
DR機能を使用してシステムリソースを変更する場合の注意事項を次に示します。

• PFM - Agent for Platformのサービスが起動中・停止中にかかわらず，システムリ
ソースを変更した場合，変更前のパフォーマンスデータとの連続性はありません。し
たがって，変更前と変更後のパフォーマンスデータを，別のパフォーマンスデータと
して扱う必要があります。

レコード名 RPMパッケージ名

Linuxの場合※ Linux(IPF)の場合※ デフォル
ト

CPU - Per Processor Detail
（PI_CPUP）

kernel-smp-2.6.9-5.EL － ○

Device Detail（PI_DEVD）
Device Summary（PI_DEVS）

MAKEDEV-3.15-2 MAKEDEV-3.15-2 ○

File System Detail - Local
（PD_FSL）
File System Detail - Remote
（PD_FSR）

filesystem-2.3.0-1 filesystem-2.3.0-1 ○

Network Interface Detail
（PI_NIND）
Network Interface Summary
（PI_NINS）

net-tools-1.60-37 net-tools-1.60-37 ○

System Summary Overview（PI） net-snmp-5.1.2-11 net-snmp-5.1.2-11 ○

User File System Storage
（PD_UFSS）

－ － ○
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必要に応じて，システムリソースを変更する前に，Storeデータベースをバックアッ
プし，その後，Storeデータベースをクリアしてから新しいパフォーマンスデータの
収集を開始するなどの対処をしてください。Storeデータベースのバックアップ方法
については，マニュアル「JP1/Performance Management システム構築・運用ガイ
ド」の，バックアップとリストアについて説明している章を参照してください。

• PFM - Agent for Platformのサービス起動中にシステムリソースを変更した場合，表
6-8に示すパフォーマンスデータが正しく収集できません。システムリソースを変更
する場合には，PFM - Agent for Platformのサービスを停止してから実施してくださ
い。変更後に，PFM - Agent for Platformのサービスを起動してください。サービス
の停止方法・起動方法については，マニュアル「JP1/Performance Management シス
テム構築・運用ガイド」の，Performance Managementの起動と停止について説明し
ている章を参照してください。
次の表に，PFM - Agent for Platformのサービス起動中にシステムリソースを変更し
た場合に，変更の影響を受けるシステムリソースの種類と変更後に正しくレポートを
表示するための対処方法を示します。

表 6-8　システムリソースの種類と変更後に正しくレポートを表示するための対処方法

対象レコード OSおよびシステム
リソースの変更機

能名

システムリソース
の種類

変更後の対処方法

CPU - Per 
Processor Detail
（PI_CPUP）※ 1

• AIX 5L V5.2以降
の DLPAR

• HP-UX 11iの
vPars

• Solaris 9以降の
DR

CPU • リアルタイムレポートの場合
レポートを再表示する。

 

• 履歴レポートの場合
表示期間にシステムリソースを
変更した日時を含めないように
指定する。Device Detail

（PI_DEVD）※ 1
Solaris 9以降の
DR

デバイス

Device Summary
（PI_DEVS）※ 1

Network Interface 
Detail（PI_NIND）
※ 1

LANボード

Network Interface 
Summary
（PI_NINS）※ 1

System Summary 
Overview（PI）※ 2

AIX 5L V5.2以降の
DLPAR

• CPU
• メモリー

HP-UX 11iの
vPars

CPU

Solaris 9以降の
DR

• CPU
• メモリー
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注※ 1
システムリソースの変更の影響を受けるフィールドは，次に示す以外のフィール
ドです。
・Interval（INTERVAL）
・Record Time（RECORD_TIME）
・Record Type（INPUT_RECORD_TYPE）
・Storeデータベースに記録されるときだけ追加されるフィールド

注※ 2
システムリソースの変更の影響を受けるフィールドを次の表に示します。

表 6-9　システムリソースの変更の影響を受けるフィールド

論理的に分割されたリソースの性能情報

AIX 5L V5.3以降でMicro-Partitioning機能を使用した場合，論理的に分割されたプロ
セッサごとにレコードが作成されます。このため，物理的には同一のリソースであって
も，ほかの論理リソースの性能情報が影響を受けることはありません。なお，PIレコー
ドタイプのシングルインスタンスレコードは，論理リソースを含めたすべてのリソース
の合計値が表示されます。

次の表に，Micro-Partitioning機能の影響を受けるレコードおよびフィールドを示しま

システムリソースの
種類

対象フィールド

CPU • Active CPUs（NUMBER_OF_ACTIVE_CPUS）
• CPU %（KERNELMODE_USERMODE_PERCENT）
• Context Switches（CONTEXT_SWITCHES）
• Context Switches/sec（CONTEXT_SWITCHES_PER_SECOND）
• Idle %（IDLE_TIME_PERCENT）
• Interrupts（INTERRUPTS）
• Interrupts/sec（INTERRUPTS_PER_SECOND）
• Kernel CPU %（KERNELMODE_PERCENT）
• System Calls（SYSTEM_CALLS）
• System Calls/sec（SYSTEM_CALLS_PER_SECOND）
• Total Kernel-Mode Time（TOTAL_KERNELMODE_TIME）
• Total Idle Time（TOTAL_IDLE_TIME）
• Total User-Mode Time（TOTAL_USERMODE_TIME）
• Total Wait Time（TOTAL_WAIT_TIME）
• Traps（TRAPS）
• Traps/sec（TRAPS_PER_SECOND）
• User CPU %（USERMODE_PERCENT）
• Wait %（WAIT_TIME_PERCENT）

メモリー • Alloc Mem %（ALLOCATED_MEMORY_PERCENT）
• Alloc Mem Mbytes（ALLOCATED_MEMORY_MBYTES）
• Free Mem %（FREE_MEMORY_PERCENT）
• Free Mem Mbytes（FREE_MEMORY_MBYTES）
• Total Physical Mem Mbytes（TOTAL_MEMORY_MBYTES）
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す。

表 6-10　Micro-Partitioning機能の影響を受けるレコードおよびフィールド

データを取得できない場合のレコード生成結果

フィールドに格納するデータを取得できない場合のレコード生成結果について説明しま
す。

レコードが生成されない
ODBCキーフィールドとして定義されたフィールドに格納するパフォーマンスデー
タを PFM - Agent for Platformが収集できない場合，レコードは生成されません。

終了したプロセスに関する情報

終了したプロセスに関する情報の収集機能は使用できません。このため，次に示す
フィールドのパフォーマンスデータは収集できません。

レコード名 フィールド名

CPU - Per Processor Detail（PI_CPUP） すべて

Process Detail（PD） CPU %（CPU_PERCENT_USED）

Process Detail Interval（PD_PDI）

Program Summary（PD_PGM）

System Summary Overview（PI） Active CPUs（NUMBER_OF_ACTIVE_CPUS）

CPU %（KERNELMODE_USERMODE_PERCENT）

Idle %（IDLE_TIME_PERCENT）

Kernel CPU %（KERNELMODE_PERCENT）

Total Idle Time（TOTAL_IDLE_TIME）

Total Kernel-Mode Time
（TOTAL_KERNELMODE_TIME）

Total User-Mode Time（TOTAL_USERMODE_TIME）

User CPU %（USERMODE_PERCENT）

Wait %（WAIT_TIME_PERCENT）

Terminal Summary（PD_TERM） CPU %（CPU_PERCENT_USED）

User Summary（PD_USER）

Workgroup Summary（PI_WGRP）

レコード名 フィールド名

Process Detail（PD） Accounting Flags（ACCOUNTING_FLAGS）

End Time（END_TIME）
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予約レコードについての注意事項

PFM - Agent for Platform 07-50以前のバージョンから PFM - Agent for Platform 08-00
以降にバージョンアップした場合，履歴の収集設定時に，PFM -Web Consoleのレポー
トウィザードの［新規レポート ＞フィールド］画面の［レコード］で，PFM - Agent for 
Platform 08-00以降では予約レコードになっているレコードが表示され，変更操作も可
能になります。この場合，PFM - Agent for Platform 08-00以降で予約レコードになって
いるレコードを収集対象に設定しても，レコードの収集は行われません。なお，初回の
収集時だけ，共通メッセージログに次のメッセージが出力されます。

KAVF10600-W　不正な収集イベントが発生しました（レコード ID, rc=保守情報）

参考
 

PFM - Agent for Platform 08-00以降を新規インストールした場合，予約レコードはプロ
パティ表示されません。

プロセス名をアラームの条件に設定する場合の注意事項

PD_APPレコードや PI_WGRPレコードなどでプロセス名をアラームの条件に設定する
場合，アラームの条件の判定対象になる文字列長は，PDレコードで収集できる範囲だけ
です。例えば，プロセス名が次の例のように PDレコードで収集できる範囲を超えてい
る場合，アラームの条件に「*xyz」と指定しても，PFM - Agent for Platformは「xyz」
の部分を保持していないため，期待する条件判定が行えません。「abc*」のように PDレ
コードで収集できる範囲でアラームの条件を設定してください。

例
abc...xyz(xyzの部分がPDレコードで収集できる範囲を超えている)

Exit Status（EXIT_STATUS）

Mem Charge（MEMORY_CHARGE）

Process Detail Interval（PD_PDI） Accounting Flags（ACCOUNTING_FLAGS）

End Time（END_TIME）

Exit Status（EXIT_STATUS）

レコード名 フィールド名
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レコード一覧

PFM - Agent for Platformで収集できるレコードおよびそのレコードに格納される情報
を，カテゴリー別に次の表に示します。

表 6-11　PFM - Agent for Platformのレコード一覧（カテゴリー別）

カテゴリー レコード名 レコード ID 格納される情報

システム
メモリー
プロセッサ
プロトコル
NFS

System Summary 
Overview

PI システム全体についての，ある一定の時間
を単位としたパフォーマンスデータ。

ディスク File System Detail - 
Local

PD_FSL ローカルファイルシステムの容量について
の，ある時点での状態を示すパフォーマン
スデータ。

File System Detail - 
Remote

PD_FSR リモートファイルシステム容量について
の，ある時点での状態を示すパフォーマン
スデータ。

Device Detail PI_DEVD ローカルディスクデバイスの使用状況につ
いての，ある一定の時間を単位としたパ
フォーマンスデータ。

Device Summary PI_DEVS Device Detail（PI_DEVD）レコードに格
納されるデータを，ある一定の時間を単位
として要約したパフォーマンスデータ。

ネットワーク Network Interface 
Detail

PI_NIND ネットワークインターフェースについて
の，ある一定の時間を単位としたパフォー
マンスデータ。

Network Interface 
Summary

PI_NINS Network Interface Detail（PI_NIND）レ
コードに格納されるデータを，ある一定の
時間を単位として要約したパフォーマンス
データ。
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プロセス Process Detail PD プロセスについての，ある時点での状態を
示すパフォーマンスデータ。

Process Detail 
Interval

PD_PDI プロセスについての，ある一定の時間を単
位としたパフォーマンスデータ。

Process Summary PD_PDS Process Detail（PD）レコードに格納され
るデータを，ある時点での状態で要約した
パフォーマンスデータ。

Program Summary PD_PGM Process Detail（PD）レコードに格納され
るデータを，プログラムを単位に，ある時
点での状態で要約したパフォーマンスデー
タ。

Terminal Summary PD_TERM Process Detail（PD）レコードに格納され
るデータを，端末を単位に，ある時点での
状態を要約したパフォーマンスデータ。

User Summary PD_USER Process Detail（PD）レコードに格納され
るデータを，ユーザーを単位に，ある時点
での状態で要約したパフォーマンスデー
タ。

Workgroup Summary PI_WGRP Process Detail（PD）レコードに格納され
るデータを，ワークグループを単位に，あ
る時点での状態で要約したパフォーマンス
データ。

プロセッサ CPU - Per Processor 
Detail

PI_CPUP プロセッサの使用状況についての，ある一
定の時間を単位としたパフォーマンスデー
タ。

メッセージ Logged Messages PL_MESS Messages Fileプロパティまたはイベント
ファイルで指定したログファイルに書き込
まれたメッセージ。
Linuxの場合は，使用できません。

ユーザーレコー
ド

Application 
Summary

PD_APP Process Detail（PD）に格納されるレコー
ドを，アプリケーションを単位に，ある時
点での状態で要約したパフォーマンスデー
タ。

User Data Detail PD_UPD ある時点での状態を示すユーザー独自のパ
フォーマンスデータ。

User Data Detail - 
Extended

PD_UPDB

User Data Interval PI_UPI ある一定の時間を単位としたユーザー独自
のパフォーマンスデータ。

User Data Interval - 
Extended

PI_UPIB

カテゴリー レコード名 レコード ID 格納される情報
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予約レコード IPC Summary PD_IPCS 予約レコードのため使用できません。

Message Queue 
Detail

PD_MSQD

NFS Client Detail PI_NCD

NFS Client Overview PI_NCO

NFS Server Detail PI_NSD

NFS Server Overview PI_NSO

Quotas PD_UFSQ

Semaphore Detail PD_SEMD

Shared Memory 
Detail

PD_SHMD

Tape Device 
Summary

PI_TAPS

User File System 
Storage

PD_UFSS

カテゴリー レコード名 レコード ID 格納される情報
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Application Summary（PD_APP）
Application Summary（PD_APP）

機能

Application Summary（PD_APP）レコードには，Process Detail（PD）に格納される
レコードを，アプリケーションを単位に，ある時点での状態で要約したパフォーマンス
データが格納されます。アプリケーションごとに 1件のレコードが格納されます。この
レコードは，複数インスタンスレコードです。

注意
アプリケーションの定義を変更するには，PFM - Web Consoleから設定を変更する
必要があります。

デフォルト値および変更できる値

ODBCキーフィールド

PD_APP_APPLICATION_NAME

ライフタイム

PFM - Web Consoleからアプリケーションの稼働監視の設定がされた時から，削除され
るまで。

レコードサイズ

●固定部：681バイト

●可変部：984バイト

フィールド

項目 デフォルト値 変更可否

Log No ○

LOGIF 空白 ○

Sync Collection With Detail Records, PD ×

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース

Application 
Name
（APPLICATI
ON_NAME）

Application monitoring 
settingに指定された名
前。

－ string
(64)

No － －
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Application Summary（PD_APP）
Application 
Status
（APPLICATI
ON_STATUS）

すべての Process Range
条件の結果。
NORMAL，
ABNORMALを表示す
る。Process01 Status～
Process15 Statusに空白
が表示されている場合，
空白は無視する。
NORMAL：Process01 
Status～ Process15 
Statusの結果がすべて
NORMAL。
ABNORMAL：
Process01 Status～
Process15 Statusの結果
のうちどれかが
ABNORMAL。
空白：未設定。

－ string
(10)

No － －

Application 
Exist
（APPLICATI
ON_EXIST）

すべての Process Range
条件の結果。
NORMAL，
ABNORMALを表示す
る。Process01 Status～
Process15 Statusに空白
が表示されている場合，
空白は無視する。
NORMAL：Process01 
Status～ Process15 
Statusの結果のうちど
れかが NORMAL。
ABNORMAL：
Process01 Status～
Process15 Statusの結果
がすべてが
ABNORMAL。
空白：未設定。

－ string
(10)

No － －

Interval
（INTERVAL）

Application Summary
（PD_APP）レコードが
格納されたインターバル
の秒数。常に「0」。

－ ulong No － －

Process01 
Count
（PROCESS01
_COUNT）

稼働中の該当プロセス
数。

－ word No － －

Process02 
Count
（PROCESS02
_COUNT）

稼働中の該当プロセス
数。

－ word No － －

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース
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Application Summary（PD_APP）
Process03 
Count
（PROCESS03
_COUNT）

稼働中の該当プロセス
数。

－ word No － －

Process04 
Count
（PROCESS04
_COUNT）

稼働中の該当プロセス
数。

－ word No － －

Process05 
Count
（PROCESS05
_COUNT）

稼働中の該当プロセス
数。

－ word No － －

Process06 
Count
（PROCESS06
_COUNT）

稼働中の該当プロセス
数。

－ word No － －

Process07 
Count
（PROCESS07
_COUNT）

稼働中の該当プロセス
数。

－ word No － －

Process08 
Count
（PROCESS08
_COUNT）

稼働中の該当プロセス
数。

－ word No － －

Process09 
Count
（PROCESS09
_COUNT）

稼働中の該当プロセス
数。

－ word No － －

Process10 
Count
（PROCESS10
_COUNT）

稼働中の該当プロセス
数。

－ word No － －

Process11 
Count
（PROCESS11
_COUNT）

稼働中の該当プロセス
数。

－ word No － －

Process12 
Count
（PROCESS12
_COUNT）

稼働中の該当プロセス
数。

－ word No － －

Process13 
Count
（PROCESS13
_COUNT）

稼働中の該当プロセス
数。

－ word No － －

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース
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Application Summary（PD_APP）
Process14 
Count
（PROCESS14
_COUNT）

稼働中の該当プロセス
数。

－ word No － －

Process15 
Count
（PROCESS15
_COUNT）

稼働中の該当プロセス
数。

－ word No － －

Process01 
Range
（PROCESS01
_RANGE）

各プロセスの範囲条件。
「下限値 -上限値」で表
す。

－ string
(12)

No － －

Process02 
Range
（PROCESS02
_RANGE）

各プロセスの範囲条件。
「下限値 -上限値」で表
す。

－ string
(12)

No － －

Process03 
Range
（PROCESS03
_RANGE）

各プロセスの範囲条件。
「下限値 -上限値」で表
す。

－ string
(12)

No － －

Process04 
Range
（PROCESS04
_RANGE）

各プロセスの範囲条件。
「下限値 -上限値」で表
す。

－ string
(12)

No － －

Process05 
Range
（PROCESS05
_RANGE）

各プロセスの範囲条件。
「下限値 -上限値」で表
す。

－ string
(12)

No － －

Process06 
Range
（PROCESS06
_RANGE）

各プロセスの範囲条件。
「下限値 -上限値」で表
す。

－ string
(12)

No － －

Process07 
Range
（PROCESS07
_RANGE）

各プロセスの範囲条件。
「下限値 -上限値」で表
す。

－ string
(12)

No － －

Process08 
Range
（PROCESS08
_RANGE）

各プロセスの範囲条件。
「下限値 -上限値」で表
す。

－ string
(12)

No － －

Process09 
Range
（PROCESS09
_RANGE）

各プロセスの範囲条件。
「下限値 -上限値」で表
す。

－ string
(12)

No － －

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース
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Application Summary（PD_APP）
Process10 
Range
（PROCESS10
_RANGE）

各プロセスの範囲条件。
「下限値 -上限値」で表
す。

－ string
(12)

No － －

Process11 
Range
（PROCESS11
_RANGE）

各プロセスの範囲条件。
「下限値 -上限値」で表
す。

－ string
(12)

No － －

Process12 
Range
（PROCESS12
_RANGE）

各プロセスの範囲条件。
「下限値 -上限値」で表
す。

－ string
(12)

No － －

Process13 
Range
（PROCESS13
_RANGE）

各プロセスの範囲条件。
「下限値 -上限値」で表
す。

－ string
(12)

No － －

Process14 
Range
（PROCESS14
_RANGE）

各プロセスの範囲条件。
「下限値 -上限値」で表
す。

－ string
(12)

No － －

Process15 
Range
（PROCESS15
_RANGE）

各プロセスの範囲条件。
「下限値 -上限値」で表
す。

－ string
(12)

No － －

Process01 
Status
（PROCESS01
_STATUS）

各プロセス単位の
Process Range条件結
果。NORMAL，
ABNORMAL，空白のど
れかを表示する。
NORMAL：問題なし。
ABNORMAL：異常あ
り。
空白：未設定。

－ string
(10)

No － －

Process02 
Status
（PROCESS02
_STATUS）

各プロセス単位の
Process Range条件結
果。NORMAL，
ABNORMAL，空白のど
れかを表示する。
NORMAL：問題なし。
ABNORMAL：異常あ
り。
空白：未設定。

－ string
(10)

No － －

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース
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Application Summary（PD_APP）
Process03 
Status
（PROCESS03
_STATUS）

各プロセス単位の
Process Range条件結
果。NORMAL，
ABNORMAL，空白のど
れかを表示する。
NORMAL：問題なし。
ABNORMAL：異常あ
り。
空白：未設定。

－ string
(10)

No － －

Process04 
Status
（PROCESS04
_STATUS）

各プロセス単位の
Process Range条件結
果。NORMAL，
ABNORMAL，空白のど
れかを表示する。
NORMAL：問題なし。
ABNORMAL：異常あ
り。
空白：未設定。

－ string
(10)

No － －

Process05 
Status
（PROCESS05
_STATUS）

各プロセス単位の
Process Range条件結
果。NORMAL，
ABNORMAL，空白のど
れかを表示する。
NORMAL：問題なし。
ABNORMAL：異常あ
り。
空白：未設定。

－ string
(10)

No － －

Process06 
Status
（PROCESS06
_STATUS）

各プロセス単位の
Process Range条件結
果。NORMAL，
ABNORMAL，空白のど
れかを表示する。
NORMAL：問題なし。
ABNORMAL：異常あ
り。
空白：未設定。

－ string
(10)

No － －

Process07 
Status
（PROCESS07
_STATUS）

各プロセス単位の
Process Range条件結
果。NORMAL，
ABNORMAL，空白のど
れかを表示する。
NORMAL：問題なし。
ABNORMAL：異常あ
り。
空白：未設定。

－ string
(10)

No － －

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース
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Application Summary（PD_APP）
Process08 
Status
（PROCESS08
_STATUS）

各プロセス単位の
Process Range条件結
果。NORMAL，
ABNORMAL，空白のど
れかを表示する。
NORMAL：問題なし。
ABNORMAL：異常あ
り。
空白：未設定。

－ string
(10)

No － －

Process09 
Status
（PROCESS09
_STATUS）

各プロセス単位の
Process Range条件結
果。NORMAL，
ABNORMAL，空白のど
れかを表示する。
NORMAL：問題なし。
ABNORMAL：異常あ
り。
空白：未設定。

－ string
(10)

No － －

Process10 
Status
（PROCESS10
_STATUS）

各プロセス単位の
Process Range条件結
果。NORMAL，
ABNORMAL，空白のど
れかを表示する。
NORMAL：問題なし。
ABNORMAL：異常あ
り。
空白：未設定。

－ string
(10)

No － －

Process11 
Status
（PROCESS11
_STATUS）

各プロセス単位の
Process Range条件結
果。NORMAL，
ABNORMAL，空白のど
れかを表示する。
NORMAL：問題なし。
ABNORMAL：異常あ
り。
空白：未設定。

－ string
(10)

No － －

Process12 
Status
（PROCESS12
_STATUS）

各プロセス単位の
Process Range条件結
果。NORMAL，
ABNORMAL，空白のど
れかを表示する。
NORMAL：問題なし。
ABNORMAL：異常あ
り。
空白：未設定。

－ string
(10)

No － －

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース
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Application Summary（PD_APP）
Process13 
Status
（PROCESS13
_STATUS）

各プロセス単位の
Process Range条件結
果。NORMAL，
ABNORMAL，空白のど
れかを表示する。
NORMAL：問題なし。
ABNORMAL：異常あ
り。
空白：未設定。

－ string
(10)

No － －

Process14 
Status
（PROCESS14
_STATUS）

各プロセス単位の
Process Range条件結
果。NORMAL，
ABNORMAL，空白のど
れかを表示する。
NORMAL：問題なし。
ABNORMAL：異常あ
り。
空白：未設定。

－ string
(10)

No － －

Process15 
Status
（PROCESS15
_STATUS）

各プロセス単位の
Process Range条件結
果。NORMAL，
ABNORMAL，空白のど
れかを表示する。
NORMAL：問題なし。
ABNORMAL：異常あ
り。
空白：未設定。

－ string
(10)

No － －

Process01 Kind
（PROCESS01
_KIND）

条件に指定した種別を表
示。

－ string
(4)

No － －

Process02 Kind
（PROCESS02
_KIND）

条件に指定した種別を表
示。

－ string
(4)

No － －

Process03 Kind
（PROCESS03
_KIND）

条件に指定した種別を表
示。

－ string
(4)

No － －

Process04 Kind
（PROCESS04
_KIND）

条件に指定した種別を表
示。

－ string
(4)

No － －

Process05 Kind
（PROCESS05
_KIND）

条件に指定した種別を表
示。

－ string
(4)

No － －

Process06 Kind
（PROCESS06
_KIND）

条件に指定した種別を表
示。

－ string
(4)

No － －

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース
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Application Summary（PD_APP）
Process07 Kind
（PROCESS07
_KIND）

条件に指定した種別を表
示。

－ string
(4)

No － －

Process08 Kind
（PROCESS08
_KIND）

条件に指定した種別を表
示。

－ string
(4)

No － －

Process09 Kind
（PROCESS09
_KIND）

条件に指定した種別を表
示。

－ string
(4)

No － －

Process10 Kind
（PROCESS10
_KIND）

条件に指定した種別を表
示。

－ string
(4)

No － －

Process11 Kind
（PROCESS11
_KIND）

条件に指定した種別を表
示。

－ string
(4)

No － －

Process12 Kind
（PROCESS12
_KIND）

条件に指定した種別を表
示。

－ string
(4)

No － －

Process13 Kind
（PROCESS13
_KIND）

条件に指定した種別を表
示。

－ string
(4)

No － －

Process14 Kind
（PROCESS14
_KIND）

条件に指定した種別を表
示。

－ string
(4)

No － －

Process15 Kind
（PROCESS15
_KIND）

条件に指定した種別を表
示。

－ string
(4)

No － －

Process01 
Name
（PROCESS01
_NAME）

プロセス名称。 － string
(32)

No － －

Process02 
Name
（PROCESS02
_NAME）

プロセス名称。 － string
(32)

No － －

Process03 
Name
（PROCESS03
_NAME）

プロセス名称。 － string
(32)

No － －

Process04 
Name
（PROCESS04
_NAME）

プロセス名称。 － string
(32)

No － －

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース
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Application Summary（PD_APP）
Process05 
Name
（PROCESS05
_NAME）

プロセス名称。 － string
(32)

No － －

Process06 
Name
（PROCESS06
_NAME）

プロセス名称。 － string
(32)

No － －

Process07 
Name
（PROCESS07
_NAME）

プロセス名称。 － string
(32)

No － －

Process08 
Name
（PROCESS08
_NAME）

プロセス名称。 － string
(32)

No － －

Process09 
Name
（PROCESS09
_NAME）

プロセス名称。 － string
(32)

No － －

Process10 
Name
（PROCESS10
_NAME）

プロセス名称。 － string
(32)

No － －

Process11 
Name
（PROCESS11
_NAME）

プロセス名称。 － string
(32)

No － －

Process12 
Name
（PROCESS12
_NAME）

プロセス名称。 － string
(32)

No － －

Process13 
Name
（PROCESS13
_NAME）

プロセス名称。 － string
(32)

No － －

Process14 
Name
（PROCESS14
_NAME）

プロセス名称。 － string
(32)

No － －

Process15 
Name
（PROCESS15
_NAME）

プロセス名称。 － string
(32)

No － －

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース
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Application Summary（PD_APP）
Record Time
（RECORD_TI
ME）

レコードが作成された時
刻（グリニッジ標準時）。

－ time_
t

No － －

Record Type
（INPUT_REC
ORD_TYPE）

レコード種別。常に
「APP」。

－ char(
8)

No － －

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース
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CPU - Per Processor Detail（PI_CPUP）
CPU - Per Processor Detail（PI_CPUP）

機能

CPU - Per Processor Detail（PI_CPUP）レコードには，プロセッサの使用状況につい
ての，ある一定の時間を単位としたパフォーマンスデータが格納されます。パフォーマ
ンスデータを収集するごとに，一つのプロセッサにつき 1件のレコードが作成されます。
このレコードは，複数インスタンスレコードです。

注意
• PFM - Agent for Platformのサービス起動中に，AIX 5L V5.2以降の DLPAR機
能，HP-UX 11iの vPars機能，または Solaris 9以降の DR機能を使用してシステ
ムリソースを変更した場合に，正しく収集できないパフォーマンスデータがあり
ます。変更の影響を受けるシステムリソースの種類と変更後に正しくレポートを
表示するための対処方法を次の表に示します。

システムリソースの変更の影響を受けるフィールドは，次に示す以外のフィール
ドです。
・Interval（INTERVAL）
・Record Time（RECORD_TIME）
・Record Type（INPUT_RECORD_TYPE）
・Storeデータベースに記録されるときだけ追加されるフィールド
なお，システムリソースを変更する場合の注意事項の詳細は，この章の「レコー
ドの注意事項」の「システムリソースを変更する場合の性能情報」を参照してく
ださい。

• Solaris 10のグローバルゾーンでは，すべてのゾーンのプロセスが収集されます。

デフォルト値および変更できる値

システムリソース
の種類

レポートの種類 変更後の対処方法

CPU リアルタイム レポートを再表示する。

履歴 表示期間にシステムリソースを変更した日時を含
めないように指定する。

項目 デフォルト値 変更可否

Collection Interval 60 ○

Collection Offset 0 ○

Log No ○

LOGIF 空白 ○
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CPU - Per Processor Detail（PI_CPUP）
ODBCキーフィールド

PI_CPUP_LOGICAL_PROCESSOR_ID

ライフタイム

なし

レコードサイズ

●固定部：681バイト

●可変部：376バイト

フィールド

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース

Boot Time
（SYSTEM_B
OOT_TIME）

最後のブート時刻。 COP
Y

time_
t

No － －

CPU %
（KERNELMO
DE_USERMO
DE_PERCENT
）

プロセッサごとの CPU
使用率（%）。

% float No － ((PROCESSOR
_USER_TIME 
+ 
PROCESSOR_
SYSTEM_TIM
E)　/ 
(PROCESSOR
_USER_TIME 
+ 
PROCESSOR_
SYSTEM_TIM
E + 
PROCESSOR_
IDLE_TIME + 
PROCESSOR_
WAIT_TIME)) 
＊ 100

Context 
Switches
（PROCESSO
R_CONTEXT_
SWITCHES）

コンテキストスイッチが
実行された回数。

AVG ulong Yes HP-UX,
Linux

－

Context 
Switches/sec
（PROCESSO
R_CONTEXT_
SWITCHES_P
ER_SECOND）

コンテキストスイッチが
実行された頻度（1秒当
たりの回数）。

R float Yes HP-UX,
Linux

PROCESSOR_
CONTEXT_S
WITCHES / 
INTERVAL
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CPU - Per Processor Detail（PI_CPUP）
Idle %
（PROCESSO
R_IDLE_PERC
ENT）

アイドル状態だった時間
の割合（%）。

% float No － PROCESSOR_
IDLE_TIME / 
(PROCESSOR
_USER_TIME 
+ 
PROCESSOR_
SYSTEM_TIM
E + 
PROCESSOR_
IDLE_TIME + 
PROCESSOR_
WAIT_TIME) 
＊ 100

Idle Time
（PROCESSO
R_IDLE_TIME
）

アイドル状態だった時間
（秒単位）。

AVG utime Yes － －

Interrupts
（PROCESSO
R_INTERRUP
TS）

割り込みが発生した回
数。

AVG ulong Yes HP-UX,
AIX

－

Interrupts/sec
（PROCESSO
R_INTERRUP
TS_PER_SEC
OND）

割り込みが発生した頻度
（1秒当たりの回数）。

R float Yes HP-UX,
AIX

PROCESSOR_
INTERRUPTS 
/ INTERVAL

Interval
（INTERVAL）

CPU - Per Processor 
Detail（PI_CPUP）レ
コードが格納されたイン
ターバル時間（秒単位）。

COP
Y

ulong Yes － ・ リアルタイム
の場合
RECORD_TIM
E - 最後のブー
ト時刻
・ その他の場合
RECORD_TIM
E - 前のレコー
ド時刻

Processor ID
（LOGICAL_P
ROCESSOR_I
D）

プロセッサの識別子。 COP
Y

string
(12)

No － －

Record Time
（RECORD_TI
ME）

レコードが作成された時
刻（グリニッジ標準時）。

COP
Y

time_
t

No － －

Record Type
（INPUT_REC
ORD_TYPE）

レコード種別。常に
「CPUP」。

COP
Y

char(
8)

No － －

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース
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CPU - Per Processor Detail（PI_CPUP）
Status
（PROCESSO
R_STATUS）

プロセッサの状態。 COP
Y

string
(12)

No － －

Sys Calls/sec
（PROCESSO
R_SYSTEM_C
ALLS_PER_SE
COND）

システムコールが発行さ
れた頻度（1秒当たりの
回数）。

R float Yes HP-UX,
Linux

PROCESSOR_
SYSTEM_CAL
LS / 
INTERVAL

System %
（PROCESSO
R_SYSTEM_P
ERCENT）

カーネルモードで動作し
た時間の割合（%）。

% float No － PROCESSOR_
SYSTEM_TIM
E / 
(PROCESSOR
_USER_TIME 
+ 
PROCESSOR_
SYSTEM_TIM
E + 
PROCESSOR_
IDLE_TIME + 
PROCESSOR_
WAIT_TIME) 
＊ 100

System Calls
（PROCESSO
R_SYSTEM_C
ALLS）

システムコールが発行さ
れた回数。

AVG ulong Yes HP-UX,
Linux

－

System Time
（PROCESSO
R_SYSTEM_TI
ME）

カーネルモードで動作し
た時間（秒単位）。

AVG utime Yes － －

Traps
（PROCESSO
R_TRAPS）

トラップが実行された回
数。

AVG ulong Yes HP-UX,
AIX,
Linux

－

Traps/sec
（PROCESSO
R_TRAPS_PE
R_SECOND）

トラップが実行された頻
度（1秒当たりの回数）。

R float Yes HP-UX,
AIX,
Linux

PROCESSOR_
TRAPS / 
INTERVAL

Type
（PROCESSO
R_TYPE）

プロセッサの説明。 COP
Y

string
(40)

No － －

Up Time
（SYSTEM_U
P_TIME）

最後にブートされてから
の時間。

COP
Y

string
(20)

No － RECORD_TIM
E - 
SYSTEM_BOO
T_TIME

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース
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CPU - Per Processor Detail（PI_CPUP）
User %
（PROCESSO
R_USER_PER
CENT）

ユーザーモードで動作し
た時間の割合（%）。

% float No － PROCESSOR_
USER_TIME / 
(PROCESSOR
_USER_TIME 
+ 
PROCESSOR_
SYSTEM_TIM
E + 
PROCESSOR_
IDLE_TIME + 
PROCESSOR_
WAIT_TIME) 
＊ 100

User Time
（PROCESSO
R_USER_TIM
E）

ユーザーモードで動作し
た時間（秒単位）。

AVG utime Yes － －

Wait %
（PROCESSO
R_WAIT_PER
CENT）

I/O待ちの状態だった時
間の割合（%）。

% float No － PROCESSOR_
WAIT_TIME / 
(PROCESSOR
_USER_TIME 
+ 
PROCESSOR_
SYSTEM_TIM
E + 
PROCESSOR_
IDLE_TIME + 
PROCESSOR_
WAIT_TIME) 
＊ 100

Wait Time
（PROCESSO
R_WAIT_TIME
）

I/O待ちの状態だった時
間（秒単位）。

AVG utime Yes － －

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース
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Device Detail（PI_DEVD）
Device Detail（PI_DEVD）

機能

Device Detail（PI_DEVD）レコードには，ローカルディスクデバイスの使用状況につい
ての，ある一定の時間を単位としたパフォーマンスデータが格納されます。パフォーマ
ンスデータを収集するごとに，一つのローカルディスクデバイスにつき 1件のレコード
が作成されます。このレコードは，複数インスタンスレコードです。

注意
• AIXで Device Detail（PI_DEVD）レコードを収集する場合，smitty chgsys
コマンドを実行して，Continuously maintain DISK I/O histroyを trueにしてく
ださい。

• AIXでは，デバイス名が「vscsi」または「vhost」で始まるデバイスのパフォーマ
ンスデータを収集しません。

• Linuxでは，Device Detail（PI_DEVD）レコードは，/proc/partitionsに記
録されている情報の内，次のファイルにメジャー番号と blockの情報が記載され
ているブロック型デバイスのパフォーマンスデータを収集します。
・Linux 4　：/usr/share/doc/MAKEDEV-3.15/devices.txt
・Linux 5　：/usr/share/doc/MAKEDEV-3.23/devices-2.6+.txt
• PFM - Agent for Platformのサービス起動中に，Solaris 9以降の DR機能を使用
してシステムリソースを変更した場合に，正しく収集できないパフォーマンス
データがあります。変更の影響を受けるシステムリソースの種類と変更後に正し
くレポートを表示するための対処方法を次の表に示します。

システムリソースの変更の影響を受けるフィールドは，次に示す以外のフィール
ドです。
・Interval（INTERVAL）
・Record Time（RECORD_TIME）
・Record Type（INPUT_RECORD_TYPE）
・Storeデータベースに記録されるときだけ追加されるフィールド
なお，システムリソースを変更する場合の注意事項の詳細は，この章の「レコー
ドの注意事項」の「システムリソースを変更する場合の性能情報」を参照してく
ださい。

• HP-UX 11i V3(IPF)では，Legacy DSFおよび Persistent DSFの両方のローカル
ディスクデバイスが収集されます。

システムリソース
の種類

レポートの種類 変更後の対処方法

デバイス リアルタイム レポートを再表示する。

履歴 表示期間にシステムリソースを変更した日時を含
めないように指定する。
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Device Detail（PI_DEVD）
デフォルト値および変更できる値

ODBCキーフィールド

PI_DEVD_DEVICE_NAME

ライフタイム

なし

レコードサイズ

●固定部：681バイト

●可変部：405バイト

フィールド

項目 デフォルト値 変更可否

Collection Interval 60 ○

Collection Offset 0 ○

Log No ○

LOGIF 空白 ○

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース

Avg Service 
Time
（AVG_SERVI
CE_TIME）

デバイスに対する I/Oの
平均動作時間（秒単位）。

AVG utime No － TOTAL_SERVI
CE_TIME / 
TOTAL_OPS

Avg Wait Time
（AVG_WAIT_
TIME）

デバイスに対する I/Oの
平均待ち時間（秒単位）。

AVG utime No AIX TOTAL_WAIT_
TIME / 
TOTAL_OPS

Busy %
（BUSY_PER
CENT）

ディスクのビジー率
（%）。
デバイスに対する処理が
連続で行われる場合に
「100」を超えることが
あります。

% float No － (TOTAL_BUSY
_TIME / 
INTERVAL)＊ 
100

Device Name
（DEVICE_NA
ME）

デバイス名。 COP
Y

string
(40)

No － －

Device Type
（DEVICE_TY
PE）

デバイス種別。「disk
（ディスクデバイス）」ま
たは「tape（テープデバ
イス）」。

COP
Y

string
(5)

No － －
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Device Detail（PI_DEVD）
I/O Mbytes
（TOTAL_IO_
MBYTES）

I/O処理の合計転送サイ
ズ（メガバイト単位）。

AVG float Yes － －

Interval
（INTERVAL）

Device Detail
（PI_DEVD）レコードが
格納されたインターバル
時間（秒単位）。

COP
Y

ulong Yes － ・ リアルタイム
の場合
RECORD_TIM
E - 最後のブー
ト時刻
・ その他の場合
RECORD_TIM
E - 前のレコー
ド時刻

Mbytes Xferd/
sec
（MBYTES_T
RANSFERRE
D_PER_SECO
ND）

I/Oの平均速度（1秒当
たりのメガバイト数）。

R float Yes － TOTAL_IO_M
BYTES / 
INTERVAL

Queue Length
（QUEUE_LE
NGTH）

デバイスのキュー長。1
秒間の I/Oの処理量を 1
とする。

AVG ulong No AIX －

Read %
（READ_OPS_
PERCENT）

I/O処理のうち，読み取
り処理の割合（%）。

% float No HP-UX,
AIX

READ_OPS / 
(READ_OPS + 
WRITE_OPS) 
＊ 100

Read Mbytes
（TOTAL_REA
D_MBYTES）

読み取り処理の転送サイ
ズ（メガバイト単位）。

AVG float Yes HP-UX －

Read Ops
（READ_OPS）

読み取り処理が発生した
回数。

AVG ulong Yes HP-UX,
AIX

－

Reads/sec
（READ_OPS_
PER_SECOND
）

読み取り処理が発生した
頻度（1秒当たりの回
数）。

R float Yes HP-UX,
AIX

READ_OPS / 
INTERVAL

Record Time
（RECORD_TI
ME）

レコードが作成された時
刻（グリニッジ標準時）。

COP
Y

time_
t

No － －

Record Type
（INPUT_REC
ORD_TYPE）

レコード種別。常に
「DEVD」。

COP
Y

char(
8)

No － －

Seek Ops
（SEEK_OPS）

シーク処理の回数。 AVG ulong Yes Solaris,
AIX,
Linux

－

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース
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Device Detail（PI_DEVD）
Total Busy 
Time
（TOTAL_BUS
Y_TIME）

デバイスに対する合計ビ
ジー時間（秒単位）。
デバイスに対する処理が
連続で実行される場合
に，Intervalの値を超え
ることがある。

AVG utime Yes － －

Total I/O Ops
（TOTAL_OPS）

I/O処理が発生した回
数。

AVG ulong Yes － －

Total I/O Ops/
sec
（TOTAL_OPS
_PER_SECON
D）

I/O処理が発生した頻度
（1秒当たりの回数）。

R float Yes － TOTAL_OPS / 
INTERVAL

Total Service 
Time
（TOTAL_SER
VICE_TIME）

デバイスに対する処理の
合計動作時間（秒単位）。
この値は，待ち時間を含
む。
HP-UXでは，すべての
I/Oの合計動作時間の和
であるため，デバイスに
対する処理が連続で実行
される場合に Interval
の値を大きく超えること
がある。
その他の OSでも，デバ
イスに対する処理が連続
で実行される場合に
Intervalの値を超えるこ
とがある。

AVG utime Yes － －

Total Wait 
Time
（TOTAL_WAI
T_TIME）

デバイスに対する処理の
合計待ち時間（秒単位）。
HP-UX，Linuxでは，
すべての I/Oの合計待ち
時間の和であるため，デ
バイスに対する処理が連
続で実行される場合に
Intervalの値を大きく超
えることがある。

AVG utime Yes AIX －

Wait Length 
Time
（WAIT_LEN_
TIME）

デバイスに対する I/Oの
延べ待ち時間（秒単位）。
待ち状態だった I/Oの処
理量を 1秒間に処理でき
る I/Oの処理量で割り，
待ち時間で積分した値。

AVG utime Yes AIX －

Write %
（WRITE_OPS
_PERCENT）

I/O処理のうち，書き込
み処理の割合（%）。

% float No HP-UX,
AIX

WRITE_OPS / 
(READ_OPS + 
WRITE_OPS) 
＊ 100

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース
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Device Detail（PI_DEVD）
Write Mbytes
（TOTAL_WRI
TE_MBYTES）

書き込み処理の転送サイ
ズ（メガバイト単位）。

AVG float Yes HP-UX －

Write Ops
（WRITE_OPS）

書き込み処理が発生した
回数。

AVG ulong Yes HP-UX,
AIX

－

Writes/sec
（WRITE_OPS
_PER_SECON
D）

書き込み処理が発生した
頻度（1秒当たりの回
数）。

R float Yes HP-UX,
AIX

WRITE_OPS / 
INTERVAL

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース
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Device Summary（PI_DEVS）
Device Summary（PI_DEVS）

機能

Device Summary（PI_DEVS）レコードには，Device Detail（PI_DEVD）レコードに
格納されるデータを，ある一定の時間を単位として要約したパフォーマンスデータが格
納されます。なお，Device Detail（PI_DEVD）レコードを収集しなくても，このレコー
ドにはパフォーマンスデータが格納されます。

注意
• AIXで Device Summary（PI_DEVS）レコードを収集する場合，smitty 
chgsysコマンドを実行して，Continuously maintain DISK I/O histroyを true
にしてください。

• Linuxでは，Device Summary（PI_DEVS）レコードは，/proc/partitionに
記録されている情報の内，次のファイルに記載されているメジャー番号が，3，8，
22，33，34，56，57，65～ 71，88～ 91，128～ 135のデバイスのパフォーマ
ンスデータだけを要約します。
・Linux 4　：/usr/share/doc/MAKEDEV-3.15/devices.txt
・Linux 5　：/usr/share/doc/MAKEDEV-3.23/devices-2.6+.txt
メジャー番号は上記のファイルに記載されているデバイスのうち，Device 
Name(DEVICE_NAME)フィールドの内容と一致するブロックデバイスを参照し
てください。

• PFM - Agent for Platformのサービス起動中に，Solaris 9以降の DR機能を使用
してシステムリソースを変更した場合に，正しく収集できないパフォーマンス
データがあります。変更の影響を受けるシステムリソースの種類と変更後に正し
くレポートを表示するための対処方法を次の表に示します。

システムリソースの変更の影響を受けるフィールドは，次に示す以外のフィール
ドです。
・Interval（INTERVAL）
・Record Time（RECORD_TIME）
・Record Type（INPUT_RECORD_TYPE）
・Storeデータベースに記録されるときだけ追加されるフィールド
なお，システムリソースを変更する場合の注意事項の詳細は，この章の「レコー
ドの注意事項」の「システムリソースを変更する場合の性能情報」を参照してく
ださい。

システムリソース
の種類

レポートの種類 変更後の対処方法

デバイス リアルタイム レポートを再表示する。

履歴 表示期間にシステムリソースを変更した日時を含
めないように指定する。
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Device Summary（PI_DEVS）
• HP-UX 11i V3(IPF)では，Persistent DSFのローカルディスクデバイスだけが収
集されます。

デフォルト値および変更できる値

ODBCキーフィールド

なし

ライフタイム

なし

レコードサイズ

●固定部：1,069バイト

●可変部：0バイト

フィールド

項目 デフォルト値 変更可否

Collection Interval 60 ○

Collection Offset 0 ○

Log No ○

LOGIF 空白 ○

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース

Avg Service 
Time/device
（SERVICE_T
IME）

デバイスに対する処理の
デバイスごとの平均動作
時間（秒単位）。HP-UX
では，すべての I/Oの合
計動作時間の和であるた
め，デバイスに対する処
理が連続で実行される場
合に Intervalの値を大
きく超えることがある。
その他の OSでも，デバ
イスに対する処理が連続
で実行される場合に
Intervalの値を超えるこ
とがある。

AVG utime No － TOTAL_SERVI
CE_TIME / 
DEVICE_COU
NT

Avg Service 
Time/op
（AVG_SERVI
CE_TIME）

デバイスに対する I/Oの
平均動作時間（秒単位）。

AVG utime No － TOTAL_SERVI
CE_TIME / 
TOTAL_IO_OP
S
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Device Summary（PI_DEVS）
Busy %
（BUSY_PER
CENT）

平均ディスクビジー率
（%）。デバイスに対する
処理が連続で実行される
場合に，「100」を超え
ることがある。

% float No － ((TOTAL_BUS
Y_TIME / 
INTERVAL) / 
DEVICE_COU
NT) ＊ 100

Devices
（DEVICE_CO
UNT）

デバイス数。 AVG ulong No － Device 
Summary
（PI_DEVS）レ
コードで要約さ
れた Device 
Detail
（PI_DEVD）レ
コードの数。

I/O Mbytes
（TOTAL_IO_
MBYTES）

I/O処理の合計転送サイ
ズ（メガバイト単位）。

AVG doubl
e

Yes － －

Interval
（INTERVAL）

Device Summary
（PI_DEVS）レコードが
格納されたインターバル
時間（秒単位）。

COP
Y

ulong Yes － ・ リアルタイム
の場合
RECORD_TIM
E - 最後のブー
ト時刻
・ その他の場合
RECORD_TIM
E - 前のレコー
ド時刻

Mbytes Xferd/
sec
（MBYTES_T
RANSFERRE
D_PER_SECO
ND）

I/O処理の平均速度（1
秒当たりのメガバイト
数）。

R float Yes － TOTAL_IO_M
BYTES / 
INTERVAL

Queue Length
（QUEUE_LE
NGTH）

デバイスの平均キュー
長。
1秒間の I/Oの処理量を
1とする。

AVG ulong No AIX すべてのデバイ
スのキュー長の
和 / 
DEVICE_COU
NT

Read Ops %
（READ_OPS_
PERCENT）

I/O処理のうち，読み取
り処理の割合（%）。

% float No HP-UX,
AIX

TOTAL_READ
_OPS / 
TOTAL_IO_OP
S ＊ 100

Reads
（TOTAL_REA
D_OPS）

読み取り処理が発生した
回数。

AVG ulong Yes HP-UX,
AIX

－

Reads/sec
（READ_OPS_
PER_SECOND
）

読み取り処理が発生した
頻度（1秒当たりの回
数）。

R float Yes HP-UX,
AIX

TOTAL_READ
_OPS / 
INTERVAL

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース
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Device Summary（PI_DEVS）
Record Time
（RECORD_TI
ME）

レコードが作成された時
刻（グリニッジ標準時）。

COP
Y

time_
t

No － －

Record Type
（INPUT_REC
ORD_TYPE）

レコード種別。常に
「DEVS」。

COP
Y

char(
8)

No － －

Seek Ops
（SEEK_OPS）

シーク処理の回数。 AVG ulong Yes Solaris,
AIX,
Linux

－

Total Busy 
Time
（TOTAL_BUS
Y_TIME）

デバイスに対する合計ビ
ジー時間（秒単位）。デ
バイスに対する処理が連
続で実行される場合に，
Interval ＊ Devicesの値
を超えることがある。

AVG utime Yes － －

Total I/O Ops
（TOTAL_IO_
OPS）

I/O処理が発生した回
数。

AVG ulong Yes － TOTAL_READ
_OPS + 
TOTAL_WRIT
E_OPS

Total I/O Ops/
sec
（TOTAL_OPS
_PER_SECON
D）

I/O処理が発生した頻度
（1秒当たりの回数）。

R float Yes － TOTAL_IO_OP
S / INTERVAL

Total Service 
Time
（TOTAL_SER
VICE_TIME）

デバイスに対する処理の
合計動作時間（秒単位）。
この値は，待ち時間を含
む。HP-UXでは，すべ
ての I/Oの合計動作時間
の総和であるため，デバ
イスに対する処理が連続
で実行される場合に
Interval ＊ Devicesの値
を大きく超えることがあ
る。その他の OSでも，
デバイスに対する処理が
連続で実行される場合に
Interval ＊ Devicesの値
を超えることがある。

AVG utime Yes － －

Total Wait 
Length Time
（TOTAL_WAI
T_LEN_TIME）

デバイスに対する I/Oの
延べ待ち時間（秒単位）。
待ち状態だった I/Oの処
理量を 1秒間に処理でき
る I/Oの処理量で割り，
待ち時間で積分した値。

AVG utime Yes AIX －

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース
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Device Summary（PI_DEVS）
Total Wait 
Time
（TOTAL_WAI
T_TIME）

デバイスに対する処理の
合計待ち時間（秒単位）。
HP-UX，Linuxでは，
すべての I/Oの合計待ち
時間の和であるため，デ
バイスに対する処理が連
続で実行される場合に
Interval ＊ Devicesの値
を大きく超えることがあ
る。

AVG utime Yes AIX －

Wait Length 
Time
（WAIT_LEN_
TIME）

デバイスに対する I/Oの
デバイスごとの平均延べ
待ち時間（秒単位）。待
ち状態だった I/Oの処理
量を 1秒間に処理できる
I/Oの処理量で割り，待
ち時間で積分しデバイス
数で割った値。

AVG utime No AIX TOTAL_WAIT_
LEN_TIME / 
DEVICE_COU
NT

Wait Time
（WAIT_TIME）

デバイスに対する処理の
デバイスごとの平均待ち
時間（秒単位）。
HP-UX，Linuxでは，
すべての I/Oの合計待ち
時間の和であるため，デ
バイスに対する処理が連
続で実行される場合に
Intervalの値を大きく超
えることがある。

AVG utime No AIX TOTAL_WAIT_
TIME / 
DEVICE_COU
NT

Write Ops %
（WRITE_OPS
_PERCENT）

I/O処理のうち，書き込
み処理の割合（%）。

% float No HP-UX,
AIX

TOTAL_WRIT
E_OPS / 
TOTAL_IO_OP
S ＊ 100

Writes
（TOTAL_WRI
TE_OPS）

書き込み処理が発生した
回数。

AVG ulong Yes HP-UX,
AIX

－

Writes/sec
（WRITE_OPS
_PER_SECON
D）

書き込み処理が発生した
頻度（1秒当たりの回
数）。

R float Yes HP-UX,
AIX

TOTAL_WRIT
E_OPS / 
INTERVAL

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース
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File System Detail - Local（PD_FSL）

機能

File System Detail - Local（PD_FSL）レコードには，ローカルファイルシステムの容量
についての，ある時点での状態を示すパフォーマンスデータが格納されます。一つの
ローカルファイルシステムごとに 1件のレコードが作成されます。このレコードは，複
数インスタンスレコードです。

注意
• HP-UX，Solaris，Linuxでは，一般ユーザー用のファイルシステム領域は，使用
中のファイルシステム領域と使用できるファイルシステム領域の和として定義さ
れます。スーパーユーザー用のファイルシステム領域の場合，予約済みファイル
システム領域も含まれます。AIXでは予約済み領域がないので，一般ユーザーの
ファイルシステム領域とスーパーユーザーのファイルシステム領域の区別はあり
ません。

• HP-UX，Solaris，Linuxでは，一般ユーザー用の iノード数は，使用中の iノー
ド数と使用できる iノード数の和として定義されます。スーパーユーザー用の i
ノード数の場合，予約済み iノード数も含まれます。AIXでは予約済み iノードが
ないので，一般ユーザー用の iノード数とスーパーユーザー用の iノード数の区別
はありません。

• 特殊なファイルシステムでは，パフォーマンスデータが収集できない場合があり
ます。例えば，仮想ローカルファイルシステムとして，リモートホスト名が取得
できないリモートファイルシステムは，ローカルファイルシステムとして扱われ
る場合があります。

• このレコードのフィールドの表で使用している基本ブロックサイズ（FFBS：
Fundamental Filesystem Block Size）とは，ファイルシステムの作成時に使用さ
れる割り当て単位です。基本ブロックサイズに対応するブロック数を基本ブロッ
ク数といいます。また，論理ブロックサイズ（PFBS：Preferred Filesystem 
Block Size）とは，入出力動作に使用される割り当て単位です。論理ブロックサイ
ズに対応するブロック数を論理ブロック数といいます。

• Solaris 10では，/system/contract，/system/objectは収集されません。
• Solaris 10では，ファイルシステムの名称に「:」を使用しないでください。誤っ
て使用した場合，リモートファイルシステムとして認識され，PD_FSRレコード
として収集されます。

• Linux 4では，/sys，/var/lib/nfs/rpc_pipefsは収集されません。
• Linux 5で「-bind」を使用して作成されたmountをマスクする場合は，フィル
ター条件に「File System Type <> none」を設定してください。
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デフォルト値および変更できる値

ODBCキーフィールド

PD_FSL_FILESYSTEM_NAME

ライフタイム

ファイルシステムのマウントからアンマウントまで。

レコードサイズ

●固定部：681バイト

●可変部：1,216バイト

フィールド

項目 デフォルト値 変更可否

Collection Interval 3600 ○

Collection Offset 0 ○

Log No ○

LOGIF 空白 ○

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース

Available 
Space %
（TOTAL_MB
YTES_AVAILA
BLE_PERCEN
T）

一般ユーザーが使用でき
るサイズ（メガバイト単
位）の割合（%）。

－ float No － (TOTAL_MBY
TES_AVAILAB
LE / 
(TOTAL_SIZE_
IN_MBYTES - 
TOTAL_MBYT
ES_RESERVE
D)) ＊ 100

Available 
Space Blocks
（TOTAL_BLO
CKS_AVAILAB
LE）

一般ユーザーが使用でき
る論理ブロック数。

－ doubl
e

No － －

Available 
Space Mbytes
（TOTAL_MB
YTES_AVAILA
BLE）

一般ユーザーが使用でき
るサイズ（メガバイト単
位）。

－ doubl
e

No － (一般ユーザー
が使用できる基
本ブロック数＊ 
基本ブロックサ
イズ ) / 1MB

Block Size
（BLOCKSIZE）

論理ブロックサイズ
（preferred file system 
block size）（バイト単
位）。

－ doubl
e

No － －
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Blocks Free
（TOTAL_BLO
CKS_FREE）

使用していない論理ブ
ロック数。

－ doubl
e

No － －

Blocks in Use
（TOTAL_BLO
CKS_IN_USE）

使用している論理ブロッ
ク数。

－ doubl
e

No － －

Device Name
（DEVICE_NA
ME）

ファイルシステムが置か
れているデバイス名。

－ string
(40)

No － －

File System
（FILESYSTE
M_NAME）

ファイルシステムのマウ
ントポイント。

－ string
(1024
)

No － －

File System 
Type
（FILESYSTE
M_TYPE）

ファイルシステムタイプ
（例：UFS，HFS）。

－ string
(20)

No － －

Interval
（INTERVAL）

File System Detail - 
Local（PD_FSL）レ
コードが格納されたイン
ターバル時間（秒単位）。

－ ulong No HP-UX,
Solaris,
AIX,
Linux

－

Mbytes Free
（TOTAL_MB
YTES_FREE）

使用していないサイズ
（メガバイト単位）。

－ doubl
e

No － (TOTAL_BLOC
KS_FREE ＊ 基
本ブロックサイ
ズ ) / 1MB

Mbytes Free %
（TOTAL_MB
YTES_FREE_
PERCENT）

使用していないサイズ
（メガバイト単位）の割
合（%）。

－ float No － (TOTAL_MBY
TES_FREE / 
TOTAL_SIZE_
IN_MBYTES) 
＊ 100

Mbytes Rsvd
（TOTAL_MB
YTES_RESER
VED）

スーパーユーザーのため
の予約済みサイズ（メガ
バイト単位）。

－ doubl
e

No AIX TOTAL_MBYT
ES_FREE-TOT
AL_MBYTES_
AVAILABLE

Mbytes Rsvd %
（TOTAL_MB
YTES_RESER
VED_PERCEN
T）

スーパーユーザーのため
の予約済みサイズ（メガ
バイト単位）の割合
（%）。

－ float No AIX (TOTAL_MBY
TES_RESERV
ED / 
TOTAL_SIZE_
IN_MBYTES) 
＊ 100

Mbytes in Use
（TOTAL_MB
YTES_IN_USE
）

一般ユーザーが使用して
いるサイズ（メガバイト
単位）。

－ doubl
e

No － ((TOTAL_SIZE
_IN_BLOCKS - 
TOTAL_BLOC
KS_FREE) ＊ 
基本ブロックサ
イズ ) / 1MB

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース
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Mbytes in Use 
%
（TOTAL_MB
YTES_IN_USE
_PERCENT）

一般ユーザーが使用して
いるサイズ（メガバイト
単位）の割合（%）。

－ float No － (TOTAL_MBY
TES_IN_USE / 
(TOTAL_SIZE_
IN_MBYTES - 
TOTAL_MBYT
ES_RESERVE
D)) ＊ 100

Record Time
（RECORD_TI
ME）

レコードが作成された時
刻（グリニッジ標準時）。

－ time_
t

No － －

Record Type
（INPUT_REC
ORD_TYPE）

レコード種別。常に
「FSL」。

－ char(
8)

No － －

Total Inodes
（TOTAL_NU
MBER_OF_IN
ODES）

ファイルシステムの i
ノード数。

－ doubl
e

No － －

Total Inodes 
Available
（TOTAL_INO
DES_AVAILAB
LE）

一般ユーザーが使用でき
る iノード数。

－ doubl
e

No － －

Total Inodes 
Available %
（TOTAL_INO
DES_AVAILAB
LE_PERCENT
）

一般ユーザーが使用でき
る iノード数の割合
（%）。

－ float No － (TOTAL_INOD
ES_AVAILABL
E / 
(TOTAL_NUM
BER_OF_INO
DES - 
TOTAL_INOD
ES_RESERVE
D)) ＊ 100

Total Inodes 
Free
（TOTAL_INO
DES_FREE）

使用していない iノード
数。

－ doubl
e

No － －

Total Inodes 
Free %
（TOTAL_INO
DES_FREE_P
ERCENT）

使用していない iノード
数の割合（%）。

－ float No － (TOTAL_INOD
ES_FREE / 
TOTAL_NUM
BER_OF_INO
DES) ＊ 100

Total Inodes 
Rsvd
（TOTAL_INO
DES_RESERV
ED）

スーパーユーザーのため
の予約済み iノード数。

－ doubl
e

No AIX,
Linux

TOTAL_INOD
ES_FREE- 
TOTAL_INOD
ES_AVAILABL
E

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース
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Total Inodes 
Rsvd %
（TOTAL_INO
DES_RESERV
ED_PERCENT
）

スーパーユーザーのため
の予約済み iノード数の
割合（%）。

－ float No AIX,
Linux

(TOTAL_INOD
ES_RESERVE
D / 
TOTAL_NUM
BER_OF_INO
DES) ＊ 100

Total Inodes in 
Use
（TOTAL_INO
DES_IN_USE）

使用している iノード
数。

－ doubl
e

No － TOTAL_NUM
BER_OF_INO
DES - 
TOTAL_INOD
ES_FREE

Total Inodes in 
Use %
（TOTAL_INO
DES_IN_USE_
PERCENT）

使用している iノード数
の割合（%）。

－ float No － (TOTAL_INOD
ES_IN_USE / 
(TOTAL_NUM
BER_OF_INO
DES - 
TOTAL_INOD
ES_RESERVE
D)) ＊ 100

Total Size 
Blocks
（TOTAL_SIZ
E_IN_BLOCK
S）

ファイルシステムの論理
ブロック数。

－ doubl
e

No － －

Total Size 
Mbytes
（TOTAL_SIZ
E_IN_MBYTE
S）

ファイルシステムのサイ
ズ（メガバイト単位）。

－ doubl
e

No － (基本ブロック
数 ＊ 基本ブ
ロックサイズ ) / 
1MB

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース
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File System Detail - Remote（PD_FSR）

機能

File System Detail - Remote（PD_FSR）レコードには，リモートファイルシステム容量
についての，ある時点での状態を示すパフォーマンスデータが格納されます。一つのリ
モートファイルシステムごとに 1件のレコードが作成されます。このレコードは，複数
インスタンスレコードです。

注意
• HP-UX，Solaris，Linuxでは，一般ユーザー用のファイルシステム領域は，使用
中のファイルシステム領域と使用できるファイルシステム領域の和として定義さ
れます。スーパーユーザー用のファイルシステム領域の場合，予約済みファイル
システム領域も含まれます。AIXでは予約済み領域がないので，一般ユーザーの
ファイルシステム領域とスーパーユーザーのファイルシステム領域の区別はあり
ません。

• 特殊なファイルシステムでは，パフォーマンスデータが収集できない場合があり
ます。例えば，仮想ローカルファイルシステムとして，リモートホスト名が取得
できないリモートファイルシステムは，ローカルファイルシステムとして扱われ
る場合があります。

• File System Detail - Remote（PD_FSR）レコードでのサポート対象外は，リモー
トファイルシステム側のプラットフォームを表します。

• このレコードのフィールドの表で使用している基本ブロックサイズ（FFBS：
Fundamental Filesystem Block Size）とは，ファイルシステムの作成時に使用さ
れる割り当て単位です。基本ブロックサイズのブロック数を基本ブロック数とい
います。また，論理ブロックサイズ（PFBS：Preferred Filesystem Block Size）
とは，入出力動作に使用される割り当て単位です。論理ブロックサイズのブロッ
ク数を論理ブロック数といいます。

• PFM - Agent for Platform 08-50以降では，IPv6がサポート対象になります。
IPv4と IPv6が共存する環境で表示される数値に影響があるフィールドを次の表
に示します。

デフォルト値および変更できる値

PFM-View名 取得する IP情報

IPv4環境 IPv6環境 共存環境

IP Address ホストネームから取得される IP Address

項目 デフォルト値 変更可否

Collection Interval 3600 ○

Collection Offset 0 ○
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ODBCキーフィールド
• PD_FSR_FILESYSTEM_NAME
• PD_FSR_IP_ADDRESS

ライフタイム

ファイルシステムのマウントからアンマウントまで。

レコードサイズ

●固定部：681バイト

●可変部：1,702バイト

フィールド

Log No ○

LOGIF 空白 ○

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース

Available 
Blocks
（TOTAL_BLO
CKS_AVAILAB
LE）

一般ユーザーが使用でき
る論理ブロック数。

－ doubl
e

No － －

Available 
Space %
（TOTAL_MB
YTES_AVAILA
BLE_PERCEN
T）

一般ユーザーが使用でき
るサイズ（メガバイト単
位）の割合（%）。

－ float No － (TOTAL_MBY
TES_AVAILAB
LE / 
(TOTAL_SIZE_
IN_MBYTES - 
TOTAL_MBYT
ES_RESERVE
D)) ＊ 100

Available 
Space Mbytes
（TOTAL_MB
YTES_AVAILA
BLE）

一般ユーザーが使用でき
るサイズ（メガバイト単
位）。

－ doubl
e

No － (一般ユーザー
が使用できる基
本ブロック数＊ 
基本ブロックサ
イズ ) / 1MB

Block Size
（BLOCKSIZE）

論理ブロックサイズ
（preferred file system 
block size）（バイト単
位）。

－ doubl
e

No － －

Blocks Free
（TOTAL_BLO
CKS_FREE）

使用していない論理ブ
ロック数。

－ doubl
e

No － －

項目 デフォルト値 変更可否
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Blocks in Use
（TOTAL_BLO
CKS_IN_USE）

使用している論理ブロッ
ク数。

－ doubl
e

No － －

File System
（FILESYSTE
M_NAME）

ファイルシステムのマウ
ントポイント。

－ string
(1024
)

No － －

File System 
Type
（FILESYSTE
M_TYPE）

ファイルシステムタイプ
（例：NFS）。

－ string
(20)

No － －

Host
（HOSTNAME）

ファイルシステムが置か
れているホスト名。

－ string
(256)

No － －

IP Address
（IP_ADDRES
S）

ファイルシステムが置か
れているホストの IPア
ドレス。

－ string
(50)

No － －

Interval
（INTERVAL）

File System Detail - 
Remote（PD_FSR）レ
コードが格納されたイン
ターバル時間（秒単位）。

－ ulong No HP-UX,
Solaris,
AIX,
Linux

－

Mbytes Free
（TOTAL_MB
YTES_FREE）

使用していないサイズ
（メガバイト単位）。

－ doubl
e

No － (TOTAL_BLOC
KS_FREE ＊ 基
本ブロックサイ
ズ ) / 1MB

Mbytes Free %
（TOTAL_MB
YTES_FREE_
PERCENT）

使用していないサイズ
（メガバイト単位）の割
合（%）。

－ float No － (TOTAL_MBY
TES_FREE / 
TOTAL_SIZE_
IN_MBYTES) 
＊ 100

Mbytes Rsvd
（TOTAL_MB
YTES_RESER
VED）

スーパーユーザーのため
の予約済みサイズ（メガ
バイト単位）。

－ doubl
e

No AIX TOTAL_MBYT
ES_FREE-TOT
AL_MBYTES_
AVAILABLE

Mbytes Rsvd %
（TOTAL_MB
YTES_RESER
VED_PERCEN
T）

スーパーユーザーのため
の予約済みサイズ（メガ
バイト単位）の割合
（%）。

－ float No AIX (TOTAL_MBY
TES_RESERV
ED / 
TOTAL_SIZE_
IN_MBYTES) 
＊ 100

Mbytes in Use
（TOTAL_MB
YTES_IN_USE
）

一般ユーザーが使用して
いるサイズ（メガバイト
単位）。

－ doubl
e

No － ((TOTAL_SIZE
_IN_BLOCKS - 
TOTAL_BLOC
KS_FREE) ＊ 
基本ブロックサ
イズ ) / 1MB

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース
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Mbytes in Use 
%
（TOTAL_MB
YTES_IN_USE
_PERCENT）

一般ユーザーが使用して
いるサイズ（メガバイト
単位）の割合（%）。

－ float No － (TOTAL_MBY
TES_IN_USE / 
(TOTAL_SIZE_
IN_MBYTES - 
TOTAL_MBYT
ES_RESERVE
D)) ＊ 100

Record Time
（RECORD_TI
ME）

レコードが作成された時
刻（グリニッジ標準時）。

－ time_
t

No － －

Record Type
（INPUT_REC
ORD_TYPE）

レコード種別。常に
「FSR」。

－ char(
8)

No － －

Remote File 
System
（REMOTE_FI
LESYSTEM_N
AME）

リモートファイルシステ
ム名。

－ string
(256)

No － －

Total Size 
Blocks
（TOTAL_SIZ
E_IN_BLOCK
S）

ファイルシステムの論理
ブロック数。

－ doubl
e

No － －

Total Size 
Mbytes
（TOTAL_SIZ
E_IN_MBYTE
S）

ファイルシステムのサイ
ズ（メガバイト単位）。

－ doubl
e

No － (基本ブロック
数 ＊ 基本ブ
ロックサイズ ) / 
1MB

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース
272



Logged Messages（PL_MESS）
Logged Messages（PL_MESS）

機能

Logged Messages（PL_MESS）レコードには，Messages Fileプロパティ，またはイベ
ントファイルで指定したログファイルに書き込まれたメッセージが格納されます。ログ
ファイルに書き込まれたメッセージ 1行ごとに 1件のレコードが作成されます。このレ
コードは，複数インスタンスレコードです。

なお，Messages Fileプロパティの詳細については，「付録 F.2　Agent Collectorサービ
スのプロパティ一覧」を参照してください。イベントファイルの詳細については，「3.　
ログ情報の収集」を参照してください。

注意
• Linuxの場合は，使用できません。
• このレコードの監視対象となるログファイルは単調増加ファイルだけです。ログ
ファイルの監視を開始してからの増分をデータとして取得します。増分がない場
合は，データは取得されません。

• 監視対象のログファイルは，絶対パス名をMessages Fileプロパティまたはイベ
ントファイルで指定してください。Messages Fileプロパティとイベントファイル
の両方にログファイルが設定されている場合は，どちらのログファイルも監視対
象となります。Messages Fileプロパティに指定したログファイルに誤りがある
と，PFM - Agent for Platformを起動したときに，OSでエラーが発生し，
KAVF10150-Wのメッセージが表示されます。イベントファイルに指定したログ

ファイルに誤りがある場合は，KAVF10203-Wのメッセージが表示されます。これ

らのメッセージが出力されている場合は，ログファイルを変更して，PFM - Agent 
for Platformを再起動してください。

• イベントファイル内で，同じパスと同じ識別子（id）を複数指定した場合，一つ
のレコードに集約されます。ただし，Messages Fileプロパティとイベントファイ
ル両方に同じパスと識別子（id）を指定した場合，別のレコードとして記録され
ます。

• ログファイルに空白を指定すると，ログファイルは監視されません。
• このレコードをリアルタイムレポートで表示する場合，次のように表示が変わり
ます。
・［デルタ値で表示］をチェックしていない場合，サービス起動時点から現在まで
に追加されたすべてのメッセージテキストが表示されます。
・［デルタ値で表示］をチェックしている場合，表示間隔の間に追加されたメッ
セージテキストだけが表示されます。

• AIX 5L V5.2でこのレコードを収集する場合は，次の OSのオプションパッケージ
をインストールしてください。AIXをインストールしたときにデフォルトでイン
ストールされません。
・File ops through Desc & Stream causes problems（パッチ ID:bos.rte.libc 
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5.2.0.13）
OSのオプションパッケージをインストールしたあと，APAR「IY46086」に必要
なファイルセットがすべて適用されているかどうかを，次のコマンドで確認して
ください。
# instfix -ik IY46086

「フィックス・データベースの中に IY46086のためのデータがありません。」とい

うメッセージが出力された場合，さらに次の OSのオプションパッケージをイン
ストールしてください。
・Base Profiling Support（パッチ ID:bos.adt.prof .2.0.13）または後継の OSのオ
プションパッケージ

デフォルト値および変更できる値

ODBCキーフィールド

PL_MESS_MESSAGE_TEXT

ライフタイム

なし

レコードサイズ

●固定部：681バイト

●可変部：512バイト

フィールド

項目 デフォルト値 変更可否

Collection Interval 60 ○

Collection Offset 0 ○

Log No ○

LOGIF 空白 ○

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース

Interval
（INTERVAL）

Logged Messages
（PL_MESS）レコード
が格納されたインターバ
ル時間（秒単位）。常に
「0」。

－ ulong No HP-UX,
Solaris,
AIX,
Linux

－

Message Text
（MESSAGE_
TEXT）

メッセージテキスト。ロ
グファイルから取った 1
行の情報で構成される。

－ string
(512)

No Linux －
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Record Time
（RECORD_TI
ME）

レコードが作成された時
刻（グリニッジ標準時）。

－ time_
t

No Linux －

Record Type
（INPUT_REC
ORD_TYPE）

レコード種別。常に
「MESS」。

－ char(
8)

No Linux －

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース
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Network Interface Detail（PI_NIND）

機能

Network Interface Detail（PI_NIND）レコードには，ネットワークインターフェース
についての，ある一定の時間を単位としたパフォーマンスデータが格納されます。イン
ターフェースには，ループバック，ローカルトークンリングアダプター，および
Ethernetアダプターがあり，1台のマシンに複数のネットワークインターフェースを置
けます。各インターフェースは，複数の IPアドレスを持てます。パフォーマンスデータ
を収集するごとに，一つのネットワークインターフェースにつき 1件のレコードが作成
されますが，最初に見つかった IPアドレスだけが使用されます。このレコードは，複数
インスタンスレコードです。

注意
• Flags（FLAGS）フィールドに設定されるインターフェースフラグで，判定でき
るフラグは次のとおりです。
・AIXの場合
UP，BROADCAST，DEBUG，LOOPBACK，POINTOPOINT，
NOTRAILERS，RUNNING，NOARP，PROMISC，ALLMULTI，OACTIVE，
SIMPLEX，MULTICAST
・HP-UXの場合
UP，LOOPBACK
・Solarisの場合
UP，BROADCAST，DEBUG，LOOPBACK，POINTOPOINT，
NOTRAILERS，RUNNING，NOARP，PROMISC，ALLMULTI，
INTELLIGENT，MULTICAST，MULTI_BCAST，UNNUMBERED，
PRIVATE
・Linuxの場合
UP，BROADCAST，DEBUG，LOOPBACK，POINTOPOINT，
NOTRAILERS，RUNNING，NOARP，PROMISC，ALLMULTI，
MULTICAST，MASTER，SLAVE，PORTSEL，AUTOMEDIA，DYNAMIC

• PFM - Agent for Platformのサービス起動中に，Solaris 9以降の DR機能を使用
してシステムリソースを変更した場合に，正しく収集できないパフォーマンス
データがあります。変更の影響を受けるシステムリソースの種類と変更後に正し
くレポートを表示するための対処方法を次の表に示します。

システムリソース
の種類

レポートの種類 変更後の対処方法

LANボード リアルタイム レポートを再表示する。

履歴 表示期間にシステムリソースを変更した日時を含
めないように指定する。
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システムリソースの変更の影響を受けるフィールドは，次に示す以外のフィール
ドです。
・Interval（INTERVAL）
・Record Time（RECORD_TIME）
・Record Type（INPUT_RECORD_TYPE）
・Storeデータベースに記録されるときだけ追加されるフィールド
なお，システムリソースを変更する場合の注意事項の詳細は，この章の「レコー
ドの注意事項」の「システムリソースを変更する場合の性能情報」を参照してく
ださい。

• Linux 4では，sit0インターフェースは収集されません。
• このレコードは，Solaris10の非グローバルゾーンでは使用できません。
• PFM - Agent for Platform 08-50以降では，IPv6がサポート対象になります。

IPv4と IPv6が共存する環境で表示される数値に影響があるフィールドを次の表
に示します。

PFM-View名 OS環境 取得する IP情報

IPv4環境 IPv6環境 共存環境

Broadcast 
Address

すべて IPv4 空白 IPv4

Flags HP-UX，
HP-UX(IPF)，
AIX

－ － －

Solaris，Linux，
Linux(IPF)

IPv4 IPv6 IPv4

IP Address すべて IPv4 空白 IPv4

IP6 Address すべて 空白 IPv6 IPv6

Interface すべて IPv4 IPv6 IPv4

Interval すべて － － －

Max 
Transmission 
Unit

HP-UX，
HP-UX(IPF)，
Solaris，Linux，
Linux(IPF)

IPv4 IPv6 IPv4

AIX － － －

Network 
Mask

すべて IPv4 空白 IPv4

Network 
Name

すべて IPv4 空白 IPv4

Pkt 
Collisions

HP-UX，
HP-UX(IPF)

IPv4 0 IPv4

AIX，Solaris，
Linux，
Linux(IPF)

IPv4 IPv6 IPv4と IPv6
の合算値
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Pkt Receive 
Errors

HP-UX，
HP-UX(IPF)

IPv4 0 IPv4

AIX，Solaris，
Linux，
Linux(IPF)

IPv4 IPv6 IPv4と IPv6
の合算値

Pkt Xmit 
Errors

HP-UX，
HP-UX(IPF)

IPv4 0 IPv4

AIX，Solaris，
Linux，
Linux(IPF)

IPv4 IPv6 IPv4と IPv6
の合算値

Pkts Rcvd すべて IPv4 IPv6 IPv4と IPv6
の合算値

Pkts Rcvd/sec すべて IPv4/Interval IPv6/Interval （IPv4と IPv6
の合算値）/
Interval

Pkts Xmitd すべて IPv4 IPv6 IPv4と IPv6
の合算値

Pkts Xmitd/
sec

すべて IPv4/Interval IPv6/Interval （IPv4と IPv6
の合算値）/
Interval

Record Time すべて － － －

Record Type すべて － － －

Total Pkt 
Errors

HP-UX，
HP-UX(IPF)

IPv4の「Pkt 
Receive Errors」
と「Pkt Xmit 
Errors」と「Pkt 
Collisions」の合算
値

0 IPv4の「Pkt 
Receive 
Errors」と
「Pkt Xmit 
Errors」と
「Pkt 
Collisions」の
合算値

AIX，Solaris，
Linux，
Linux(IPF)

IPv4の「Pkt 
Receive Errors」
と「Pkt Xmit 
Errors」と「Pkt 
Collisions」の合算
値

IPv6の「Pkt 
Receive 
Errors」と
「Pkt Xmit 
Errors」と
「Pkt 
Collisions」の
合算値

IPv4と IPV6
の「Pkt 
Receive 
Errors」と
「Pkt Xmit 
Errors」と
「Pkt 
Collisions」の
合算値

PFM-View名 OS環境 取得する IP情報

IPv4環境 IPv6環境 共存環境
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（凡例）
－：IPv4または IPv6の環境に影響されない情報が収集されます。

デフォルト値および変更できる値

ODBCキーフィールド
• PI_NIND_INTERFACE_NAME
• PI_NIND_IP_ADDRESS

ライフタイム

なし

レコードサイズ

●固定部：681バイト

●可変部：670バイト

Total Pkts すべて IPv4の「pkts 
received」と
「Pkts Xmitd」の
合算値

IPv6の「pkts 
received」と
「Pkts Xmitd」
の合算値

IPv4と IPV6
の「pkts 
received」と
「Pkts Xmitd」
の合算値

Total Xmit 
Receive 
Errors

HP-UX，
HP-UX(IPF)

IPv4の「Pkt 
Receive Errors」
と「Pkt Xmit 
Errors」の合算値

0 IPv4の「Pkt 
Receive 
Errors」と
「Pkt Xmit 
Errors」の合
算値

AIX，Solaris，
Linux，
Linux(IPF)

IPv4の「Pkt 
Receive Errors」
と「Pkt Xmit 
Errors」の合算値

IPv6の「Pkt 
Receive 
Errors」と
「Pkt Xmit 
Errors」の合算
値

IPv4と IPV6
の「Pkt 
Receive 
Errors」と
「Pkt Xmit 
Errors」の合
算値

Type すべて － － －

項目 デフォルト値 変更可否

Collection Interval 60 ○

Collection Offset 0 ○

Log No ○

LOGIF 空白 ○

PFM-View名 OS環境 取得する IP情報

IPv4環境 IPv6環境 共存環境
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フィールド

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース

Broadcast 
Address
（BROADCAS
T_ADDRESS）

最初に見つかったブロー
ドキャストアドレス。イ
ンターネットアドレス
フォーマットで表示され
る。HP-UX，Solaris，
Linuxでは，loopback
インスタンスのブロード
キャストアドレスは表示
されない。

COP
Y

string
(20)

No － －

Flags
（FLAGS）

インターフェースフラグ
の設定。80バイト以上
の場合，最後の文字は
「>」。HP-UXでは，イ
ンターフェースの状態を
表す，すべてのフラグが
このフィールドの値に含
まれる（ifconfigコマン
ドでは，フラグの一部し
か表示されない）。

COP
Y

string
(80)

No － －

IP Address
（IP_ADDRES
S）

最初に見つかった IPア
ドレス。インターネット
アドレスフォーマットで
表示される。

COP
Y

string
(20)

No － －

IP6 Address
（IP6_ADDRE
SS）

IPv6の IPアドレス。イ
ンターネットアドレス
フォーマットで表示され
る。

COP
Y

string
(50)

No － －

Interface
（INTERFACE
_NAME）

インターフェース名。 COP
Y

string
(40)

No － －

Interval
（INTERVAL）

Network Interface 
Detail（PI_NIND）レ
コードが格納されたイン
ターバル時間（秒単位）。

COP
Y

ulong Yes － ・ リアルタイム
の場合
RECORD_TIM
E - 最後のブー
ト時刻
・ その他の場合
RECORD_TIM
E - 前のレコー
ド時刻

Max 
Transmission 
Unit
（MAX_TRAN
SMISSION_U
NIT）

最大パケットサイズ（バ
イト単位）。

COP
Y

ulong No － －
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Network Mask
（NETWORK_
MASK）

最初に見つかった IPア
ドレスのサブネットマス
ク。インターネットアド
レスフォーマットで表示
される。

COP
Y

string
(20)

No － －

Network Name
（NETWORK_
NAME）

ネットワーク名。1,028
バイト以上のネットワー
ク名は扱えない。また，
ネットワーク名はデータ
モデルで定義されたサイ
ズまで表示される。
AIX，HP-UX，Linux
では，NISが稼働中であ
り，ネットワークアドレ
ス用の NISデータベー
スにエントリーがない場
合，インターフェースの
最初に見つかった IPア
ドレスにマスク処理を掛
けた結果が表示される。

COP
Y

string
(256)

No － －

Pkt Collisions
（PACKET_C
OLLISIONS）

パケット衝突が発生した
回数。

AVG ulong Yes － －

Pkt Receive 
Errors
（PACKET_RE
CEIVE_ERRO
RS）

パケット受信時のエラー
数。

AVG ulong Yes － －

Pkt Xmit 
Errors
（PACKET_TR
ANSMIT_ERR
ORS）

パケット送信時のエラー
数。

AVG ulong Yes － －

Pkts Rcvd
（PACKETS_R
ECEIVED）

受信したパケット数。 AVG ulong Yes － －

Pkts Rcvd/sec
（PACKETS_R
ECEIVED_PE
R_SECOND）

パケットを受信した頻度
（1秒当たりのパケット
数）。

R float Yes － PACKETS_RE
CEIVED / 
INTERVAL

Pkts Xmitd
（PACKETS_T
RANSMITTED
）

送信したパケット数。 AVG ulong Yes － －

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース
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Pkts Xmitd/sec
（PACKETS_T
RANSMITTED
_PER_SECON
D）

パケットを送信した頻度
（1秒当たりのパケット
数）。

R float Yes － PACKETS_TR
ANSMITTED / 
INTERVAL

Record Time
（RECORD_TI
ME）

レコードが作成された時
刻（グリニッジ標準時）。

COP
Y

time_
t

No － －

Record Type
（INPUT_REC
ORD_TYPE）

レコード種別。常に
「NIND」。

COP
Y

char(
8)

No － －

Total Pkt 
Errors
（TOTAL_PAC
KET_ERRORS
）

パケット送信時および受
信時に発生したエラー数
（パケット衝突の数も含
む）。

AVG ulong Yes － PACKET_TRA
NSMIT_ERRO
RS + 
PACKET_REC
EIVE_ERROR
S + 
PACKET_COL
LISIONS

Total Pkts
（TOTAL_PAC
KETS）

送信および受信したパ
ケット数。

AVG ulong Yes － PACKETS_RE
CEIVED + 
PACKETS_TR
ANSMITTED

Total Xmit 
Receive Errors
（TOTAL_TRA
NS_RECEIVE
_ERRORS）

パケット送信時および受
信時に発生したエラー数
（パケット衝突の数は含
まない）。

AVG ulong Yes － PACKET_TRA
NSMIT_ERRO
RS + 
PACKET_REC
EIVE_ERROR
S

Type
（INTERFACE
_TYPE）

インターフェース種別。 COP
Y

string
(20)

No － －

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース
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Network Interface Summary（PI_NINS）

機能

Network Interface Summary（PI_NINS）レコードには，Network Interface Detail
（PI_NIND）レコードに格納されるデータを，ある一定の時間を単位として要約したパ
フォーマンスデータが格納されます。

インターフェースには，ループバック，ローカルトークンリングアダプター，および
Ethernetアダプターがあり，1台のマシンに複数のネットワークインターフェースを置
けます。各インターフェースは，複数の IPアドレスを持てます。パフォーマンスデータ
を収集するごとに，一つのネットワークインターフェースにつき 1件のレコードが作成
されますが，最初に見つかった IPアドレスだけが使用されます。なお，Network 
Interface Detail（PI_NIND）レコードを収集しなくても，このレコードにはパフォーマ
ンスデータが格納されます。

注意
• PFM - Agent for Platformのサービス起動中に，Solaris 9以降の DR機能を使用
してシステムリソースを変更した場合に，正しく収集できないパフォーマンス
データがあります。変更の影響を受けるシステムリソースの種類と変更後に正し
くレポートを表示するための対処方法を次の表に示します。

システムリソースの変更の影響を受けるフィールドは，次に示す以外のフィール
ドです。
・Interval（INTERVAL）
・Record Time（RECORD_TIME）
・Record Type（INPUT_RECORD_TYPE）
・Storeデータベースに記録されるときだけ追加されるフィールド
なお，システムリソースを変更する場合の注意事項の詳細は，この章の「レコー
ドの注意事項」の「システムリソースを変更する場合の性能情報」を参照してく
ださい。

• このレコードは，Solaris10の非グローバルゾーンでは使用できません。

デフォルト値および変更できる値

システムリソース
の種類

レポートの種類 変更後の対処方法

LANボード リアルタイム レポートを再表示する。

履歴 表示期間にシステムリソースを変更した日時を含
めないように指定する。

項目 デフォルト値 変更可否

Collection Interval 60 ○
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ODBCキーフィールド

なし

ライフタイム

なし

レコードサイズ

●固定部：797バイト

●可変部：0バイト

フィールド

Collection Offset 0 ○

Log No ○

LOGIF 空白 ○

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース

Interface 
Count
（NUMBER_O
F_INTERFAC
ES）

インターフェースの数。 COP
Y

ulong No － Network 
Interface 
Summary
（PI_NINS）レ
コードで要約さ
れた Network 
Interface 
Detail
（PI_NIND）レ
コードの数。

Interval
（INTERVAL）

Network Interface 
Summary（PI_NINS）
レコードが格納されたイ
ンターバル時間（秒単
位）。

COP
Y

ulong Yes － ・ リアルタイム
の場合
RECORD_TIM
E - 最後のブー
ト時刻
・ その他の場合
RECORD_TIM
E - 前のレコー
ド時刻

Pkt Collisions
（PACKET_C
OLLISIONS）

パケット衝突が発生した
回数。

AVG ulong Yes － －

項目 デフォルト値 変更可否
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Pkt Receive 
Errors
（PACKET_RE
CEIVE_ERRO
RS）

パケット受信時のエラー
数。

AVG ulong Yes － －

Pkt Xmit 
Errors
（PACKET_TR
ANSMIT_ERR
ORS）

パケット送信時のエラー
数。

AVG ulong Yes － －

Pkts Rcvd
（TOTAL_PAC
KETS_RECEI
VED）

受信したパケット数。 AVG ulong Yes － －

Pkts Rcvd/sec
（PACKETS_R
ECEIVED_PE
R_SECOND）

パケットを受信した頻度
（1秒当たりのパケット
数）。

R float Yes － TOTAL_PACK
ETS_RECEIV
ED / 
INTERVAL

Pkts Xmitd
（PACKETS_T
RANSMITTED
）

送信したパケット数。 AVG ulong Yes － －

Pkts Xmitd/sec
（PACKETS_T
RANSMITTED
_PER_SECON
D）

パケットを送信した頻度
（1秒当たりのパケット
数）。

R float Yes － PACKETS_TR
ANSMITTED /  
INTERVAL

Record Time
（RECORD_TI
ME）

レコードが作成された時
刻（グリニッジ標準時）。

COP
Y

time_
t

No － －

Record Type
（INPUT_REC
ORD_TYPE）

レコード種別。常に
「NINS」。

COP
Y

char(
8)

No － －

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース
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Process Detail（PD）

機能

Process Detail（PD）レコードには，プロセスについての，ある時点での状態を示すパ
フォーマンスデータが格納されます。システム内にあるプロセス IDにつき 1件のレコー
ドが作成されます。

このレコードに格納されるパフォーマンスデータは，Process Detail Interval
（PD_PDI）レコードと同じです。しかし，ある時点に収集したパフォーマンスデータと
1回前に収集したパフォーマンスデータが同じプロセスのものだった場合，同じレコード
にパフォーマンスデータが格納され，値が上書きされるため，その点が Process Detail 
Interval（PD_PDI）レコードと異なります。ただし，パフォーマンスデータを収集した
ある時点から，次に収集する間にプロセスが終了した場合，そのプロセスのパフォーマ
ンスデータは，収集されません。また，実行中でないプロセスのパフォーマンスデータ
は，収集されません。

このレコードをリアルタイムで収集する場合，システムで実行中のすべてのプロセスに
ついてのパフォーマンスデータが格納されます。このレコードは，複数インスタンスレ
コードです。

注意
• プロセスに端末名がない場合，Terminal（TERMINAL_NAME）フィールドに
は，「??」が表示されます。

• AIX，Solarisでは，<defunct>プロセスについて次に示すフィールドのデータだ
けが取得されます。これら以外のフィールドには，「0」または「n/a」が表示され
ます。
Accounting Flags，Argument List，Exit Status，Flags，Group，Group ID，
Parent PID，Parent Process List，PID，Process Group ID，Program，
Program/PID，Real Group，Real Group ID，Real User，Real User ID，Record 
Time，Record Type，Scheduler Class，Terminal，User，User ID

• Priority（PRIORITY）フィールドでは，数字の大きさによってプロセスの優先順
位が決まります。Solarisでは数字が大きい方が，高い優先順位を示します。AIX，
Linuxでは数字が小さい方が，高い優先順位を示します。HP-UXでは，プロセス
ごとの設定によって，より高い優先順位を示す数字が異なります。次のコマンド
を使用して，プロセスごとの設定を確認してください。
export UNIX95=1

ps -eo pid,cls,pri

clsが次の場合，数字が小さい方がより高い優先順位を示します。
FIFO
RR
RR2
286



Process Detail（PD）
clsが次の場合，数字が大きい方がより高い優先順位を示します。
HPUX
RT

• Flags（FLAGS）フィールドに設定されるプロセスのフラグリストで，判定でき
るフラグは次のとおりです。
・AIXの場合
SLOAD，SNOSWAP，SFORKSTACK，STRC，SFIXPRI，SKPROC，
SSIGNOCHLD，SSIGSET，SLKDONE，STRACING，SMPTRACE，SEXIT，
SORPHANPGRP，SNOCNTLPROC，SPPNOCLDSTOP，SEXECED，
SJOBSESS，SJOBOFF，SEXECING，SPSEARLYALLOC
・HP-UXの場合
SLOAD，SSYS，SLOCK，STRC，SWTED_PARENT，SDEACTSELF，
SOMASK，SWEXIT，SVFORK，SSEQL，SUANOM，SOUSIG，SOWEUPC，
SSEL，SWANTS_ALLCPU，SSERIAL，SFAULTING，SDEACT，SWAITIO，
STRAPPING，SWTED_DEBUGGER
・Solaris 9の場合
SSYS，STRC，SITBUSY，SLOAD，SLOCK，SPREXEC，SPROCTR，
SPRFORK，SKILLED，SSCONT，SRUNLCL，SBPTADJ，SKILLCL，
SUGID，SEXECED，SPASYNC，SJCTL，SNOWAIT，SVFORK，
EXITLWPS，SWAITSIG，COREDUMP，SMSACCT，ASLWP
・Solaris10の場合
SSYS，SITBUSY，SWATCHOK，SKILLED，SSCONT，SZONETOP，
SEXTKILLED，SUGID，SEXECED，SJCTL，SNOWAIT，SVFORK，
SEXITLWPS，SCOREDUMP，SMSACCT，SLWPWRAP

• 終了したプロセスのパフォーマンスデータは収集できません。
• インスタンスの対象プロセスがゾンビプロセスの場合，次のフィールドには

Solarisでは「0」が，AIX，HP-UX，HP-UX（IPF)では「-3」が設定されます。
User，User ID，Real User，Real User ID，Group，Group ID，Real Group，
Real Group ID

デフォルト値および変更できる値

ODBCキーフィールド
• PD_START_TIME
• PD_PID

項目 デフォルト値 変更可否

Collection Interval 60 ○

Collection Offset 0 ○

Log No ○

LOGIF 空白 ○
287



Process Detail（PD）
ライフタイム

プロセスの実行から終了まで。

レコードサイズ

●固定部：681バイト

●可変部：2,682バイト

フィールド

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース

Accounting 
Flags
（ACCOUNTI
NG_FLAGS）

プロセスの動作履歴情
報。プロセスが終了して
いる（End Timeが「n/
a」でない）場合だけ有
効。

－ string
(256)

No HP-UX,
Solaris,
AIX,
Linux

－

Argument List
（ARGUMEN
T_LIST）

プロセスの引数リスト。
ps -efコマンドの
COMMAND（CMD）
列に表示される文字列に
相当する。HP-UXは，
最大 63バイトに制限さ
れる。Solarisでは，最
大 79バイトに制限され
る。

－ string
(120)

No － －

Avg I/O Kbytes
（AVG_IO_KB
YTES）

I/O処理の平均転送サイ
ズ（キロバイト単位）。

－ float No HP-UX,
AIX,
Linux

TOTAL_IO_KB
YTES / 
TOTAL_IO_OP
S

CPU %
（CPU_PERC
ENT_USED）

プロセスの CPU使用率
をプロセッサ数で割った
平均値（%）。

－ float No － (((USER_CPU_
TIME + 
SYSTEM_CPU
_TIME) / 
ELAPSED_TI
ME) / 
processors-cou
nt) ＊ 100

CPU % Each
（CPU_PERC
ENT_EACH）

プロセスの CPU使用率
（%）。

－ float No － ((USER_CPU_
TIME + 
SYSTEM_CPU
_TIME) / 
ELAPSED_TI
ME)＊ 100
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CPU Limit
（CPU_LIMIT）

プロセスの CPUリミッ
ト。この値は，setrlimit
システムコールの
RLIMIT_CPUパラメー
ターで定義される。

－ doubl
e

No HP-UX,
Solaris,
Linux

－

Child Process 
List
（CHILD_PRO
CESS_LIST）

作成した子プロセスリス
ト。それぞれの子プロセ
スの間は，ブランクで区
切られる。128バイト以
上の場合，最後の文字は
「>」。

－ string
(128)

No － プロセスリスト
で子チェーンを
検索する。

Context 
Switches
（CONTEXT_
SWITCHES）

コンテキストスイッチが
実行された回数。

－ ulong Yes HP-UX,
Linux

－

Core Size Limit
（CORE_SIZE
_LIMIT）

プロセスが作成できるコ
ア・ファイルの最大サイ
ズ (バイト単位 )。この
値は，setrlimitシステ
ムコールの
RLIMIT_COREパラ
メーターで定義される。

－ doubl
e

No HP-UX,
Solaris,
Linux

－

Data Size 
Limit
（DATA_SIZE_
LIMIT）

プロセスのデータサイズ
リミット（バイト単位）。
この値は，setrlimitシ
ステムコールの
RLIMIT_DATAパラ
メーターで定義される。

－ doubl
e

No HP-UX,
Solaris,
Linux

－

Elapsed Time
（ELAPSED_T
IME）

プロセスが開始した時点
から Process Detail
（PD）レコードが格納さ
れた時点，またはプロセ
スが終了した時点までの
経過時間（秒単位）。

－ utime No － ・ プロセスが実
行中の場合
RECORD_TIM
E - 
START_TIME
・ その他の場合
－

End Time
（END_TIME）

プロセスの終了時刻。プ
ロセスが実行中であれば
「n/a」。

－ time_
t

No HP-UX,
Solaris,
AIX,
Linux

START_TIME 
+ 
ELAPSED_TI
ME

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース
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Executable 
Data Kbytes
（EXECUTAB
LE_DATA_KB
YTES）

使用しているデータサイ
ズ（キロバイト単位）。
このフィールドを
Solarisで収集するため
には，事前に環境変数
SAUNIXPMAPを設定
する必要があります。コ
マンドラインから次のコ
マンドを実行してくださ
い。
# SAUNIXPMAP=1
# export SAUNIXPMAP

－ ulong No Linux －

Executable 
Text Kbytes
（EXECUTAB
LE_TEXT_KB
YTES）

使用しているテキストサ
イズ（キロバイト単位）。
このフィールドを
Solarisで収集するため
には，事前に環境変数
SAUNIXPMAPを設定
する必要があります。コ
マンドラインから次のコ
マンドを実行してくださ
い。
# SAUNIXPMAP=1
# export SAUNIXPMAP

－ ulong No Linux －

Exit Status
（EXIT_STAT
US）

プロセスの終了状態。プ
ロセスが終了している
（End Timeが「n/a」で
ない）場合だけ有効。

－ string
(20)

No HP-UX,
Solaris,
AIX,
Linux

－

File Size Limit
（FILE_SIZE_
LIMIT）

プロセスのファイルサイ
ズリミット（バイト単
位）。この値は，
setrlimitシステムコー
ルの RLIMIT_FSIZEパ
ラメーターで定義され
る。

－ doubl
e

No HP-UX,
Solaris,
Linux

－

Flags
（FLAGS）

プロセスのフラグリス
ト。120バイト以上の場
合，最後の文字は「>」。

－ string
(120)

No Linux －

Group
（GROUP_NA
ME）

プロセスの実効グループ
名。

－ string
(256)

No － －

Group ID
（GROUP_ID）

プロセスの実効グループ
ID。

－ long No － －

Hard CPU 
Limit
（HARD_CPU
_LIMIT）

プロセスのハード CPU
リミット（Hcpulimit）。

－ doubl
e

No HP-UX,
Solaris,
Linux

－

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース
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Hard Core Size 
Limit
（HARD_COR
E_SIZE_LIMI
T）

プロセスのハードコアサ
イズリミット（バイト単
位）（Hcorelimit）。

－ doubl
e

No HP-UX,
Solaris,
Linux

－

Hard Data Size 
Limit
（HARD_DAT
A_SIZE_LIMI
T）

プロセスのハードデータ
サイズリミット（バイト
単位）（Hdatalimit）。

－ doubl
e

No HP-UX,
Solaris,
Linux

－

Hard File Size 
Limit
（HARD_FILE
_SIZE_LIMIT）

プロセスのハードファイ
ルサイズリミット（バイ
ト単位）
（Hfilesizelimit）。

－ doubl
e

No HP-UX,
Solaris,
Linux

－

Hard Open 
Files Limit
（HARD_OPE
N_FILES_LIM
IT）

プロセスのハードオープ
ンファイルリミット
（Hopenfileslimit）。

－ doubl
e

No HP-UX,
Solaris,
AIX,
Linux

－

Hard Stack 
Size Limit
（HARD_STA
CK_SIZE_LIM
IT）

プロセスのハードスタッ
クサイズリミット（バイ
ト単位）（Hstacklimit）。

－ doubl
e

No HP-UX,
Solaris,
Linux

－

Hard Virtual 
Mem Size 
Limit
（HARD_VIRT
UAL_MEMOR
Y_SIZE_LIMIT
）

プロセスのハード仮想メ
モリーサイズリミット
（バイト単位）
（Hrsslimit）。

－ doubl
e

No HP-UX,
Solaris,
Linux

－

Heap Kbytes
（HEAP_KBY
TES）

使用しているのヒープサ
イズ（キロバイト単位）。

－ ulong No HP-UX,
AIX,
Linux

－

Interval
（INTERVAL）

Process Detail（PD）レ
コードが格納されたイン
ターバル時間（秒単位）。

－ ulong Yes HP-UX,
Solaris,
AIX,
Linux

－

Major Faults
（MAJOR_FA
ULTS）

物理的な I/Oを引き起こ
すページフォルトの回
数。

－ ulong Yes － －

Mem Charge
（MEMORY_C
HARGE）

プロセスのサービスユ
ニットチャージ。プロセ
スが終了している（End 
Timeが「n/a」でない）
場合だけ有効。

－ ulong No HP-UX,
Solaris,
AIX,
Linux

－

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース
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Minor Faults
（MINOR_FA
ULTS）

物理的な I/Oを引き起こ
さないページフォルトの
回数。

－ ulong Yes － －

Niceness
（NICENESS）

プロセスのナイス値。プ
ロセスに割り当てられた
スケジューラークラスが
値に影響する。例えば，
タスクがスケジューラー
クラス RTに割り当てら
れている場合，ナイス値
は「0」。

－ long No － －

Open Files 
Limit
（OPEN_FILE
S_LIMIT）

プロセスのオープンファ
イルリミット。この値
は，setrlimitシステム
コールの
RLIMIT_NOFILEパラ
メーターで定義される。

－ doubl
e

No HP-UX,
Solaris,
AIX,
Linux

－

PID（PID） プロセス ID。 － long No － －

Parent PID
（PARENT_PI
D）

親プロセスのプロセス
ID。

－ long No － －

Parent Process 
List
（PARENT_PR
OCESS_LIST）

プロセスの親プロセスリ
スト。例えば
「3867<1<0」は， プロセ
ス 0が，プロセス 1を作
成し，プロセス 1がプロ
セス 3867を作成したこ
とが示される。128バイ
ト以上の場合，最後の文
字は「>」。

－ string
(128)

No － プロセスリスト
で親チェーンを
検索する。

Priority
（PRIORITY）

プロセスの優先順位。
AIXの 32bit環境で，プ
ロセス IDが「0」のプ
ロセスの場合，「0」が設
定される。

－ long No － －

Process Group 
ID
（PROCESS_G
ROUP_ID）

プロセスグループ ID。 － long No － －

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース
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Program
（PROGRAM_
NAME）

プログラム名。ps -eコ
マンドの COMMAND
（CMD）列に表示される
文字列に相当する。
HP-UXでは，最大 63
バイトに制限される。
Solarisでは，最大 79バ
イトに制限される。

－ string
(256)

No － －

Program/PID
（PROGRAM_
PID）

実行しているプログラム
名とプロセス ID。

－ string
(280)

No － －

Reads
（READ_OPS）

AIXでは，RAW読み取
り処理が発生した回数。
Solarisでは，Block読
み取り処理が発生した回
数。

－ ulong Yes HP-UX,
Linux

－

Reads/sec
（READ_OPS_
PER_SECOND
）

読み取り処理が発生した
頻度（1秒当たりの回
数）。

－ float Yes HP-UX,
Linux

READ_OPS / 
ELAPSED_TI
ME

Real Group
（REAL_GRO
UP_NAME）

プロセスの実グループ
名。

－ string
(256)

No － －

Real Group ID
（REAL_GRO
UP_ID）

プロセスの実グループ
ID。

－ long No － －

Real Mem 
Kbytes
（REAL_MEM
ORY_KBYTES
）

使用している物理メモ
リーサイズ（キロバイト
単位）。

－ ulong No － －

Real User
（REAL_USE
R_NAME）

プロセスの実ユーザー
名。

－ string
(256)

No － －

Real User ID
（REAL_USE
R_ID）

プロセスの実ユーザー
ID。

－ long No － －

Record Time
（RECORD_TI
ME）

レコードが作成された時
刻（グリニッジ標準時）。

－ time_
t

No － －

Record Type
（INPUT_REC
ORD_TYPE）

レコード種別。常に
「PD」。

－ char(
8)

No － －

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース
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Scheduler 
Class
（SCHEDULE
R_CLASS）

スケジューリングクラス
名。次の値が設定され
る。
TS，IA，FX，FSS，
RT，SYS

－ string
(12)

No HP-UX,
AIX,
Linux

－

Shared Lib 
Kbytes
（SHARED_LI
BRARY_KBYT
ES）

使用している共用ライブ
ラリーサイズ（キロバイ
ト単位）。

－ ulong No HP-UX,
Solaris,
AIX,
Linux

－

Shared Mem 
Kbytes
（SHARED_M
EMORY_KBY
TES）

使用している共用メモ
リーサイズ（キロバイト
単位）。

－ ulong No Solaris,
AIX

－

Signals Rcvd
（NUMBER_O
F_SIGNALS_R
ECEIVED）

受信したシグナル数。 － ulong Yes Linux －

Snapshot Time
（LAST_SNAP
SHOT_TIME）

最後にプロセステーブル
の情報を取得した時刻。
プロセステーブルに情報
がない場合は，レコード
時刻。

－ time_
t

No － －

Stack Kbytes
（STACK_KBY
TES）

プロセスが使用している
スタックサイズ（キロバ
イト単位）。

－ ulong No AIX －

Stack Size 
Limit
（STACK_SIZ
E_LIMIT）

プロセスのスタックサイ
ズリミット（バイト単
位）。この値は，
setrlimitシステムコー
ルの RLIMIT_STACK
パラメーターで定義され
る。

－ doubl
e

No HP-UX,
Solaris,
Linux

－

Start Time
（START_TIM
E）

プロセスの開始時刻。 － time_
t

No － －

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース
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State
（STATE）

プロセスの状態。次の値
が設定される。
・ AIXの場合 IDLE，
ZOMBIE，STOP，
RUN，SWAP，NONE
・ HP-UXの場合 IDLE，
OTHER，RUN，
SLEEP，STOP，
ZOMBIE，NONE
・ Solarisの場合 IDLE，
ONCPU，RUN，
SLEEP，STOP，
ZOMBIE，NONE
・ Linuxの場合 RUN，
SLEEP，SWAP，
STOP，ZOMBIE，
NONE

－ string
(10)

No － －

Swaps
（SWAPS）

スワップが発生した回
数。

－ ulong Yes Linux －

System CPU
（SYSTEM_C
PU_TIME）

カーネルモードで動作し
た時間（秒単位）。

－ utime Yes － －

Terminal
（TERMINAL_
NAME）

実行された端末名。端末
名を持たないプロセスの
場合，「??」と表示され
る。

－ string
(40)

No － －

Throughput/
sec
（IO_KBYTES
_PER_SECON
D）

I/O処理の速度（1秒当
たりのキロバイト数）。

－ float Yes AIX,
Linux

TOTAL_IO_KB
YTES / 
ELAPSED_TI
ME

Total I/O 
Kbytes
（TOTAL_IO_
KBYTES）

I/O処理の合計転送サイ
ズ（キロバイト単位）。

－ float Yes AIX,
Linux

－

Total I/O Ops
（TOTAL_IO_
OPS）

I/O処理が発生した回
数。

－ ulong Yes HP-UX,
AIX,
Linux

READ_OPS + 
WRITE_OPS

Total I/O Ops/
sec
（TOTAL_IO_
OPS_PER_SE
COND）

I/O処理が発生した頻度
（1秒当たりの回数）。

－ float Yes HP-UX,
AIX,
Linux

TOTAL_IO_OP
S / 
ELAPSED_TI
ME

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース
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Total Process 
Kbytes
（TOTAL_PRO
CESS_KBYTE
S）

プロセスのサイズ（キロ
バイト単位）。この
フィールドの値は，AIX
では，ps -lコマンドで
得た SZ列に表示される
値と同じ。HP-UX，
Solarisでは，ps -lコマ
ンドで得た SZ列に表示
される値にページサイズ
を乗じた値と同じ。
Linuxでは，topコマン
ドで得た SIZE列に表示
される値と同じ。

－ ulong No － －

User
（USER_NAM
E）

プロセスの実効ユーザー
名。

－ string
(256)

No － －

User CPU
（USER_CPU_
TIME）

ユーザーモードで動作し
た時間（秒単位）。

－ utime Yes － －

User ID
（USER_ID）

プロセスの実効ユーザー
ID。

－ long No － －

Virtual Mem 
Kbytes
（VIRTUAL_M
EMORY_KBY
TES）

使用している仮想メモ
リーサイズ（キロバイト
単位）。

－ ulong No Solaris －

Virtual Mem 
Size Limit
（VIRTUAL_M
EMORY_SIZE
_LIMIT）

プロセスの仮想メモリー
サイズリミット（バイト
単位）（rsslimit）。この
値は，setrlimitシステ
ムコールの
RLIMIT_VMEMパラ
メーターで定義される。

－ doubl
e

No HP-UX,
Solaris,
Linux

－

Writes
（WRITE_OPS）

AIXでは，RAW書き込
み処理が発生した回数。
Solarisでは，Block書
き込み処理が発生した回
数。

－ ulong Yes HP-UX,
Linux

－

Writes/sec
（WRITE_OPS
_PER_SECON
D）

書き込み処理が発生した
頻度（1秒当たりの回
数）。

－ float Yes HP-UX,
Linux

WRITE_OPS / 
ELAPSED_TI
ME

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース
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Process Detail Interval（PD_PDI）
Process Detail Interval（PD_PDI）

機能

Process Detail Interval（PD_PDI）レコードには，プロセスについての，ある一定の時
間を単位としたパフォーマンスデータが格納されます。システム内にあるプロセス IDに
つき 1件のレコードが作成されます。

このレコードに格納されるパフォーマンスデータは，Process Detail（PD）レコードと
同じです。しかし，ある時点に収集したパフォーマンスデータと 1回前に収集したパ
フォーマンスデータが同じプロセスのものだった場合，同じレコードにパフォーマンス
データが格納されないで新しいレコードが作成されるので，その点が Process Detail
（PD）レコードと異なります。したがって，同じプロセスについて複数のレコードが作
成されます。ただし，パフォーマンスデータを収集したある時点から，次に収集する間
にプロセスが終了した場合，そのプロセスのパフォーマンスデータは，収集されません。

このレコードをリアルタイムで収集する場合，システムで実行中のすべてのプロセスに
ついてのパフォーマンスデータが格納されます。このレコードは，複数インスタンスレ
コードです。

注意
• AIX，Solarisでは，<defunct>プロセスについて次に示すフィールドのデータだ
けが取得されます。これら以外のフィールドには，「0」または「n/a」が表示され
ます。
Accounting Flags，Argument List，End Time，Exit Status，Group，Group 
ID，Parent PID，PID，Program，Real User，Real User ID，Record Time，
Record Type，Snapshot Time，State，Terminal，User，User ID

• このレコードの Interval（INTERVAL）フィールドは常に「0」です。頻度，平
均，割合を表すフィールドではデータソースとして，プロセスの起動からの経過
時間を使用します。デルタ値を収集する場合は，前回のプロセス経過時間と今回
のプロセス経過時間の差分で計算されます。デルタ値を収集しない場合は，プロ
セスの累積経過時間を使用して計算されます。

• Priority（PRIORITY）フィールドでは，数字の大きさによってプロセスの優先順
位が決まります。Solarisでは数字が大きい方が，高い優先順位を示します。AIX，
Linuxでは数字が小さい方が，高い優先順位を示します。HP-UXでは，プロセス
ごとの設定によって，より高い優先順位を示す数字が異なります。次のコマンド
を使用して，プロセスごとの設定を確認してください。
export UNIX95=1

ps -eo pid,cls,pri

clsが次の場合，数字が小さい方がより高い優先順位を示します。
FIFO
RR
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RR2
clsが次の場合，数字が大きい方がより高い優先順位を示します。
HPUX
RT

• 終了したプロセスのパフォーマンスデータは収集できません。
• インスタンスの対象プロセスがゾンビプロセスの場合，次のフィールドには

Solarisでは「0」が，AIX，HP-UX，HP-UX（IPF)では「-3」が設定されます。
User，User ID，Real User，Real User ID，Group，Group ID，Real Group，
Real Group ID

デフォルト値および変更できる値

ODBCキーフィールド
• PD_PDI_PID
• PD_PDI_START_TIME

ライフタイム

プロセスの実行から終了まで。

レコードサイズ

●固定部：681バイト

●可変部：1,626バイト

フィールド

項目 デフォルト値 変更可否

Log No ○

LOGIF 空白 ○

Sync Collection With Interval Records，PI ×

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース

Accounting 
Flags
（ACCOUNTI
NG_FLAGS）

プロセスの動作履歴情
報。プロセスが終了して
いる（End Timeが「n/
a」でない）場合だけ有
効。

－ string
(256)

No HP-UX,
Solaris,
AIX,
Linux

－
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Argument List
（ARGUMEN
T_LIST）

プロセスの引数リスト。
ps -efコマンドの
COMMAND（CMD）
列に表示される文字列に
相当する。HP-UXでは，
最大 63バイトに制限さ
れる。Solarisでは，最
大 79バイトに制限され
る。

－ string
(120)

No － －

Avg I/O Kbytes
（AVG_IO_KB
YTES）

I/O処理の平均転送サイ
ズ（キロバイト単位）。

－ float No HP-UX,
AIX,
Linux

TOTAL_IO_KB
YTES / 
TOTAL_IO_OP
S

CPU %
（CPU_PERC
ENT_USED）

プロセスの CPU使用率
をプロセッサ数で割った
平均値（%）。

－ float No － (((USER_CPU_
TIME + 
SYSTEM_CPU
_TIME) / プロ
セスの累積経過
時間 ) / プロ
セッサ数 ) ＊ 
100

CPU % Each
（CPU_PERC
ENT_EACH）

プロセスの CPU使用率
（%）。

－ float No － ((USER_CPU_
TIME + 
SYSTEM_CPU
_TIME) / プロ
セスの累積経過
時間 ) ＊ 100

Context 
Switches
（CONTEXT_
SWITCHES）

コンテキストスイッチが
実行された回数。

－ ulong Yes HP-UX,
Linux

－

End Time
（END_TIME）

プロセスの終了時刻。プ
ロセスが実行中であれば
「n/a」。

－ time_
t

No HP-UX,
Solaris,
AIX,
Linux

START_TIME 
+ プロセスの稼
働時間

Executable 
Data Kbytes
（EXECUTAB
LE_DATA_KB
YTES）

使用しているデータサイ
ズ（キロバイト単位）。
このフィールドを
Solarisで収集するため
には，事前に環境変数
SAUNIXPMAPを設定
する必要があります。コ
マンドラインから次のコ
マンドを実行してくださ
い。
# SAUNIXPMAP=1
# export SAUNIXPMAP

－ ulong No Linux －

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース
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Executable 
Text Kbytes
（EXECUTAB
LE_TEXT_KB
YTES）

使用しているテキストサ
イズ（キロバイト単位）。
このフィールドを
Solarisで収集するため
には，事前に環境変数
SAUNIXPMAPを設定
する必要があります。コ
マンドラインから次のコ
マンドを実行してくださ
い。
# SAUNIXPMAP=1
# export SAUNIXPMAP

－ ulong No Linux －

Exit Status
（EXIT_STAT
US）

プロセスの終了状態。プ
ロセスが終了している
（End Timeが「n/a」で
ない）場合だけ有効。

－ string
(20)

No HP-UX,
Solaris,
AIX,
Linux

－

Group
（GROUP_NA
ME）

プロセスの実効グループ
名。

－ string
(256)

No － －

Group ID
（GROUP_ID）

プロセスの実効グループ
ID。

－ long No － －

Heap Kbytes
（HEAP_KBY
TES）

使用しているヒープのサ
イズ（キロバイト単位）。

－ ulong No HP-UX,
AIX,
Linux

－

Interval
（INTERVAL）

常に「0」。 － ulong Yes HP-UX,
Solaris,
AIX,
Linux

－

Major Faults
（MAJOR_FA
ULTS）

物理的な I/Oを引き起こ
すページフォルトの回
数。

－ ulong Yes － －

Minor Faults
（MINOR_FA
ULTS）

物理的な I/Oを引き起こ
さないページフォルトの
回数。

－ ulong Yes － －

Niceness
（NICENESS）

プロセスのナイス値。プ
ロセスに割り当てられた
スケジューラークラスが
値に影響する。例えば，
タスクがスケジューラー
クラス RTに割り当てら
れている場合，ナイス値
は「0」。

－ long No － －

PID（PID） プロセス ID。 － long No － －

Parent PID
（PARENT_PI
D）

親プロセスのプロセス
ID。

－ long No － －

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース
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Priority
（PRIORITY）

プロセスの優先順位。
AIXの 32bit環境で，プ
ロセス IDが 0のプロセ
スの場合，このフィール
ドの値は「0」が設定さ
れる。

－ long No － －

Program
（PROGRAM_
NAME）

プログラム名。ps -eコ
マンドの COMMAND
（CMD）列に表示される
文字列に相当する。
HP-UXでは，最大 63
バイトに制限される。
Solarisでは，最大 79バ
イトに制限される。

－ string
(256)

No － －

Reads
（READ_OPS）

AIXでは，RAW読み取
り処理が発生した回数。
Solarisでは，Block読
み取り処理が発生した回
数。

－ ulong Yes HP-UX,
Linux

－

Reads/sec
（READ_OPS_
PER_SECOND
）

読み取り処理が発生した
頻度（1秒当たりの回
数）。

－ float Yes HP-UX,
Linux

・ デルタ値を収
集しない場合
READ_OPS / 
プロセスの累積
経過時間
・ デルタ値を収
集する場合
READ_OPS / (
前回のプロセス
経過時間 - 今回
のプロセス経過
時間 )

Real Mem 
Kbytes
（REAL_MEM
ORY_KBYTES
）

使用している物理メモ
リーのサイズ（キロバイ
ト単位）。

－ ulong No － －

Real User
（REAL_USE
R_NAME）

プロセスの実ユーザー
名。

－ string
(256)

No － －

Real User ID
（REAL_USE
R_ID）

プロセスの実ユーザー
ID。

－ long No － －

Record Time
（RECORD_TI
ME）

レコードが作成された時
刻（グリニッジ標準時）。

－ time_
t

No － －

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース
301



Process Detail Interval（PD_PDI）
Record Type
（INPUT_REC
ORD_TYPE）

レコード種別。常に
「PDI」。

－ char(
8)

No － －

Shared Lib 
Kbytes
（SHARED_LI
BRARY_KBYT
ES）

使用している共用ライブ
ラリーのサイズ（キロバ
イト単位）。

－ ulong No HP-UX,
Solaris,
AIX,
Linux

－

Shared Mem 
Kbytes
（SHARED_M
EMORY_KBY
TES）

使用している共用メモ
リーのサイズ（キロバイ
ト単位）。

－ ulong No Solaris,
AIX

－

Signals Rcvd
（NUMBER_O
F_SIGNALS_R
ECEIVED）

受信したシグナル数。 － ulong Yes Linux －

Snapshot Time
（LAST_SNAP
SHOT_TIME）

最後にプロセステーブル
の情報を取得した時刻。
プロセステーブル情報が
ない場合は，レコード時
刻。

－ time_
t

No － －

Stack Kbytes
（STACK_KBY
TES）

使用しているスタックの
サイズ（キロバイト単
位）。

－ ulong No AIX －

Start Time
（START_TIM
E）

プロセスの開始時刻。 － time_
t

No － －

State
（STATE）

プロセスの状態。次の値
が設定される。
・ AIXの場合 IDLE，
ZOMBIE，STOP，
RUN，SWAP，NONE
・ HP-UXの場合 IDLE，
OTHER，RUN，
SLEEP，STOP，
ZOMBIE，NONE
・ Solarisの場合 IDLE，
ONCPU，RUN，
SLEEP，STOP，
ZOMBIE，NONE
・ Linuxの場合 RUN，
SLEEP，SWAP，
STOP，ZOMBIE，
NONE

－ string
(10)

No － －

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース
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Swaps
（SWAPS）

スワップが発生した回
数。

－ ulong Yes Linux －

System CPU
（SYSTEM_C
PU_TIME）

カーネルモードで動作し
た時間（秒単位）。

－ utime Yes － －

Terminal
（TERMINAL_
NAME）

実行された端末名。端末
名を持たないプロセスの
場合，「??」と表示され
る。

－ string
(40)

No － －

Throughput/
sec
（IO_KBYTES
_PER_SECON
D）

I/O処理の速度（1秒当
たりのキロバイト数）。

－ float Yes AIX,
Linux

・ デルタ値を収
集しない場合
TOTAL_IO_KB
YTES / プロセ
スの累積経過時
間
・ デルタ値を収
集する場合
TOTAL_IO_KB
YTES / (前回の
プロセス経過時
間 - 今回のプロ
セス経過時間 )

Total I/O 
Kbytes
（TOTAL_IO_
KBYTES）

I/O処理の合計転送サイ
ズ（キロバイト単位）。

－ float Yes AIX,
Linux

－

Total I/O Ops
（TOTAL_IO_
OPS）

I/O処理が発生した回
数。

－ ulong Yes HP-UX,
AIX,
Linux

READ_OPS + 
WRITE_OPS

Total I/O Ops/
sec
（TOTAL_IO_
OPS_PER_SE
COND）

I/O処理が発生した頻度
（1秒当たりの回数）。

－ float Yes HP-UX,
AIX,
Linux

・ デルタ値を収
集しない場合
TOTAL_IO_OP
S / プロセスの
累積経過時間
・ デルタ値を収
集する場合
TOTAL_IO_OP
S / (前回のプロ
セス経過時間 - 
今回のプロセス
経過時間 )

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース
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Total Process 
Kbytes
（TOTAL_PRO
CESS_KBYTE
S）

プロセスのサイズ（キロ
バイト単位）。この
フィールドの値は，AIX
では，ps -lコマンドで
得た SZ列に表示される
値と同じ。HP-UX，
Solarisでは，ps -lコマ
ンドで得た SZ列に表示
される値にページサイズ
を乗じた値と同じ。
Linuxでは，topコマン
ドで得た SIZE列に表示
される値と同じ。

－ ulong No － －

User
（USER_NAM
E）

プロセスの実効ユーザー
名。

－ string
(256)

No － －

User CPU
（USER_CPU_
TIME）

ユーザーモードで動作し
た時間（秒単位）。

－ utime Yes － －

User ID
（USER_ID）

プロセスの実効ユーザー
ID。（ゾンビプロセスの
場合，Solarisは 0が
AIX，HP-UX，HP-UX
（IPF)では -3がこの
フィールドに設定されま
す）

－ long No － －

Virtual Mem 
Kbytes
（VIRTUAL_M
EMORY_KBY
TES）

使用している仮想メモ
リーのサイズ（キロバイ
ト単位）。

－ ulong No Solaris －

Writes
（WRITE_OPS）

AIXでは，RAW書き込
み処理が発生した回数。
Solarisでは，Block書
き込み処理が発生した回
数。

－ ulong Yes HP-UX,
Linux

－

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース
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Writes/sec
（WRITE_OPS
_PER_SECON
D）

書き込み処理が発生した
頻度（1秒当たりの回
数）。

－ float Yes HP-UX,
Linux

・ デルタ値を収
集しない場合
WRITE_OPS / 
プロセスの累積
経過時間
・ デルタ値を収
集する場合
WRITE_OPS / (
前回のプロセス
経過時間 - 今回
のプロセス経過
時間 )

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース
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Process Summary（PD_PDS）

機能

Process Summary（PD_PDS）レコードには，Process Detail（PD）レコードに格納さ
れるデータを，ある時点での状態で要約したパフォーマンスデータが格納されます。

このレコードの情報は，過去 1分間のプロセステーブルの情報から採取します。また，
収集間隔内で次の値に変化が生じたプロセス数を，アクティブなプロセス数としてカウ
ントします。

• AIXの場合
CPU使用時間，ページフォルトの回数，コンテキストスイッチの回数，およびプロセ
スサイズ

• HP-UXの場合 
CPU使用時間，ページフォルトの回数，およびプロセスサイズ

• Solarisの場合 
CPU使用時間，ページフォルトの回数，コンテキストスイッチの回数，システムコー
ルの回数，I/O回数，およびプロセスサイズ

• Linuxの場合 
CPU使用時間，ページフォルトの回数，プロセスサイズ，およびカレントディレクト
リ

なお，Process Detail（PD）レコードを収集しなくても，このレコードにはパフォーマ
ンスデータが格納されます。

デフォルト値および変更できる値

ODBCキーフィールド

なし

ライフタイム

なし

レコードサイズ

●固定部：741バイト

項目 デフォルト値 変更可否

Log No ○

LOGIF 空白 ○

Sync Collection With Interval Records，PI ×
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●可変部：0バイト

フィールド

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース

Active System 
Processes
（NUMBER_O
F_ACTIVE_SY
STEM_PROCE
SSES）

アクティブなシステムプ
ロセス数。リアルタイム
レポートの 1回目には，
「0」が表示される。

－ ulong No AIX,
Linux

－

Active User 
Processes
（NUMBER_O
F_ACTIVE_US
ER_PROCESS
ES）

アクティブなユーザープ
ロセス数。リアルタイム
レポートの 1回目には，
「0」が表示される。
AIX，Linuxでは，アク
ティブなシステムプロセ
ス数とユーザープロセス
数の合計。

－ ulong No － －

Active Users
（NUMBER_O
F_ACTIVE_US
ERS）

アクティブなシステムプ
ロセス数またはユーザー
プロセス数としてカウン
トされたプロセスを実行
しているユーザー数。リ
アルタイムレポートの 1
回目には，「0」が表示さ
れる。

－ ulong No － －

Daemon 
Processes
（NUMBER_O
F_DAEMON_P
ROCESSES）

デーモンプロセス数。 － ulong No － －

Interval
（INTERVAL）

Process Summary
（PD_PDS）レコードが
格納されたインターバ
ル。常に「0」。

－ ulong No HP-UX,
Solaris,
AIX,
Linux

－

Mem Processes
（NUMBER_O
F_MEMORY_P
ROCESSES）

メモリー管理プロセス
数。
Linux 4以降では，プロ
セス名が「kswapd0」で
あるプロセス数がカウン
トされる。

－ ulong No － －
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New Processes
（NUMBER_O
F_NEW_PROC
ESSES）

開始したプロセス数。前
回のプロセス情報との差
分を計算するため，リア
ルタイムレポートの 1回
目には，「0」が表示され
る。

－ ulong No － 今回の
TOTAL_NUM
BER_OF_PRO
CESSES - 前回
の
TOTAL_NUM
BER_OF_PRO
CESSES

Processes
（TOTAL_NU
MBER_OF_PR
OCESSES）

システム内のプロセス
数。

－ ulong No － －

Record Time
（RECORD_TI
ME）

レコードが作成された時
刻（グリニッジ標準時）。

－ time_
t

No － －

Record Type
（INPUT_REC
ORD_TYPE）

レコード種別。常に
「PDS」。

－ char(
8)

No － －

Runnable 
Processes
（NUMBER_O
F_RUNNABLE
_PROCESSES
）

実行可能状態のプロセス
数。

－ ulong No － －

Sleeping 
Processes
（NUMBER_O
F_SLEEPING_
PROCESSES）

スリープしているプロセ
ス数。

－ ulong No － －

Stopped 
Processes
（NUMBER_O
F_STOPPED_
PROCESSES）

停止しているプロセス
数。

－ ulong No － －

Swapped 
Processes
（NUMBER_O
F_SWAPPED_
PROCESSES）

スワップアウトされたプ
ロセス数。プロセステー
ブルから，コア内にない
プロセス数を調べる。

－ ulong No Solaris(64
) 10

－

Terminals
（NUMBER_O
F_ACTIVE_TE
RMINALS）

アクティブなシステムプ
ロセス数またはユーザー
プロセス数としてカウン
トされたプロセスを実行
している tty数。リアル
タイムレポートの 1回目
には，「0」が表示され
る。

－ ulong No － －

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース
308



Process Summary（PD_PDS）
Terminated 
Processes
（NUMBER_O
F_DIED_PRO
CESSES）

終了したプロセス数。前
回のプロセス情報との差
分を計算するため，リア
ルタイムレポートの 1回
目には，「0」が表示され
る。

－ ulong No － 前回の
TOTAL_NUM
BER_OF_PRO
CESSES - 今回
の
TOTAL_NUM
BER_OF_PRO
CESSES

Users
（TOTAL_NU
MBER_OF_US
ERS）

実ユーザー数。 － ulong No － －

Zombie 
Processes
（NUMBER_O
F_ZOMBIE_P
ROCESSES）

ゾンビプロセス数。 － ulong No － －

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース
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Program Summary（PD_PGM）

機能

Program Summary（PD_PGM）レコードには，Process Detail（PD）レコードに格納
されるデータを，プログラムを単位に，ある時点での状態で要約したパフォーマンス
データが格納されます。実行中のプログラムごとに 1件のレコードが作成されます。こ
のレコードは，複数インスタンスレコードです。なお，Process Detail（PD）レコード
を収集しなくても，このレコードにはパフォーマンスデータが格納されます。

デフォルト値および変更できる値

ODBCキーフィールド

PD_PGM_PROGRAM_NAME

ライフタイム

特定プログラム名のプロセス実行数が 1件以上の時から，プロセス実行数が 0件になる
まで。

レコードサイズ

●固定部：681バイト

●可変部：344バイト

フィールド

項目 デフォルト値 変更可否

Log No ○

LOGIF 空白 ○

Sync Collection With Detail Records，PD ×

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース

Avg I/O Kbytes
（AVG_IO_KB
YTES）

I/O処理の平均転送サイ
ズ（キロバイト単位）。

－ float No HP-UX,
AIX,
Linux

TOTAL_IO_KB
YTES / 
(READ_OPS + 
WRITE_OPS)
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CPU %
（CPU_PERC
ENT_USED）

プロセッサの平均 CPU
使用率（%）。

－ float No － (((USER_CPU_
TIME + 
SYSTEM_CPU
_TIME) / プロ
グラムを実行す
るすべてのプロ
セスの合計経過
時間 ) / プロ
セッサ数 ) ＊ 
100

Context 
Switches
（CONTEXT_
SWITCHES）

コンテキストスイッチが
実行された回数。

－ ulong No HP-UX,
Linux

－

Interval
（INTERVAL）

Program Summary
（PD_PGM）レコードが
格納されたインターバル
時間（秒単位）。常に
「0」。

－ ulong No HP-UX,
Solaris,
AIX,
Linux

－

Major Faults
（MAJOR_FA
ULTS）

物理的な I/Oを引き起こ
すページフォルトの回
数。

－ ulong No － －

Minor Faults
（MINOR_FA
ULTS）

物理的な I/Oを引き起こ
さないページフォルトの
回数。

－ ulong No － －

Process Count
（PROCESS_C
OUNT）

プログラムを実行してい
るプロセス数。プロセス
テーブル内で，このプロ
グラム名を持つプロセス
の数。

－ ulong No － －

Program
（PROGRAM_
NAME）

プログラム名。 － string
(256)

No － －

Reads
（READ_OPS）

AIXでは，RAW読み取
り処理が発生した回数。
Solarisでは，Block読
み取り処理が発生した回
数。

－ ulong No HP-UX,
Linux

－

Reads/sec
（READ_OPS_
PER_SECOND
）

読み取り処理が発生した
頻度（1秒当たりの回
数）。

－ float No HP-UX,
Linux

READ_OPS / 
プログラムを実
行するすべての
プロセスの合計
経過時間

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース
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Real Mem 
Kbytes
（REAL_MEM
ORY_KBYTES
）

使用している物理メモ
リーのサイズ（キロバイ
ト単位）。

－ ulong No － －

Record Time
（RECORD_TI
ME）

レコードが作成された時
刻（グリニッジ標準時）。

－ time_
t

No － －

Record Type
（INPUT_REC
ORD_TYPE）

レコード種別。常に
「PGM」。

－ char(
8)

No － －

Signals Rcvd
（NUMBER_O
F_SIGNALS_R
ECEIVED）

受信したシグナル数。 － ulong No Linux －

Swaps
（SWAPS）

スワップ処理が発生した
回数。

－ ulong No Linux －

System CPU
（SYSTEM_C
PU_TIME）

カーネルモードで動作し
た時間。

－ utime No － －

Throughput/
sec
（IO_KBYTES
_PER_SECON
D）

I/O処理の速度（1秒当
たりのキロバイト数）。

－ float No AIX,
Linux

TOTAL_IO_KB
YTES / プログ
ラムを実行する
すべてのプロセ
スの合計経過時
間

Total I/O 
Kbytes
（TOTAL_IO_
KBYTES）

I/O処理の合計転送サイ
ズ（キロバイト単位）。

－ doubl
e

No AIX,
Linux

－

Total I/O Ops
（TOTAL_IO_
OPS）

I/O処理が発生した回
数。

－ ulong No HP-UX,
AIX,
Linux

READ_OPS + 
WRITE_OPS

Total I/O Ops/
sec
（TOTAL_IO_
OPS_PER_SE
COND）

I/O処理が発生した頻度
（1秒当たりの回数）。

－ float No HP-UX,
AIX,
Linux

TOTAL_IO_OP
S / プログラム
を実行するすべ
てのプロセスの
合計経過時間

User CPU
（USER_CPU_
TIME）

ユーザーモードで動作し
た時間。

－ utime No － －

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース
312



Program Summary（PD_PGM）
Virtual Mem 
Kbytes
（VIRTUAL_M
EMORY_KBY
TES）

使用している仮想メモ
リーのサイズ（キロバイ
ト単位）。

－ ulong No Solaris －

Writes
（WRITE_OPS）

AIXでは，RAW書き込
み処理が発生した回数。
Solarisでは，Block書
き込み処理が発生した回
数。

－ ulong No HP-UX,
Linux

－

Writes/sec
（WRITE_OPS
_PER_SECON
D）

書き込み処理が発生した
頻度（1秒当たりの回
数）。

－ float No HP-UX,
Linux

WRITE_OPS / 
プログラムを実
行するすべての
プロセスの合計
経過時間

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース
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System Summary Overview（PI）

機能

System Summary Overview（PI）レコードには，システム全体についての，ある一定
の時間を単位としたパフォーマンスデータが格納されます。

注意
• Solaris10の非グローバルゾーンで収集を行った場合は，次のフィールドを収集で
きません。
ICMP Pkts In，ICMP Pkts Out，ICMP6 Pkts In，ICMP6 Pkts Out，IP Pkts 
In，IP Pkts Out，IP6 Pkts In，IP6 Pkts Out，TCP Pkts In，TCP Pkts Out，
Total Pkts，Total Pkts In，Total Pkts Out，UDP Pkts In，UDP Pkts Out

• PFM - Agent for Platformのサービス起動中に，AIX 5L V5.2以降の DLPAR機
能，HP-UX 11iの vPars機能，または Solaris 9以降の DR機能を使用してシステ
ムリソースを変更した場合に，正しく収集できないパフォーマンスデータがあり
ます。変更の影響を受けるシステムリソースの種類と変更後に正しくレポートを
表示するための対処方法を次の表に示します。

システムリソースの変更の影響を受けるフィールドを次の表に示します。

OSおよびシステムリ
ソースの変更機能名

システムリソー
スの種類

レポートの種
類

変更後の対処方法

• AIX 5L V5.2以降の
DLPAR

• Solaris 9以降の DR

• CPU
• メモリー

リアルタイム レポートを再表示する。

履歴 表示期間にシステムリソースを
変更した日時を含めないように
指定する。

HP-UX 11iの vPars CPU リアルタイム レポートを再表示する。

履歴 表示期間にシステムリソースを
変更した日時を含めないように
指定する。
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• PFM - Agent for Platform 08-50以降では，IPv6がサポート対象になります。
IPv4と IPv6が共存する環境で表示される数値に影響があるフィールドを次の表
に示します。

システムリソース
の種類

対象フィールド

CPU • Active CPUs（NUMBER_OF_ACTIVE_CPUS）
• CPU %（KERNELMODE_USERMODE_PERCENT）
• Context Switches（CONTEXT_SWITCHES）
• Context Switches/sec（CONTEXT_SWITCHES_PER_SECOND）
• Idle %（IDLE_TIME_PERCENT）
• Interrupts（INTERRUPTS）
• Interrupts/sec（INTERRUPTS_PER_SECOND）
• Kernel CPU %（KERNELMODE_PERCENT）
• System Calls（SYSTEM_CALLS）
• System Calls/sec（SYSTEM_CALLS_PER_SECOND）
• Total Kernel-Mode Time（TOTAL_KERNELMODE_TIME）
• Total Idle Time（TOTAL_IDLE_TIME）
• Total User-Mode Time（TOTAL_USERMODE_TIME）
• Total Wait Time（TOTAL_WAIT_TIME）
• Traps（TRAPS）
• Traps/sec（TRAPS_PER_SECOND）
• User CPU %（USERMODE_PERCENT）
• Wait %（WAIT_TIME_PERCENT）

メモリー • Alloc Mem %（ALLOCATED_MEMORY_PERCENT）
• Alloc Mem Mbytes（ALLOCATED_MEMORY_MBYTES）
• Free Mem %（FREE_MEMORY_PERCENT）
• Free Mem Mbytes（FREE_MEMORY_MBYTES）
• Total Physical Mem Mbytes（TOTAL_MEMORY_MBYTES）

PFM-View名 取得する IP情報

IPv4環境 IPv6環境 共存環境

ICMP Pkts In IPv4 0 IPv4

ICMP Pkts Out IPv4 0 IPv4

ICMP6 Pkts In 0 IPv6 IPv6

ICMP6 Pkts Out 0 IPv6 IPv6

IP Pkts In IPv4 0 IPv4

IP Pkts Out IPv4 0 IPv4

IP6 Pkts In 0 IPv6 IPv6

IP6 Pkts Out 0 IPv6 IPv6

Total Pkts In TCP Pkts In，UDP Pkts In，ICMP Pkts In，および ICMP6 Pkts In
の合算値
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デフォルト値および変更できる値

ODBCキーフィールド

なし

ライフタイム

なし

レコードサイズ

●固定部：2,709バイト

●可変部：0バイト

フィールド

Total Pkts Out TCP Pkts Out，UDP Pkts Out，ICMP Pkts Out，および ICMP6 
Pkts Outの合算値

項目 デフォルト値 変更可否

Collection Interval 60 ○

Collection Offset 0 ○

Log Yes ○

LOGIF 空白 ○

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース

1-Minute Run 
Queue Avg
（ONE_MINU
TE_RUN_QUE
UE_AVG）

過去 1分間に実行キュー
内で待っていたスレッド
数の平均。
この値には，HP-UX，
Solaris，AIXでは，I/O
待ちのスレッド数が含ま
れない。Linuxでは，I/
O待ちのスレッド数が含
まれる。

AVG float No － －

PFM-View名 取得する IP情報

IPv4環境 IPv6環境 共存環境
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15-Minute Run 
Queue Avg
（FIFTEEN_M
INUTE_RUN_
QUEUE_AVG）

過去 15分間に実行
キュー内で待っていたス
レッド数の平均。
この値には，HP-UX，
Solaris，AIXでは，I/O
待ちのスレッド数が含ま
れない。Linuxでは，I/
O待ちのスレッド数が含
まれる。

AVG float No － －

5-Minute Run 
Queue Avg
（FIVE_MINU
TE_RUN_QUE
UE_AVG）

過去 5分間に実行キュー
内で待っていたスレッド
数の平均。
この値には，HP-UX，
Solaris，AIXでは，I/O
待ちのスレッド数が含ま
れない。Linuxでは，I/
O待ちのスレッド数が含
まれる。

AVG float No － －

Active CPUs
（NUMBER_O
F_ACTIVE_CP
US）

プロセッサ数。 COP
Y

ulong No － CPU - Per 
Processor 
Detail
（PI_CPUP）レ
コードの数。

Alloc Mem %
（ALLOCATE
D_MEMORY_
PERCENT）

使用している物理メモ
リーサイズ（メガバイト
単位）の割合（%）。

% float No － (ALLOCATED
_MEMORY_M
BYTES / 
TOTAL_MEM
ORY_MBYTES
) ＊ 100

Alloc Mem 
Mbytes
（ALLOCATE
D_MEMORY_
MBYTES）

使用している物理メモ
リーのメガバイト数。

AVG float No － TOTAL_MEM
ORY_MBYTES 
- 
FREE_MEMO
RY_MBYTES

Alloc Swap %
（ALLOCATE
D_SWAP_PER
CENT）

使用しているスワップ領
域のメガバイト数の割合
（%）。

% float No － (ALLOCATED
_SWAP_MBYT
ES / 
TOTAL_SWAP
_MBYTES) ＊ 
100

Alloc Swap 
Mbytes
（ALLOCATE
D_SWAP_MBY
TES）

使用しているスワップ領
域のメガバイト数。

AVG float No － TOTAL_SWAP
_MBYTES　- 
FREE_SWAP_
MBYTES

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース
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Block Ops
（BLOCKIO_I
O_OPS）

ブロック I/O処理が発生
した回数。

AVG ulong Yes Linux BLOCKIO_RE
AD_OPS + 
BLOCKIO_WR
ITE_OPS

Block Reads
（BLOCKIO_R
EAD_OPS）

ブロック読み取り処理が
発生した回数。

AVG ulong Yes Linux －

Block Reads/
sec
（BLOCKIO_R
EAD_OPS_PE
R_SECOND）

ブロック読み取り処理が
発生した頻度（1秒当た
りの回数）。

R float Yes Linux BLOCKIO_RE
AD_OPS / 
INTERVAL

Block Writes
（BLOCKIO_
WRITE_OPS）

ブロック書き込み処理が
発生した回数。

AVG ulong Yes Linux －

Block Writes/
sec
（BLOCKIO_
WRITE_OPS_
PER_SECOND
）

ブロック書き込み処理が
発生した頻度（1秒当た
りの回数）。

R float Yes Linux BLOCKIO_WR
ITE_OPS / 
INTERVAL

Boot Time
（CURRENT_
SYSTEM_BOO
T_TIME）

最後のブート時刻。 COP
Y

time_
t

No － －

Buffers Mem %
（BUFFERS_
MEM_PERCE
NT）

ファイルバッファに使用
している物理メモリーの
メガバイト数の割合。

% doubl
e

No HP-UX,
Solaris,
AIX

(BUFFERS_M
EM_MBYTES / 
TOTAL_MEM
ORY_MBYTES
) ＊ 100

Buffers Mem 
Mbytes
（BUFFERS_
MEM_MBYTE
S）

ファイルバッファに使用
している物理メモリーの
メガバイト数。

AVG doubl
e

No HP-UX,
Solaris,
AIX

－

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース
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CPU %
（KERNELMO
DE_USERMO
DE_PERCENT
）

CPU使用率（%）。
プロセッサごとの割合の
平均値でもある。

% float No － ((TOTAL_USE
RMODE_TIM
E + 
TOTAL_KERN
ELMODE_TIM
E) / 
(TOTAL_IDLE
_TIME + 
TOTAL_USER
MODE_TIME 
+ 
TOTAL_WAIT_
TIME + 
TOTAL_KERN
ELMODE_TIM
E) )＊ 100

Cache Mem %
（CACHE_ME
M_PERCENT）

キャッシュメモリーとし
て使用している物理メモ
リーのメガバイト数の割
合。

% doubl
e

No HP-UX,
Solaris,
AIX

(CACHE_MEM
_MBYTES / 
TOTAL_MEM
ORY_MBYTES
) ＊ 100

Cache Mem 
Mbytes
（CACHE_ME
M_MBYTES）

キャッシュメモリーとし
て使用している物理メモ
リーのメガバイト数。

AVG doubl
e

No HP-UX,
Solaris,
AIX

－

Cache Read %
（CACHE_RE
AD_PERCENT
）

読み取り処理のうち，
キャッシュ読み取りされ
た処理の割合（%）。

% float No Linux ((LOGICAL_R
EAD_OPS - 
BLOCKIO_RE
AD_OPS) / 
LOGICAL_RE
AD_OPS) ＊ 
100

Cache Write %
（CACHE_WR
ITE_PERCEN
T）

書き込み処理のうち，
キャッシュ書き込みされ
た処理の割合（%）。

% float No Linux ((LOGICAL_W
RITE_OPS - 
BLOCKIO_WR
ITE_OPS) / 
LOGICAL_WR
ITE_OPS) ＊ 
100

Context 
Switches
（CONTEXT_
SWITCHES）

コンテキストスイッチが
実行された回数。

AVG ulong Yes － －

Context 
Switches/sec
（CONTEXT_
SWITCHES_P
ER_SECOND）

コンテキストスイッチが
実行された頻度（1秒当
たりの回数）。

R float Yes － CONTEXT_S
WITCHES / 
INTERVAL

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース
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Effective Free 
Mem %
（EFFECTIVE
_FREE_MEM_
PERCENT）

実際にアプリケーション
が使用することができる
物理メモリーのメガバイ
ト数の割合。

% doubl
e

No HP-UX,
Solaris,
AIX

(EFFECTIVE_
FREE_MEM_
MBYTES / 
TOTAL_MEM
ORY_MBYTES
) ＊ 100

Effective Free 
Mem Mbytes
（EFFECTIVE
_FREE_MEM_
MBYTES）

実際にアプリケーション
が使用することができる
物理メモリーのメガバイ
ト数。

AVG doubl
e

No HP-UX,
Solaris,
AIX

－

Faults
（TOTAL_FAU
LTS）

ページフォルトが発生し
た回数。

AVG ulong Yes Linux MAJOR_FAUL
TS + 
MINOR_FAUL
TS

Free Mem %
（FREE_MEM
ORY_PERCEN
T）

使用していない物理メモ
リーサイズ（メガバイト
単位）の割合（%）。

% float No － (FREE_MEMO
RY_MBYTES / 
TOTAL_MEM
ORY_MBYTES
) ＊ 100

Free Mem 
Mbytes
（FREE_MEM
ORY_MBYTES
）

使用していない物理メモ
リーのメガバイト数。

AVG float No － －

Free Swap %
（FREE_SWA
P_PERCENT）

使用していないスワップ
領域サイズ（メガバイト
単位）の割合（%）。

% float No － (FREE_SWAP_
MBYTES / 
TOTAL_SWAP
_MBYTES) ＊ 
100

Free Swap 
Mbytes
（FREE_SWA
P_MBYTES）

使用していないスワップ
領域サイズ（メガバイト
単位）。

AVG float No － －

ICMP Pkts In
（ICMP_PACK
ETS_IN）

受信した IPv4 ICMPパ
ケット数。ローカルパ
ケット数，リモートパ
ケット数，エラーが発生
したパケット数の合計
値。

AVG ulong Yes － －

ICMP Pkts Out
（ICMP_PACK
ETS_OUT）

送信した IPv4 ICMPパ
ケット数。ローカルパ
ケット数，リモートパ
ケット数，エラーが発生
したパケット数の合計
値。

AVG ulong Yes － －

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース
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ICMP6 Pkts In
（ICMP6_PAC
KETS_IN）

受信した IPv6 ICMPパ
ケット数。ローカルパ
ケット数，リモートパ
ケット数，エラーが発生
したパケット数の合計
値。

AVG ulong Yes － －

ICMP6 Pkts 
Out
（ICMP6_PAC
KETS_OUT）

送信した IPv6 ICMPパ
ケット数。ローカルパ
ケット数，リモートパ
ケット数，エラーが発生
したパケット数の合計
値。

AVG ulong Yes － －

IP Pkts In
（IP_PACKET
S_IN）

受信した IPv4 IPパケッ
ト数。ローカルパケット
数，リモートパケット数
の合計値。この値には，
エラーが発生したパケッ
ト数は含まれない。

AVG ulong Yes － －

IP Pkts Out
（IP_PACKET
S_OUT）

送信した IPv4 IPパケッ
ト数。ローカルパケット
数，リモートパケット数
の合計値。この値には，
エラーが発生したパケッ
ト数は含まれない。

AVG ulong Yes － －

IP6 Pkts In
（IP6_PACKE
TS_IN）

受信した IPv6 IPパケッ
ト数。ローカルパケット
数，リモートパケット数
の合計値。この値には，
エラーが発生したパケッ
ト数は含まれない。

AVG ulong Yes － －

IP6 Pkts Out
（IP6_PACKE
TS_OUT）

送信した IPv6 IPパケッ
ト数。ローカルパケット
数，リモートパケット数
の合計値。この値には，
エラーが発生したパケッ
ト数は含まれない。

AVG ulong Yes － －

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース
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Idle %
（IDLE_TIME
_PERCENT）

アイドル状態だった時間
の割合（%）。
プロセッサごとの割合の
平均値でもある。

% float No － (TOTAL_IDLE
_TIME /( 
TOTAL_IDLE_
TIME + 
TOTAL_USER
MODE_TIME 
+ 
TOTAL_WAIT_
TIME + 
TOTAL_KERN
ELMODE_TIM
E)) ＊ 100

Interrupts
（INTERRUP
TS）

割り込みが発生した回
数。

AVG ulong Yes AIX －

Interrupts/sec
（INTERRUP
TS_PER_SEC
OND）

割り込みが発生した頻度
（1秒当たりの回数）。

R float Yes AIX INTERRUPTS 
/ INTERVAL

Interval
（INTERVAL）

System Summary 
Overview（PI）レコー
ドが格納されたインター
バル時間（秒単位）。

COP
Y

ulong Yes － ・ リアルタイム
の場合
RECORD_TIM
E - 最後のブー
ト時刻
・ その他の場合
RECORD_TIM
E - 前のレコー
ド時刻

Kernel CPU %
（KERNELMO
DE_PERCENT
）

カーネルモードで動作し
た時間の割合（%）。
プロセッサごとの割合の
平均値でもある。

% float No － (TOTAL_KER
NELMODE_TI
ME / 
(TOTAL_IDLE
_TIME + 
TOTAL_USER
MODE_TIME 
+ 
TOTAL_WAIT_
TIME + 
TOTAL_KERN
ELMODE_TIM
E)) ＊ 100

Logical I/O Ops
（LOGICAL_I
O_OPS）

論理 I/O処理が発生した
回数。

AVG ulong Yes Linux LOGICAL_RE
AD_OPS + 
LOGICAL_WR
ITE_OPS

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース
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Logical Read 
Mbytes
（LOGICAL_R
EAD_MBYTES
）

論理読み取り処理の転送
サイズ（メガバイト単
位）。
HP-UXではブロックデ
バイスから読み取った
データのサイズ。
Solaris，AIXでは read
システムコールで読み
取ったデータのサイズ。

AVG float Yes Linux －

Logical Reads
（LOGICAL_R
EAD_OPS）

論理読み取り処理が発生
した回数。

AVG ulong Yes Linux －

Logical Reads/
sec
（LOGICAL_R
EAD_MBYTES
_PER_SECON
D）

論理読み取り処理の速度
（1秒当たりのメガバイ
ト数）。

R float Yes Linux LOGICAL_RE
AD_MBYTES / 
INTERVAL

Logical Write 
Mbytes
（LOGICAL_
WRITE_MBYT
ES）

論理書き込み処理の転送
サイズ（メガバイト単
位）。
HP-UXではブロックデ
バイスに書き込んだデー
タのサイズ。Solaris，
AIXでは writeシステム
コールで書き込んだデー
タのサイズ。

AVG float Yes Linux －

Logical Writes
（LOGICAL_
WRITE_OPS）

論理書き込み処理が発生
した回数。

AVG ulong Yes Linux －

Logical Writes/
sec
（LOGICAL_
WRITE_MBYT
ES_PER_SEC
OND）

論理書き込み処理の速度
（1秒当たりのメガバイ
ト数）。

R float Yes Linux LOGICAL_WR
ITE_MBYTES / 
INTERVAL

Major Faults
（MAJOR_FA
ULTS）

物理的な I/Oを引き起こ
すページフォルトの回
数。

AVG ulong Yes Linux －

Major Faults/
sec
（MAJOR_FA
ULTS_PER_S
ECOND）

物理的な I/Oを引き起こ
すページフォルトが発生
した頻度（1秒当たりの
回数）。

R float Yes Linux MAJOR_FAUL
TS / 
INTERVAL

PFM-View名
（PFM-Manager
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Mem I/O Ops
（MEMORY_I
O_OPS）

スワップ処理と物理的な
I/Oを引き起こすページ
フォルトが発生した回
数。

AVG ulong Yes AIX,
Linux

SWAP_IN_OP
S + 
SWAP_OUT_O
PS + 
MAJOR_FAUL
TS

Minor Faults
（MINOR_FA
ULTS）

物理的な I/Oを引き起こ
さないページフォルトの
回数。

AVG ulong Yes AIX,
Linux

－

Minor Faults/
sec
（MINOR_FA
ULTS_PER_S
ECOND）

物理的な I/Oを引き起こ
さないページフォルトが
発生した頻度（1秒当た
りの回数）。

R float Yes AIX,
Linux

MINOR_FAUL
TS / 
INTERVAL

NFS Client 
Lookup Ops
（NFS_CLIEN
T_LOOKUP_O
PS）

NFSクライアントで
lookup処理が発生した
回数。

AVG ulong Yes Linux －

NFS Client 
Ops/sec
（NFS_CLIEN
T_TOTAL_OP
S_PER_SECO
ND）

NFSクライアントで処
理が発生した頻度（1秒
当たりの回数）。

R float Yes Linux NFS_CLIENT_
TOTAL_OPS / 
INTERVAL

NFS Client 
Read Ops
（NFS_CLIEN
T_READ_OPS
）

NFSクライアントで
read処理が発生した回
数。

AVG ulong Yes Linux －

NFS Client 
Read Ops/sec
（NFS_CLIEN
T_READ_OPS
_PER_SECON
D）

NFSクライアントで
read処理が発生した頻
度（1秒当たりの回数）。

R float Yes Linux NFS_CLIENT_
READ_OPS / 
INTERVAL

NFS Client 
Total Bad Ops
（NFS_CLIEN
T_TOTAL_BA
D_OPS）

NFSクライアントで失
敗した処理の合計。

AVG ulong Yes Linux －

NFS Client 
Total Ops
（NFS_CLIEN
T_TOTAL_OP
S）

NFSクライアントで発
生した処理の合計。

AVG ulong Yes Linux －

PFM-View名
（PFM-Manager
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NFS Client 
Write Ops
（NFS_CLIEN
T_WRITE_OP
S）

NFSクライアントで
write処理が発生した回
数。

AVG ulong Yes Linux －

NFS Client 
Write Ops/sec
（NFS_CLIEN
T_WRITE_OP
S_PER_SECO
ND）

NFSクライアントで
write処理が発生した頻
度（1秒当たりの回数）。

R float Yes Linux NFS_CLIENT_
WRITE_OPS / 
INTERVAL

NFS Server 
Lookup Ops
（NFS_SERVE
R_LOOKUP_O
PS）

NFSサーバで lookup処
理が発生した回数。

AVG ulong Yes Linux －

NFS Server 
Ops/sec
（NFS_SERVE
R_TOTAL_OP
S_PER_SECO
ND）

NFSサーバで処理が発
生した頻度（1秒当たり
の回数）。

R float Yes Linux NFS_SERVER
_TOTAL_OPS / 
INTERVAL

NFS Server 
Read Ops
（NFS_SERVE
R_READ_OPS
）

NFSサーバで read処理
が発生した回数。

AVG ulong Yes Linux －

NFS Server 
Read Ops/sec
（NFS_SERVE
R_READ_OPS
_PER_SECON
D）

NFSサーバで read処理
が発生した頻度（1秒当
たりの回数）。

R float Yes Linux NFS_SERVER
_READ_OPS / 
INTERVAL

NFS Server 
Total Bad Ops
（NFS_SERVE
R_TOTAL_BA
D_OPS）

NFSサーバで処理が失
敗した回数。

AVG ulong Yes Linux －

NFS Server 
Total Ops
（NFS_SERVE
R_TOTAL_OP
S）

NFSサーバで処理が発
生した回数。

AVG ulong Yes Linux －

PFM-View名
（PFM-Manager
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NFS Server 
Write Ops
（NFS_SERVE
R_WRITE_OP
S）

NFSサーバで write処
理が発生した回数。

AVG ulong Yes Linux －

NFS Server 
Write Ops/sec
（NFS_SERVE
R_WRITE_OP
S_PER_SECO
ND）

NFSサーバで write処
理が発生した頻度（1秒
当たりの回数）。

R float Yes Linux NFS_SERVER
_WRITE_OPS / 
INTERVAL

Other Pkts In
（OTHER_PA
CKETS_IN）

このフィールドはサポー
ト対象外のため，常に
「0」。

AVG ulong Yes HP-UX,
Solaris,
AIX,
Linux

－

Other Pkts Out
（OTHER_PA
CKETS_OUT）

このフィールドはサポー
ト対象外のため，常に
「0」。

AVG ulong Yes HP-UX,
Solaris,
AIX,
Linux

－

Page Ops/sec
（PAGE_OPS_
PER_SECOND
）

ページイン処理とページ
アウト処理が発生した頻
度（1秒当たりの回数）。

R float Yes AIX,
Linux

TOTAL_PAGE
_OPS / 
INTERVAL

Page Reclaims/
sec
（PAGE_RECL
AIMS_PER_SE
COND）

ページ再使用が発生した
頻度（1秒当たりの回
数）。

R float Yes AIX,
Linux

TOTAL_PAGE
_RECLAIMS / 
INTERVAL

Page Scans/sec
（PAGE_SCA
NS_PER_SEC
OND）

ページスキャンが発生し
た頻度（1秒当たりの回
数）。

R float Yes Linux TOTAL_PAGE
_SCANS / 
INTERVAL

Page-In Ops
（PAGE_IN_O
PS）

ページイン処理が発生し
た回数。

AVG ulong Yes AIX,
Linux

－

Page-In Ops/
sec
（PAGE_IN_O
PS_PER_SEC
OND）

ページイン処理が発生し
た頻度（1秒当たりの回
数）。

R float Yes AIX,
Linux

PAGE_IN_OPS 
/ INTERVAL

Page-Out Ops
（PAGE_OUT_
OPS）

ページアウト処理が発生
した回数。

AVG ulong Yes AIX,
Linux

－

PFM-View名
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Page-Out Ops/
sec
（PAGE_OUT_
OPS_PER_SE
COND）

ページアウト処理が発生
した頻度（1秒当たりの
回数）。

R float Yes AIX,
Linux

PAGE_OUT_O
PS / 
INTERVAL

Pages In
（PAGE_IN_C
OUNT）

ページイン処理によって
取り込まれたページ数。

AVG ulong Yes － －

Pages In/sec
（PAGE_IN_C
OUNT_PER_S
ECOND）

ページイン処理によって
ページが取り込まれた頻
度（1秒当たりのページ
数）。

R float Yes － PAGE_IN_CO
UNT / 
INTERVAL

Pages Out
（PAGE_OUT_
COUNT）

ページアウト処理によっ
て取り出されたページ
数。

AVG ulong Yes － －

Pages Out/sec
（PAGE_OUT_
COUNT_PER_
SECOND）

ページアウト処理によっ
てページが取り出された
頻度（1秒当たりのペー
ジ数）。

R float Yes － PAGE_OUT_C
OUNT / 
INTERVAL

Physical I/O 
Ops
（PHYSICAL_
IO_OPS）

物理 I/O処理が発生した
回数。

AVG ulong Yes Linux PHYSICAL_R
EAD_OPS + 
PHYSICAL_W
RITE_OPS

Physical Reads
（PHYSICAL_
READ_OPS）

物理読み取り処理が発生
した回数。

AVG ulong Yes Linux －

Physical Writes
（PHYSICAL_
WRITE_OPS）

物理書き込み処理が発生
した回数。

AVG ulong Yes Linux －

Processes
（CURRENT_
PROCESS_CO
UNT）

システム内のプロセス
数。

AVG ulong No － プロセステーブ
ル内のプロセス
の総数。

Processes 
Ended
（PROCESSE
S_ENDED）

終了したプロセス数。前
回のプロセス情報との差
分を計算するため，リア
ルタイムレポートの 1回
目には，「0」が表示され
る。

AVG ulong No － 前のインターバ
ルのプロセス数 
- 
(CURRENT_P
ROCESS_COU
NT - 
PROCESSES_
STARTED)

PFM-View名
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Processes 
Started
（PROCESSE
S_STARTED）

開始したプロセス数。前
回のプロセス情報との差
分を計算するため，リア
ルタイムレポートの 1回
目には，「0」が表示され
る。

AVG ulong No － CURRENT_PR
OCESS_COUN
T - 前回のプロ
セス数

Record Time
（RECORD_TI
ME）

レコードが作成された時
刻（グリニッジ標準時）。

COP
Y

time_
t

No － －

Record Type
（INPUT_REC
ORD_TYPE）

レコード種別。常に
「PI」。

COP
Y

char(
8)

No － －

Run Queue
（PROCESSE
S_IN_RUN_Q
UEUE）

キュー内で待っているプ
ロセス数。

AVG float No Linux －

Software Lock 
Faults
（SOFTWARE
_LOCK_FAUL
TS）

ソフトウェアロックに失
敗した回数。

AVG ulong Yes HP-UX,
AIX,
Linux

－

Software Lock 
Faults/sec
（SOFTWARE
_LOCK_FAUL
TS_PER_SEC
OND）

ソフトウェアロックが失
敗した頻度（1秒当たり
の回数）。

R float Yes HP-UX,
AIX,
Linux

SOFTWARE_L
OCK_FAULTS 
/ INTERVAL

Swap-In Ops
（SWAP_IN_O
PS）

スワップイン処理が発生
した回数。

AVG ulong Yes AIX,
Linux

－

Swap-Ins/sec
（SWAP_IN_O
PS_PER_SEC
OND）

スワップイン処理が発生
した頻度（1秒当たりの
回数）。

R float Yes AIX,
Linux

SWAP_IN_OP
S / INTERVAL

Swap-Out Ops
（SWAP_OUT_
OPS）

スワップアウト処理が発
生した回数。

AVG ulong Yes AIX,
Linux

－

Swap-Outs/sec
（SWAP_OUT_
OPS_PER_SE
COND）

スワップアウト処理が発
生した頻度（1秒当たり
の回数）。

R float Yes AIX,
Linux

SWAP_OUT_O
PS / 
INTERVAL

Swapped-In 
Pages
（SWAP_IN_C
OUNT）

スワップイン処理によっ
て取り込まれたページ
数。

AVG ulong Yes － －

PFM-View名
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Swapped-In 
Pages/sec
（SWAP_IN_C
OUNT_PER_S
ECOND）

スワップイン処理によっ
てページが取り込まれた
頻度（1秒当たりのペー
ジ数）。
AIXの場合は，スワップ
イン処理によってページ
ング領域だけのページが
取り込まれた頻度（1秒
当たりのページ数）。

R float Yes － SWAP_IN_CO
UNT / 
INTERVAL

Swapped-Out 
Pages
（SWAP_OUT_
COUNT）

スワップアウト処理に
よって取り出されたペー
ジ数。

AVG ulong Yes － －

Swapped-Out 
Pages/sec
（SWAP_OUT_
COUNT_PER_
SECOND）

スワップアウト処理に
よってページが取り出さ
れた頻度（1秒当たりの
ページ数）。
AIXの場合は，スワップ
アウト処理によってペー
ジング領域だけのページ
が取り出された頻度（1
秒当たりのページ数）。

R float Yes － SWAP_OUT_C
OUNT / 
INTERVAL

System Calls
（SYSTEM_C
ALLS）

システムコールが発行さ
れた回数。

AVG ulong Yes Linux －

System Calls/
sec
（SYSTEM_C
ALLS_PER_SE
COND）

システムコールが発行さ
れた頻度（1秒当たりの
回数）。

R float Yes Linux SYSTEM_CAL
LS / 
INTERVAL

System Up 
Time
（CURRENT_
BOOT_SYSTE
M_UP_TIME）

最後にブートされてから
の時間（秒単位）。

COP
Y

string
(20)

No － RECORD_TIM
E - 
CURRENT_SY
STEM_BOOT_
TIME

TCP Pkts In
（TCP_PACKE
TS_IN）

受信した IPv4 TCPパ
ケット数。ローカルパ
ケット数，リモートパ
ケット数，エラーが発生
したパケット数の合計
値。0850以降では，
IPv4または IPv6の対応
するパケット数の合計が
表示される。

AVG ulong Yes － －

PFM-View名
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TCP Pkts Out
（TCP_PACKE
TS_OUT）

送信した IPv4 TCPパ
ケット数。ローカルパ
ケット数，リモートパ
ケット数，エラーが発生
したパケット数の合計
値。0850以降では，
IPv4または IPv6の対応
するパケット数の合計が
表示される。

AVG ulong Yes － －

Total Faults/
sec
（TOTAL_FAU
LTS_PER_SEC
OND）

ページフォルトが発生し
た頻度（1秒当たりの回
数）。

R float Yes Linux TOTAL_FAUL
TS / 
INTERVAL

Total Idle Time
（TOTAL_IDL
E_TIME）

すべてのプロセッサでの
アイドル状態だった時間
の合計値（秒単位）。

AVG utime Yes － －

Total 
Kernel-Mode 
Time
（TOTAL_KER
NELMODE_TI
ME）

すべてのプロセッサでの
カーネルモードで動作し
た時間の合計値（秒単
位）。

AVG utime Yes － －

Total Page Ops
（TOTAL_PAG
E_OPS）

ページング処理が発生し
た回数。

AVG ulong Yes AIX,
Linux

PAGE_IN_OPS 
+ 
PAGE_OUT_O
PS

Total Page 
Reclaims
（TOTAL_PAG
E_RECLAIMS
）

ページ再使用が発生した
回数。

AVG ulong Yes AIX,
Linux

－

Total Page 
Scans
（TOTAL_PAG
E_SCANS）

ページスキャンによって
調べられたページ数。

AVG ulong Yes Linux －

Total Physical 
Mem Mbytes
（TOTAL_ME
MORY_MBYT
ES）

物理メモリーサイズ（メ
ガバイト単位）。

COP
Y

ulong No － －
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Total Pkts
（TOTAL_PAC
KETS）

送信および受信した
IPv4 TCPパケット数，
IPv4 UDPパケット数，
IPv4 ICMPパケット数
の合計値。0850以降で
は，IPv4または IPv6の
対応するパケット数の合
計が表示される。

AVG ulong Yes － TOTAL_PACK
ETS_IN + 
TOTAL_PACK
ETS_OUT

Total Pkts In
（TOTAL_PAC
KETS_IN）

受信した IPv4 TCPパ
ケット数，IPv4 UDPパ
ケット数，IPv4 ICMP
パケット数の合計値。
0850以降では，IPv4ま
たは IPv6の対応するパ
ケット数の合計が表示さ
れる。

AVG ulong Yes － TCP_PACKET
S_IN + 
UDP_PACKET
S_IN + 
ICMP_PACKE
TS_IN + 
ICMP6_PACK
ETS_IN

Total Pkts Out
（TOTAL_PAC
KETS_OUT）

送信した IPv4 TCPパ
ケット数，IPv4 UDPパ
ケット数，IPv4 ICMP
パケット数の合計値。
0850以降では，IPv4ま
たは IPv6の対応するパ
ケット数の合計が表示さ
れる。

AVG ulong Yes － TCP_PACKET
S_OUT + 
UDP_PACKET
S_OUT + 
ICMP_PACKE
TS_OUT + 
ICMP6_PACK
ETS_OUT

Total Swap 
Mbytes
（TOTAL_SW
AP_MBYTES）

スワップ領域サイズ（メ
ガバイト単位）。

COP
Y

ulong No － －

Total Swaps
（TOTAL_SW
AP_OPS）

スワップ処理が発生した
回数。

AVG ulong Yes AIX,
Linux

SWAP_IN_OP
S + 
SWAP_OUT_O
PS

Total Swaps/
sec
（TOTAL_SW
AP_OPS_PER_
SECOND）

スワップ処理が発生した
頻度（1秒当たりの回
数）。

R float Yes AIX,
Linux

TOTAL_SWAP
_OPS / 
INTERVAL

Total 
User-Mode 
Time
（TOTAL_USE
RMODE_TIM
E）

すべてのプロセッサでの
ユーザーモードで動作し
た時間の合計値（秒単
位）。

AVG utime Yes － －

PFM-View名
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Total Wait 
Time
（TOTAL_WAI
T_TIME）

すべてのプロセッサでの
I/O待ちの状態だった時
間の合計値（秒単位）。

AVG utime Yes － －

Traps
（TRAPS）

トラップが発生した回
数。

AVG ulong Yes AIX,
Linux

－

Traps/sec
（TRAPS_PER
_SECOND）

トラップが発生した頻度
（1秒当たりの回数）。

R float Yes AIX,
Linux

TRAPS / 
INTERVAL

UDP Pkts In
（UDP_PACK
ETS_IN）

受信した IPv4 UDPパ
ケット数。ローカルパ
ケット数，リモートパ
ケット数，エラーが発生
したパケット数の合計
値。0850以降では，
IPv4または IPv6の対応
するパケット数の合計が
表示される。

AVG ulong Yes － －

UDP Pkts Out
（UDP_PACK
ETS_OUT）

送信した IPv4 UDPパ
ケット数。ローカルパ
ケット数，リモートパ
ケット数，エラーが発生
したパケット数の合計
値。0850以降では，
IPv4または IPv6の対応
するパケット数の合計が
表示される。

AVG ulong Yes － －

User CPU %
（USERMODE
_PERCENT）

ユーザーモードで動作し
た時間の割合（%）。
プロセッサごとの割合の
平均値でもある。

% float No － (TOTAL_USER
MODE_TIME / 
(TOTAL_IDLE
_TIME + 
TOTAL_USER
MODE_TIME 
+ 
TOTAL_WAIT_
TIME + 
TOTAL_KERN
ELMODE_TIM
E)) ＊ 100

Users
（CURRENT_
USER_COUN
T）

実ユーザー数。 AVG ulong No Solaris －

PFM-View名
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Wait %
（WAIT_TIME
_PERCENT）

I/O待ちの状態だった時
間の割合（%）。
プロセッサごとの割合の
平均値でもある。

% float No － (TOTAL_WAIT
_TIME / 
(TOTAL_IDLE
_TIME + 
TOTAL_USER
MODE_TIME 
+ 
TOTAL_WAIT_
TIME + 
TOTAL_KERN
ELMODE_TIM
E)) ＊ 100

PFM-View名
（PFM-Manager
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Terminal Summary（PD_TERM）
Terminal Summary（PD_TERM）

機能

Terminal Summary（PD_TERM）レコードには，Process Detail（PD）レコードに格
納されるデータを，端末を単位に，ある時点での状態を要約したパフォーマンスデータ
が格納されます。端末ごとに 1件のレコードが作成されます。このレコードは，複数イ
ンスタンスレコードです。なお，Process Detail（PD）レコードを収集しなくても，こ
のレコードにはパフォーマンスデータが格納されます。

注意
• プロセスに端末名がない場合，Terminal（TERMINAL_NAME）フィールドに
は，「??」が表示されます。

デフォルト値および変更できる値

ODBCキーフィールド

PD_TERM_TERMINAL_NAME

ライフタイム

特定端末のプロセス実行数が 1件以上の時から，プロセス実行数が 0件になるまで。

レコードサイズ

●固定部：681バイト

●可変部：128バイト

フィールド

項目 デフォルト値 変更可否

Log No ○

LOGIF 空白 ○

Sync Collection With Detail Records，PD ×

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース

Avg I/O Kbytes
（AVG_IO_KB
YTES）

I/O処理の平均転送サイ
ズ（キロバイト単位）。

－ float No HP-UX,
AIX,
Linux

TOTAL_IO_KB
YTES / 
TOTAL_IO_OP
S
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CPU %
（CPU_PERC
ENT_USED）

CPU使用率をプロセッ
サ数で割った平均値
（%）。

－ float No － (((USER_CPU_
TIME + 
SYSTEM_CPU
_TIME) / 端末
にから実行され
たすべてのプロ
セスの合計経過
時間 ) / プロ
セッサ数 ) ＊ 
100

Context 
Switches
（CONTEXT_
SWITCHES）

コンテキストスイッチが
実行された回数。

－ ulong No HP-UX,
Linux

－

Interval
（INTERVAL）

Terminal Summary
（PD_TERM）レコード
が格納されたインターバ
ル時間（秒単位）。常に
「0」。

－ ulong No HP-UX,
Solaris,
AIX,
Linux

－

Major Faults
（MAJOR_FA
ULTS）

物理的な I/Oを引き起こ
すページフォルトの回
数。

－ ulong No － －

Minor Faults
（MINOR_FA
ULTS）

物理的な I/Oを引き起こ
さないページフォルトの
回数。

－ ulong No － －

Process Count
（PROCESS_C
OUNT）

端末から実行されたプロ
セス数。

－ ulong No － プロセステーブ
ル内にあり，端
末を使用してい
るプロセスの
数。

Reads
（READ_OPS）

AIXでは，RAW読み取
り処理が発生した回数。
Solarisでは，Block読
み取り処理が発生した回
数。

－ ulong No HP-UX,
Linux

－

Reads/sec
（READ_OPS_
PER_SECOND
）

読み取り処理が発生した
頻度（1秒当たりの回
数）。

－ float No HP-UX,
Linux

READ_OPS / 
端末から実行さ
れているすべて
のプロセスの合
計経過時間

Real Mem 
Kbytes
（REAL_MEM
ORY_KBYTES
）

使用している物理メモ
リーのサイズ（キロバイ
ト単位）。

－ float No － －

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース
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Terminal Summary（PD_TERM）
Record Time
（RECORD_TI
ME）

レコードが作成された時
刻（グリニッジ標準時）。

－ time_
t

No － －

Record Type
（INPUT_REC
ORD_TYPE）

レコード種別。常に
「TERM」。

－ char(
8)

No － －

Signals Rcvd
（NUMBER_O
F_SIGNALS_R
ECEIVED）

受信したシグナル数。 － ulong No Linux －

Swaps
（SWAPS）

スワップ処理が発生した
回数。

－ ulong No Linux －

System CPU
（SYSTEM_C
PU_TIME）

カーネルモードで動作し
た時間。

－ utime No － －

Terminal
（TERMINAL_
NAME）

端末名。端末名を持たな
いプロセスの場合，「??」
と表示される。

－ string
(40)

No － －

Throughput/
sec
（IO_KBYTES
_PER_SECON
D）

I/O処理の速度（1秒当
たりのキロバイト数）。

－ float No AIX,
Linux

TOTAL_IO_KB
YTES / 端末か
ら実行されてい
るすべてのプロ
セスの合計経過
時間

Total I/O 
Kbytes
（TOTAL_IO_
KBYTES）

I/O処理の合計転送サイ
ズ（キロバイト単位）。

－ doubl
e

No AIX,
Linux

－

Total I/O Ops
（TOTAL_IO_
OPS）

I/O処理が発生した回
数。

－ ulong No HP-UX,
AIX,
Linux

READ_OPS + 
WRITE_OPS

Total I/O Ops/
sec
（TOTAL_IO_
OPS_PER_SE
COND）

I/O処理が発生した頻度
（1秒当たりの回数）。

－ float No HP-UX,
AIX,
Linux

TOTAL_IO_OP
S / 端末から実
行されているす
べてのプロセス
の合計経過時間

User CPU
（USER_CPU_
TIME）

ユーザーモードで動作し
た時間（秒単位）。

－ utime No － －

Virtual Mem 
Kbytes
（VIRTUAL_M
EMORY_KBY
TES）

使用している仮想メモ
リーのサイズ（キロバイ
ト単位）。

－ float No Solaris －

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース
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Terminal Summary（PD_TERM）
Writes
（WRITE_OPS）

AIXでは，RAW書き込
み処理が発生した回数。
Solarisでは，Block書
き込み処理が発生した回
数。

－ ulong No HP-UX,
Linux

－

Writes/sec
（WRITE_OPS
_PER_SECON
D）

書き込み処理が発生した
頻度（1秒当たりの回
数）。

－ float No HP-UX,
Linux

WRITE_OPS / 
端末から実行さ
れているすべて
のプロセスの合
計経過時間

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース
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User Data Detail（PD_UPD）
User Data Detail（PD_UPD）

機能

User Data Detail（PD_UPD）レコードは，ユーザーレコードの一つです。ある時点で
の状態を示すユーザー独自のパフォーマンスデータが格納されます。08-00以前の場合，
予約レコード（フィールド）のため，すべての OSで使用できません。

デフォルト値および変更できる値

ODBCキーフィールド
• PD_UPD_TT
• PD_UPD_TS_KEY
• PD_UPD_TD_KEY

ライフタイム

jpcuserコマンドが実行された時から，次の jpcuserコマンドが実行されるまで。

レコードサイズ

●固定部：681バイト

●可変部：284バイト

フィールド

項目 デフォルト値 変更可否

Collection Interval 60 ○

Collection Offset 0 ○

Log No ○

LOGIF 空白 ○

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース

Record Type
（INPUT_REC
ORD_TYPE）

レコード種別。常に
「UPD」。

－ char(
8)

No － －

Record Time
（RECORD_TI
ME）

レコードが作成された時
（グリニッジ標準時）。

－ time_
t

No － －
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User Data Detail（PD_UPD）
Interval
（INTERVAL）

User Data Detail 
（PD_UPD）レコードが
格納されたインターバル
の秒数。常に「0」。

－ ulong No － －

Trans String 
Key
（TS_KEY）

トランザクションストリ
ングキー。

－ string
(20)

No － －

Trans Data 
Key
（TD_KEY）

トランザクションデータ
キー。

－ ulong No － －

Trans Type
（TT）

トランザクションタイ
プ。

－ string
(20)

No － －

Collect Time
（API_TIME）

データが変換された時。 － time_
t

No － －

User Long 1
（L1）

long型整数値。 － long No － －

User Long 2
（L2）

long型整数値。 － long No － －

User Unsigned 
Long 1（UL1）

unsigned long型整数
値。

－ ulong No － －

User Unsigned 
Long 2（UL2）

unsigned long型整数
値。

－ ulong No － －

User Float 1
（F1）

浮動小数点値。 － doubl
e

No － －

User Float 2
（F2）

浮動小数点値。 － doubl
e

No － －

User Time 1
（T1）

時間値（PFM - Web 
Consoleのローカルタイ
ムで表示されます）。

－ time_
t

No － －

User String 1
（S1）

サイズ 16の文字列。 － string
(16)

No － －

User String 2
（S2）

サイズ 16の文字列。 － string
(16)

No － －

User String 3
（S3）

サイズ 16の文字列。 － string
(16)

No － －

User String 4
（S4）

サイズ 16の文字列。 － string
(16)

No － －

User String 5
（S5）

サイズ 32の文字列。 － string
(32)

No － －

User String 6
（S6）

サイズ 32の文字列。 － string
(32)

No － －

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース
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User Data Detail（PD_UPD）
User String 7
（S7）

サイズ 64の文字列。 － string
(64)

No － －

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース
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User Data Detail - Extended（PD_UPDB）
User Data Detail - Extended（PD_UPDB）

機能

User Data Detail - Extended（PD_UPDB）レコードは，ユーザーレコードの一つです。
ある時点での状態を示すユーザー独自のパフォーマンスデータが格納されます。User 
Data Detai（PD_UPD）レコードより，多くのフィールドが用意されています。08-00
以前の場合，予約レコード（フィールド）のため，すべての OSで使用できません。

デフォルト値および変更できる値

ODBCキーフィールド
• PD_UPDB_TT
• PD_UPDB_TS_KEY
• PD_UPDB_TD_KEY

ライフタイム

jpcuserコマンドが実行された時から，次の jpcuserコマンドが実行されるまで。

レコードサイズ

●固定部：681バイト

●可変部：712バイト

フィールド

項目 デフォルト値 変更可否

Collection Interval 60 ○

Collection Offset 0 ○

Log No ○

LOGIF 空白 ○

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース

Record Type
（INPUT_REC
ORD_TYPE）

レコード種別。常に
「UPDB」。

－ char(
8)

No － －

Record Time
（RECORD_TI
ME）

レコードが作成された時
（グリニッジ標準時）。

－ time_
t

No － －
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User Data Detail - Extended（PD_UPDB）
Interval
（INTERVAL）

User Data Interval 
（PI_UPI）レコードが格
納されたインターバルの
秒数。常に「0」。

－ ulong No － －

Trans String 
Key
（TS_KEY）

トランザクションストリ
ングキー。

－ string
(20)

No － －

Trans Data 
Key
（TD_KEY）

トランザクションデータ
キー。

－ ulong No － －

Trans Type
（TT）

トランザクションタイ
プ。

－ string
(20)

No － －

Collect Time
（API_TIME）

データが変換された時。 － time_
t

No － －

User Long 1
（L1）

long型整数値。 － long No － －

User Long 2
（L2）

long型整数値。 － long No － －

User Long 3
（L3）

long型整数値。 － long No － －

User Long 4
（L4）

long型整数値。 － long No － －

User Long 5
（L5）

long型整数値。 － long No － －

User Unsigned 
Long 1（UL1）

unsigned long型整数
値。

－ ulong No － －

User Unsigned 
Long 2（UL2）

unsigned long型整数
値。

－ ulong No － －

User Unsigned 
Long 3（UL3）

unsigned long型整数
値。

－ ulong No － －

User Unsigned 
Long 4（UL4）

unsigned long型整数
値。

－ ulong No － －

User Unsigned 
Long 5（UL5）

unsigned long型整数
値。

－ ulong No － －

User Float 1
（F1）

浮動小数点値。 － doubl
e

No － －

User Float 2
（F2）

浮動小数点値。 － doubl
e

No － －

User Float 3
（F3）

浮動小数点値。 － doubl
e

No － －

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース
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User Data Detail - Extended（PD_UPDB）
User Float 4
（F4）

浮動小数点値。 － doubl
e

No － －

User Float 5
（F5）

浮動小数点値。 － doubl
e

No － －

User Time 1
（T1）

時間値（PFM - Web 
Consoleのローカルタイ
ムで表示されます）。

－ time_
t

No － －

User String 1
（S1）

サイズ 16の文字列。 － string
(16)

No － －

User String 2
（S2）

サイズ 16の文字列。 － string
(16)

No － －

User String 3
（S3）

サイズ 16の文字列。 － string
(16)

No － －

User String 4
（S4）

サイズ 16の文字列。 － string
(16)

No － －

User String 5
（S5）

サイズ 16の文字列。 － string
(16)

No － －

User String 6
（S6）

サイズ 32の文字列。 － string
(32)

No － －

User String 7
（S7）

サイズ 32の文字列。 － string
(32)

No － －

User String 8
（S8）

サイズ 32の文字列。 － string
(32)

No － －

User String 9
（S9）

サイズ 32の文字列。 － string
(32)

No － －

User String 10
（S10）

サイズ 32の文字列。 － string
(32)

No － －

User String 11
（S11）

サイズ 64の文字列。 － string
(64)

No － －

User String 12
（S12）

サイズ 64の文字列。 － string
(64)

No － －

User String 13
（S13）

サイズ 64の文字列。 － string
(64)

No － －

User String 14
（S14）

サイズ 64の文字列。 － string
(64)

No － －

User String 15
（S15）

サイズ 64の文字列。 － string
(64)

No － －

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース
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User Data Interval（PI_UPI）
User Data Interval（PI_UPI）

機能

User Data Interval（PI_UPI）レコードは，ユーザーレコードの一つです。ある一定の
時間を単位としたユーザー独自のパフォーマンスデータが格納されます。08-00以前の場
合，予約レコード（フィールド）のため，すべての OSで使用できません。

デフォルト値および変更できる値

ODBCキーフィールド
• PI_UPI_TT
• PI_UPI_TS_KEY
• PI_UPI_TD_KEY

ライフタイム

jpcuserコマンドが実行された時から，次の jpcuserコマンドが実行されるまで。

レコードサイズ

●固定部：681バイト

●可変部：396バイト

フィールド

項目 デフォルト値 変更可否

Collection Interval 60 ○

Collection Offset 0 ○

Log No ○

LOGIF 空白 ○

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース

Record Type
（INPUT_REC
ORD_TYPE）

レコード種別。常に
「UPI」。

COP
Y

char(
8)

No － －

Record Time
（RECORD_TI
ME）

レコードが作成された時
（グリニッジ標準時）。

COP
Y

time_
t

No － －

Interval
（INTERVAL）

レコードを格納するため
の間隔の秒の長さ。常に
「0」。

COP
Y

ulong No － －
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User Data Interval（PI_UPI）
Trans String 
Key
（TS_KEY）

トランザクションストリ
ングキー。

COP
Y

string
(20)

No － －

Trans Data 
Key
（TD_KEY）

トランザクションデータ
キー。

COP
Y

ulong No － －

Trans Type
（TT）

トランザクションタイ
プ。

COP
Y

string
(20)

No － －

Collect Time
（API_TIME）

データが変換された時。 COP
Y

time_
t

No － －

User Long 1
（L1）

long型整数値。 AVG long No － －

User Long 2
（L2）

long型整数値。 AVG long No － －

User Long Roll 
1（L1_R）

蓄積された long型整数
値（このフィールドは要
約時に加算されます）。

ADD long No － －

User Long Roll 
2（L2_R）

蓄積された long型整数
値（このフィールドは要
約時に加算されます）。

ADD long No － －

User Unsigned 
Long 1（UL1）

unsigned long型整数
値。

AVG ulong No － －

User Unsigned 
Long 2（UL2）

unsigned long型整数
値。

AVG ulong No － －

User Unsigned 
Long Roll 1
（UL1_R）

蓄積された unsigned 
long型整数値（この
フィールドは要約時に加
算されます）。

ADD ulong No － －

User Unsigned 
Long Roll 2
（UL2_R）

蓄積された unsigned 
long型整数値（この
フィールドは要約時に加
算されます）。

ADD ulong No － －

User Float 1
（F1）

浮動小数点値。 AVG doubl
e

No － －

User Float 2
（F2）

浮動小数点値。 AVG doubl
e

No － －

User Float Roll 
1（F1_R）

蓄積された浮動小数点値
（このフィールドは要約
時に加算されます）。

ADD doubl
e

No － －

User Float Roll 
2（F2_R）

蓄積された浮動小数点値
（このフィールドは要約
時に加算されます）。

ADD doubl
e

No － －

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース
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User Data Interval（PI_UPI）
User Time 1
（T1）

時間値（PFM - Web 
Consoleのローカルタイ
ムで表示されます）。

COP
Y

time_
t

No － －

User String 1
（S1）

サイズ 16の文字列。 COP
Y

string
(16)

No － －

User String 2
（S2）

サイズ 16の文字列。 COP
Y

string
(16)

No － －

User String 3
（S3）

サイズ 16の文字列。 COP
Y

string
(16)

No － －

User String 4
（S4）

サイズ 16の文字列。 COP
Y

string
(16)

No － －

User String 5
（S5）

サイズ 32の文字列。 COP
Y

string
(32)

No － －

User String 6
（S6）

サイズ 32の文字列。 COP
Y

string
(32)

No － －

User String 7
（S7）

サイズ 64の文字列。 COP
Y

string
(64)

No － －

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース
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User Data Interval - Extended（PI_UPIB）
User Data Interval - Extended（PI_UPIB）

機能

User Data Interval - Extended（PI_UPIB）レコードは，ユーザーレコードの一つです。
ある一定の時間を単位としたユーザー独自のパフォーマンスデータが格納されます。
User Data Interval（PI_UPI）より，多くのフィールドが用意されています。08-00以
前の場合，予約レコード（フィールド）のため，すべての OSで使用できません。

デフォルト値および変更できる値

ODBCキーフィールド
• PI_UPIB_TT
• PI_UPIB_TS_KEY
• PI_UPIB_TD_KEY

ライフタイム

jpcuserコマンドが実行された時から，次の jpcuserコマンドが実行されるまで。

レコードサイズ

●固定部：681バイト

●可変部：992バイト

フィールド

項目 デフォルト値 変更可否

Collection Interval 60 ○

Collection Offset 0 ○

Log No ○

LOGIF 空白 ○

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース

Record Type
（INPUT_REC
ORD_TYPE）

レコード種別。常に
「UPIB」。

COP
Y

char(
8)

No － －

Record Time
（RECORD_TI
ME）

レコードが作成された時
（グリニッジ標準時）。

COP
Y

time_
t

No － －
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User Data Interval - Extended（PI_UPIB）
Interval
（INTERVAL）

User Data Interval - 
Extended （PI_UPIB）
レコードが格納されたイ
ンターバルの秒数。常に
「0」。

COP
Y

ulong No － －

Trans String 
Key
（TS_KEY）

トランザクションストリ
ングキー。

COP
Y

string
(20)

No － －

Trans Data 
Key
（TD_KEY）

トランザクションデータ
キー。

COP
Y

ulong No － －

Trans Type
（TT）

トランザクションタイ
プ。

COP
Y

string
(20)

No － －

Collect Time
（API_TIME）

データが変換された時。 COP
Y

time_
t

No － －

User Long 1
（L1）

long型整数値。 AVG long No － －

User Long 2
（L2）

long型整数値。 AVG long No － －

User Long 3
（L3）

long型整数値。 AVG long No － －

User Long 4
（L4）

long型整数値。 AVG long No － －

User Long 5
（L5）

long型整数値。 AVG long No － －

User Long Roll 
1（L1_R）

蓄積された long型整数
値（このフィールドは要
約時に加算されます）。

ADD long No － －

User Long Roll 
2（L2_R）

蓄積された long型整数
値（このフィールドは要
約時に加算されます）。

ADD long No － －

User Long Roll 
3（L3_R）

蓄積された long型整数
値（このフィールドは要
約時に加算されます）。

ADD long No － －

User Long Roll 
4（L4_R）

蓄積された long型整数
値（このフィールドは要
約時に加算されます）。

ADD long No － －

User Long Roll 
5（L5_R）

蓄積された long型整数
値（このフィールドは要
約時に加算されます）。

ADD long No － －

User Unsigned 
Long 1（UL1）

unsigned long型整数
値。

AVG ulong No － －

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース
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User Data Interval - Extended（PI_UPIB）
User Unsigned 
Long 2（UL2）

unsigned long型整数
値。

AVG ulong No － －

User Unsigned 
Long 3（UL3）

unsigned long型整数
値。

AVG ulong No － －

User Unsigned 
Long 4（UL4）

unsigned long型整数
値。

AVG ulong No － －

User Unsigned 
Long 5（UL5）

unsigned long型整数
値。

AVG ulong No － －

User Unsigned 
Long Roll 1
（UL1_R）

蓄積された unsigned 
long型整数値（この
フィールドは要約時に加
算されます）。

ADD ulong No － －

User Unsigned 
Long Roll 2
（UL2_R）

蓄積された unsigned 
long型整数値（この
フィールドは要約時に加
算されます）。

ADD ulong No － －

User Unsigned 
Long Roll 3
（UL3_R）

蓄積された unsigned 
long型整数値（この
フィールドは要約時に加
算されます）。

ADD ulong No － －

User Unsigned 
Long Roll 4
（UL4_R）

蓄積された unsigned 
long型整数値（この
フィールドは要約時に加
算されます）。

ADD ulong No － －

User Unsigned 
Long Roll 5
（UL5_R）

蓄積された unsigned 
long型整数値（この
フィールドは要約時に加
算されます）。

ADD ulong No － －

User Float 1
（F1）

浮動小数点値。 AVG doubl
e

No － －

User Float 2
（F2）

浮動小数点値。 AVG doubl
e

No － －

User Float 3
（F3）

浮動小数点値。 AVG doubl
e

No － －

User Float 4
（F4）

浮動小数点値。 AVG doubl
e

No － －

User Float 5
（F5）

浮動小数点値。 AVG doubl
e

No － －

User Float Roll 
1（F1_R）

蓄積された浮動小数点値
（このフィールドは要約
時に加算されます）。

ADD doubl
e

No － －

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース
349



User Data Interval - Extended（PI_UPIB）
User Float Roll 
2（F2_R）

蓄積された浮動小数点値
（このフィールドは要約
時に加算されます）。

ADD doubl
e

No － －

User Float Roll 
3（F3_R）

蓄積された浮動小数点値
（このフィールドは要約
時に加算されます）。

ADD doubl
e

No － －

User Float Roll 
4（F4_R）

蓄積された浮動小数点値
（このフィールドは要約
時に加算されます）。

ADD doubl
e

No － －

User Float Roll 
5（F5_R）

蓄積された浮動小数点値
（このフィールドは要約
時に加算されます）。

ADD doubl
e

No － －

User Time 1
（T1）

時間値（PFM - Web 
Consoleのローカルタイ
ムで表示されます）。

COP
Y

time_
t

No － －

User String 1
（S1）

サイズ 16の文字列。 COP
Y

string
(16)

No － －

User String 2
（S2）

サイズ 16の文字列。 COP
Y

string
(16)

No － －

User String 3
（S3）

サイズ 16の文字列。 COP
Y

string
(16)

No － －

User String 4
（S4）

サイズ 16の文字列。 COP
Y

string
(16)

No － －

User String 5
（S5）

サイズ 16の文字列。 COP
Y

string
(16)

No － －

User String 6
（S6）

サイズ 32の文字列。 COP
Y

string
(32)

No － －

User String 7
（S7）

サイズ 32の文字列。 COP
Y

string
(32)

No － －

User String 8
（S8）

サイズ 32の文字列。 COP
Y

string
(32)

No － －

User String 9
（S9）

サイズ 32の文字列。 COP
Y

string
(32)

No － －

User String 10
（S10）

サイズ 32の文字列。 COP
Y

string
(32)

No － －

User String 11
（S11）

サイズ 64の文字列。 COP
Y

string
(64)

No － －

User String 12
（S12）

サイズ 64の文字列。 COP
Y

string
(64)

No － －

User String 13
（S13）

サイズ 64の文字列。 COP
Y

string
(64)

No － －

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース
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User Data Interval - Extended（PI_UPIB）
User String 14
（S14）

サイズ 64の文字列。 COP
Y

string
(64)

No － －

User String 15
（S15）

サイズ 64の文字列。 COP
Y

string
(64)

No － －

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース
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User Summary（PD_USER）
User Summary（PD_USER）

機能

User Summary（PD_USER）レコードには，Process Detail（PD）レコードに格納さ
れるデータを，ユーザーを単位に，ある時点での状態で要約したパフォーマンスデータ
が格納されます。ユーザー IDごとに 1件のレコードが作成されます。このレコードは，
複数インスタンスレコードです。なお，Process Detail（PD）レコードを収集しなくて
も，このレコードにはパフォーマンスデータが格納されます。

注意
• インスタンスの対象プロセスがゾンビプロセスの場合，次のフィールドには

Solarisでは「0」が，AIX，HP-UX，HP-UX（IPF)では「-3」が設定されます。
User ID

デフォルト値および変更できる値

ODBCキーフィールド

PD_USER_REAL_USER_ID

ライフタイム

特定ユーザー名のプロセス実行数が 1件以上の時から，プロセス実行数が 0件になるま
で。

レコードサイズ

●固定部：681バイト

●可変部：348バイト

フィールド

項目 デフォルト値 変更可否

Log No ○

LOGIF 空白 ○

Sync Collection With Detail Records，PD ×

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース

Avg I/O Kbytes
（AVG_IO_KB
YTES）

I/O処理の平均転送サイ
ズ（キロバイト単位）。

－ float No HP-UX,
AIX,
Linux

TOTAL_IO_KB
YTES / 
READ_OPS + 
WRITE_OPS
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User Summary（PD_USER）
CPU %
（CPU_PERC
ENT_USED）

CPU使用率をプロセッ
サ数で割った平均値
（%）。

－ float No － (((USER_CPU_
TIME + 
SYSTEM_CPU
_TIME) / ユー
ザーが実行して
いるすべてのプ
ロセスの合計経
過時間 ) / プロ
セッサ数 ) ＊ 
100

Context 
Switches
（CONTEXT_
SWITCHES）

コンテキストスイッチ実
行された回数。

－ ulong No HP-UX,
Linux

－

Interval
（INTERVAL）

User Summary
（PD_USER）レコード
が格納されたインターバ
ル時間（秒単位）。常に
「0」。

－ ulong No HP-UX,
Solaris,
AIX,
Linux

－

Major Faults
（MAJOR_FA
ULTS）

物理的な I/Oを引き起こ
すページフォルトの回
数。

－ ulong No － －

Minor Faults
（MINOR_FA
ULTS）

物理的な I/Oを引き起こ
さないページフォルトの
回数。

－ ulong No － －

Process Count
（PROCESS_C
OUNT）

ユーザーが実行している
プロセス数。

－ ulong No － －

Reads
（READ_OPS）

AIXでは，RAW読み取
り処理が発生した回数。
Solarisでは，Block読
み取り処理が発生した回
数。

－ ulong No HP-UX,
Linux

－

Reads/sec
（READ_OPS_
PER_SECOND
）

読み取り処理が発生した
頻度（1秒当たりの回
数）。

－ float No HP-UX,
Linux

READ_OPS / 
ユーザーアカウ
ントに属するす
べてのプロセス
の合計経過時間

Real Mem 
Kbytes
（REAL_MEM
ORY_KBYTES
）

使用している物理メモ
リーのサイズ（キロバイ
ト単位）。

－ float No － －

Record Time
（RECORD_TI
ME）

レコードが作成された時
刻（グリニッジ標準時）。

－ time_
t

No － －

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース
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User Summary（PD_USER）
Record Type
（INPUT_REC
ORD_TYPE）

レコード種別。常に
「USER」。

－ char(
8)

No － －

Signals Rcvd
（NUMBER_O
F_SIGNALS_R
ECEIVED）

受信したシグナルの数。 － ulong No Linux －

Swaps
（SWAPS）

スワップ処理が発生した
回数。

－ ulong No Linux －

System CPU
（SYSTEM_C
PU_TIME）

カーネルモードで動作し
た時間。

－ utime No － －

Throughput/
sec
（IO_KBYTES
_PER_SECON
D）

I/O処理の速度（1秒当
たりのキロバイト数）。

－ float No AIX,
Linux

TOTAL_IO_KB
YTES / ユー
ザーアカウント
に属するすべて
のプロセスの合
計経過時間

Total I/O 
Kbytes
（TOTAL_IO_
KBYTES）

I/O処理の合計転送サイ
ズ（キロバイト単位）。

－ doubl
e

No AIX,
Linux

－

Total I/O Ops
（TOTAL_IO_
OPS）

I/O処理が発生した回
数。

－ ulong No HP-UX,
AIX,
Linux

READ_OPS + 
WRITE_OPS

Total I/O Ops/
sec
（TOTAL_IO_
OPS_PER_SE
COND）

I/O処理が発生した頻度
（1秒当たりの回数）。

－ float No HP-UX,
AIX,
Linux

TOTAL_IO_OP
S / ユーザーア
カウントに属す
るすべてのプロ
セスの合計経過
時間

User
（REAL_USE
R_NAME）

実効ユーザー名。 － string
(256)

No － －

User CPU
（USER_CPU_
TIME）

ユーザーモードで動作し
た時間（秒単位）。

－ utime No － －

User ID
（REAL_USE
R_ID）

実効ユーザー ID（ゾン
ビプロセスの場合，
Solarisは 0が AIX，
HP-UXでは -3がこの
フィールドに設定され
る）。

－ long No － －

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース
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User Summary（PD_USER）
Virtual Mem 
Kbytes
（VIRTUAL_M
EMORY_KBY
TES）

使用している仮想メモ
リーのサイズ（キロバイ
ト単位）。

－ float No Solaris －

Writes
（WRITE_OPS）

AIXでは，RAW書き込
み処理が発生した回数。
Solarisでは，Block書
き込み処理が発生した回
数。

－ ulong No HP-UX,
Linux

－

Writes/sec
（WRITE_OPS
_PER_SECON
D）

書き込み処理が発生した
頻度（1秒当たりの回
数）。

－ float No HP-UX,
Linux

WRITE_OPS / 
ユーザーアカウ
ントに属するす
べてのプロセス
の合計経過時間

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース
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Workgroup Summary（PI_WGRP）
Workgroup Summary（PI_WGRP）

機能

Workgroup Summary（PI_WGRP）レコードには，Process Detail（PD）レコードに格
納されるデータを，ある時点での状態でワークグループ単位に要約したパフォーマンス
データが格納されます。ワークグループごとに 1件のレコードが格納されます。ワーク
グループ情報の収集については，「4.　ユーザーレコードの収集」を参照してください。

定義されたワークグループのどれにも属さないプロセスレコードすべてのために，
「Other」という名前のワークグループが自動的に生成されます。

このレコードは，複数インスタンスレコードです。

なお，Process Detail（PD）レコードを収集しなくても，このレコードにはパフォーマ
ンスデータが格納されます。

注意
• 該当マシンのプロセス数が多い場合など，収集する対象数が多くなった場合，処
理量が多くなるため CPU使用率などの負荷が高くなります。

• ワークグループの定義を変更するには，PFM - Agent for Platformを再起動する必
要があります。

• グループ名は，実効グループ名ではなく，実際のグループ名に基づいています。

デフォルト値および変更できる値

ODBCキーフィールド

PI_WGRP_WORKGROUP_NAME

ライフタイム

なし

レコードサイズ

●固定部：681バイト

●可変部：278バイト

項目 デフォルト値 変更可否

Collection Interval 60 ○

Collection Offset 0 ○

Log No ○

LOGIF 空白 ○
356



Workgroup Summary（PI_WGRP）
フィールド

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース

Argument 
Lists
（ARGUMEN
T_LISTS）

プロセスの引数リスト。
30バイト以上の場合，
最後の文字は「>」。
wgfileファイルの
arguments_02パラメー
ターに指定した文字列が
表示される。

COP
Y

string
(30)

No － －

Avg I/O Kbytes
（AVG_IO_KB
YTES）

I/O処理の平均転送サイ
ズ（キロバイト単位）。

COP
Y

float No HP-UX,
AIX,
Linux

TOTAL_IO_KB
YTES / 
(READ_OPS + 
WRITE_OPS)

CPU %
（CPU_PERC
ENT_USED）

ワークグループの CPU
使用率をプロセッサ数で
割った平均値（%）。

COP
Y

float No － (((USER_CPU_
TIME + 
SYSTEM_CPU
_TIME) / 
INTERVAL) / 
プロセッサ数 ) 
＊ 100

CPU % Each
（CPU_PERC
ENT_USED_E
ACH）

ワークグループの CPU
使用率（%）。

COP
Y

float No － ((USER_CPU_
TIME + 
SYSTEM_CPU
_TIME) / 
INTERVAL) ＊ 
100

Context 
Switches
（CONTEXT_
SWITCHES）

コンテキストスイッチが
実行された回数。

COP
Y

ulong Yes HP-UX,
Linux

－

Groups
（GROUPS）

グループ名リスト。30
バイト以上の場合，最後
の文字は「>」。
このフィールドは wgfile
ファイルの groupsパラ
メーターに指定した文字
列が表示される。
08-00以降の場合は，
wgfileファイルの
groupsまたは
groups_02パラメーター
に指定した文字列が表示
される。

COP
Y

string
(30)

No － ワークグループ
が実行している
各プロセスにつ
いて，PFM - 
Agent for 
Platformがプ
ロセスのグルー
プ名をこの
フィールドに追
加する。
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Workgroup Summary（PI_WGRP）
Interval
（INTERVAL）

Workgroup Summary
（PI_WGRP）レコード
が格納されたインターバ
ル時間（秒単位）。

COP
Y

ulong Yes － ・ デルタ値を収
集しない場合各
プロセスの稼働
時間の合計。
・ デルタ値を収
集する場合
RECORD_TIM
E  - 前のレコー
ド時

Major Faults
（MAJOR_FA
ULTS）

物理的な I/Oを引き起こ
すページフォルトの回
数。

COP
Y

ulong Yes － －

Process Count
（PROCESS_C
OUNT）

ワークグループが実行し
ているプロセス数。

COP
Y

ulong No － プロセステーブ
ル内のプロセス
のうち，ワーク
グループの定義
にマッチする
ユーザー属性，
グループ属性，
またはプログラ
ム属性を持つプ
ロセス数。

Programs
（PROGRAMS）

プログラム名リスト。30
バイト以上の場合，最後
の文字は「>」。
このフィールドは wgfile
ファイルの programsパ
ラメーターに指定した文
字列が表示される。
08-00以降の場合は，
wgfileファイルの
programsまたは
programs_02パラメー
ターに指定した文字列が
表示される。

COP
Y

string
(30)

No － ワークグループ
が実行している
各プロセスにつ
いて，PFM - 
Agent for 
Platformがプ
ロセスのプログ
ラム名をこの
フィールドに追
加する。

Reads
（READ_OPS）

AIXでは，RAW読み取
り処理が発生した回数。
Solarisでは，Block読
み取り処理が発生した回
数。

COP
Y

ulong Yes HP-UX,
Linux

－

Reads/sec
（READ_OPS_
PER_SECOND
）

読み取り処理が発生した
頻度（1秒当たりの回
数）。

R float Yes HP-UX,
Linux

READ_OPS / 
ワークグループ
のために実行し
ている，すべて
のプロセスの合
計経過時間。

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース
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Workgroup Summary（PI_WGRP）
Real Mem 
Kbytes
（REAL_MEM
ORY_KBYTES
）

使用している物理メモ
リーのサイズ（キロバイ
ト単位）。

COP
Y

ulong No － －

Record Time
（RECORD_TI
ME）

レコードが作成された時
刻（グリニッジ標準時）。

COP
Y

time_
t

No － －

Record Type
（INPUT_REC
ORD_TYPE）

レコード種別。常に
「WGRP」。

COP
Y

char(
8)

No － －

Swaps
（SWAPS）

スワップ処理が発生した
回数。

COP
Y

ulong Yes Linux －

System CPU
（SYSTEM_C
PU_TIME）

カーネルモードで動作し
た時間。

COP
Y

utime Yes － －

Throughput/
sec
（IO_KBYTES
_PER_SECON
D）

I/O処理の速度（1秒当
たりのキロバイト数）。

R float Yes AIX,
Linux

TOTAL_IO_KB
YTES / ワーク
グループが実行
しているすべて
のプロセスの合
計経過時間

Total I/O 
Kbytes
（TOTAL_IO_
KBYTES）

I/O処理の合計転送サイ
ズ（キロバイト単位）。

COP
Y

doubl
e

Yes AIX,
Linux

－

Total I/O Ops
（TOTAL_IO_
OPS）

I/O処理が発生した回
数。

COP
Y

ulong Yes HP-UX,
AIX,
Linux

READ_OPS + 
WRITE_OPS

Total I/O Ops/
sec
（TOTAL_IO_
OPS_PER_SE
COND）

I/O処理が発生した頻度
（1秒当たりの回数）。

R float Yes HP-UX,
AIX,
Linux

TOTAL_IO_OP
S / ワークグ
ループが実行し
ているすべての
プロセスの合計
経過時間

User CPU
（USER_CPU_
TIME）

ユーザーモードで動作し
た時間（秒単位）。

COP
Y

utime Yes － －

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース
359



Workgroup Summary（PI_WGRP）
Users
（USERS）

ユーザー名リスト。30
バイト以上の場合，最後
の文字は「>」。
このフィールドは wgfile
ファイルの usersパラ
メーターに指定した文字
列が表示される。
08-00以降の場合は，
wgfileファイルの users
または users_02パラ
メーターに指定した文字
列が表示される。

COP
Y

string
(30)

No － ワークグループ
が実行している
各プロセスにつ
いて，PFM - 
Agent for 
Platformは，
プロセスのユー
ザー名をこの
フィールドに追
加する。

Virtual Mem 
Kbytes
（VIRTUAL_M
EMORY_KBY
TES）

使用している仮想メモ
リーのサイズ（キロバイ
ト単位）。

COP
Y

ulong No Solaris －

Workgroup
（WORKGRO
UP_NAME）

ワークグループ名。定義
されたどのワークグルー
プにも属さない場合は，
「Other」。
このフィールドは wgfile
ファイルの workgroup
パラメーターに指定した
文字列が表示される。

COP
Y

string
(30)

No － －

Writes
（WRITE_OPS）

AIXでは，RAW書き込
み処理が発生した回数。
Solarisでは，Block書
き込み処理が発生した回
数。

COP
Y

ulong Yes HP-UX,
Linux

－

Writes/sec
（WRITE_OPS
_PER_SECON
D）

書き込み処理が発生した
頻度（1秒当たりの回
数）。

R float Yes HP-UX,
Linux

WRITE_OPS / 
ワークグループ
が実行してい
る，すべてのプ
ロセスの合計経
過時間

PFM-View名
（PFM-Manager

名）

説明 要約 形式 デ
ル
タ

サポート
対象外

データソース
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7　 メッセージ
この章では，PFM - Agent for Platformのメッセージ形式，出
力先一覧，syslogの一覧，およびメッセージ一覧について説明
します。

7.1　メッセージの形式

7.2　メッセージの出力先一覧

7.3　syslogの一覧

7.4　メッセージ一覧
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7.　メッセージ
7.1　メッセージの形式
PFM - Agent for Platformが出力するメッセージの形式
と，マニュアルでの記載形式を示します。

7.1.1　メッセージの出力形
式

PFM - Agent for Platformが出力するメッセージの形式を
説明します。メッセージは，メッセージ IDとそれに続く
メッセージテキストで構成されます。形式を次に示しま
す。

KAVFnnnnn-Yメッセージテキスト

メッセージ IDは，次の内容を示しています。

K
システム識別子を示します。

AVF
PFM - Agentのメッセージであることを示します。

nnnnn
メッセージの通し番号を示します。PFM - Agent for 
Platformのメッセージ番号は，「10xxx」です。

Y
メッセージの種類を示します。
• E：エラー
処理は中断されます。

• W：警告
メッセージ出力後，処理は続けられます。

• I：情報
ユーザーに情報を知らせます。

• Q：応答
ユーザーに応答を促します。

メッセージの種類と syslogの priorityレベルとの対応を
次に示します。

-E

• レベル：LOG_ERR

• 意味：エラーメッセージ

-W
• レベル：LOG_WARNING

• 意味：警告メッセージ

-I

• レベル：LOG_INFO

• 意味：付加情報メッセージ

-Q

（出力されない）

7.1.2　メッセージの記載形
式

このマニュアルでのメッセージの記載形式を示します。
メッセージテキストで太字になっている部分は，メッセー
ジが表示される状況によって表示内容が変わることを示し
ています。また，メッセージをメッセージ ID順に記載し
ています。記載形式の例を次に示します。

メッセージメッセージメッセージメッセージ IDIDIDID
英語メッセージテキスト
日本語メッセージテキスト

メッセージの説明文

(S)(S)(S)(S)
システムの処置を示します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージが表示されたときに，オペレーターが取る
処置を示します。

7.1.3　システム管理者の方
へ

運用中にトラブルが発生した場合には，「8.　トラブルへ
の対処方法」を参照してログ情報を採取し，初期調査をし
てください。

トラブル要因の初期調査をする場合は，OSのログ情報
（syslog）や，PFM - Agent for Platformが出力する各種
ログ情報を参照してください。これらのログ情報でトラブ
ル発生時間帯の内容を参照して，トラブルを回避したり，
トラブルに対処したりしてください。また，トラブルが発
生するまでの操作方法などを記録してください。同時に，
できるだけ再現性の有無を確認するようにしてください。
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7.　メッセージ
7.2　メッセージの出力先一覧
ここでは，PFM - Agent for Platformが出力する各メッ
セージの出力先を一覧で示します。

表中では，出力先を凡例のように表記しています。

（凡例）
○：出力する
－：出力しない

表 7-1　PFM - Agent for Platformのメッセージの出力先一覧

メッセージ ID 出力先

syslog 共通
メッ
セージ
ログ

標準出
力

標準エラー
出力

パブリック
ログ

デバッグロ
グ

KAVF10001 ○ ○ － － － －

KAVF10002 ○ ○ － － － －

KAVF10003 ○ ○ － － － －

KAVF10004 ○ ○ － － － －

KAVF10010 － ○ － － － －

KAVF10011 － ○ － － － －

KAVF10013 － ○ － － － －

KAVF10100 － ○ － － － －

KAVF10101 ○ ○ － － － －

KAVF10102 ○ ○ － － － －

KAVF10103 ○ ○ － － － －

KAVF10105 － ○ － － － －

KAVF10106 － ○ － － － －

KAVF10107 － ○ － － － －

KAVF10150 － ○ － － － －

KAVF10200 ○ ○ － － － －

KAVF10201 ○ ○ － － － －

KAVF10202 ○ ○ － － － －

KAVF10203 － ○ － － － －

KAVF10204 － ○ － － － －

KAVF10205 － ○ － － － －

KAVF10206 － ○ － － － －

KAVF10300 － ○ － － － －

KAVF10301 － ○ － － － －

KAVF10500 － ○ － － － －

KAVF10501 － ○ － － － －

KAVF10502 － ○ － － － －

KAVF10503 － ○ － － － －

KAVF10600 － ○ － － － －
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7.　メッセージ
KAVF10901 － － － － － ○

KAVF10902 － － － － － ○

KAVF10904 － － － － － ○

KAVF10905 － － － － － ○

KAVF10906 － － － － － ○

KAVF10907 － － － － － ○

KAVF10908 － － － － － ○

KAVF10909 － － － － － ○

KAVF10910 － － － － － ○

KAVF10911 － － － － － ○

KAVF10912 － － － － － ○

KAVF10913 － － － － － ○

KAVF10914 － － － － － ○

KAVF10915 － － － － － ○

KAVF10916 － － － ○ ○ －

KAVF10917 － － － ○ ○ －

KAVF10919 － － － ○ ○ －

KAVF10920 － － － ○ ○ －

KAVF10923 － － － ○ ○ －

KAVF10924 － － － － ○ －

KAVF10925 － － － － ○ －

KAVF10926 － － － － ○ －

KAVF10927 － － － － ○ －

KAVF10928 － － － － ○ －

KAVF10929 － － － － － ○

KAVF10930 － － － － － ○

KAVF10931 － － － － － ○

KAVF10932 － － － － － ○

KAVF10935 － － － ○ ○ －

KAVF10941 － － － ○ － －

KAVF10943 － － － ○ ○ －

KAVF10948 － － － － ○ －

KAVF10950 － － － － － ○

KAVF10951 － － － － － ○

メッセージ ID 出力先

syslog 共通
メッ
セージ
ログ

標準出
力

標準エラー
出力

パブリック
ログ

デバッグロ
グ
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7.　メッセージ
KAVF10952 － － － － ○ －

KAVF10953 － － － － － ○

KAVF10954 － － － － ○ －

KAVF10957 － － ○ － － －

KAVF10982 － － － ○ ○ －

KAVF10983 － － － ○ ○ －

KAVF10984 － － － ○ ○ －

KAVF10985 － － － ○ ○ －

KAVF10986 － － － － － ○

KAVF10987 － － － － － ○

KAVF10988 － － － － － ○

KAVF10989 － － － － － ○

KAVF10990 － － － － － ○

KAVF10991 － － － － － ○

KAVF10992 － － － － － ○

KAVF10993 － － － － － ○

KAVF10994 － － － － － ○

KAVF10995 － － － － － ○

KAVF10996 － － － － － ○

KAVF10997 － － － － － ○

KAVF10998 － － － － － ○

メッセージ ID 出力先

syslog 共通
メッ
セージ
ログ

標準出
力

標準エラー
出力

パブリック
ログ

デバッグロ
グ
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7.　メッセージ
7.3　syslogの一覧
ここでは，PFM - Agent for Platformが syslogに出力す
るメッセージ情報の一覧を示します。

syslogは，syslogファイルに出力されます。syslogファ
イルの格納場所については，syslogデーモンコンフィ

ギュレーションファイル（デフォルトは /etc/
syslogd.conf）を参照してください。

PFM - Agent for Platformが syslogに出力するメッセー
ジ情報の一覧を次の表に示します。

表 7-2　syslog出力メッセージ情報一覧

メッセージ ID syslog

ファシリティ レベル

KAVF10001-I LOG_DAEMON LOG_INFO

KAVF10002-E LOG_DAEMON LOG_ERR

KAVF10003-I LOG_DAEMON LOG_INFO

KAVF10004-E LOG_DAEMON LOG_ERR

KAVF10101-E LOG_DAEMON LOG_ERR

KAVF10102-E LOG_DAEMON LOG_ERR

KAVF10103-E LOG_DAEMON LOG_ERR

KAVF10200-E LOG_DAEMON LOG_ERR

KAVF10201-E LOG_DAEMON LOG_ERR

KAVF10202-E LOG_DAEMON LOG_ERR
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KAVF10001-IKAVF10001-IKAVF10001-IKAVF10001-I    ～～～～    KAVF10100-EKAVF10100-EKAVF10100-EKAVF10100-E
7.4　メッセージ一覧
PFM - Agent for Platformが出力するメッセージと対処方
法について説明します。PFM - Agent for Platformのメッ
セージ一覧を次に示します。

KAVF10001-IKAVF10001-IKAVF10001-IKAVF10001-I
Agent Collector has stopped. (host=ホスト名, service=
サービスID)
Agent Collectorが停止しました（host=ホスト名, service=
サービスID）

Agent Collectorサービスが正常終了しました。

(S)(S)(S)(S)
Agent Collectorサービスの処理を終了します。

KAVF10002-EKAVF10002-EKAVF10002-EKAVF10002-E
Agent Collector failed to start.
Agent Collectorの起動に失敗しました

Agent Collectorサービスの起動に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
Agent Collectorサービスの処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
共通メッセージログに出力されている直前のメッセー
ジを確認し，そのメッセージの対処方法に従ってくだ
さい。

KAVF10003-IKAVF10003-IKAVF10003-IKAVF10003-I
Agent Collector has started. (host=ホスト名, service=
サービスID)
Agent Collectorが起動しました（host=ホスト名, service=
サービスID）

Agent Collectorサービスの起動が完了しました。

(S)(S)(S)(S)
Agent Collectorサービスのパフォーマンスデータ収
集処理を開始します。

KAVF10004-EKAVF10004-EKAVF10004-EKAVF10004-E
Agent Collector stopped abnormally.
Agent Collectorが異常停止しました

Agent Collectorサービスが異常終了しました。

(S)(S)(S)(S)
Agent Collectorサービスの処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
共通メッセージログに出力されている直前のメッセー
ジを確認し，そのメッセージの対処方法に従ってくだ
さい。要因が判明しない場合，保守資料を採取したあ
と，システム管理者に連絡してください。保守資料の

採取方法については，マニュアル「JP1/Performance 
Management システム構築・運用ガイド」の，トラ
ブルへの対処方法について説明している章を参照して
ください。

KAVF10010-IKAVF10010-IKAVF10010-IKAVF10010-I
Name Server has been connected.
Name Serverに接続しました

Agent Collectorサービスの起動処理中に，Name Server
サービスとの接続に成功しました。

(S)(S)(S)(S)
Agent Collectorサービスの起動処理を続行します。

KAVF10011-IKAVF10011-IKAVF10011-IKAVF10011-I
Agent Store has been connected.
Agent Storeに接続しました

Agent Collectorサービスの起動処理中に，Agent Store
サービスとの接続に成功しました。

(S)(S)(S)(S)
Agent Collectorサービスの処理を続行します。

KAVF10013-WKAVF10013-WKAVF10013-WKAVF10013-W
A user command failed to start.(record=レコードID, 
en=OS詳細コード)
ユーザーコマンドの起動に失敗しました（record=レコー
ドID, en=OS詳細コード）

ユーザーコマンドの起動に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
後続の処理を継続します。

(O)(O)(O)(O)
ユーザーコマンドの実行状態を確認してください。

KAVF10100-EKAVF10100-EKAVF10100-EKAVF10100-E
An error occurred in an OS API (API名). (en= OS詳細コー
ド, arg1=引数1, arg2=引数2, arg3=引数3)
OSのAPI（API名）でエラーが発生しました（en= OS詳
細コード, arg1=引数1, arg2=引数2, arg3=引数3）

OSの APIでエラーが発生しました。enに表示される
コードは，システムコールの errno（エラー番号）です。

(S)(S)(S)(S)
起動時のエラーの場合，Agent Collectorサービスの
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
Agent Collectorサービス起動時にこのセージが出力
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KAVF10101-EKAVF10101-EKAVF10101-EKAVF10101-E    ～～～～    KAVF10107-WKAVF10107-WKAVF10107-WKAVF10107-W
されている場合，Messages Fileプロパティに設定さ
れているログファイルが存在するか確認してくださ
い。存在しない場合は，ログファイル名を変更して，
PFM - Agent for Platformを再起動してください。存
在する場合，または上記以外の場合は，OS詳細コー
ドを確認してください。要因が判明しない場合は，保
守資料を採取したあと，システム管理者に連絡してく
ださい。保守資料の採取方法については，マニュアル
「JP1/Performance Management システム構築・運用
ガイド」の，トラブルへの対処方法について説明して
いる章を参照してください。

KAVF10101-EKAVF10101-EKAVF10101-EKAVF10101-E
An error occurred in a function (関数名). (rc=保守コード, 
arg1=引数1, arg2=引数2, arg3=引数3)
関数(関数名)でエラーが発生しました（rc=保守コード, 
arg1=引数1, arg2=引数2, arg3=引数3）

制御間の関数でエラーが発生しました。

(S)(S)(S)(S)
Agent Collectorサービスの処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
保守資料を採取したあと，システム管理者に連絡して
ください。保守資料の採取方法については，マニュア
ル「JP1/Performance Management システム構築・
運用ガイド」の，トラブルへの対処方法について説明
している章を参照してください。

KAVF10102-EKAVF10102-EKAVF10102-EKAVF10102-E
A signal has been accepted. (sn=シグナル番号)
シグナル割り込みが発生しました（sn=シグナル番号）

シグナル割り込みが発生しました。snに表示されるコー
ドは，OSのシグナル番号です。

(S)(S)(S)(S)
Agent Collectorサービスの処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
保守資料を採取したあと，システム管理者に連絡して
ください。保守資料の採取方法については，マニュア
ル「JP1/Performance Management システム構築・
運用ガイド」の，トラブルへの対処方法について説明
している章を参照してください。

KAVF10103-EKAVF10103-EKAVF10103-EKAVF10103-E
An exception occurred. (msg=例外メッセージ)
例外が発生しました（msg=例外メッセージ）

Agent Collectorサービスの処理中に例外が発生しました。

(S)(S)(S)(S)
Agent Collectorサービスの処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
メモリーなどのシステムリソースが不足していないか

確認してください。要因が判明しない場合，保守資料
を採取したあと，システム管理者に連絡してくださ
い。保守資料の採取方法については，マニュアル
「JP1/Performance Management システム構築・運用
ガイド」の，トラブルへの対処方法について説明して
いる章を参照してください。

KAVF10105-WKAVF10105-WKAVF10105-WKAVF10105-W
The file does not exist in the path specified by using Web 
Console. (レコードID)
Web Consoleで指定したパスにファイルが存在しません(
レコードID)

レコード IDで示されるレコードの収集用に設定されたパ
スにファイルがありません。

(S)(S)(S)(S)
Agent Collectorサービスの処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
PFM - Web Consoleでファイルパスを設定後，Agent 
Collectorを再起動してください。

KAVF10106-WKAVF10106-WKAVF10106-WKAVF10106-W
The information to be collected has not been set in Web 
Console. (レコードID)
Web Consoleで，収集情報を設定していません (レコード
ID)

レコード IDで示されるレコードの収集情報を，PFM - 
Web Consoleで設定していません。

(S)(S)(S)(S)
Agent Collectorサービスの処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
PFM - Web Consoleで収集情報を設定してから，レ
コード収集してください。

KAVF10107-WKAVF10107-WKAVF10107-WKAVF10107-W
The path name specified by using Web Console exceeds 
the 256-byte limit. (レコードID)
Web Consoleで指定したパスの文字列長が256バイト制限
を超えています(レコードID)

レコード IDで示されるレコードの収集用に設定された
ファイルパスの文字列長が長過ぎます。

(S)(S)(S)(S)
Agent Collectorサービスの処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
PFM - Web Consoleでファイルパスを設定後，Agent 
Collectorを再起動してください。
368



KAVF10150-WKAVF10150-WKAVF10150-WKAVF10150-W    ～～～～    KAVF10204-WKAVF10204-WKAVF10204-WKAVF10204-W
KAVF10150-WKAVF10150-WKAVF10150-WKAVF10150-W
An error occurred in an OS API (API名). (en=OS詳細コー
ド, arg1=引数１, arg2=引数２, arg3=引数３)
OSのAPI（API名）でエラーが発生しました（en=OS詳細
コード, arg1=引数１, arg2=引数２, arg3=引数３）

OSの APIでエラーが発生しました。enに表示される
コードは，システムコールの errno（エラー番号）です。

(S)(S)(S)(S)
Agent Collectorサービスの処理を継続します。
引数 1が jpc_ufssの場合，Agent Collectorサービス
は，User File System Storage（PD_UFSS）レコー
ドを収集できません。

(O)(O)(O)(O)
OS詳細コードを確認したあと，要因を取り除いて
Agent Collectorサービスを再起動してください。要
因が判明しない場合，保守資料を採取したあと，シス
テム管理者に連絡してください。保守資料の採取方法
については，マニュアル「JP1/Performance 
Management システム構築・運用ガイド」の，トラ
ブルへの対処方法について説明している章を参照して
ください。

KAVF10200-EKAVF10200-EKAVF10200-EKAVF10200-E
An attempt to initialize a connection failed.
通信の初期化に失敗しました

Agent Collectorサービスの起動処理中に，通信の確立に
失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
Agent Collectorサービスの起動を終了します。

(O)(O)(O)(O)
該当するホストがネットワークに接続できるかどうか
確認してください。要因が判明しない場合，保守資料
を採取したあと，システム管理者に連絡してくださ
い。保守資料の採取方法については，マニュアル
「JP1/Performance Management システム構築・運用
ガイド」の，トラブルへの対処方法について説明して
いる章を参照してください。

KAVF10201-EKAVF10201-EKAVF10201-EKAVF10201-E
Initialization of Agent Configuration failed.
Agent Configurationの初期化に失敗しました

Agent Collectorサービスの起動処理中に，Agent 
Configurationの初期化に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
Agent Collectorサービスの起動を終了します。

(O)(O)(O)(O)
サービス起動情報ファイル（jpcagt.ini）が，/

opt/jp1pc/agtu/agent/ディレクトリ下にあるか

どうか確認してください。ない場合，

jpcagt.ini.modelファイルを jpcagt.iniファ

イルにコピーしてください。要因が判明しない場合，
保守資料を採取したあと，システム管理者に連絡して
ください。保守資料の採取方法については，マニュア
ル「JP1/Performance Management システム構築・
運用ガイド」の，トラブルへの対処方法について説明
している章を参照してください。

KAVF10202-EKAVF10202-EKAVF10202-EKAVF10202-E
An attempt to initialize a record failed.
レコードの初期化に失敗しました

Agent Collectorサービスの起動処理中に，レコードの初
期化に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
Agent Collectorサービスの起動を終了します。

(O)(O)(O)(O)
保守資料を採取したあと，システム管理者に連絡して
ください。保守資料の採取方法については，マニュア
ル「JP1/Performance Management システム構築・
運用ガイド」の，トラブルへの対処方法について説明
している章を参照してください。

KAVF10203-WKAVF10203-WKAVF10203-WKAVF10203-W
Invalid entry in ファイル名.
ファイル（ファイル名）の指定に誤りがあります

定義ファイルの内容またはユーザーコマンドプロパティの
指定に誤りが見つかりました。

(S)(S)(S)(S)
定義内容を無視して Agent Collectorサービスの起動
を継続します。

(O)(O)(O)(O)
表示されているファイル内の定義を修正し，サービス
を再起動してください。または，ユーザーコマンドプ
ロパティを修正してください。

KAVF10204-WKAVF10204-WKAVF10204-WKAVF10204-W
An attempt to collect the OS information failed.
OS情報の取得に失敗しました

OSのバージョン情報の取得に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
Agent Collectorサービスの処理を継続します。
ただし，次のレコードのフィールドの値は正しく収集
できません。

CPU - Per Processor Detail（PI_CPUP）
• Boot Time（SYSTEM_BOOT_TIME）
• Status（PROCESSOR_STATUS）
• Up Time（SYSTEM_UP_TIME）

IPC Summary（PD_IPCS）
• Max Shared Mem Size（SHMMAX）
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• Min Shared Mem Size（SHMMIN）
• Shared Mem IDs（SHMMNI）

System Summary Overview （PI）
• Boot Time
（CURRENT_SYSTEM_BOOT_TIME）
• Free Swap Mbytes
（FREE_SWAP_MBYTES）
• ICMP Pkts In（ICMP_PACKETS_IN）
• ICMP Pkts Out（ICMP_PACKETS_OUT）
• IP Pkts In（IP_PACKETS_IN）
• IP Pkts Out（IP_PACKETS_OUT）
• System Up Time
（CURRENT_BOOT_SYSTEM_UP_TIME）
• TCP Pkts In（TCP_PACKETS_IN）
• TCP Pkts Out（TCP_PACKETS_OUT）
• Total Physical Mem Mbytes
（TOTAL_MEMORY_MBYTES）
• Total Pkts（TOTAL_PACKETS）
• Total Pkts In（TOTAL_PACKETS_IN）
• Total Pkts Out（TOTAL_PACKETS_OUT）
• Total Swap Mbytes
（TOTAL_SWAP_MBYTES）
• UDP Pkts In（UDP_PACKETS_IN）
• UDP Pkts Out（UDP_PACKETS_OUT）

(O)(O)(O)(O)
/tmp下に空き容量（目安として，50キロバイト程
度）を確保したあとで，Agent Collectorサービスを
再起動してください。

KAVF10205-WKAVF10205-WKAVF10205-WKAVF10205-W
Initialization of interprocess communication failed.
プロセス間通信の初期化に失敗しました

jpcagtuプロセスの子プロセスとの通信の初期化に失敗し
ました。

(S)(S)(S)(S)
Agent Collectorサービスの処理を継続します。
ただし，次のフィールドは収集できません。
• File System Detail - Remote（PD_FSR）レコード
の IP Address（IP_ADDRESS）フィールド

• Network Interface Detail（PI_NIND）レコードの
Network Mask（NETWORK_MASK）フィールド

• 次のレコードのすべてのフィールド（Solaris 64bit
環境の場合だけ）
Process Detail（PD），Process Detail Interval
（PD_PDI），Process Summary（PD_PDS），
Program Summary（PD_PGM），Terminal 
Summary（PD_TERM），User Summary
（PD_USER），Workgroup Summary（PI_WGRP）

(O)(O)(O)(O)
上記レコードのフィールドを収集していない場合は，
メッセージを無視してください。

上記レコードのフィールドを収集している場合は，シ
ステムリソースが不足していないか確認してくださ
い。要因が判明しない場合，保守資料を採取したあ
と，システム管理者に連絡してください。保守資料の
採取方法については，マニュアル「JP1/Performance 
Management システム構築・運用ガイド」の，トラ
ブルへの対処方法について説明している章を参照して
ください。

KAVF10206-WKAVF10206-WKAVF10206-WKAVF10206-W
Interprocess communication failed.
プロセス間通信に失敗しました

jpcagtuプロセスの子プロセスとの通信に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
Agent Collectorサービスの処理を継続します。
ただし，次のフィールドは収集できません。
• File System Detail - Remote（PD_FSR）レコード
の IP Address（IP_ADDRESS）フィールド

• Network Interface Detail（PI_NIND）レコードの
Network Mask（NETWORK_MASK）フィールド

• 次のレコードのすべてのフィールド（Solaris 64bit
環境の場合だけ）
Process Detail（PD），Process Detail Interval
（PD_PDI），Process Summary（PD_PDS），
Program Summary（PD_PGM），Terminal 
Summary（PD_TERM），User Summary
（PD_USER），Workgroup Summary（PI_WGRP）

(O)(O)(O)(O)
上記レコードのフィールドを収集していない場合は，
メッセージを無視してください。
上記レコードのフィールドを収集している場合は，シ
ステムリソースが不足していないか確認してくださ
い。要因が判明しない場合，保守資料を採取したあ
と，システム管理者に連絡してください。保守資料の
採取方法については，マニュアル「JP1/Performance 
Management システム構築・運用ガイド」の，トラ
ブルへの対処方法について説明している章を参照して
ください。

KAVF10300-WKAVF10300-WKAVF10300-WKAVF10300-W
An attempt to collect a record failed. (record=レコードID)
レコードの収集に失敗しました（record=レコードID）

Agent Collectorサービスで収集に失敗したレコードがあ
ります。

(S)(S)(S)(S)
Agent Collectorサービスの処理を継続します。

(O)(O)(O)(O)
このメッセージが連続して出力されている場合，監視
対象のシステム環境の設定に誤りがないかどうか確認
してください。要因が判明しない場合，保守資料を採
取したあと，システム管理者に連絡してください。保
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守資料の採取方法については，マニュアル「JP1/
Performance Management システム構築・運用ガイ
ド」の，トラブルへの対処方法について説明している
章を参照してください。

KAVF10301-WKAVF10301-WKAVF10301-WKAVF10301-W
An attempt to collect performance data used for レコード
ID record has failed.
レコード（レコードID）で使用するパフォーマンスデータ
の収集に失敗しました

表示されているレコードで使用するパフォーマンスデータ
の収集中にエラーが発生しました。

(S)(S)(S)(S)
Agent Collectorサービスの処理を継続します。
ただし，表示されているレコードのパフォーマンス
データは正しく収集できません。

(O)(O)(O)(O)
表示されているレコードを収集していない場合は，
メッセージを無視してください。
表示されているレコードを収集している場合は，共通
メッセージログに出力されている直前のメッセージを
確認し，そのメッセージの対処方法に従ってくださ
い。要因が判明しない場合，保守資料を採取したあ
と，システム管理者に連絡してください。保守資料の
採取方法については，マニュアル「JP1/Performance 
Management システム構築・運用ガイド」の，トラ
ブルへの対処方法について説明している章を参照して
ください。

KAVF10500-WKAVF10500-WKAVF10500-WKAVF10500-W
Memory is insufficient. (required memory=要求サイズ)
メモリーが不足しています（required memory=要求サイ
ズ）

メモリーの確保に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
Agent Collectorサービスの処理を継続します。

(O)(O)(O)(O)
使用していないアプリケーションを停止するか，また
はメモリーを拡張してください。

KAVF10501-WKAVF10501-WKAVF10501-WKAVF10501-W
The disk capacity is insufficient.
ディスク容量が不足しています

ディスク容量が不足したため，ファイルのアクセスに失敗
しました。

(S)(S)(S)(S)
Agent Collectorサービスの処理を継続します。

(O)(O)(O)(O)
不要なファイルを削除するか，またはディスク容量を
拡張してください。

KAVF10502-WKAVF10502-WKAVF10502-WKAVF10502-W
An I/O error occurred.
I/Oエラーが発生しました

I/Oエラーが発生しました。

(S)(S)(S)(S)
Agent Collectorサービスの処理を継続します。

(O)(O)(O)(O)
ハードディスクの故障などによってファイルシステム
に読み書きできない状態になっていないか確認して，
原因を取り除いてください。

KAVF10503-WKAVF10503-WKAVF10503-WKAVF10503-W
Reception of a signal caused the service to stop. (signal=
シグナル番号)
シグナル受信によってサービスは停止します（signal=シ
グナル番号）

シグナル受信によって Agent Collectorサービスは停止し
ます。signalに表示されるコードは，OSのシグナル番号
です。

(S)(S)(S)(S)
Agent Collectorサービスの処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
サービス自動停止スクリプトを設定しないで，システ
ムを終了した可能性があります。サービス自動停止ス
クリプトが設定してあるかどうか確認してください。
サービス自動停止スクリプトを設定していない場合
は，サービス自動停止スクリプトを設定してくださ
い。サービス自動停止スクリプトの設定方法について
は，マニュアル「JP1/Performance Management シ
ステム構築・運用ガイド」の，Performance 
Managementの起動と停止について説明している章
を参照してください。
サービス自動停止スクリプトが設定してある場合，ま
たはシステムの終了時以外に，このメッセージが出力
されている場合は，保守資料を採取したあと，システ
ム管理者に連絡してください。保守資料の採取方法に
ついては，マニュアル「JP1/Performance 
Management システム構築・運用ガイド」の，トラ
ブルへの対処方法について説明している章を参照して
ください。

KAVF10600-WKAVF10600-WKAVF10600-WKAVF10600-W
An invalid collection event occurred. (record=レコードID, 
rc=保守コード)
不正な収集イベントが発生しました (record=レコードID, 
rc=保守コード)

レコード IDで示されるサポート対象外の収集イベントが
発生しました。

(S)(S)(S)(S)
レコード IDで示されるレコード収集処理はしませ
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ん。Agent Collectorは , 処理を継続します。

(O)(O)(O)(O)
サポートしていないレコードのリアルタイムレポー
ト，アラームでの監視，または Storeデータベース記
録をしようとしています。
• リアルタイムレポートの場合は，該当レコードの収
集を停止してください。

• アラームの場合は，該当ホストでサポートしていな
いレコードを使用しているアラームのバインドを解
除してください。アラームのバインドを解除する方
法については，マニュアル「JP1/Performance 
Management システム構築・運用ガイド」のア
ラームによる稼働監視について説明している章を参
照してください。

• Storeデータベース記録をしている場合は，該当ホ
ストでサポートしていないレコードの Storeデータ
ベース記録を停止してください。Storeデータベー
ス記録の停止方法については，「付録 F.2　Agent 
Collectorサービスのプロパティ一覧」を参照して
ください。

KAVF10901-WKAVF10901-WKAVF10901-WKAVF10901-W
Warning: The specified value (指定された値) for the 
option (tt) is too long. (filename = ユーザ作成データファ
イルパス)
Warning: オプション（tt）に指定された値（指定された
値）が長過ぎます（ファイル名＝ユーザ作成データファイ
ルパス）

オプション（tt）に指定された値が長過ぎます。

(S)(S)(S)(S)
jpcuserコマンドは現在の行をスキップして，処理

を継続します。

(O)(O)(O)(O)
指定した値を短くしてください。

KAVF10902-WKAVF10902-WKAVF10902-WKAVF10902-W
Warning: The specified value (指定された値) for the 
option (ks) is too long. (filename = ユーザ作成データファ
イルパス)
Warning: オプション（ks）に指定された値（指定された
値）が長過ぎます（ファイル名＝ユーザ作成データファイ
ルパス）

オプション（ks）に指定された値が長過ぎます。

(S)(S)(S)(S)
jpcuserコマンドは現在の行をスキップして，処理

を継続します。

(O)(O)(O)(O)
指定した値を短くしてください。

KAVF10904-WKAVF10904-WKAVF10904-WKAVF10904-W
Warning: The data value count (指定された値の数) does 
not match the option count (オプションの数). (filename = 
ユーザ作成データファイルパス)
Warning: 指定された値の数（指定された値の数）とオプ
ションの数（オプションの数）が異なっています（ファイ
ル名＝ユーザ作成データファイルパス）

指定された値の数とオプションの数が異なっています。

(S)(S)(S)(S)
jpcuserコマンドは現在の行をスキップして，処理

を継続します。

(O)(O)(O)(O)
指定された値の数とオプションの数を同じにしてくだ
さい。

KAVF10905-WKAVF10905-WKAVF10905-WKAVF10905-W
Warning: The data line is too long. (filename = ユーザ作
成データファイルパス)
Warning: データ行が長過ぎます（ファイル名＝ユーザ作
成データファイルパス）

データ行が長過ぎます。

(S)(S)(S)(S)
jpcuserコマンドは現在の行をスキップして，処理

を継続します。

(O)(O)(O)(O)
データ行を短くしてください。

KAVF10906-WKAVF10906-WKAVF10906-WKAVF10906-W
Warning: The specified value for the option must be 0 or 
a positive number. (オプション名 = 指定された値, 
filename = ユーザ作成データファイルパス)
Warning: オプションに指定する値は0以上でなければなり
ません（オプション名＝指定された値，ファイル名＝ユー
ザ作成データファイルパス）

オプション名に示されるオプションに 0より小さい値が
指定されました。

(S)(S)(S)(S)
jpcuserコマンドは 0を設定して，処理を継続しま
す。

(O)(O)(O)(O)
0以上の値を指定してください。

KAVF10907-WKAVF10907-WKAVF10907-WKAVF10907-W
Warning: The specified value for the option is too long. (
オプション名 = 指定された値, filename = ユーザ作成デー
タファイルパス)
Warning: オプションに指定された値が長過ぎます（オプ
ション名＝指定された値，ファイル名＝ユーザ作成データ
ファイルパス）
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オプション名に示されるオプションに指定された値が長過
ぎます。

(S)(S)(S)(S)
jpcuserコマンドは空欄を設定して，処理を継続し

ます。

(O)(O)(O)(O)
指定した値を短くしてください。

KAVF10908-WKAVF10908-WKAVF10908-WKAVF10908-W
Warning: The specified value (指定された値) for the 
option (t) is invalid. (filename = ユーザ作成データファイ
ルパス)
Warning: オプション（t）に指定された値（指定された
値）は無効です（ファイル名＝ユーザ作成データファイル
パス）

オプション（t）に指定された値は無効です。

(S)(S)(S)(S)
jpcuserコマンドは n/aを設定して，処理を継続し
ます。

(O)(O)(O)(O)
指定した値を正しく直してください。

KAVF10909-WKAVF10909-WKAVF10909-WKAVF10909-W
Warning: The specified value for the option must be a 
numeric value. (オプション名 = 指定された値, filename = 
ユーザ作成データファイルパス)
Warning: オプションに指定する値は数値でなければなり
ません（オプション名＝指定された値，ファイル名＝ユー
ザ作成データファイルパス）

オプション名に示されるオプションに数値以外が指定され
ています。

(S)(S)(S)(S)
jpcuserコマンドは 0を設定して，処理を継続しま
す。

(O)(O)(O)(O)
数値を指定してください。

KAVF10910-WKAVF10910-WKAVF10910-WKAVF10910-W
Warning: The specified value for a floating-point number 
option is invalid. (オプション名 = 指定された値, filename 
= ユーザ作成データファイルパス)
Warning: 浮動小数点オプションに指定された値は無効で
す（オプション名＝指定された値，ファイル名＝ユーザ作
成データファイルパス）

オプション名に示される浮動小数点オプションに指定され
た値は無効です。

(S)(S)(S)(S)
jpcuserコマンドは 0を設定して，処理を継続しま
す。

(O)(O)(O)(O)
指定した値を正しく直してください。

KAVF10911-WKAVF10911-WKAVF10911-WKAVF10911-W
Warning: An overflow or an underflow occurred for the 
value specified for the option. (オプション名 = 指定された
値, filename = ユーザ作成データファイルパス)
Warning: オプションに指定された値が原因でオーバーフ
ローまたはアンダーフローが発生しました（オプション名
＝指定された値，ファイル名＝ユーザ作成データファイル
パス）

オプション名に示されるオプションに指定された値が原因
でオーバーフローまたはアンダーフローが発生しました。

(S)(S)(S)(S)
jpcuserコマンドは処理を継続します。

(O)(O)(O)(O)
指定した値を正しく直してください。

KAVF10912-WKAVF10912-WKAVF10912-WKAVF10912-W
Warning: "" is specified for the option (オプション名). 
(filename = ユーザ作成データファイルパス)
Warning: ""がオプション（オプション名）に指定されま
した（ファイル名＝ユーザ作成データファイルパス）

オプション名に示されるオプションに値が指定されていま
せん。

(S)(S)(S)(S)
jpcuserコマンドは 0を設定して，処理を継続しま
す。

(O)(O)(O)(O)
値を指定してください。

KAVF10913-WKAVF10913-WKAVF10913-WKAVF10913-W
Warning: The specified value (指定された値) for the 
option (ki) must be 0 or a positive number. (filename = 
ユーザ作成データファイルパス)
Warning: オプション（ki）に指定する値（指定された
値）は0以上でなければなりません（ファイル名＝ユーザ
作成データファイルパス）

オプション（ki）の値に 0より小さい値が指定されまし
た。

(S)(S)(S)(S)
jpcuserコマンドは現在の行をスキップして，処理

を継続します。

(O)(O)(O)(O)
0以上の値を指定してください。
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KAVF10914-WKAVF10914-WKAVF10914-WKAVF10914-W    ～～～～    KAVF10924-EKAVF10924-EKAVF10924-EKAVF10924-E
KAVF10914-WKAVF10914-WKAVF10914-WKAVF10914-W
Warning: An overflow or an underflow occurred for the 
value (指定された値) specified for the option (ki). 
(filename = ユーザ作成データファイルパス)
Warning: オプション（ki）に指定された値（指定された
値）が原因でオーバーフローまたはアンダーフローが発生
しました（ファイル名＝ユーザ作成データファイルパス）

オプション（ki）に指定された値が原因でオーバーフ

ローまたはアンダーフローが発生しました。

(S)(S)(S)(S)
jpcuserコマンドは現在の行をスキップして，処理

を継続します。

(O)(O)(O)(O)
指定した値を正しく直してください。

KAVF10915-WKAVF10915-WKAVF10915-WKAVF10915-W
Warning: "" is specified for the option (tt). (filename = 
ユーザ作成データファイルパス)
Warning: ""がオプション（tt）に指定されました（ファイ
ル名＝ユーザ作成データファイルパス）

オプション（tt）に値が指定されていません。

(S)(S)(S)(S)
jpcuserコマンドは現在の行をスキップして，処理

を継続します。

(O)(O)(O)(O)
値を指定してください。

KAVF10916-EKAVF10916-EKAVF10916-EKAVF10916-E
Error: The specified value (指定された値) for record-ID is 
invalid.
Error: レコードIDに指定された値（指定された値）は無
効です

レコード IDに指定された値（指定された値）は無効で
す。

(S)(S)(S)(S)
jpcuserコマンドの処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
指定した値を正しく直してください。

KAVF10917-EKAVF10917-EKAVF10917-EKAVF10917-E
Error: An invalid number of arguments was specified.
Error: 無効な数の引数が指定されました

無効な数の引数が指定されました。

(S)(S)(S)(S)
jpcuserコマンドの処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
指定した引数の数を正しく直してください。

KAVF10919-EKAVF10919-EKAVF10919-EKAVF10919-E
Error: An invalid arguments (指定された値) were 
specified.
Error: 無効な引数（指定された値）が指定されました

無効な引数が指定されました。

(S)(S)(S)(S)
jpcuserコマンドの処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
指定した値を正しく直してください。

KAVF10920-EKAVF10920-EKAVF10920-EKAVF10920-E
Error: The user-defined data file option (-file) is not 
specified.
Error: ユーザ作成データファイルオプション（-file）が指
定されていません

ユーザー作成データファイルオプション（-file）が指定

されていません。

(S)(S)(S)(S)
jpcuserコマンドの処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
ユーザー作成データファイルオプション（-file）を

指定してください。

KAVF10923-EKAVF10923-EKAVF10923-EKAVF10923-E
Error: The user-defined data file cannot be opened. 
(filename = ファイル名)
Error: ユーザ作成データファイルをオープンできません
（ファイル名＝ファイル名）

ユーザー作成データファイルにアクセスできません。

(S)(S)(S)(S)
jpcuserコマンドの処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
指定したファイル名が正しいか，ファイル名に指定さ
れたファイルが存在するか，およびファイル名に指定
されたファイルにアクセスできるか確認してくださ
い。要因が判明しない場合は，保守資料を採取したあ
と，システム管理者に連絡してください。

KAVF10924-EKAVF10924-EKAVF10924-EKAVF10924-E
Error: There is no product information section in the 
user-defined data file.
Error: ユーザ作成データファイルにプロダクト情報セク
ションがありません

ユーザー作成データファイルにプロダクト情報セクション
がありません。

((((S)S)S)S)
jpcuserコマンドの処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
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KAVF10925-EKAVF10925-EKAVF10925-EKAVF10925-E    ～～～～    KAVF10932-EKAVF10932-EKAVF10932-EKAVF10932-E
プロダクト情報セクションを指定してください。

KAVF10925-EKAVF10925-EKAVF10925-EKAVF10925-E
Error: The product information section of the 
user-defined data file is invalid. Product Name=プロダク
ト名, FormVer=フォーマットバージョン
Error: ユーザ作成データファイルのプロダクト情報セク
ションが不正です Product Name=プロダクト名, 
FormVer=フォーマットバージョン

ユーザー作成データファイルのプロダクト情報セクション
が不正です。

(S)(S)(S)(S)
jpcuserコマンドの処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
プロダクト情報セクションを正しく直してください。

KAVF10926-EKAVF10926-EKAVF10926-EKAVF10926-E
Error: The user-defined data file does not contain an 
option header line.
Error: ユーザ作成データファイルにオプションヘッダー
行がありません

ユーザー作成データファイルにオプションヘッダー行があ
りません。

(S)(S)(S)(S)
jpcuserコマンドの処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
オプションヘッダー行を指定してください。

KAVF10927-EKAVF10927-EKAVF10927-EKAVF10927-E
Error: The user-defined data file does not contain any 
data lines.
Error: ユーザ作成データファイルにデータ行がありませ
ん

ユーザー作成データファイルにデータ行がありません。

(S)(S)(S)(S)
jpcuserコマンドの処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
データ行を指定してください。

KAVF10928-EKAVF10928-EKAVF10928-EKAVF10928-E
Error: The option header line is too long.
Error: オプションヘッダー行が長過ぎます

オプションヘッダー行が長過ぎます。

(S)(S)(S)(S)
jpcuserコマンドの処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
オプションヘッダー行を短くしてください。

KAVF10929-EKAVF10929-EKAVF10929-EKAVF10929-E
Error: Too many options (指定された値) were specified.
Error: オプションが多過ぎます（オプション＝指定され
た値）

オプションが多過ぎます。

(S)(S)(S)(S)
jpcuserコマンドの処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
指定した内容を正しく直してください。

KAVF10930-EKAVF10930-EKAVF10930-EKAVF10930-E
Error: An invalid option (オプション名) was specified.
Error: 無効なオプション（オプション名）が指定されま
した

オプション名に示されるオプションに無効な値が指定され
ました。

(S)(S)(S)(S)
jpcuserコマンドの処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
オプションを正しく直してください。

KAVF10931-EKAVF10931-EKAVF10931-EKAVF10931-E
Error: The option (オプション名) is not supported for the 
specified record (レコードID).
Error: オプション（オプション名）は指定されたレコー
ド（レコードID）ではサポートしていません

指定されたオプションは，指定されたレコード IDではサ
ポートしていません。

(S)(S)(S)(S)
jpcuserコマンドの処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
レコード IDまたはオプションを正しく直してくださ
い。

KAVF10932-EKAVF10932-EKAVF10932-EKAVF10932-E
Error: The option (tt) is not specified.
Error: オプション（tt）が指定されていません

オプション（tt）が指定されていません。

(S)(S)(S)(S)
jpcuserコマンドの処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
オプション（tt）を指定してください。
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KAVF10935-EKAVF10935-EKAVF10935-EKAVF10935-E    ～～～～    KAVF10954-WKAVF10954-WKAVF10954-WKAVF10954-W
KAVF10935-EKAVF10935-EKAVF10935-EKAVF10935-E
Error: A fatal error has occurred.
Error: 致命的なエラーが発生しました

致命的なエラーが発生しました。

(S)(S)(S)(S)
jpcuserコマンドの処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
保守資料を採取したあと，システム管理者に連絡して
ください。

KAVF10941-EKAVF10941-EKAVF10941-EKAVF10941-E
Error: Superuser permissions are required.
Error: Superuser permissions are required.

jpcuserコマンドがスーパーユーザー権限を持たない

ユーザーによって実行されました。

(S)(S)(S)(S)
jpcuserコマンドの処理を終了します。 

(O)(O)(O)(O)
スーパーユーザー権限を持つユーザーで jpcuserコ

マンドを実行してください。

KAVF10943-EKAVF10943-EKAVF10943-EKAVF10943-E
Error: jpcuser terminated with error.
Error: jpcuserは異常終了しました

jpcuserコマンドが異常終了しました。

(S)(S)(S)(S)
jpcuserコマンドの処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
パブリックログに出力されている直前のメッセージを
確認し，そのメッセージの対処方法に従ってくださ
い。

KAVF10948-IKAVF10948-IKAVF10948-IKAVF10948-I
Information: jpcuser terminated successfully.
Information: jpcuserは正常終了しました

jpcuserコマンドは正常終了しました。

(S)(S)(S)(S)
jpcuserコマンドの処理を終了します。

KAVF10950-WKAVF10950-WKAVF10950-WKAVF10950-W
Warning: "" is specified for the option (ki). (filename = 
ユーザ作成データファイルパス)
Warning: ””がオプション（ki）に指定されました
（ファイル名＝ユーザ作成データファイルパス）

オプション（ki）に ""が指定されました。

(S)(S)(S)(S)

jpcuserコマンドは現在の行をスキップして，処理

を継続します。

(O)(O)(O)(O)
オプション（ki）に有効な値を指定してください。

KAVF10951-WKAVF10951-WKAVF10951-WKAVF10951-W
Warning: "" is specified for the option (ks). (filename = 
ユーザ作成データファイルパス)
Warning: ””がオプション（ks）に指定されました
（ファイル名＝ユーザ作成データファイルパス）

オプション（ks）に ""が指定されました。

(S)(S)(S)(S)
jpcuserコマンドは現在の行をスキップして，処理

を継続します。

(O)(O)(O)(O)
オプション（ks）に有効な値を指定してください。

KAVF10952-EKAVF10952-EKAVF10952-EKAVF10952-E
Error: The option header line specified in the 
user-defined data file is incorrect. (指定された値)
Error: ユーザ作成データファイルに指定されたオプショ
ンヘッダー行が不正です（指定された値）

ユーザー作成データファイルに指定されたオプションヘッ
ダー行が不正です。

(S)(S)(S)(S)
jpcuserコマンドの処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
オプションヘッダー行を正しく直してください。

KAVF10953-WKAVF10953-WKAVF10953-WKAVF10953-W
Warning: The data line specified in the user-defined data 
file is incorrect. (指定された値, filename = ユーザ作成
データファイルパス)
Warning: ユーザ作成データファイルに指定されたデータ
行が不正です（指定された値，ファイル名＝ユーザ作成
データファイルパス）

ユーザー作成データファイルに指定されたデータ行が不正
です。

(S)(S)(S)(S)
jpcuserコマンドは現在の行をスキップして，処理

を継続します。

(O)(O)(O)(O)
データ行を正しく直してください。

KAVF10954-WKAVF10954-WKAVF10954-WKAVF10954-W
Warning: jpcuser terminated with a warning.
Warning: jpcuserは警告終了しました

jpcuserコマンドが警告終了しました。
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KAVF10957-IKAVF10957-IKAVF10957-IKAVF10957-I    ～～～～    KAVF10987-WKAVF10987-WKAVF10987-WKAVF10987-W
(S)(S)(S)(S)
jpcuserコマンドの処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
直前のメッセージに示される警告の要因を取り除いて
ください。

KAVF10957-IKAVF10957-IKAVF10957-IKAVF10957-I
Information: Usage: jpcuser <Record Name> -file 
<User-defined Data File Path> [-file <User-defined Data 
File Path>]... [-debug <value>]
Information: Usage: jpcuser <Record Name> -file 
<User-defined Data File Path> [-file <User-defined Data 
File Path>]... [-debug <value>]

このメッセージは，jpcuserコマンドの使用方法を示し

ます。

(S)(S)(S)(S)
jpcuserコマンドの処理を終了します。

KAVF10982-EKAVF10982-EKAVF10982-EKAVF10982-E
Error: The directory (ディレクトリ名) is specified for the 
user-defined data file.
Error: ユーザ作成データファイルにディレクトリ（ディ
レクトリ名）が指定されています

ユーザー作成データファイルとしてディレクトリが指定さ
れています。

(S)(S)(S)(S)
jpcuserコマンドの処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
ファイル名を指定してください。

KAVF10983-EKAVF10983-EKAVF10983-EKAVF10983-E
Error: The name of a user-defined data file is duplicated. 
(filename = ファイル名)
Error: ユーザ作成データファイルが重複しています
（ファイル名＝ファイル名）

同名のユーザー作成データファイルが指定されています。

(S)(S)(S)(S)
jpcuserコマンドの処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
ユーザー作成データファイルの指定の重複を取り除い
てください。

KAVF10984-EKAVF10984-EKAVF10984-EKAVF10984-E
Error: The debug option is duplicated.
Error: デバッグオプションが重複しています

デバッグオプションが重複しています。

(S)(S)(S)(S)
jpcuserコマンドの処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
デバッグオプションは指定しないか，1回の指定にし
てください。

KAVF10985-EKAVF10985-EKAVF10985-EKAVF10985-E
Error: There are no user-defined data files.
Error: ユーザ作成データファイルが一件もありません

ユーザー作成データファイルが 1件もありません。

(S)(S)(S)(S)
jpcuserコマンドの処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
指定したファイル名が正しいか，ファイル名に指定さ
れたファイルが存在するか，およびファイル名に指定
されたファイルにアクセスできるか確認してくださ
い。要因が判明しない場合は，保守資料を採取したあ
と，システム管理者に連絡してください。

KAVF10986-WKAVF10986-WKAVF10986-WKAVF10986-W
Warning: The option header line specified in the 
user-defined data file is incorrect. (option = 指定された値
, filename = ユーザ作成データファイルパス)
Warning: ユーザ作成データファイルに指定されたオプ
ションヘッダー行が不正です（オプション名＝指定された
値，ファイル名＝ユーザ作成データファイルパス）

ユーザー作成データファイルに指定されたオプションヘッ
ダー行が不正です。

(S)(S)(S)(S)
このユーザー作成データファイルをスキップします。

(O)(O)(O)(O)
オプションヘッダー行を正しく直してください。

KAVF10987-WKAVF10987-WKAVF10987-WKAVF10987-W
Warning: The user-defined data file cannot be opened. 
(filename = ファイル名)
Warning: ユーザ作成データファイルをオープンできませ
ん（ファイル名＝ファイル名）

ユーザー作成データファイルにアクセスできません。

(S)(S)(S)(S)
このユーザー作成データファイルをスキップします。

(O)(O)(O)(O)
指定したファイル名が正しいか，ファイル名に指定さ
れたファイルが存在するか，およびファイル名に指定
されたファイルにアクセスできるか確認してくださ
い。要因が判明しない場合は，保守資料を採取したあ
と，システム管理者に連絡してください。
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KAVF10988-WKAVF10988-WKAVF10988-WKAVF10988-W    ～～～～    KAVF10995-WKAVF10995-WKAVF10995-WKAVF10995-W
KAVF10988-WKAVF10988-WKAVF10988-WKAVF10988-W
Warning: There is no product information section in the 
user-defined data file. (filename = ユーザ作成データファ
イルパス)
Warning: ユーザ作成データファイルにプロダクト情報セ
クションがありません（ファイル名＝ユーザ作成データ
ファイルパス）

ユーザー作成データファイルにプロダクト情報セクション
がありません。

(S)(S)(S)(S)
このユーザー作成データファイルをスキップします。

(O)(O)(O)(O)
プロダクト情報セクションを指定してください。

KAVF10989-WKAVF10989-WKAVF10989-WKAVF10989-W
Warning: The product information section of the 
user-defined data file is invalid. Product Name = プロダ
クト名, FormVer = フォーマットバージョン, filename = 
ユーザ作成データファイルパス
Warning: ユーザ作成データファイルのプロダクト情報セ
クションが不正です Product Name＝プロダクト名, 
FormVer＝フォーマットバージョン，ファイル名＝ユー
ザ作成データファイルパス

ユーザー作成データファイルのプロダクト情報セクション
が不正です。

(S)(S)(S)(S)
このユーザー作成データファイルをスキップします。

(O)(O)(O)(O)
プロダクト情報セクションを正しく直してください。

KAVF10990-WKAVF10990-WKAVF10990-WKAVF10990-W
Warning: The user-defined data file does not contain an 
option header line. (filename = ユーザ作成データファイ
ルパス)
Warning: ユーザ作成データファイルにオプションヘッ
ダー行がありません（ファイル名＝ユーザ作成データファ
イルパス）

ユーザー作成データファイルにオプションヘッダー行があ
りません。

(S)(S)(S)(S)
このユーザー作成データファイルをスキップします。

(O)(O)(O)(O)
オプションヘッダー行を指定してください。

KAVF10991-WKAVF10991-WKAVF10991-WKAVF10991-W
Warning: The user-defined data file does not contain any 
data lines. (filename = ユーザ作成データファイルパス)
Warning: ユーザ作成データファイルにデータ行がありま
せん（ファイル名＝ユーザ作成データファイルパス）

ユーザー作成データファイルにデータ行がありません。

(S)(S)(S)(S)
このユーザー作成データファイルをスキップします。

(O)(O)(O)(O)
データ行を指定してください。

KAVF10992-WKAVF10992-WKAVF10992-WKAVF10992-W
Warning: The option header line is too long. (filename = 
ユーザ作成データファイルパス)
Warning: オプションヘッダー行が長過ぎます（ファイル
名＝ユーザ作成データファイルパス）

オプションヘッダー行が長過ぎます。

(S)(S)(S)(S)
このユーザー作成データファイルをスキップします。

(O)(O)(O)(O)
オプションヘッダー行を短くしてください。

KAVF10993-WKAVF10993-WKAVF10993-WKAVF10993-W
Warning: Too many options (指定された値) were 
specified. (filename = ユーザ作成データファイルパス)
Warning: オプションが多過ぎます（オプション＝指定さ
れた値，ファイル名＝ユーザ作成データファイルパス）

オプションが多過ぎます。

(S)(S)(S)(S)
このユーザー作成データファイルをスキップします。

(O)(O)(O)(O)
指定した内容を正しく直してください。

KAVF10994-WKAVF10994-WKAVF10994-WKAVF10994-W
Warning: An invalid option (オプション名) was specified. 
(filename = ユーザ作成データファイルパス)
Warning: 無効なオプション（オプション名）が指定され
ました（ファイル名＝ユーザ作成データファイルパス）

オプション名に示されるオプションに無効な値が指定され
ました。

(S)(S)(S)(S)
このユーザー作成データファイルをスキップします。

(O)(O)(O)(O)
オプションを正しく直してください。

KAVF10995-WKAVF10995-WKAVF10995-WKAVF10995-W
Warning: The option (オプション名) is not supported for 
the specified record (レコードID). (filename = ユーザ作成
データファイルパス)
Warning: オプション（オプション名）は指定されたレ
コード（レコードID）ではサポートしていません（ファイ
ル名＝ユーザ作成データファイルパス）

指定されたオプションは，指定されたレコード IDではサ
ポートしていません。
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KAVF10996-WKAVF10996-WKAVF10996-WKAVF10996-W    ～～～～    KAVF10998-WKAVF10998-WKAVF10998-WKAVF10998-W
(S)(S)(S)(S)
このユーザー作成データファイルをスキップします。

(O)(O)(O)(O)
レコード IDまたはオプションを正しく直してくださ
い。

KAVF10996-WKAVF10996-WKAVF10996-WKAVF10996-W
Warning: The option (tt) is not specified. (filename = ユー
ザ作成データファイルパス)
Warning: オプション（tt）が指定されていません（ファ
イル名＝ユーザ作成データファイルパス）

オプション（tt）が指定されていません。

(S)(S)(S)(S)
このユーザー作成データファイルをスキップします。

(O)(O)(O)(O)
オプション（tt）を指定してください。

KAVF10997-WKAVF10997-WKAVF10997-WKAVF10997-W
Warning: The user-defined data file was skipped. 
(filename = ユーザ作成データファイルパス)
Warning: ユーザ作成データファイルをスキップしました
（ファイル名＝ユーザ作成データファイルパス）

ユーザー作成データファイルをスキップしました。

(S)(S)(S)(S)
該当ファイルをスキップし，jpcuserコマンドを続

行します。

(O)(O)(O)(O)
このメッセージの直前に出力されているメッセージを
確認して，原因を取り除いてください。

KAVF10998-WKAVF10998-WKAVF10998-WKAVF10998-W
Warning: The directory (ディレクトリ名) is specified for 
the user-defined data file.
Warning: ユーザ作成データファイルにディレクトリ
（ディレクトリ名）が指定されています

ユーザー作成データファイルとしてディレクトリが指定さ
れています。

(S)(S)(S)(S)
該当ファイルをスキップし，jpcuserコマンドを続

行します。

(O)(O)(O)(O)
指定した内容を正しく直してください。
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第 4編　トラブルシューティング編

8　 トラブルへの対処方法
この章では，Performance Managementの運用中にトラブル
が発生した場合の対処方法などについて説明します。ここで
は，主に PFM - Agentでトラブルが発生した場合の対処方法
について記載しています。Performance Managementシステ
ム全体のトラブルへの対処方法については，マニュアル「JP1/
Performance Management システム構築・運用ガイド」の，
トラブルへの対処方法について説明している章を参照してくだ
さい。

8.1　対処の手順

8.2　トラブルシューティング

8.3　ログ情報

8.4　トラブル発生時に採取が必要な資料

8.5　資料の採取方法

8.6　Performance Managementの障害検知

8.7　Performance Managementシステムの障害回復
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8.　トラブルへの対処方法
8.1　対処の手順
Performance Managementでトラブルが起きた場合の対処の手順を次に示します。

現象の確認
次の内容を確認してください。
• トラブルが発生したときの現象
• メッセージの内容（メッセージが出力されている場合）
• 共通メッセージログなどのログ情報

各メッセージの要因と対処方法については，「7.　メッセージ」を参照してくださ
い。また，Performance Managementが出力するログ情報については，「8.3　ログ
情報」を参照してください。

資料の採取
トラブルの要因を調べるために資料の採取が必要です。「8.4　トラブル発生時に採
取が必要な資料」および「8.5　資料の採取方法」を参照して，必要な資料を採取し
てください。

問題の調査
採取した資料を基に問題の要因を調査し，問題が発生している部分，または問題の
範囲を切り分けてください。
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8.　トラブルへの対処方法
8.2　トラブルシューティング
ここでは，Performance Management使用時のトラブルシューティングについて記述し
ます。Performance Managementを使用しているときにトラブルが発生した場合，ま
ず，この節で説明している現象が発生していないか確認してください。

Performance Managementに発生する主なトラブルの内容を次の表に示します。

表 8-1　トラブルの内容

8.2.1　セットアップやサービスの起動について
セットアップやサービスの起動に関するトラブルの対処方法を次に示します。

（1） Performance Managementのプログラムのサービスが起動しない

考えられる要因およびその対処方法を次に示します。

• PFM - Managerが停止している
PFM - Managerと PFM - Agentが同じホストにある場合，PFM - Managerが停止し
ていると，PFM - Agentサービスは起動できません。PFM - Managerサービスが起動

分類 トラブルの内容 記述個所

セットアップやサービスの
起動について

• Performance Managementのプログラムの
サービスが起動しない

• サービスの起動要求をしてからサービスが
起動するまで時間が掛かる

• Performance Managementのプログラムの
サービスを停止した直後に，別のプログラ
ムがサービスを開始したとき，通信が正し
く実行されない

•「ディスク容量が不足しています」という
メッセージが出力されたあとMaster Store
サービスまたは Agent Storeサービスが停止
する

8.2.1

コマンドの実行について • jpcctrl listコマンドを実行すると稼働
していないサービス名が出力される

• jpcctrl dumpコマンドを実行すると，指
定した Storeデータベースと異なるデータが
出力される

8.2.2

アラームの定義について • アクション実行で定義したプログラムが正
しく動作しない

• アラームイベントが表示されない

8.2.3

パフォーマンスデータの収
集と管理について

• データの保存期間を短く設定したにもかか
わらず，PFM - Agentの Storeデータベー
スのサイズが小さくならない

• 共通メッセージログに「Storeデータベース
に不正なデータが検出されました」という
メッセージが出力される

8.2.4
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8.　トラブルへの対処方法
されているか確認してください。PFM - Managerサービスが起動されていない場合
は，起動してください。サービスの起動方法については，マニュアル「JP1/
Performance Management システム構築・運用ガイド」の，Performance 
Managementの起動と停止について説明している章を参照してください。

• Performance Managementのプログラムの複数のサービスに対して同一のポート番号
を設定している
Performance Managementのプログラムの複数のサービスに対して同一のポート番号
を設定している場合，Performance Managementのプログラムのサービスは起動でき
ません。デフォルトでは，ポート番号は自動的に割り当てられるため，ポート番号が
重複することはありません。Performance Managementのセットアップ時に
Performance Managementのプログラムのサービスに対して固定のポート番号を設定
している場合は，ポート番号の設定を確認してください。Performance Management
のプログラムの複数のサービスに対して同一のポート番号を設定している場合は，異
なるポート番号を設定し直してください。ポート番号の設定については，マニュアル
「JP1/Performance Management システム構築・運用ガイド」の，インストールと
セットアップについて説明している章を参照してください。

• Storeデータベースの格納ディレクトリの設定に誤りがある
次のディレクトリを，アクセスできないディレクトリまたは存在しないディレクトリ
に設定していると，Agent Storeサービスは起動できません。ディレクトリ名や属性
の設定を見直し，誤りがあれば修正してください。
• Storeデータベースの格納先ディレクトリ
• Storeデータベースのバックアップディレクトリ
• Storeデータベースの部分バックアップディレクトリ
• Storeデータベースのエクスポート先ディレクトリ
• Storeデータベースのインポート先ディレクトリ

また，これらのディレクトリを複数の Agent Storeサービスに対して設定していると，
Agent Storeサービスは起動できません。ディレクトリ設定を見直し，誤りがあれば
修正してください。

• 指定された方法以外の方法でマシンのホスト名を変更した
マシンのホスト名の変更方法については，マニュアル「JP1/Performance 
Management システム構築・運用ガイド」の，インストールとセットアップについて
説明している章を参照してください。指定された方法以外の方法でホスト名を変更し
た場合，Performance Managementのプログラムのサービスが起動しないことがあり
ます。

（2） サービスの起動要求をしてからサービスが起動するまで時間が掛か
る

jpcstartコマンドを実行してから，または［サービス］アイコンでサービスを開始し

てから，実際にサービスが起動するまで時間が掛かることがあります。次の要因で時間
が掛かっている場合，2回目の起動時からはサービスの起動までに掛かる時間が短縮され
384



8.　トラブルへの対処方法
ます。

• システム停止時にサービスを自動で停止させる設定をしないで，システムを再起動し
てサービスを起動すると，Storeデータベースのインデックスが再構築される場合が
あります。この場合，サービスが起動するまでに時間が掛かることがあります。

• エージェントを新規に追加したあとサービスを起動すると，初回起動時だけ Store
データベースのインデックスが作成されます。そのため，サービスが起動するまでに
時間が掛かることがあります。

• 電源切断などによって Storeサービスが正常な終了処理を行えなかったときは，再起
動時に Storeデータベースのインデックスが再構築されるため，Storeサービスの起
動に時間が掛かることがあります。

（3） Performance Managementのプログラムのサービスを停止した直後
に，別のプログラムがサービスを開始したとき，通信が正しく実行
されない

Performance Managementのプログラムのサービスを停止した直後に，このサービスが
使用していたポート番号で，ほかのプログラムがサービスを開始した場合，通信が正し
く実行されないことがあります。この現象を回避するために，次のどちらかの設定をし
てください。

• Performance Managementのプログラムのサービスのポート番号を固定する
Performance Managementのプログラムの各サービスに対して，固定のポート番号を
割り当てて運用してください。ポート番号の設定方法については，マニュアル「JP1/
Performance Management システム構築・運用ガイド」の，インストールとセット
アップについて説明している章を参照してください。

• TCP_TIMEWAIT値の設定をする
TCP_TIMEWAIT値で接続待ち時間を設定してください。
HP-UX，AIXの場合，次のように指定して，接続待ち時間を 75秒以上にしてくださ
い。
• HP-UXの場合：tcp_time_wait_interval:240000
• AIXの場合：tcp_timewait:5

Windowsの場合または Solarisの場合，デフォルト（4分）の設定としてください。
Linuxの場合，接続待ち時間のデフォルト値（60秒）は変更できません。
Performance Managementのプログラムのサービスのポート番号を固定する方法で対
応してください。

（4） 「ディスク容量が不足しています」というメッセージが出力された
あと Master Storeサービスまたは Agent Storeサービスが停止する

Storeデータベースが使用しているディスクに十分な空き容量がない場合，Storeデータ
ベースへのデータの格納が中断されます。この場合，「ディスク容量が不足しています」
というメッセージが出力されたあと，Master Storeサービスまたは Agent Storeサービ
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8.　トラブルへの対処方法
スが停止します。

このメッセージが表示された場合，次のどちらかの対処をしてください。

• 十分なディスク容量を確保する
Storeデータベースのディスク占有量を見積もり，Storeデータベースの格納先を十分
な容量があるディスクに変更してください。Storeデータベースのディスク占有量を
見積もる方法については，「付録 A　システム見積もり」を参照してください。Store
データベースの格納先を変更する方法については，「2.4　PFM - Agent for Platform
の運用方式の変更」を参照してください。

• Storeデータベースの保存条件を変更する
Storeデータベースの保存条件を変更し，Storeデータベースのデータ量の上限値を調
整してください。Storeデータベースの保存条件を変更する方法については，マニュ
アル「JP1/Performance Management システム構築・運用ガイド」の，稼働監視デー
タの管理について説明している章を参照してください。

これらの対処を実施したあともMaster Storeサービスまたは Agent Storeサービスが起
動されない場合，Storeデータベースに回復できない論理矛盾が発生しています。この場
合，バックアップデータから Storeデータベースをリストアしたあと，Master Store
サービスまたは Agent Storeサービスを起動してください。利用できるバックアップ
データがない場合は，Storeデータベースを初期化したあと，Master Storeサービスま
たは Agent Storeサービスを起動してください。Storeデータベースを初期化するには，
Storeデータベースの格納先ディレクトリにある次のファイルをすべて削除してくださ
い。

• 拡張子が .DBであるファイル

• 拡張子が .IDXであるファイル

Storeデータベースの格納先ディレクトリについては，マニュアル「JP1/Performance 
Management システム構築・運用ガイド」の，インストールとセットアップについて説
明している章および付録を参照してください。

8.2.2　コマンドの実行について
Performance Managementのコマンドの実行に関するトラブルの対処方法を次に示しま
す。

（1） jpcctrl listコマンドを実行すると稼働していないサービス名が出力さ
れる

考えられる要因およびその対処方法を次に示します。

• Performance Managementのプログラムのサービス情報を削除しないで Performance 
Managementのプログラムをアンインストールした
Performance Managementのプログラムをアンインストールしても Performance 
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8.　トラブルへの対処方法
Managementのプログラムのサービス情報はデータベースに残っています。jpcctrl 
deleteコマンドを実行して，Performance Managementのプログラムのサービス情
報を削除してください。サービス情報の削除方法については，マニュアル「JP1/
Performance Management システム構築・運用ガイド」の，Performance 
Managementの起動と停止について説明している章を参照してください。

• Performance Managementのプログラムのサービス情報を削除しないでマシンのホス
ト名を変更した
Performance Managementのプログラムのサービス情報を削除しないでマシンのホス
ト名を変更した場合，以前のホスト名が付加されているサービス IDのサービス情報
が，Master Managerサービスが管理しているデータベースに残っています。
jpcctrl deleteコマンドを実行して，Performance Managementのプログラムの
サービス情報を削除してください。サービス情報の削除方法については，マニュアル
「JP1/Performance Management システム構築・運用ガイド」の，Performance 
Managementの起動と停止について説明している章を参照してください。ホスト名の
変更方法については，マニュアル「JP1/Performance Management システム構築・運
用ガイド」の，インストールとセットアップについて説明している章を参照してくだ
さい。

（2） jpcctrl dumpコマンドを実行すると，指定した Storeデータベースと
異なるデータが出力される

同じ Storeサービスに対して，同じエクスポートファイル名を指定して，複数回
jpcctrl dumpコマンドを実行すると，先に実行した出力結果があとから実行された実

行結果に上書きされます。同じ Storeサービスに対して，複数回 jpcctrl dumpコマン

ドを実行する場合は，異なる名称のエクスポートファイルを指定してください。Store
データベースのエクスポート方法については，マニュアル「JP1/Performance 
Management システム構築・運用ガイド」の，稼働監視データの管理について説明して
いる章を参照してください。

8.2.3　アラームの定義について
Performance Managementのアラームの定義に関するトラブルの対処方法を次に示しま
す。

（1） アクション実行で定義したプログラムが正しく動作しない

考えられる要因とその対処方法を次に示します。

• PFM - Managerまたはアクション実行先ホストの Action Handlerサービスが起動され
ていない
PFM - Managerまたはアクション実行先ホストの Action Handlerサービスを停止し
ていると，アクションが実行されません。アクションを実行する場合は，PFM - 
Managerおよびアクション実行先ホストの Action Handlerサービスを起動しておい
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てください。

（2） アラームイベントが表示されない

考えられる要因とその対処方法を次に示します。

• PFM - Managerが起動されていない
PFM - Managerを停止すると，PFM - Agentからのアラームイベントを正しく発行で
きません。アラームイベントを監視する場合は，PFM - Managerを起動しておいてく
ださい。

8.2.4　パフォーマンスデータの収集と管理について
Performance Managementのパフォーマンスデータの収集と管理に関するトラブルの対
処方法を次に示します。

（1） データの保存期間を短く設定したにもかかわらず，PFM - Agentの
Storeデータベースのサイズが小さくならない

Storeデータベースのファイル容量がすでに限界に達している場合，データの保存期間を
短く設定してもファイルサイズは小さくなりません。この場合，保存期間を短く設定し
たあと，いったん Storeデータベースをバックアップし，リストアし直してください。

データの保存期間の設定方法については，マニュアル「JP1/Performance Management 
システム構築・運用ガイド」の，稼働監視データの管理について説明している章を参照
してください。また，Storeデータベースのバックアップとリストアの方法については，
マニュアル「JP1/Performance Management システム構築・運用ガイド」の，バック
アップとリストアについて説明している章を参照してください。

（2） 共通メッセージログに「Storeデータベースに不正なデータが検出
されました」というメッセージが出力される

予期しないサービスの停止またはマシンのシャットダウンによって，Storeデータベース
に不整合なデータが発生したおそれがあります。次の方法で対処をしてください。

• Storeデータベースをバックアップしてある場合は，Storeデータベースをリストアし
てください。

• Storeデータベースをバックアップしていない場合は，Agent Storeサービスを停止し
たあと，対応するデータベースファイル（*.DBファイルおよび *.IDXファイル）を

削除し，サービスを再起動してください。

8.2.5　その他のトラブルについて
トラブルが発生したときの現象を確認してください。メッセージが出力されている場合
は，メッセージの内容を確認してください。また，Performance Managementが出力す
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るログ情報については，「8.3　ログ情報」を参照してください。

「8.2.1　セットアップやサービスの起動について」から「8.2.4　パフォーマンスデータ
の収集と管理について」に示した対処をしても，トラブルが解決できなかった場合，ま
たは，これら以外のトラブルが発生した場合，トラブルの要因を調査するための資料を
採取し，システム管理者に連絡してください。

採取が必要な資料および採取方法については，「8.4　トラブル発生時に採取が必要な資
料」および「8.5　資料の採取方法」を参照してください。
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8.3　ログ情報
Performance Managementでトラブルが発生した場合，ログ情報を確認して対処方法を
検討します。Performance Managementを運用しているときに出力されるログ情報に
は，次の 4種類があります。

• システムログ
• 共通メッセージログ
• 稼働状況ログ
• トレースログ

ここでは，4種類のログ情報，および各ログ情報に設定できるログオプションについて説
明します。

8.3.1　ログ情報の種類
（1） システムログ

システムログとは，システムの状態やトラブルを通知するログ情報のことです。このロ
グ情報は syslogファイルに出力されます。

出力形式については，マニュアル「JP1/Performance Management リファレンス」の，
ログ情報について説明している章を参照してください。

（2） 共通メッセージログ

共通メッセージログとは，システムの状態やトラブルを通知するログ情報のことです。
システムログよりも詳しいログ情報が出力されます。共通メッセージログの出力先ファ
イル名やファイルサイズについては，「8.3.2　ログファイルおよびディレクトリ一覧」を
参照してください。また，出力形式については，マニュアル「JP1/Performance 
Management リファレンス」の，ログ情報について説明している章を参照してください。

（3） 稼働状況ログ

稼働状況ログとは，PFM - Web Consoleが出力するログ情報のことです。稼働状況ログ
の出力先ファイル名やファイルサイズについては，マニュアル「JP1/Performance 
Management システム構築・運用ガイド」の，トラブルへの対処方法について説明して
いる章を参照してください。また，出力形式については，マニュアル「JP1/
Performance Management リファレンス」の，ログ情報について説明している章を参照
してください。

（4） トレースログ

トレースログとは，トラブルが発生した場合に，トラブル発生の経緯を調査したり，各
処理の処理時間を測定したりするために採取するログ情報のことです。
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トレースログは，Performance Managementのプログラムの各サービスが持つログファ
イルに出力されます。

8.3.2　ログファイルおよびディレクトリ一覧
ここでは，Performance Managementから出力されるログ情報について説明します。稼
働状況ログの出力先ファイル名やファイルサイズについては，マニュアル「JP1/
Performance Management システム構築・運用ガイド」の，トラブルへの対処方法につ
いて説明している章を参照してください。

（1） 共通メッセージログ

ここでは，Performance Managementのログ情報のうち，共通メッセージログについ
て，ログの出力元であるサービス名または制御名，ログファイル名，およびディスク使
用量を，次の表に示します。

表 8-2　共通メッセージログのファイル名

注※ 1
（　）内の数字は，一つのサービスに対して作成されるログファイルの数を示しま
す。例えば，「2,048(＊ 2)」の場合，ディスク使用量が 2,048キロバイトのログファ
イルが最大で二つ作成されることを示します。この場合，ディスク使用量は合計で
4,096キロバイトとなります。

注※ 2
共通メッセージログのログファイル名には，末尾に「01」または「02」が付加され
ます。

シーケンシャルファイル（jpclog）方式の場合
ログ情報は，まず，末尾が「01」のログファイルに出力されます。ログファイ
ルのサイズが上限に達すると，ログファイル名の末尾が「01」から「02」に変
更され，ファイル名の末尾が「01」のログファイルが新規作成されます。その
後出力されるログ情報は，末尾が「01」のログファイルに出力されます。すで
にファイル名の末尾が「02」のログファイルがある場合は，上書きされます。
最新のログは常にファイル名の末尾が「01」のログファイルに出力されます。

ラップラウンドファイル（jpclogw）方式の場合

ログ情報の種
類

出力元 ファイル名 ディスク使用量
※ 1（キロバイ

ト）

共通メッセー
ジログ

Performance 
Management

/opt/jp1pc/log/jpclog{01|02}
※ 2

2,048
(＊ 2)

/opt/jp1pc/log/

jpclogw{01|02}※ 2
2,048
(＊ 2)
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ログ情報は，まず，末尾が「01」のログファイルに出力されます。ログファイ
ルのサイズが上限に達すると，ファイル名の末尾が「02」のログファイルが新
規作成されます。その後出力されるログ情報は，末尾が「02」のログファイル
に出力されます。すでにファイル名の末尾が「02」のログファイルがある場合
は，一度データをすべて削除し，先頭行からログが出力されます。そのあとロ
グの出力ファイルが交互に入れ替わります。

ログファイルの出力方式については，マニュアル「JP1/Performance Management 
システム構築・運用ガイド」の，Performance Managementの障害検知について説
明している章を参照してください。

（2） トレースログ

ここでは，Performance Managementのログ情報のうち，PFM - Agentのトレースログ
の出力元であるサービス名または制御名，および格納先ディレクトリ名を，次の表に示
します。

表 8-3　トレースログの格納先ディレクトリ名

ログ情報の種類 出力元 ディレクトリ名

トレースログ Agent Collector
サービス

/opt/jp1pc/agtu/agent/log/

Agent Storeサービ
ス

/opt/jp1pc/agtu/store/log/

Performance 
Managementコマ
ンド

/opt/jp1pc/tools/log/
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8.4　トラブル発生時に採取が必要な資料
「8.2　トラブルシューティング」に示した対処をしてもトラブルを解決できなかった場
合，トラブルの要因を調べるための資料を採取し，システム管理者に連絡する必要があ
ります。この節では，トラブル発生時に採取が必要な資料について説明します。

Performance Managementでは，採取が必要な資料を一括採取するためのコマンドを用
意しています。PFM - Agentの資料を採取するには，jpcrasコマンドを使用します。
jpcrasコマンドを使用して採取できる資料については，表中に記号で示しています。

注意
jpcrasコマンドで採取できる資料は，コマンド実行時に指定するオプションに

よって異なります。コマンドに指定するオプションと採取できる資料については，
マニュアル「JP1/Performance Management リファレンス」の，コマンドについて
説明している章を参照してください。

8.4.1　UNIXの場合

（1） OSのログ情報

OSに関する次のログ情報の採取が必要です。OSのログ情報を次の表に示します。

表 8-4　OSのログ情報

情報の種類 概要 デフォルトのファイル名 jpcrasコマン
ドでの採取

システムログ syslog • HP-UXの場合
/var/adm/syslog/syslog.log

• Solarisの場合
/var/adm/messages

• AIXの場合
－

• Linuxの場合
/var/log/messages

○※ 1

プロセス情報 プロセスの一覧 － ○

システムファイル hostsファイル /etc/hosts ○

/etc/inet/ipnodes※ 2 ○※ 3

servicesファイ
ル

/etc/services ○

OS情報 パッチ情報 － ○

カーネル情報 － ○

バージョン情報 － ○
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（凡例）
○：採取できる
－：該当しない

注※ 1
デフォルトのパスおよびファイル名以外に出力されるように設定されているシステ
ムでは，収集できません。手動で収集してください。

注※ 2
/etc/inet/ipnodesファイルは Solarisだけに存在するファイルです。/etc/
hostsファイルと一緒に収集してください。

注※ 3
PFM - Manager 08-50以降または PFM - Base 08-50以降の jpcrasコマンドだけ

で収集できます。

注※ 4
HP-UX 11i V3(IPF)では，coreadmコマンドによって coreファイルの名称を任意
に変更できます。ファイル名の先頭が「core」以外に変更されたファイルについて
は，jpcrasコマンドでは収集できません。手動で収集してください。

（2） Performance Managementの情報

Performance Managementに関する次の情報の採取が必要です。また，ネットワーク接
続でのトラブルの場合，接続先マシン上のファイルの採取も必要です。Performance 
Managementの情報を次の表に示します。

ネットワークス
テータス

－ ○

環境変数 － ○

ホスト名 － ○

ダンプ情報 coreファイル※ 4 － ○

情報の種類 概要 デフォルトのファイル名 jpcrasコマン
ドでの採取
394



8.　トラブルへの対処方法
表 8-5　Performance Managementの情報

情報の種類 概要 デフォルトのファイル名 jpcrasコマ
ンドでの採

取

共通メッセージ
ログ

Performance 
Managementか
ら出力される
メッセージログ
（シーケンシャ
ルファイル方
式）

/opt/jp1pc/log/jpclog{01|02}※ 1 ○

Performance 
Managementか
ら出力される
メッセージログ
（ラップラウン
ドファイル方
式）

/opt/jp1pc/log/jpclogw{01|02}※ 1 ○

構成情報 各構成情報ファ
イル

－ ○

jpcctrl list

コマンドの出力
結果

－ ○

バージョン情報 製品バージョン － ○

履歴情報 － ○

データベース情
報

Agent Store • Storeバージョン 1.0の場合
/opt/jp1pc/agtu/store/*.DB

/opt/jp1pc/agtu/store/*.IDX

• Storeバージョン 2.0の場合
/opt/jp1pc/agtu/store/STPD

/opt/jp1pc/agtu/store/STPI

/opt/jp1pc/agtu/store/STPLディレクト
リ下の次に示すファイル。
*.DB

*.IDX

○

トレースログ Performance 
Managementの
プログラムの各
サービスのト
レース情報

－※ 2 ○

定義ファイル アプリケーショ
ン定義ファイル

/opt/jp1pc/agtu/agent/jpcapp ○

ユーザー独自の
パフォーマンス
データ収集機能
の情報

構成情報 /opt/jp1pc/agtu/agent/jpcuser/
jpcuser.ini
 

○

デバッグログ /opt/jp1pc/agtu/agent/jpcuser/debug/
jpcuser_dbg_{01|02|03|04|05}.log

○
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（凡例）
○：採取できる
×：採取できない
－：該当しない

注※ 1
ログファイルの出力方式については，マニュアル「JP1/Performance Management 
システム構築・運用ガイド」の，Performance Managementの障害検知について説
明している章を参照してください。

注※ 2
トレースログの格納先ディレクトリについては，「8.3.2　ログファイルおよびディレ
クトリ一覧」を参照してください。

注※ 3
HP-UX 11i V3(IPF)では，coreadmコマンドによって coreダンプファイルの名称
を任意に変更できます。ファイル名の先頭が「core」以外に変更されたファイルに
ついては，jpcrasコマンドでは収集できません。手動で収集してください。

注※ 4
インストールに失敗した場合に採取してください。

（3） オペレーション内容

トラブル発生時のオペレーション内容について，次に示す情報が必要です。

• オペレーション内容の詳細
• トラブル発生時刻

トレースログ /opt/jp1pc/agtu/agent/jpcuser/log/
trace/msglog{01|02}

○

パブリックログ /opt/jp1pc/agtu/agent/jpcuser/log/
public/jpclog{01|02}

○

ユーザーデータ
ファイル

/opt/jp1pc/agtu/agent/jpcuser/
userdata/jpcuser_{UPI|UPIB|UPD|UPDB}

○

coreダンプファ
イル※ 3

/opt/jp1pc/agtu/agent/jpcuser/core ○

インストールロ
グ※ 4

Hitachi PP 
Installerの標準
ログ

/etc/.hitachi/.hitachi.log

/etc/.hitachi/
.hitachi.log{01|02|03|04|05}

/etc/.hitachi/.install.log

/etc/.hitachi/
.install.log{01|02|03|04|05}

×

情報の種類 概要 デフォルトのファイル名 jpcrasコマ
ンドでの採

取
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• マシン構成（各 OSのバージョン，ホスト名，PFM - Managerと PFM - Agentの構
成など）

• 再現性の有無
• PFM - Web Consoleからログインしている場合は，ログイン時の Performance 

Managementユーザー名

（4） エラー情報

次に示すエラー情報を採取してください。

• コマンド実行時にトラブルが発生した場合は，コンソールに出力されたメッセージ

（5） その他の情報

上記以外で必要な情報を次に示します。

• コマンド実行時にトラブルが発生した場合は，コマンドに指定した引数
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8.5　資料の採取方法
トラブルが発生したときに資料を採取する方法を次に示します。

8.5.1　UNIXの場合

（1） 資料採取コマンドを実行する

トラブルの要因を調べるための資料の採取には，jpcrasコマンドを使用します。資料

採取コマンドの実行手順を次に示します。なお，ここで説明する操作は，OSユーザーと
して rootユーザー権限を持つユーザーが実行してください。

1. 資料採取するサービスがインストールされているホストにログインする。

2. 採取する資料および資料の格納先ディレクトリを指定して，jpcrasコマンドを実行
する。
jpcrasコマンドで，採取できるすべての情報を /tmp/jpc/agtディレクトリに格

納する場合の，コマンドの指定例を次に示します。
jpcras /tmp/jpc/agt all all

資料採取コマンドで，収集された資料は tarコマンドおよび compressコマンドで

圧縮された形式で，指定されたディレクトリに格納されます。ファイル名を次に示し
ます。
jpcrasYYMMDD.tar.Z
YYMMDDには年月日が付加されます。

jpcrasコマンドについては，マニュアル「JP1/Performance Management リファレン
ス」の，コマンドについて説明している章を参照してください。

（2） オペレーション内容を確認する

トラブル発生時のオペレーション内容を確認し，記録しておいてください。確認が必要
な情報を次に示します。

• オペレーション内容の詳細
• トラブル発生時刻
• マシン構成（各 OSのバージョン，ホスト名，PFM - Managerと PFM - Agentの構
成など）

• 再現性の有無
• PFM - Web Consoleからログインしている場合は，ログイン時の Performance 

Managementユーザー名

（3） エラー情報を採取する

次に示すエラー情報を採取してください。
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• コマンド実行時にトラブルが発生した場合は，コンソールに出力されたメッセージ

（4） その他の情報を採取する

上記以外で必要な情報を採取してください。

• コマンド実行時にトラブルが発生した場合は，コマンドに指定した引数

（5） パフォーマンスデータの情報

パフォーマンスデータに関する次の情報の採取が必要です。PFM - Agent for Platform
インストール環境で，PFM - Agent for Platformが固有に採取するパフォーマンスデー
タに関する情報を次の表に示します。

表 8-6　パフォーマンスデータの情報

収集項目 コマンド jpcrasコマンドで
の採取

AIX HP-UX Solaris

プロセッサ情報 • lsdev -Cc 
processor

• lsattr -El 
proc#

ioscan -fnC 
processor

psrinfo -v ○

システム・ペー
ジング・スペー
ス情報

lsps -a swapinfo -a swap -l ○

I/O統計情報 • lsdev -Cc 
disk

• iostat

• lscfg

• lsdev -C disk

• iostat

• /etc/
netconfig

iostatprtconf 
-D

○

プロセス間通信
機能のステータ
ス情報

ipcs -a ipcs -a ipcs -a ○

ファイルシステ
ムについての静
的情報

/etc/
filesystems

/etc/fstab /etc/vfstab ○

ネットワーク・
ステータス情報

• netstat -in

• lsattr -E 
-l inet0

• /etc/
inetd.conf

• netstat -in

• ioscan -fnC 
lan

• /etc/
rc.config.d/
netconf

• /etc/
inetd.conf

• netstat -in

• /etc/inet/*

• /etc/
defaultroute
r

• /etc/
inetd.conf

○

LAN デバイス
の構成と状態の
表示

ifconfig -a lanscan -v ifconfig -a ○

NIS設定ファイ
ル情報

/etc/
netsvc.conf

/etc/
nsswitch.conf

/etc/inet/
hosts

○
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ネットワーク・
ステータス情報

netstat -s netstat -s netstat -s ○

ファイルシステ
ム割当ての要約
情報

repquota -a repquota -a repquota -a ○

PFM - Agentが
収集したスト
レージ情報

agtu/agent/
storage.d

agtu/agent/
storage.d

agtu/agent/
storage.d

○

カーネルの bit
数情報

bootinfo -K getconf 
KERNEL_BITS

isainfo -kv ○

実装メモリーサ
イズ情報

bootinfo -r grep -i 
Physical /var/
adm/syslog/
syslog.log

prtconf ○

システム情報
（OS，バージョ
ン，モデル）

uname 
-aoslevel

uname -a uname -a ○

実行レベル情報 who -r who -r who -r ○

システム時間 date date date ○

タイムゾーン • /etc/
environment

• /etc/
profile

/etc/TIMEZONE • /etc/
TIMEZONE

• /etc/
default/init

○

NFS クライア
ントにエクス
ポートするディ
レクトリ情報

• /etc/
exports

• /etc/xtab

• /etc/exports

• /etc/xtab

• /etc/dfs/
dfstab

• /etc/dfs/
sharetab

• /etc/rmtab

○

ワークグループ
モニター設定情
報

agtu/agent/
wgfile

agtu/agent/
wgfile

agtu/agent/
wgfile

○

イベントファイ
ルモニター設定
情報

agtu/agent/
evfile

agtu/agent/
evfile

agtu/agent/
evfile

○

インストールソ
フトウェア情報

lslpp -L all swlist pkginfo ○

OSのパッチ情
報

instfix -a • swlist -l 
patch

• what /stand/
vmunix

showrev -a ○

収集項目 コマンド jpcrasコマンドで
の採取

AIX HP-UX Solaris
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（凡例）
○：採取できる
－：該当しない

OSのセット
アップ情報

• /usr/bin/ls 
-l /unix

• /usr/bin/ls 
-la /usr/
lib/boot

－ － ○

プロセス一覧 － － /bin/ps 
-elfZ(Solaris10
だけ )

○

Solarisゾーン
情報

－ － /usr/sbin/
zoneadm list 

-cv(Solaris10だ
け )

○

収集項目 コマンド jpcrasコマンドで
の採取

AIX HP-UX Solaris
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8.6　Performance Managementの障害検知

Performance Managementでは，ヘルスチェック機能を利用することで Performance 
Management自身の障害を検知できます。ヘルスチェック機能では，監視エージェント
や監視エージェントが稼働するホストの稼働状態を監視し，監視結果を監視エージェン
トの稼働状態の変化として PFM - Web Console上に表示します。

また，PFMサービス自動再起動機能を利用することで，PFMサービスが何らかの原因
で異常停止した場合に自動的に PFMサービスを再起動したり，定期的に PFMサービス
を再起動したりすることができます。

ヘルスチェック機能によって監視エージェントの稼働状態を監視したり，PFMサービス
自動再起動機能によって PFMサービスを自動再起動したりするには，Performance 
Managementのサービスの詳細な状態を確認するステータス管理機能を使用します。こ
のため，対象となる監視エージェントがステータス管理機能に対応したバージョンであ
り，ステータス管理機能が有効になっている必要があります。ホストの稼働状態を監視
する場合は前提となる条件はありません。

また，Performance Managementのログファイルをシステム統合監視製品である JP1/
Baseで監視することによっても，Performance Management自身の障害を検知できま
す。これによって，システム管理者は，トラブルが発生したときに障害を検知し，要因
を特定して復旧の対処をします。

Performance Management自身の障害検知の詳細については，マニュアル「JP1/
Performance Management システム構築・運用ガイド」の，Performance Management
の障害検知について説明している章を参照してください。
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8.　トラブルへの対処方法
8.7　Performance Managementシステムの障害
回復

Performance Managementのサーバで障害が発生したときに，バックアップファイルを
基にして，障害が発生する前の正常な状態に回復する必要があります。

障害が発生する前の状態に回復する手順については，マニュアル「JP1/Performance 
Management システム構築・運用ガイド」の，トラブルへの対処方法について説明して
いる章を参照してください。
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付録 A　システム見積もり
付録 A　システム見積もり
PFM - Agent for Platformを使ったシステムを構築する前に，使用するマシンの性能が，
PFM - Agent for Platformを運用するのに十分であるか，見積もっておくことをお勧め
します。

見積もり項目を次に説明します。

付録 A.1　メモリー所要量
メモリー所要量は，PFM - Agent for Platformの設定状況や使用状況によって変化しま
す。

（1） 見積もり式

PFM - Agent for Platformのメモリー所要量の，おおよその見積もり式を次に示します。

PFM - Agent for Platformのメモリー所要量 =A+B

（凡例）
A：初期状態でのメモリー所要量
Aのメモリー所要量を次の表に示します。

表 A-1　初期状態のメモリー所要量

注※
PIレコードタイプのレコードの履歴収集分を含みます。

　

B：レコード収集に必要な増分メモリー所要量

Bの算出式を次に示します。
B=(C1+D11.....+D1m)+.....(Cn+Dn1.....+Dnm)
C：システムリソースの種類別共通のメモリー所要量
D：レコード独自のメモリー所要量
m：収集するレコード数
n：システムリソースの種類の数
　

メモリー所要量（単位：メガバイト）

PFM - 
Agent for 

Platformの
状態

HP-UX(PA
-RISC)

HP-UX
(IPF)

Solaris AIX Linux(x86)
，

Linux(x64)

Linux(IPF)

初期状態で
の運用※

25 25 45 30 35 120
406



付録 A　システム見積もり
Cのメモリー所要量を次の表に示します。

表 A-2　システムリソースの種類別共通のメモリー所要量

システ
ムリ
ソース
の種類

対象レコード メモリー所要量（単位：キロバイト）

HP-UX
(PA-RI

SC)

HP-UX
(IPF)

Solaris AIX Linux(x
86)，

Linux(x
64)

Linux(I
PF)

CPU CPU - Per Processor 
Detail（PI_CPUP）

448 176 136 260 64 240

システ
ム

System Summary 
Overview（PI）

4,696 3,136 224 264 206 336

デバイ
ス

Device Detail
（PI_DEVD）
Device Summary
（PI_DEVS）

96＊
Nd※

101＊
Nd※

60＊
Nd※

80＊
Nd※

+64

57＊
Nd※

+22

57＊
Nd※
+136

ネット
ワーク

Network Interface 
Detail（PI_NIND）
Network Interface 
Summary
（PI_NINS）

112 0 32 30 60 120

ファイ
ルシス
テム

File System Detail - 
Local（PD_FSL）
File System Detail - 
Remote（PD_FSR）

330 256 35 41 29 96

プロセ
ス

Application 
Summary
（PD_APP）
Process Detail
（PD）
Process Detail 
Interval（PD_PDI）
Process Summary
（PD_PDS）
Program Summary
（PD_PGM）
Terminal Summary
（PD_TERM）
User Summary
（PD_USER）
Workgroup 
Summary
（PI_WGRP）

588＊
Np※
+850

482＊
Np※
+766

440＊
Np※
+144

594＊
Np※
+288

244＊
Np※
+368

385＊
Np※
+471

ユー
ザーカ
テゴ
リー

User Data Detail
（PD_UPD）

64 39 199 45 213 418
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付録 A　システム見積もり
（凡例）
－：サポート対象外であることを示します。

注※
Nd，Npの算出方法を次の表に示します。

表 A-3　Nd，Npの算出方法

　

Dの算出式を次に示します。
D=E+F+G
E：レコードの固定メモリー所要量
F：レコードを履歴収集したときの増分メモリー所要量
G：レコードをリアルタイム収集したときの増分メモリー所要量（リアルタイ

User Data Detail - 
Extended
（PD_UPDB）

107 447 299 80 500 632

User Data Interval
（PI_UPI）

53 312 1,266 256 0 388

User Data Interval - 
Extended
（PI_UPIB）

60 348 1,156 96 492 704

ログ Logged Messages
（PL_MESS）

176 32 40 156 － －

種類 算出方法 コマンド

HP-UX(
PA-RIS

C)

HP-UX
(IPF)

Solaris AIX Linux(x
86)，

Linux(x
64)

Linux(I
PF)

Nd 右に示すコマンド
によって返される
ディスクデバイス
の数を 100で割っ
た値。

iosca
n -fnC 
disk

iosca
n -fnC 
disk

iosta
t -x

iosta
t -d 

interval 
count

iosta
t -d

iosta
t -d

Np 右に示すコマンド
によって返される
プロセスの数を
100で割った値。

ps -ef ps -ef ps -ef ps -A ps -ef ps -ef

システ
ムリ
ソース
の種類

対象レコード メモリー所要量（単位：キロバイト）

HP-UX
(PA-RI

SC)

HP-UX
(IPF)

Solaris AIX Linux(x
86)，

Linux(x
64)

Linux(I
PF)
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付録 A　システム見積もり
ムレポートの表示数には依存しない）
　

Dのメモリー所要量を次の表に示します。

表 A-4　レコード独自のメモリー所要量

対象レコード 増分
の分
類

メモリー所要量（単位：キロバイト）

HP-UX(
PA-RISC

)

HP-UX
(IPF)

Solaris AIX Linux(x8
6)，

Linux(x6
4)

Linux(IP
F)

Application 
Summary
（PD_APP）

固定 1,537 2,610 392 3,184 1,355 1,728

履歴 0 767 0 308 398 709

リア
ルタ
イム

-931 0 -351 0 0 0

CPU - Per 
Processor 
Detail
（PI_CPUP）

固定 448 176 136 260 64 240

履歴 0 0 0 0 0 0

リア
ルタ
イム

264 240 400 336 412 1,044

Device Detail
（PI_DEVD）

固定 72＊
Nd※ 2

+32

97＊
Nd※ 2

+36

54＊
Nd※ 2

+528

20＊
Nd※ 2

+84

63＊
Nd※ 2

+52

90＊
Nd※ 2

+128

履歴 0 0 62＊
Nd※

2-440※
1

49＊
Nd※

2-78※ 1

0 0

リア
ルタ
イム

118＊
Nd※

2+432

-1＊ Nd
※ 2+302

※ 1

0 0 -41＊
Nd※

2+456※
1

-62＊
Nd※

2+1,028
※ 1

Device 
Summary
（PI_DEVS）

固定 -2＊ Nd
※ 2+32

※ 1

16 35＊
Nd※
2+88

17＊
Nd※
2+44

4＊ Nd
※ 2-16※

1

13＊
Nd※

2+150

履歴 0 0 0 -1＊ Nd
※ 2+34

※ 1

0 0

リア
ルタ
イム

-13＊
Nd※

2+400※
1

13＊
Nd※

2+368

-20＊
Nd※

2+440※
1

0 -6＊ Nd
※ 2+396

※ 1

-27＊
Nd※

2+928※
1
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付録 A　システム見積もり
File System 
Detail - Local
（PD_FSL）

固定 32 54 133 0 16 160

履歴 0 0 0 0 0 0

リア
ルタ
イム

1,096 618 440 165 480 928

File System 
Detail - 
Remote
（PD_FSR）

固定 1,016 558 309 249 698 1,120

履歴 0 0 0 0 0 0

リア
ルタ
イム

246 618 400 65 537 928

Logged 
Messages
（PL_MESS）

固定 176 32 100 156 － －

履歴 0 0 0 0 － －

リア
ルタ
イム

416 400 400 400 － －

Network 
Interface 
Detail
（PI_NIND）

固定 56 436 250 0 12 250

履歴 0 0 0 0 0 0

リア
ルタ
イム

472 2,432 432 240 480 864

Network 
Interface 
Summary
（PI_NINS）

固定 72 432 144 0 12 112

履歴 0 0 0 0 0 0

リア
ルタ
イム

474 2,844 384 240 432 992

Process 
Detail（PD）

固定 964＊
Np※

2+328

468＊
Np※

2+472

258＊
Np※

2+622

178＊
Np※

2+339

359＊
Np※

2+100

427＊
Np※

2+1,563

履歴 -189＊
Np※

2+2,229
※ 1

0 0 0 0 0

リア
ルタ
イム

0 78＊
Np※

2-348※
1

327＊
Np※
2-180

550＊
Np※

2-29

12＊
Np※

2+149

211＊
Np※

2-843※
1

対象レコード 増分
の分
類

メモリー所要量（単位：キロバイト）

HP-UX(
PA-RISC

)

HP-UX
(IPF)

Solaris AIX Linux(x8
6)，

Linux(x6
4)

Linux(IP
F)
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付録 A　システム見積もり
Process 
Detail 
Interval
（PD_PDI）

固定 585＊
Np※
2-402

346＊
Np※

2+428

374＊
Np※

2+330

52＊
Np※

2+274

320＊
Np※

2+400

244＊
Np※

2+1,251

履歴 -249＊
Np※

2+2,962
※ 1

0 0 0 0 0

リア
ルタ
イム

0 80＊
Np※
2-544

168＊
Np※
2-159

312＊
Np※

2+38※ 2

104＊
Np※

2-294※
1

120＊
Np※

2-1,065
※ 1

Process 
Summary
（PD_PDS）

固定 681＊
Np※
2-568

520＊
Np※
2-288

680＊
Np※

2-33

248＊
Np※

2+394

300＊
Np※

2+352

336＊
Np※

2+720

履歴 549＊
Np※

2+643

768＊
Np※
2-272

450＊
Np※
2+111

399＊
Np※

2-726※
1

218＊
Np※

2+408

406＊
Np※

2+768

リア
ルタ
イム

0 0 0 0 0 0

Program 
Summary
（PD_PGM）

固定 23＊
Np※

2+778

4＊ Np
※ 2+504

-14＊
Np※

2+602※
1

-41＊
Np※

2+588※
1

-30＊
Np※

2+366※
1

-37＊
Np※

2+853※
1

履歴 184＊
Np※

2-55

200＊
Np※

2-16

221＊
Np※
2-164

41＊
Np※ 2

-239※ 1

0 39＊
Np※

2+544

リア
ルタ
イム

0 0 0 0 42＊
Np※

2-180※
1

0

System 
Summary 
Overview
（PI）

固定 4,696 3,136 224 264 206 336

履歴 0 0 0 0 0 0

リア
ルタ
イム

240 136 424 336 564 960

対象レコード 増分
の分
類

メモリー所要量（単位：キロバイト）

HP-UX(
PA-RISC

)

HP-UX
(IPF)

Solaris AIX Linux(x8
6)，

Linux(x6
4)

Linux(IP
F)
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付録 A　システム見積もり
Terminal 
Summary
（PD_TERM）

固定 -3＊ Np
※ 2+50

※ 1

-2＊ Np
※ 2+36

※ 1

-14＊
Np※

2+510※
1

-1＊ Np
※ 2+4※

1

-14＊
Np※

2+162※
1

-30＊
Np※

2+486※
1

履歴 289＊
Np※

2+193

252＊
Np※

2-8

234＊
Np※
2-331

22＊
Np※

2+149

15＊
Np※

2-100※
1

30＊
Np※

2+912

リア
ルタ
イム

0 0 0 0 0 0

User Data 
Detail
（PD_UPD）

固定 192＊
Nu※ 2

293＊
Nu※ 2

169＊
Nu

243＊
Nu※ 2

111＊
Nu※ 2

110＊
Nu※ 2

履歴 0 0 0 0 0 0

リア
ルタ
イム

104＊
Nu※ 2

217＊
Nu※ 2

167＊
Nu※ 2

63＊
Nu※ 2

133＊
Nu※ 2

241＊
Nu※ 2

User Data 
Detail - 
Extended
（PD_UPDB）

固定 405＊
Nu※ 2

373＊
Nu※ 2

413＊
Nu※ 2

576＊
Nu※ 2

200＊
Nu※ 2

216＊
Nu※ 2

履歴 0 0 0 0 0 0

リア
ルタ
イム

168＊
Nu※ 2

285＊
Nu※ 2

243＊
Nu※ 2

74＊
Nu※ 2

413＊
Nu※ 2

378＊
Nu※ 2

User Data 
Interval
（PI_UPI）

固定 203＊
Nu※ 2

256＊
Nu※ 2

129＊
Nu※ 2

282＊
Nu※ 2

121＊
Nu※ 2

124＊
Nu※ 2

履歴 0 0 0 0 0 0

リア
ルタ
イム

139＊
Nu※ 2

176＊
Nu※ 2

85＊
Nu※ 2

2＊ Nu
※ 2

201＊
Nu※ 2

253＊
Nu※ 2

User Data 
Interval - 
Extended
（PI_UPIB）

固定 452＊
Nu※ 2

472＊
Nu※ 2

447＊
Nu※ 2

672＊
Nu※ 2

220＊
Nu※ 2

240＊
Nu※ 2

履歴 0 0 0 0 0 0

対象レコード 増分
の分
類

メモリー所要量（単位：キロバイト）

HP-UX(
PA-RISC

)

HP-UX
(IPF)

Solaris AIX Linux(x8
6)，

Linux(x6
4)

Linux(IP
F)
412



付録 A　システム見積もり
（凡例）
－：サポート対象外であることを示します。

注※ 1
値が負の値になる場合は，「0」としてください。

注※ 2
Nd，Np，Nuの算出方法を次の表に示します。

リア
ルタ
イム

196＊
Nu※ 2

280＊
Nu※ 2

101＊
Nu※ 2

72＊
Nu※ 2

111＊
Nu※ 2

401＊
Nu※ 2

User 
Summary
（PD_USER）

固定 292＊
Np※

2+234

250＊
Np※
2+28

-20＊
Np※

2+468※
1

-1＊ Np
※ 2+45

※ 1

1＊ Np
※ 2-9※

1

-27＊
Np※

2+459※
1

履歴 0 0 0 281＊
Np※
2+57

4＊ Np
※ 2+319

4＊ Np
※ 2+910

リア
ルタ
イム

46＊
Np※

2-289※
1

2＊ Np
※ 2-20※

1

236＊
Np※
2-150

0 0 0

Workgroup 
Summary
（PI_WGRP）

固定 297＊
Np※

2+325

254＊
Np※
2+60

-14＊
Np※

2+518※
1

2＊ Np
※ 2+387

-6＊ Np
※ 2+545

※ 1

-22＊
Np※

2+1,691
※ 1

履歴 0 0 0 0 0 0

リア
ルタ
イム

975＊
Np※

2-39

534＊
Np※
2-312

644＊
Np※
2+27

674＊
Np※
2-256

227＊
Np※

2-366※
1

375＊
Np※

2-981※
1

対象レコード 増分
の分
類

メモリー所要量（単位：キロバイト）

HP-UX(
PA-RISC

)

HP-UX
(IPF)

Solaris AIX Linux(x8
6)，

Linux(x6
4)

Linux(IP
F)
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付録 A　システム見積もり
表 A-5　Nd，Np，Nuの算出方法

（2） 見積もり例

OSが Solarisで，PD，PD_FSL，PD_PDI，PI，PI_CPUPレコードを対象とする場合
には，次のように算出してください。

PFM - Agent for Platformのメモリー所要量 =A+B

（Aの求め方）
表 A-1から，A=30MB

（Bの求め方）
B=(C1+D11.....+D1m)+.....(Cn+Dn1.....+Dnm)
C：システムリソースの種類別共通のメモリー所要量
D：レコード独自のメモリー所要量
m：収集するレコード数
n：システムリソースの種類の数

（Cの求め方）
表 A-2から，対象となるレコードのシステムリソースの種類を基にメモリー使
用量を求めます。求めた値を次の表に示します。

種類 算出方法 コマンド

HP-UX(
PA-RIS

C)

HP-UX
(IPF)

Solaris AIX Linux(x
86)，

Linux(x
64)

Linux(I
PF)

Nd 右に示すコマンド
によって返される
ディスクデバイス
の数を 100で割っ
た値。

iosca
n -fnC 
disk

iosca
n -fnC 
disk

iosta
t -x

iosta
t -d 

interval 
count

iosta
t -d

iosta
t -d

Np 右に示すコマンド
によって返される
プロセスの数を
100で割った値。

ps -ef ps -ef ps -ef ps -A ps -ef ps -ef

Nu ユーザーレコード
に渡すインスタン
スの数を
100で割った値。

OSコ
マンド
なし

OSコ
マンド
なし

OSコ
マンド
なし

OSコ
マンド
なし

OSコ
マンド
なし

OSコ
マンド
なし
414



付録 A　システム見積もり
表 A-6　システムリソースの種類別共通のメモリー所要量（例）

（凡例）
○：該当する。
－：該当しない。

（Dの求め方）
表 A-4から，対象となるレコードのメモリー使用量を求めます。レコードを収
集する形態に応じて次のような算出式となります。
• 履歴だけ：D=E+F
• リアルタイムだけ：D=E+G
• 履歴＋リアルタイム：D=E+F+G

今回は，履歴＋リアルタイムで考えます。
レコードごとの E，F，Gの値を次の表に示します。

表 A-7　レコード独自のメモリー所要量（例）

　
以上から，合計値は以下のようになります。
B=(C1+D11.....+D1m)+.....(Cn+Dn1.....+Dnm)

システムリ
ソースの種類

レコード Cの値
（単位：キ
ロバイト）

nの
値

PD PD_FSL PD_PDI PI PI_CPU
P

ファイルシス
テム

－ ○ － － － 35 1

プロセス ○ － ○ － － 440＊
Np+144

2

システム － － － ○ － 224 1

CPU － － － － ○ 136 1

C値とレコー
ドの対応

C1 C2 C1 C4 C5 － －

増分の分類 レコード

PD PD_FSL PD_PDI PI PI_CPUP

E:固定 258＊ Np+622 133 374＊ Np+330 224 136

F:履歴 0 0 0 0 0

G:リアルタイ
ム

327＊ Np-180 440 168＊ Np-159 424 400

D値とレコー
ドの対応

D11 D21 D12 D31 D41
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付録 A　システム見積もり
B=[システムリソースの種類]がプロセスレコードの合計値
  +[システムリソースの種類]がファイルシステムレコードの合計値
  +[システムリソースの種類]がシステムレコードの合計値
  +[システムリソースの種類]がCPUレコードの合計値
B(キロバイト)=(C1+D11+D12)※1+(C2+D21)※2＋(C3+D31)※3+(C4+D41)※4

注※ 1
プロセスのメモリー所要量（C1の値）＋ PDのメモリー所要量（D11の値）＋
PD_PDIのメモリー所要量（D12の値）

注※ 2
ファイルシステムのメモリー所要量（C2の値）+PD_FSLのメモリー所要量
（D21の値）

注※ 3
システムのメモリー所要量（C3の値）+PIのメモリー所要量（D31の値）

注※ 4
CPUのメモリー所要量（C4の値）+PI_CPUPのメモリー所要量（D41の値）

求めた A，Bの値を用いて，次の式でメモリー所要量を求めてください。

PFM - Agent for Platformのメモリー所要量 =A+B

付録 A.2　ディスク占有量
ディスク占有量は，パフォーマンスデータを収集するレコード数によって変化します。

PFM - Agent for Platformのディスク占有量の見積もりについて説明します。

（1） システム全体のディスク占有量

表 A-8　システム全体のディスク占有量

（凡例）
W：Storeデータベースで使用するディスク占有量

ディスク占有量（単位：メガバイト）

PFM - 
Agent for 

Platformの
状態

HP-UX(PA
-RISC)

HP-UX
(IPF)

Solaris AIX Linux(x86)
，

Linux(x64)

Linux(IPF)

インストー
ル時※

10 20 15 15 10 15

初期状態で
の運用

145 155 150 150 145 150

初期状態以
外での運用

95+W 105+W 100+W 100+W 95+W 100+W
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注※
インストール中には，2倍のディスク容量が必要です。

Storeデータベースで使用するディスク占有量は，PIレコードタイプのレコードのディ
スク占有量，PDレコードタイプのレコードのディスク占有量および PLレコードタイプ
のレコードのディスク占有量の合計で計算されます。

レコードタイプごとのディスク占有量の計算式については，次で説明します。

（2） Storeデータベース（Storeバージョン 1.0）のディスク占有量

Storeデータベース（Storeバージョン 1.0）のディスク占有量について説明します。

（a）見積もり式

Storeデータベースでは，各レコードは，レコードタイプごとに一つのファイルに格納さ
れます。Storeデータベース（Storeバージョン 1.0）のディスク占有量について，レ
コードタイプごとに次の表に示します。

表 A-9　レコードタイプごとの Storeデータベースのディスク占有量

（凡例）
X：PIレコードタイプのレコードで履歴データを収集する各レコードのディスク占
有量

Xの算出式を次に示します。
X={e＊ f+(d+1,900)＊ {(e＊ f)/(65,250-d)+1}※ 1}＊ g＊ 1.5

Y：PDレコードタイプのレコードで履歴データを収集する各レコードのディスク占
有量

Yの算出式を次に示します。
Y={e＊ h+(d+1,900)＊ {(e＊ f)/(65,250-d)+1}※ 1＊ (h/f)※ 2}＊ 1.5

Z：PLレコードタイプのレコードで履歴データを収集する各レコードのディスク占
有量

Zの算出式を次に示します。
Z={e＊ h+(d+1,900)＊ {(e＊ f)/(65,250-d)+1}※ 1＊ (h/f)※ 2}＊ 1.5

a：PIレコードタイプのレコードで履歴データを収集するレコード数
   例えば PI_CPUPと PI_DEVDを保存する設定にした場合は 2となります。
b：PDレコードタイプのレコードで履歴データを収集するレコード数

レコードタイプ ディスク占有量の見積もり式（単位：バイト）

PIレコードタイプ (X1+.....+Xa+3,500＊ a)

PDレコードタイプ (Y1+.....+Yb+700＊ b)

PLレコードタイプ (Z1+.....+Zc+700＊ c)
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   例えば PD_FSLと PD_FSRを保存する設定にした場合は 2となります。
c：PLレコードタイプのレコードで履歴データを収集するレコード数
d：履歴データを収集する各レコードの固定部のサイズ※ 3

e：履歴データを収集する各レコードの可変部のサイズ※ 3

f：履歴データを収集する各レコードのインスタンス数（単数インスタンスレコード
の場合は 1。複数インスタンスの場合は表 A-10参照）※ 4

g：PIレコードタイプの履歴データを収集する各レコードの保存レコード数（イン
スタンス数は考慮しません）※ 5

h：PDレコードタイプおよび PLレコードタイプの履歴データを収集する各レコー
ドの保存レコード数※ 6

注※ 1
{(e＊ f)/(65,250-d)+1}の計算結果は，小数点以下を切り捨ててください。

注※ 2
(h/f)の計算結果は，小数点以下を切り捨ててください。

注※ 3
各レコードの固定部・可変部のサイズについては，「6.　レコード」を参照してくだ
さい。

注※ 4
各レコードのインスタンス数は，次の表に示すコマンドを用いて見積もることがで
きます。

表 A-10　各レコードのインスタンス数

コマンド

レコード名 HP-UX Solaris AIX Linux 説明

Application 
Summary
（PD_APP）

なし なし なし なし Agent Collectorプ
ロパティの
Application 
monitoring setting
に登録されている
数。

CPU - Per Processor 
Detail（PI_CPUP）

sar -u -M 

interval 
count

sar -u 

interval 
count

sar -w -P 
ALL 

interval 
count

top -c このコマンドに
よって返される
CPUの数。
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Device Detail
（PI_DEVD）

ioscan 
-fnC 
disk

iostat 
-x

iostat 
-d interval 
count

iostat 
-d

HP-UX，Solaris，
AIXの場合は，こ
のコマンドによっ
て返されるディス
クデバイスの数。
Linuxの場合は，こ
のコマンドによっ
て返されるパー
ティションを除く
ディスクデバイス
の数。

Device Summary
（PI_DEVS）

なし なし なし なし 単数インスタンス
レコードのため
「1」。

File System Detail - 
Local（PD_FSL）

df df df df このコマンドに
よって返されるホ
スト名を伴わない
ファイルシステム
の数（bindオプ
ションを使用して
mountを行った場
合は，dfコマンド
と PFM - Agent for 
Platformのインス
タンス数に差異が
起こる）。

File System Detail - 
Remote（PD_FSR）

df df df df このコマンドに
よって返されるホ
スト名を伴うファ
イルシステムの数。

Logged Messages
（PL_MESS）

なし なし なし なし Messages Fileプロ
パティまたはイベ
ントファイルに指
定したファイルに
書き込まれる行の
数。
ただし，Linuxの場
合は，サポート対
象外のため使用で
きない。

コマンド

レコード名 HP-UX Solaris AIX Linux 説明
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Network Interface 
Detail（PI_NIND）

lanscan netstat 
-in

ifconfig 
-a

netstat 
-ni

HP-UXの場合は，
このコマンドに
よって返される物
理インターフェー
スの数 +1。
Solaris，AIX，
Linuxの場合は，こ
のコマンドによっ
て返される物理イ
ンターフェースの
数。

Network Interface 
Summary
（PI_NINS）

なし なし なし なし 単数インスタンス
レコードのため
「1」。

Process Detail（PD） ps -ef ps -ef ps -A ps -ef このコマンドに
よって返されるプ
ロセスの数。

Process Detail 
Interval（PD_PDI）

ps -ef ps -ef ps -A ps -ef このコマンドに
よって返されるプ
ロセスの数。

Process Summary
（PD_PDS）

なし なし なし なし 単数インスタンス
レコードのため
「1」。

Program Summary
（PD_PGM）

ps -e ps -e ps -A ps -e このコマンドに
よって表示される
すべての異なった
CMDの数。

System Summary 
Overview（PI）

なし なし なし なし 単数インスタンス
レコードのため
「1」。

Terminal Summary
（PD_TERM）

ps -e ps -e ps -Af ps -e このコマンドに
よって表示される
すべての異なった
TTYの数。

User Data Detail
（PD_UPD）

なし なし なし なし jpcuserコマンド
によって変換され
たユーザー作成
データの数。

User Data Detail - 
Extended
（PD_UPDB） 

なし なし なし なし jpcuserコマンド
によって変換され
たユーザー作成
データの数。

User Data Interval
（PI_UPI） 

なし なし なし なし jpcuserコマンド
によって変換され
たユーザー作成
データの数。

コマンド

レコード名 HP-UX Solaris AIX Linux 説明
420



付録 A　システム見積もり
注※ 5
PIレコードタイプのレコードの場合，収集したデータがある一定の区分（時，日，
週，月，および年単位）に自動的に要約されるので，分，時，日，週，月，および
年の部分の保存レコード数を考慮して計算する必要があります。デフォルトの保存
期間と保存レコード数を次の表に示します。

注※ 6
保存レコード数については，「付録 F.1　Agent Storeサービスのプロパティ一覧」
を参照してください。

（b）見積もり例（Storeデータベースのディスク容量）

Storeデータベース（Storeバージョン 1.0）の場合の見積もり例について説明します。

見積もり例１
OSがHP-UXで，PIレコードタイプの CPU - Per Processor Detail（PI_CPUP）に
ついて，PI_CPUP以外の PIレコードタイプを保存設定していない場合。
表 A-9に示した変数 a～ｇが次の値とします。
a=1
d=681

User Data Interval - 
Extended
（PI_UPIB）

なし なし なし なし jpcuserコマンド
によって変換され
たユーザー作成
データの数。

User Summary
（PD_USER）

ps -ef ps -ef ps -ef ps -ef このコマンドに
よって表示される
すべての異なった
RUIDの数。

Workgroup 
Summary
（PI_WGRP）

なし なし なし なし ワークグループ
ファイルに指定し
たワークグループ
数 +1。

データの種類 保存期間 保存レコード数※ 6

（収集間隔が 1分の場合）

分単位 1日 1,440

時単位 7日 168

日単位 1年 366

週単位 1年 52

月単位 1年 12

年単位 制限なし （収集年数）＊ 1

コマンド

レコード名 HP-UX Solaris AIX Linux 説明
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e=376
f=2
g=2,039

（fの求め方）
sar -u -M interval countコマンドを実行して確認します。確認の結果が

2のとき（表 A-10参照）。
f=2

（gの求め方）
PI_CPUPの収集間隔を 1分，収集年数を 1年として，保存期間の設定が表
A-10の注※ 5のとおりである場合。
1,440+168+366+52+12+1=2,039レコード
g=2,039

Xの算出式
X={e＊f+(d+1,900)＊{e＊f/(65,250-d)+1}}＊g＊1.5
X={376＊2+(681+1,900)＊{376＊2/(65,250-681)+1}}＊2,039＊1.5
 ={752+(2,581)＊{752/64,569+1}}＊3,058.5
 ={752+2,581＊1}＊3,058.5
 =3,333＊3,058.5
 =10,285,917(バイト)
 ≒9.8(MB)

見積もり例 2
OSが HP-UXで，PDレコードタイプの File System Detail - Local（PD_FSL）に
ついて，PD_FSL以外の PDレコードタイプを保存設定していない場合。
表 A-9に示した変数 b～ hが次の値とします。
b=1
d=681
e=1,216
f=3
h=2,232

（fの求め方）
dfコマンドを実行します。確認結果が 3の場合（表 A-10参照）。
f=3

（hの求め方）
保存期間の設定のデフォルトは 10,000レコードです。
収集間隔を 3,600秒にして 1か月分のデータを保存したい場合。
h=24レコード(1日分)*31(1か月)*3(fの値)=2,232レコード
h=2,232レコード

Yの算出式
Y={e＊h+(d+1,900)＊{e＊f/(65,250-d)+1}＊(h/f)}＊1.5 
Y={1,216＊2,232+(681+1,900)}
          ＊{1,216＊3/(65,250-681)+1＊(2,232/3)}＊1.5
  ={1,216＊2,232+2,581＊{3,648/64,569+1}＊744}＊1.5
  ={2,714,112+2,581＊1＊744}＊1.5
  ={2,714,112+1,920,264}＊1.5
  =4,634,376＊1.5
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  =6,951,564(バイト)
  ≒7(MB)

（3） Storeデータベース（Storeバージョン 2.0）のディスク占有量

Storeデータベース（Storeバージョン 2.0）のディスク占有量について説明します。

（a）見積もり式

ディスク占有量，ファイル数，およびディレクトリ数の見積もりについて説明します。

● ディスク占有量

Storeデータベースのディスク占有量は，レコードタイプごとのディスク占有量の総和と
なります。PIレコードタイプについては，さらに要約区分ごとのディスク占有量の総和
となります。

注意
パフォーマンスデータが Storeデータベースに格納される際，幾つかのフィールド
が追加されます。追加されるフィールドは，ディスク占有量に含まれるため，新た
に容量を見積もる必要はありません。各レコードに共通して追加されるフィールド
は Storeバージョン 1.0と同じです。詳細については，「(2)　Storeデータベース
（Storeバージョン 1.0）のディスク占有量」を参照してください。

レコードタイプごとのディスク占有量 Xの見積もり式（単位：バイト）
X={(e+2)＊f+(d+60)＊{((e+2)＊f)/(65,250-d)+1}※1}＊a/b＊(c+1)＊
1.1

a：レコードタイプ，要約区分ごとに値が異なります。表 A-11を参照してください。
b：レコードタイプ，要約区分ごとに値が異なります。表 A-11を参照してください。
※ 2

c：履歴データの保存期間設定値※ 3。レコードタイプ，要約区分ごとに指定する単

位が異なります。単位については表 A-11を参照してください。
d：履歴データを収集する各レコードの固定部のサイズ※ 4

e：履歴データを収集する各レコードの可変部のサイズ※ 4

f：履歴データを収集する各レコードのインスタンス数（単数インスタンスレコード
の場合は 1）※ 5。インスタンス数が 2以上の場合，4の倍数に丸め込みます。例え
ばインスタンス数が 2の場合は，f=4となります。インスタンス数が 13の場合は，
f=16となります。インスタンス数が 1の場合は，f=1となります。

表 A-11　a，b，および cに設定する値

レコードタイプ 要約区分 a b c

PI 分 1,440 1+(g-1)/60※ 2 保存期間 (単位：日 )

時 24 1+(g-1)/3,600※ 2 保存期間 (単位：日 )
423



付録 A　システム見積もり
（凡例）
g：履歴データの収集インターバル設定値（単位：秒）
－：該当しない。

注※ 1
{((e+2)＊ f)/(65,250-d)+1}の計算結果は，小数点以下を切り捨ててください。

注※ 2
PIレコードタイプの bの計算結果は，小数点以下を切り捨ててください。

注※ 3
Storeバージョン 2.0の場合のデフォルトの保存期間を表 A-12，表 A-13，表
Ａ-14に示します。

注※ 4
各レコードの固定部・可変部のサイズについては，「6.　レコード」のレコード
サイズを参照してください。

注※ 5
レコードごとのインスタンス数については，「(2)　Storeデータベース（Store
バージョン 1.0）のディスク占有量」を参照してください。

　

表 A-12　PIレコードタイプの保存期間（デフォルト値）

日 7 1+(g-1)/86,400※ 2 保存期間 (単位：週 )

週 1 1+(g-1)/604,800※
2

保存期間 (単位：週 )

月 1 1+(g-1)/2,592,000
※ 2

保存期間 (単位：月 )

年 1 1+(g-1)/31,622,400
※ 2

保存期間 (単位：年 )

PD － 1,440 g/60 保存期間 (単位：日 )

PL － 1,440 g/60 保存期間 (単位：日 )

データの種類 保存期間

分単位 1日

時単位 7日

日単位 54週

週単位 54週

月単位 12か月

年単位 制限なし

レコードタイプ 要約区分 a b c
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表 A-13　PDレコードタイプの保存期間（デフォルト値）

表 A-14　PLレコードの保存期間（デフォルト値）

● ファイル数

Storeデータベースで作成されるファイル数 Nの見積もり式を次に示します。

N=20+2＊(
  (A11+A12+...+A1m+m)+
  (A21+A22+...+A2m+m)+
  (A31+A32+...+A3m+m)+
  (A41+A42+...+A4m+m)+
  (A51+A52+...+A5m+m)+
  (11＊m)+
  (B1+B2+...+Bn+n)+
  (C1+C2+...+Co+o)
  )

m：PIレコードタイプで収集しているレコードの数

n：PDレコードタイプで収集しているレコードの数

レコード名 保存期間（単位：日）

PD 2

PD_FSL 31

PD_FSR 31

PD_IPCS 366

PD_MSQD 366

PD_PDI 2

PD_PDS 2

PD_PGM 2

PD_SEMD 366

PD_SHMD 366

PD_TERM 2

PD_UFSQ 366

PD_UFSS 366

PD_UPD 10

PD_UPDB 10

PD_USER 10

PD_APP 10

レコード名 保存期間（単位：日）

PL_MESS 10
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o：PLレコードタイプの収集しているレコードの数

A11～ A1m：PIレコードタイプのレコードごとの分レコードの保存期間設定値（単位：
日）

A21～ A2m：PIレコードタイプのレコードごとの時レコードの保存期間設定値（単位：
日）

A31～ A3m：PIレコードタイプのレコードごとの日レコードの保存期間設定値（単位：
週）

A41～ A4m：PIレコードタイプのレコードごとの週レコードの保存期間設定値（単位：
週）

A51～ A5m：PIレコードタイプのレコードごとの月レコードの保存期間設定値（単位：
月）

B1～ Bn：PDレコードタイプのレコードごとの保存期間設定値（単位：日）

C1～ Co：PLレコードタイプのレコードごとの保存期間設定値（単位：日）

● ディレクトリ数

Storeデータベースで作成されるディレクトリ数 Nの見積もり式を次に示します。

N=25+2＊((A1max)+(A2max)+(A3max)+(A4max)+(A5max)+11+(Bmax)+(Cmax))

A1max：PIレコードタイプで収集しているレコードの要約区分が「分」のデータの保存
期間設定値の最大値（単位：日）

A2max：PIレコードタイプで収集しているレコードの要約区分が「時」のデータの保存
期間設定値の最大値（単位：日）

A3max：PIレコードタイプで収集しているレコードの要約区分が「日」のデータの保存
期間設定値の最大値（単位：週）

A4max：PIレコードタイプで収集しているレコードの要約区分が「週」のデータの保存
期間設定値の最大値（単位：週）

A5max：PIレコードタイプで収集しているレコードの要約区分が「月」のデータの保存
期間設定値の最大値（単位：月）

Bmax：PDレコードタイプのレコードごとの保存期間設定値の最大値（単位：日）

Cmax：PLレコードタイプのレコードごとの保存期間設定値の最大値（単位：日）

● Storeサービスがオープンするファイル数

Storeサービスがオープンするファイル数 Nの見積もり式を次に示します。

N=20+2＊(6＊l+m+n)
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付録 A　システム見積もり
l：PIレコードタイプで収集しているレコードの数

m：PDレコードタイプで収集しているレコードの数

n：PLレコードタイプの収集しているレコードの数

（b）見積もり例

PFM - Agent for Platformの Storeデータベース（Storeバージョン 2.0）の見積もり例
について説明します。

● ディスク占有量

PI_DEVDレコードと PD_PDIレコードを収集する設定にした場合を例に挙げて説明し
ます。

PI_DEVDレコードの見積もりについて説明します。「(3)(a)　見積もり式」の見積もり式
で示した変数が次の値とします。

d=681（バイト）
e=405（バイト）
f=4
g=60（秒）

次に，分レコード，時レコードなどそれぞれの計算を行います。

分レコード
変数を次の値とします。
a=1,440
b=1+(60-1)/60
 =1.98...
 =1（小数点以下切り捨て）
c=3（日）

見積もり式を次に示します。
X（分）={(405+2)＊4+(681+60)＊{((405+2)＊4)/(65,250-681)+1}}
＊1,440/1＊(3+1)＊1.1
      ={1,628+741＊1}＊6,336
      =2,369＊6,336
      =15,009,984（バイト）=約15（MB）

時レコード
変数を次の値とします。
a=24
b=1+(60-1)/3,600
 =1.01...
 =1（小数点以下切り捨て）
c=3（日）

見積もり式を次に示します。
X（時）={(405+2)＊4+(681+60)＊{((405+2)＊4)/(65,250-681)+1}}
＊24/1＊(3+1)＊1.1
      ={1,628+741＊1}＊105.6
      =2,369＊105.6
      =250,166.4（バイト）=約0.3（MB）
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付録 A　システム見積もり
日レコード
変数を次の値とします。
a=7
b=1+(60-1)/86,400
 =1.00...
 =1（小数点以下切り捨て）
c=1（週）

見積もり式を次に示します。
X（日）={(405+2)＊4+(681+60)＊{((405+2)＊4)/(65,250-681)+1}}
＊7/1＊(1+1)＊1.1
      ={1,628+741＊1}＊15.4
      =2,369＊15.4
      =36,482.6（バイト）=約0.04（MB）

週レコード
変数を次の値とします。
a=1
b=1+(60-1)/604,800
 =1.00...
 =1（小数点以下切り捨て）
c=1（週）

見積もり式を次に示します。
X（週）={(405+2)＊4+(681+60)＊{((405+2)＊4)/(65,250-681)+1}}
＊1/1＊(1+1)＊1.1
      ={1,628+741＊1}＊2.2
      =2,369＊2.2
      =5,211.8（バイト）=約0.005（MB）

月レコード
変数を次の値とします。
a=1
b=1+(60-1)/2,592,000
 =1.00...
 =1（小数点以下切り捨て）
c=1（月）

見積もり式を次に示します。
X（月）={(405+2)＊4+(681+60)＊{((405+2)＊4)/(65,250-681)+1}}
＊1/1＊(1+1)＊1.1
      ={1,628+741＊1}＊2.2
      =2,369＊2.2
      =5,211.8（バイト）=約0.005（MB）

年レコード
変数を次の値とします。
a=1
b=1+(60-1)/31,622,400
 =1.00...
 =1（小数点以下切り捨て）
c=10（固定）

見積もり式を次に示します。
X（年）={(405+2)＊4+(681+60)＊{((405+2)＊4)/(65,250-681)+1}}
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付録 A　システム見積もり
＊1/1＊(10+1)＊1.1
      ={1,628+741＊1}＊12.1
      =2,369＊12.1
      =28,664.9（バイト）=約0.03（MB）

以上から，PI_DEVDレコードの見積もりは次のようになります。

X（合計）=X（分）+X（時）+X（日）+X（週）+X（月）+X（年）
         =15.38（MB）
         =約15（MB）

次に PD_PDIレコードの見積もりについて説明します。

変数を次の値とします。

a=1,400
b=60/60=1
c=10（日）
d=681（バイト）
e=966（バイト）
f=12
g=60（秒）

見積もり式を次に示します。

X={(966+2)＊12+(681+60)＊{((966+2)＊12)/(65,250-681)+1}}
＊1,440/1＊(10+1)＊1.1
 ={11,616+741＊1}}＊17,424
 =12,357＊17,424
 =215,308,368（バイト）=約215（MB）

したがって，必要なディスク占有量は PI_DEVD+PD_PDI=230MBとなります。

● ファイル数

PI，PI_DEVD，PD，および PD_PDIレコードを収集する場合を例に挙げて説明しま
す。「(3)(a)　見積もり式」の見積もり式で示した変数が次の値とします。

m=2
n=2
o=なし
A11～A1m=3（日）
A21～A2m=3（日）
A31～A3m=1（週）
A41～A4m=1（週）
A51～A5m=1（月）
B1～Bn=10（日）
C1～Co=不要

Storeデータベースで作成されるファイル数 Nの見積もり式を次に示します。

N=20+2＊(
         (A11+A12+...+A1m+m)+
         (A21+A22+...+A2m+m)+
         (A31+A32+...+A3m+m)+
         (A41+A42+...+A4m+m)+
         (A51+A52+...+A5m+m)+
         (11＊m)+
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付録 A　システム見積もり
         (B1+B2+...+Bn+n)+
         (C1+C2+...+Co+o)
         )
 =20+2＊｛
         [3(PI分)+3(PI_DEVD分)+2]+
         [3(PI分)+3(PI_DEVD分)+2]+
         [1(PI分)+1(PI_DEVD分)+2]+
         [1(PI分)+1(PI_DEVD分)+2]+
         [1(PI分)+1(PI_DEVD分)+2]+
         [11＊2]+
         [10(PD分)+10(PD_PDI分)+2]
         }
 =20+2＊{8+8+4+4+4+22+22}
 =164

● ディレクトリ数

PI，PI_DEVD，PD，および PD_PDIレコードを収集する場合を例に挙げて説明しま
す。

「(3)(a)　見積もり式」のディレクトリ数の見積もり式で示した変数が次の値とします。

A1max=3（日）（考え方：PIが2日，PI_DEVDが3日の場合は3日となります）
A2max=3（日）
A3max=1（週）
A4max=1（週）
A5max=1（月）
Bmax=10（日）（考え方：PD_PDIが8日，PDが10日の場合は10日となります）
Cmax=なし

Storeデータベースで作成されるディレクトリ数 Nの見積もり式を次に示します。

N=25+2＊((A1max)+(A2max)+(A3max)+(A4max)+(A5max)+11+(Bmax)+(Cmax))
 =25+2＊(3+3+1+1+1+11+10+0)=85

● Storeサービスがオープンするファイル数

PI，PI_DEVD，PD，および PD_PDIレコードを収集する場合を例に挙げて説明しま
す。

「(3)(a)　見積もり式」の見積もり式で示した変数が次の値とします。

l=2
m=2
n=0

Storeサービスがオープンするファイル数 Nの見積もり式を次に示します。

N=20+2＊(6＊l+m+n)
 =20+2＊(6＊2+2+0)=48
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付録 B　カーネルパラメーター
PFM - Agent for Platformでは，カーネルパラメーターの調整は不要です。

なお，UNIX環境で PFM - Managerおよび PFM - Web Consoleを使用する場合の，
カーネルパラメーターの調整については，マニュアル「JP1/Performance Management 
システム構築・運用ガイド」の，付録に記載されているカーネルパラメーター一覧を参
照してください。
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付録 C　識別子一覧
PFM - Agent for Platformを操作したり，PFM - Agent for Platformの Storeデータ
ベースからパフォーマンスデータを抽出したりする際，PFM - Agent for Platformであ
ることを示す識別子が必要な場合があります。PFM - Agent for Platformの識別子を次
の表に示します。

表 C-1　PFM - Agent for Platformの識別子一覧

用途 名称 識別子 説明

コマンド
など

プロダクト ID U プロダクト IDとは，サービス IDの一部。サービス ID
は，コマンドを使用して Performance Managementの
システム構成を確認する場合や，パフォーマンスデータ
をバックアップする場合などに必要である。サービス
IDについては，マニュアル「JP1/Performance 
Management システム構築・運用ガイド」の，付録を参
照のこと。

サービスキー agtu コマンドを使用して PFM - Agent for Platformを起動す
る場合や，終了する場合などに必要である。サービス
キーについては，マニュアル「JP1/Performance 
Management システム構築・運用ガイド」の，付録を参
照のこと。

ODBC 製品タイプ識
別子

UNIX SQL文を使用してデータを抽出する場合に必要である。
詳細については，マニュアル「JP1/Performance 
Management システム構築・運用ガイド」の，ODBC
準拠のアプリケーションプログラムと連携した稼働分析
について説明している章を参照のこと。

ヘルプ ヘルプ ID pcau PFM - Agent for Platformのヘルプであることを表す。
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付録 D　プロセス一覧
ここでは，PFM - Agent for Platformのプロセス一覧を記載します。

PFM - Manager ，PFM - Web Console，および PFM - Baseのプロセスについては，マ
ニュアル「JP1/Performance Management リファレンス」の付録を参照してください。

PFM - Agent for Platformのプロセス一覧を次の表に示します。なお，プロセス名の後
ろに記載されている値は，同時に起動できるプロセス数です。

表 D-1　PFM - Agent for Platformのプロセス一覧

注※ 1
jpcagtuプロセスの子プロセスです。

注※ 2
jpcagtuプロセスの子プロセスです。HP-UX，AIX，Linuxの場合は，インストー
ルされません。

注※ 3
jpcstoプロセスの子プロセスです。

プロセス名
（プロセス数）

機能

jpcagtu(1) Agent Collectorサービスプロセス。このプロセスは，PFM - Agent 
for Platformごとに一つ起動する。

jpc_hostutil(1)※ 1 ホスト情報取得プログラム。

jpc_process (1)※ 2 64bitプロセス情報取得プログラム。

jpcsto(1) Agent Storeサービスプロセス。このプロセスは，PFM - Managerま
たは PFM - Agentごとに一つ起動する。

stpqlpr(1)※ 3 Storeデータベースのバックアップ／エクスポート実行プロセス。
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付録 E　ポート番号一覧
ここでは，PFM - Agent for Platformで使用するポート番号を記載します。

PFM - Manager ，PFM - Web Console，および PFM - Baseのポート番号およびファイ
アウォールの通過方向については，マニュアル「JP1/Performance Management リファ
レンス」の付録を参照してください。

ポート番号は，ユーザー環境に合わせて任意の番号に変更することもできます。

ポート番号の変更方法については，マニュアル「JP1/Performance Management システ
ム構築・運用ガイド」の，インストールとセットアップについて説明している章を参照
してください。なお，使用するプロトコルは TCP/IPです。

注意
Performance Managementは，1対 1のアドレス変換をする静的 NAT(Basic NAT)
に対応しています。
動的 NATや，ポート変換機能を含む NAPT（IP Masquerade，NAT+）には対応し
ていません。

付録 E.1　PFM - Agent for Platformのポート番号
PFM - Agent for Platformで使用するポート番号を次の表に示します。

表 E-1　PFM - Agent for Platformで使用するポート番号

注※
jpcnsconfig portコマンド実行時にポート番号を任意の番号に変更しない場合，

これらのポート番号が割り当てられます。また，jpcnsconfig portコマンドを実

行しない場合，サービスが再起動されるたびにシステムで使用されていないポート
番号が自動的に割り当てられます。

付録 E.2　ファイアウォールの通過方向
ファイアウォールを挟んで PFM - Managerと PFM - Agent for Platformを配置する場
合は，PFM - Managerと PFM - Agentのすべてのサービスにポート番号を固定値で設
定してください。また，各ポート番号を次の表に示す方向で設定し，ファイアウォール

サービス名 パラメーター ポート番号 用途

Agent Storeサービス jp1pcstou 20277※ パフォーマンスデータを記録した
り，履歴レポートを取得したりする
ときに使用する。

Agent Collectorサービ
ス

jp1pcagtu 20278※ アラームをバインドしたり，リアル
タイムレポートを取得したりすると
きに使用する。
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を通過させるようにしてください。

表 E-2　ファイアウォールの通過方向

（凡例）
Manager：PFM - Managerホスト
Agent：PFM - Agentホスト
←：右項から左項への通信（コネクション）を開始する方向

注意
PFM - Agentのホストで jpcctrl dumpコマンドまたは jpcctrl listコマンド

を実行したい場合，次のどちらかの方法でコマンドを実行してください。
• jpcctrl dumpコマンドまたは jpcctrl listコマンドの proxyオプションで，

PFM - Managerを経由して通信するように指定してください。jpcctrl dumpコ
マンドまたは jpcctrl listコマンドの proxyオプションについては，マニュ

アル「JP1/Performance Management リファレンス」の，コマンドについて説明
している章を参照してください。

• 各 PFM - Agentホスト間で次の表に示す方向でポート番号を設定し，ファイア
ウォールを通過させるようにしてください。

（凡例）
Agent：PFM - Agentホスト
←→：左項から右項，および右項から左項への通信（コネクション）を開始する方
向

サービス名 パラメーター 通過方向

Agent Store jp1pcstou Agent←Manager

Agent Collector jp1pcagtu Agent←Manager

サービス名 パラメーター 通過方向

Agent Storeサービス jp1pcstou Agent←→ Agent

Agent Collectorサービス jp1pcagtu Agent←→ Agent
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付録 F　PFM - Agent for Platformのプロパティ
ここでは，PFM - Web Consoleで表示される PFM - Agent for Platformの Agent Store
サービスのプロパティ一覧，および Agent Collectorサービスのプロパティ一覧を記載し
ます。

付録 F.1　Agent Storeサービスのプロパティ一覧
PFM - Agent for Platformの Agent Storeサービスのプロパティ一覧を次の表に示しま
す。

表 F-1　PFM - Agent for Platformの Agent Storeサービスのプロパティ一覧

フォルダ名 プロパティ名 説明

－ First 
Registration 
Date

サービスが PFM - Managerに認識された最初の日
時が表示される。

Last 
Registration 
Date

サービスが PFM - Managerに認識された最新の日
時が表示される。

General － ホスト名やディレクトリなどの情報が格納されて
いる。このフォルダに格納されているプロパティ
は変更できない。

Directory サービスの動作するカレントディレクトリ名が表
示される。

Host Name サービスが動作するホスト名が表示される。

Process ID サービスのプロセス IDが表示される。

Physical 
Address

サービスが動作するホストの IPアドレスおよび
ポート番号が表示される。

User Name サービスプロセスを実行したユーザー名が表示さ
れる。

Time Zone サービスで使用されるタイムゾーンが表示される。

System － サービスが起動されている OSの，OS情報が格納
されている。このフォルダに格納されているプロ
パティは変更できない。

CPU Type CPUの種類が表示される。

Hardware ID ハードウェア IDが表示される。

OS Type OSの種類が表示される。

OS Name OS名が表示される。

OS Version OSのバージョンが表示される。
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Network 
Services

－ Performance Management通信共通ライブラリー
についての情報が格納されている。このフォルダ
に格納されているプロパティは変更できない。

Build Date Agent Storeサービスの作成日が表示される。

INI File jpcns.iniファイルの格納ディレクトリ名が表示
される。

Network 
Services

Service － サービスについての情報が格納されている。この
フォルダに格納されているプロパティは変更でき
ない。

Description ホスト名が表示される。

Local Service 
Name

サービス IDが表示される。

Remote Service 
Name

接続先 PFM - ManagerホストのMaster Manager
サービスのサービス IDが表示される。

EP Service 
Name

接続先 PFM - Managerホストの Correlatorサー
ビスのサービス IDが表示される。

Retention － Storeバージョンが 1.0の場合にデータの保存期間
を設定する。詳細については，マニュアル「JP1/
Performance Management システム構築・運用ガ
イド」の，稼働監視データの管理について説明し
ている章を参照のこと。

Product 
Interval - 
Minute Drawer

分ごとの PIレコードタイプのレコードの保存期間
を設定する。次のリストから選択できる。
• Minute
• Hour
• Day
• 2 Days
• 3 Days
• 4 Days
• 5 Days
• 6 Days
• Week
• Month
• Year

Product 
Interval - Hour 
Drawer

時間ごとの PIレコードタイプのレコードの保存期
間を設定する。次のリストから選択できる。
• Hour
• Day
• 2 Days
• 3 Days
• 4 Days
• 5 Days
• 6 Days
• Week
• Month
• Year

フォルダ名 プロパティ名 説明
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Product 
Interval - Day 
Drawer

日ごとの PIレコードタイプのレコードの保存期間
を設定する。次のリストから選択できる。
• Day
• 2 Days
• 3 Days
• 4 Days
• 5 Days
• 6 Days
• Week
• Month
• Year

Product 
Interval - Week 
Drawer

週ごとの PIレコードタイプのレコードの保存期間
を設定する。次のリストから選択できる。
• Week
• Month
• Year

Product 
Interval - 
Month Drawer

月ごとの PIレコードタイプのレコードの保存期間
を設定する。次のリストから選択できる。
• Month
• Year

Product 
Interval - Year 
Drawer

年ごとの PIレコードタイプのレコードの保存期
間。Yearで固定。

Product Detail - 
PDレコードタ
イプのレコード
ID

各 PDレコードタイプのレコードの保存レコード
数を設定する。0～ 2,147,483,647の整数が指定で
きる。
注意：範囲外の数値，またはアルファベットなど
の文字を指定した場合，エラーメッセージが表示
される。

Product Log - 
MESS

Log Messages（PL_MESS）レコードの保存レ
コード数を設定する。0～ 2,147,483,647の整数が
指定できる。
注意：範囲外の数値，またはアルファベットなど
の文字を指定した場合，エラーメッセージが表示
される。

RetentionEx － Storeバージョンが 2.0の場合にデータの保存期間
を設定する。詳細については，マニュアル「JP1/
Performance Management システム構築・運用ガ
イド」の，稼働監視データの管理について説明し
ている章を参照のこと。

RetentionEx Product 
Interval - PI
レコードタイ
プのレコード
ID

－ PIレコードタイプのレコードの保存期間を設定す
る。

Period - Minute 
Drawer (Day)

PIレコードタイプのレコード IDごとに，分単位
のパフォーマンスデータの保存期間を設定する。
保存期間（日数）を 0～ 366の整数で指定できる。

フォルダ名 プロパティ名 説明
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Period - Hour 
Drawer (Day)

PIレコードタイプのレコード IDごとに，時間単
位のパフォーマンスデータの保存期間を設定する。
保存期間（日数）を 0～ 366の整数で指定できる。

Period - Day 
Drawer (Week)

PIレコードタイプのレコード IDごとに，日単位
のパフォーマンスデータの保存期間を設定する。
保存期間（週の数）を 0～ 522の整数で指定でき
る。

Period - Week 
Drawer (Week)

PIレコードタイプのレコード IDごとに，週単位
のパフォーマンスデータの保存期間を設定する。
保存期間（週の数）を 0～ 522の整数で指定でき
る。

Period - Month 
Drawer 
(Month)

PIレコードタイプのレコード IDごとに，月単位
のパフォーマンスデータの保存期間を設定する。
保存期間（月の数）を 0～ 120の整数で指定でき
る。

Period - Year 
Drawer (Year)

PIレコードタイプのレコード IDごとに，年単位
のパフォーマンスデータの保存期間が表示される。

Product 
Detail - PD
レコードタイ
プのレコード
ID

Period (Day) PDレコードタイプのレコード IDごとに，パ
フォーマンスデータの保存期間を設定する。
保存期間（日数）を 0～ 366の整数で指定できる。

Product Log - 
PLレコード
タイプのレ
コード ID

Period (Day) PLレコードタイプのレコード IDごとに，パ
フォーマンスデータの保存期間を設定する。
保存期間（日数）を 0～ 366の整数で指定できる。

Disk Usage － 各データベースで使用されているディスク容量が
格納されている。このフォルダに格納されている
プロパティには，プロパティを表示した時点での
ディスク使用量が表示される。このフォルダに格
納されているプロパティは変更できない。

Product 
Interval

PIレコードタイプのレコードで使用されるディス
ク容量が表示される。

Product Detail PDレコードタイプのレコードで使用されるディス
ク容量が表示される。

Product Alarm PAレコードタイプのレコードで使用されるディス
ク容量が表示される。PFM - Agent for Platform
（UNIX）では使用しない。

Product Log PLレコードタイプのレコードで使用されるディス
ク容量が表示される。

Total Disk 
Usage

データベース全体で使用されるディスク容量が表
示される。

Configuratio
n

－ Agent Storeサービスのプロパティが表示される。

フォルダ名 プロパティ名 説明
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（凡例）
－：該当しない

付録 F.2　Agent Collectorサービスのプロパティ一覧
PFM - Agent for Platformの Agent Collectorサービスのプロパティ一覧を次の表に示し
ます。

表 F-2　PFM - Agent for Platformの Agent Collectorサービスのプロパティ一覧

Store Version Storeデータベースのバージョンが表示される。
• Storeバージョン 1.0の場合
「1.0」
• Storeバージョン 2.0の場合
「2.0」

フォルダ名 プロパティ名 説明

－ First 
Registration 
Date

サービスが PFM - Managerに認識された最初の日
時が表示される。

Last 
Registration 
Date

サービスが PFM - Managerに認識された最新の日
時が表示される。

Data Model 
Version

データモデルのバージョンが表示される。

General － ホスト名やディレクトリなどの情報が格納されて
いる。このフォルダに格納されているプロパティ
は変更できない。

Directory サービスの動作するカレントディレクトリ名が表
示される。

Host Name サービスが動作するホスト名が表示される。

Process ID サービスのプロセス IDが表示される。

Physical 
Address

サービスが動作するホストの IPアドレスおよび
ポート番号が表示される。

User Name サービスプロセスを実行したユーザー名が表示さ
れる。

Time Zone サービスで使用されるタイムゾーンが表示される。

System － サービスが起動されている OSの，OS情報が格納
されている。このフォルダに格納されているプロ
パティは変更できない。

CPU Type CPUの種類が表示される。

Hardware ID ハードウェア IDが表示される。

OS Type OSの種類が表示される。

フォルダ名 プロパティ名 説明
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OS Name OS名が表示される。

OS Version OSのバージョンが表示される。

Network 
Services

－ Performance Management通信共通ライブラリー
についての情報が格納されている。このフォルダ
に格納されているプロパティは変更できない。

Build Date Agent Collectorサービスの作成日が表示される。

INI File jpcns.iniファイルの格納ディレクトリ名が表示さ
れる。

Network 
Services

Service － サービスについての情報が格納されている。この
フォルダに格納されているプロパティは変更でき
ない。

Description ホスト名が表示される。

Local Service 
Name

サービス IDが表示される。

Remote Service 
Name

Agent Collectorサービスが接続する Agent Store
サービスのサービス IDが表示される。

AH Service 
Name

同一ホストにある Action Handlerサービスのサー
ビス IDが表示される。

Detail 
Records

－ PDレコードタイプのレコードのプロパティが格納
されている。収集されているレコードのレコード
IDは，太字で表示される。

Detail 
Records

レコード ID
※ 1

－ レコードのプロパティが格納されている。

Description レコードの説明が表示される。このプロパティは
変更できない。

Log リスト項目から「Yes」または「No」を選択し，レ
コードを Agent Storeデータベースに記録するかど
うかを指定する。この値が「Yes」でかつ，
Collection Intervalが 0より大きい値であれば，
データベースに記録される。

Collection 
Interval

データの収集間隔を指定する。指定できる値は 0
～ 2,147,483,647秒で，1秒単位で指定できる。な
お，0と指定した場合は 0秒となり，データは収集
されない。

Collection 
Offset

データの収集を開始するオフセット値を指定する。
指定できる値は，Collection Intervalで指定した値
の範囲内で，0～ 32,767秒の 1秒単位で指定でき
る。なお，データ収集の記録時間は，Collection 
Offsetの値によらないで，Collection Intervalと同
様の時間となる。

フォルダ名 プロパティ名 説明
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LOGIF レコードをデータベースに記録するときの条件を
指定する。条件に合ったレコードだけがデータ
ベースに記録される。PFM - Web Consoleの
［サービス階層］タブで表示されるサービスのプロ
パティ画面の，下部フレームの［LOGIF］をク
リックすると表示される［ログ収集条件設定］
ウィンドウで作成した条件式（文字列）が表示さ
れる。

Sync Collection 
With

次の形式で指定したレコードと収集の同期を取る。
Sync Collection With =レコード種別 , レコード ID
（例）Sync Collection With=Interval Records, PI

Interval 
Records

－ PIレコードタイプのレコードのプロパティが格納
されている。収集されているレコードのレコード
IDは，太字で表示される。

Interval 
Records

レコード ID
※ 1

－ レコードのプロパティが格納されている。

Description レコードの説明が表示される。このプロパティは
変更できない。

Log リスト項目から「Yes」または「No」を選択し，レ
コードを Agent Storeデータベースに記録するかど
うかを指定する。この値が「Yes」でかつ，
Collection Intervalが 0より大きい値であれば，
データベースに記録される。

Collection 
Interval

データの収集間隔を指定する。指定できる値は 0
～ 2,147,483,647秒で，1秒単位で指定できる。な
お，0と指定した場合は 0秒となり，データは収集
されない。

Collection 
Offset

データの収集を開始するオフセット値を指定する。
指定できる値は，Collection Intervalで指定した値
の範囲内で，0～ 32,767秒の 1秒単位で指定でき
る。なお，データ収集の記録時間は，Collection 
Offsetの値によらないで，Collection Intervalと同
様の時間となる。

LOGIF レコードをデータベースに記録するときの条件を
指定する。条件に合ったレコードだけがデータ
ベースに記録される。PFM - Web Consoleの
［サービス階層］タブで表示されるサービスのプロ
パティ画面の，下部フレームの［LOGIF］をク
リックすると表示される［ログ収集条件設定］
ウィンドウで作成した条件式（文字列）が表示さ
れる。

Sync Collection 
With

次の形式で指定したレコードと収集の同期を取る。
Sync Collection With =レコード種別 , レコード ID
（例）Sync Collection With=Interval Records, PI

Log Records － PLレコードタイプのレコードのプロパティが格納
されている。収集されているレコードのレコード
IDは，太字で表示される。

フォルダ名 プロパティ名 説明
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Log Records レコード ID
※ 1

－ レコードのプロパティが格納されている。

Description レコードの説明が表示される。このプロパティは
変更できない。

Log リスト項目から「Yes」または「No」を選択し，レ
コードを Agent Storeデータベースに記録するかど
うかを指定する。この値が「Yes」でかつ，
Collection Intervalが 0より大きい値であれば，
データベースに記録される。

Collection 
Interval

データの収集間隔を指定する。指定できる値は 0
～ 2,147,483,647秒で，1秒単位で指定できる。な
お，0と指定した場合は 0秒となり，データは収集
されない。

Collection 
Offset

データの収集を開始するオフセット値を指定する。
指定できる値は，Collection Intervalで指定した値
の範囲内で，0～ 32,767秒の 1秒単位で指定でき
る。なお，データ収集の記録時間は，Collection 
Offsetの値によらないで，Collection Intervalと同
様の時間となる。

LOGIF レコードをデータベースに記録するときの条件を
指定する。条件に合ったレコードだけがデータ
ベースに記録される。PFM - Web Consoleの
［サービス階層］タブで表示されるサービスのプロ
パティ画面の，下部フレームの［LOGIF］をク
リックすると表示される［ログ収集条件設定］
ウィンドウで作成した条件式（文字列）が表示さ
れる。

Sync Collection 
With

次の形式で指定したレコードと収集の同期を取る。
Sync Collection With =レコード種別 , レコード ID
（例）Sync Collection With=Interval Records, PI

Restart 
Configuration
s

－ PFMサービス自動再起動の条件を設定する。PFM 
- Managerまたは PFM - Baseが 08-50以降の場合
に設定できる。PFMサービス自動再起動機能につ
いては，マニュアル「JP1/Performance 
Management システム構築・運用ガイド」の，
Performance Managementの機能について説明し
ている章を参照のこと。

Restart when 
Abnormal 
Status

Status Serverサービスが Action Handlerサービ
ス，Agent Collectorサービス，および Agent 
Storeサービスの状態を正常に取得できない場合に
サービスを自動再起動するかどうかを設定する。

Restart when 
Single Service 
Running

Agent Storeサービスと Agent Collectorサービス
のどちらかしか起動していない場合にサービスを
自動再起動するかどうかを設定する。

Restart 
Configuration
s

Action 
Handler

Auto Restart Action Handlerサービスに対して自動再起動機能
を利用するかどうかを設定する。

フォルダ名 プロパティ名 説明
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Auto Restart - 
Interval 
(Minute)

自動再起動機能を利用する場合，サービスの稼働
状態を確認する間隔を分単位で設定する。

Auto Restart - 
Repeat Limit

自動再起動機能を利用する場合，連続して再起動
を試行する回数を設定する。

Scheduled 
Restart

Action Handlerサービスに対して，定期再起動機
能を利用するかどうかを設定する。

Scheduled 
Restart - 
Interval

定期再起動機能を利用する場合，再起動間隔を設
定する。

Scheduled 
Restart - 
Interval Unit

定期再起動機能を利用する場合，再起動間隔の単
位を設定する。

Scheduled 
Restart - Origin 
- Year

再起動する年を 1971～ 2035の整数で指定でき
る。

Scheduled 
Restart - Origin 
- Month

再起動する月を 1～ 12の整数で指定できる。

Scheduled 
Restart - Origin 
- Day

再起動する日を 1～ 31の整数で指定できる。

Scheduled 
Restart - Origin 
- Hour

再起動する時間（時）を 0～ 23の整数で指定でき
る。

Scheduled 
Restart - Origin 
- Minute

再起動する時間（分）を 0～ 59の整数で指定でき
る。

Agent 
Collector

Auto Restart Agent Collectorサービスに対して自動再起動機能
を利用するかどうかを設定する。

Auto Restart - 
Interval 
(Minute)

自動再起動機能を利用する場合，サービスの稼働
状態を確認する間隔を分単位で設定する。

Auto Restart - 
Repeat Limit

自動再起動機能を利用する場合，連続して再起動
を試行する回数を設定する。

Scheduled 
Restart

Agent Collectorサービスに対して，定期再起動機
能を利用するかどうかを設定する。

Scheduled 
Restart - 
Interval

定期再起動機能を利用する場合，再起動間隔を設
定する。

Scheduled 
Restart - 
Interval Unit

定期再起動機能を利用する場合，再起動間隔の単
位を設定する。

Scheduled 
Restart - Origin 
- Year

再起動する年を 1971～ 2035の整数で指定でき
る。

フォルダ名 プロパティ名 説明
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Scheduled 
Restart - Origin 
- Month

再起動する月を 1～ 12の整数で指定できる。

Scheduled 
Restart - Origin 
- Day

再起動する日を 1～ 31の整数で指定できる。

Scheduled 
Restart - Origin 
- Hour

再起動する時間（時）を 0～ 23の整数で指定でき
る。

Scheduled 
Restart - Origin 
- Minute

再起動する時間（分）を 0～ 59の整数で指定でき
る。

Agent 
Store

Auto Restart Agent Storeサービスに対して自動再起動機能を利
用するかどうかを設定する。

Auto Restart - 
Interval 
(Minute)

自動再起動機能を利用する場合，サービスの稼働
状態を確認する間隔を分単位で設定する。

Auto Restart - 
Repeat Limit

自動再起動機能を利用する場合，連続して再起動
を試行する回数を設定する。

Scheduled 
Restart

Agent Storeサービスに対して，定期再起動機能を
利用するかどうかを設定する。

Scheduled 
Restart - 
Interval

定期再起動機能を利用する場合，再起動間隔を設
定する。

Scheduled 
Restart - 
Interval Unit

定期再起動機能を利用する場合，再起動間隔の単
位を設定する。

Scheduled 
Restart - Origin 
- Year

再起動する年を 1971～ 2035の整数で指定でき
る。

Scheduled 
Restart - Origin 
- Month

再起動する月を 1～ 12の整数で指定できる。

Scheduled 
Restart - Origin 
- Day

再起動する日を 1～ 31の整数で指定できる。

Scheduled 
Restart - Origin 
- Hour

再起動する時間（時）を 0～ 23の整数で指定でき
る。

Scheduled 
Restart - Origin 
- Minute

再起動する時間（分）を 0～ 59の整数で指定でき
る。

Agent 
Configuration

－ PFM - Agent for Platform固有の設定用プロパティ
が格納されている。

フォルダ名 プロパティ名 説明
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ALL Zone 
Collection for 
Process※ 2

収集するプロセスの情報を Global Zoneだけにす
るかどうか選択する。PFM - Agent for Platformが
Local Zoneで起動している場合は，プロパティの
設定に関係なく，当該 Local Zoneのプロセス情報
だけを収集する。
• Y：Global Zoneおよび Local Zoneのプロセス情
報を収集する。

• N：Global Zoneのプロセス情報を収集する。

Messages File
※ 3

syslogのファイル名を絶対パス名で指定する。
設定を変更する場合は，PFM - Web Consoleを使
用すること。指定できる値は，256バイトまでのパ
ス名で，デフォルト値は，次のとおり。
• HPUX：/var/adm/syslog/syslog.log

• Solaris：/var/adm/messages

• AIX：/var/adm/syslogfile

User Defined 
Record 
DataMaxCount

ユーザーレコードの最大収集レコード数を規定す
るプロパティが格納されている。

Application 
monitoring 
setting

インスタン
ス名※ 4

－ 追加した監視インスタンス名称。

Process[01-15] 
Kind※ 5

プロセス種別。
• None：指定なし。
• Execute：ps -eコマンドの値を参照。
• Command Line：ps -efコマンドの値を参照。

Process[01-15] 
Name※ 5

プロセス名を 127バイト以内で入力する。

Process[01-15] 
Range※ 5

プロセス数のしきい値の下限値と上限値を「1-2」
のようにハイフン（-）でつないで入力する。「1」
や「10」などの単体値も指定できる。この場合は，
「1-1」や「10-10」のように設定される。設定でき
る値は 0～ 65535。

ADDITION 
OR 
DELETION A 
SETTING

ADD AN 
APPLICATION 
MONITORING 
SETTING

追加する監視インスタンス名称。

DELETE AN 
APPLICATION 
MONITORING 
SETTING

削除する監視インスタンス名称を選択する。削除
しない場合には「None」を選択する。

User 
Command 
Setting

ユーザーレ
コード名※
6

Execute ユーザーコマンド定期実行機能を実行するかどう
か指定する。
• Yes：実行する。
• No：実行しない。

フォルダ名 プロパティ名 説明
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（凡例）
－：該当しない

注※ 1
ディレクトリ名には，データベース IDを除いたレコード IDが表示されます。各レ
コードのレコード IDについては，「6.　レコード」を参照してください。

注※ 2
Solarisの場合だけ表示されます。

注※ 3
Linuxの場合は，表示されません。

注※ 4
ディレクトリ名には，「ADD AN APPLICATION MONITORING SETTING」に設
定したインスタンス名称が表示されます。設定方法については，「4.2.2　アプリケー
ションの稼働・非稼働情報収集の設定」を参照してください。

注※ 5
「Process[01-15] Kind」，「Process[01-15] Name」，「Process[01-15] Range」の
「[01-15]」は各プロパティ名称の該当個所に「01から 15までの数字」が入ることを
指します。実際にプロパティ項目として表示される際には「Process01 Kind」，
「Process07 Name」，「Process15 Range」といった表示になります。

注※ 6
フォルダ名には，「PD_UPD」，「PD_UPDB」，「PI_UPI」，および「PI_UPIB」が表
示されます。

UserCommand ユーザーコマンドの絶対パスを指定する。絶対パ
スに指定できる文字列の最大長は 255バイト。
指定できる文字は，次の文字を除く，半角英数字
および半角記号。
|  <  >

フォルダ名 プロパティ名 説明
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付録 G　ファイルおよびディレクトリ一覧
付録 G　ファイルおよびディレクトリ一覧
ここでは，PFM - Agent for Platformのファイルおよびディレクトリ一覧を記載します。

Performance Managementのインストール先ディレクトリは，「/opt/jp1pc/」です。

PFM - Agent for Platformのファイルおよびディレクトリ一覧を次の表に示します。

表 G-1　PFM - Agent for Platformのファイルおよびディレクトリ一覧

ディレクトリ名 ファイル名 説明

/opt/jp1pc/agtu/ － PFM - Agent for Platform（UNIX）の
ルートディレクトリ

/opt/jp1pc/agtu/agent/ － Agent Collectorサービスのルートディ
レクトリ

evfile イベントファイル※ 1

evfile.model イベントファイルのモデルファイル※ 1

jpc_hostutil ホスト情報取得プログラム

jpc_process 64bitプロセス情報取得プログラム※ 2

jpcagt.ini※

3
Agent Collectorサービス起動情報ファ
イル

jpcagt.ini.m
odel

Agent Collectorサービス起動情報ファ
イルのモデルファイル

jpcagtu Agent Collectorサービス実行プログラ
ム

jpcapp※ 4 アプリケーション定義ファイル

wgfile ワークグループファイル

wgfile.model ワークグループファイルのモデルファイ
ル

/opt/jp1pc/agtu/agent/log/ － Agent Collectorサービス内部ログファ
イル格納ディレクトリ

/opt/jp1pc/agtu/agent/jpcuser/ － ユーザー独自のパフォーマンスデータ収
集機能用のルートディレクトリ

/opt/jp1pc/agtu/agent/jpcuser/ jpcuser ユーザー独自のパフォーマンスデータ収
集機能の実行プログラム

/opt/jp1pc/agtu/agent/jpcuser/ jpcuser.ini ユーザー独自のパフォーマンスデータ収
集機能の構成ファイル

/opt/jp1pc/agtu/agent/jpcuser/ core ユーザー独自のパフォーマンスデータ収
集機能の coreダンプファイル

/opt/jp1pc/agtu/agent/jpcuser/
debug/

－ jpucuserコマンドのデバッグログディ
レクトリ
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/opt/jp1pc/agtu/agent/jpcuser/
log/trace/

－ トレースログファイル（内部ログファイ
ル）格納ディレクトリ

/opt/jp1pc/agtu/agent/jpcuser/
log/public/

－ パブリックログファイル格納ディレクト
リ

/opt/jp1pc/agtu/agent/jpcuser/
userdata/

－ ユーザーデータファイルの出力ディレク
トリ

/opt/jp1pc/agtu/nls/ － メッセージカタログ格納ディレクトリ

/opt/jp1pc/agtu/store/ － Agent Storeサービスのルートディレク
トリ

*.DB パフォーマンスデータファイル

*.IDX パフォーマンスデータファイルのイン
デックスファイル

*.LCK パフォーマンスデータファイルのロック
ファイル

jpcsto.ini※

3
Agent Storeサービス起動情報ファイル

jpcsto.ini.m
odel

Agent Storeサービス起動情報ファイル
のモデルファイル

*.DAT データモデル定義ファイル

/opt/jp1pc/agtu/store/backup/ － 標準のデータベースバックアップ先ディ
レクトリ

/opt/jp1pc/agtu/store/partial/ － 標準のデータベース部分バックアップ先
ディレクトリ

/opt/jp1pc/agtu/store/dump/ － 標準のデータベースエクスポート先ディ
レクトリ

/opt/jp1pc/agtu/store/import/ － 標準のデータベースインポート先ディレ
クトリ

/opt/jp1pc/agtu/store/log/ － Agent Storeサービス内部ログファイル
格納ディレクトリ

/opt/jp1pc/agtu/store/STPD/ － PDデータベース固有のディレクトリ

/opt/jp1pc/agtu/store/STPI/ － PIデータベース固有のディレクトリ

/opt/jp1pc/agtu/store/STPL/ － PLデータベース固有のディレクトリ

/opt/jp1pc/auditlog/ － 動作ログファイルの標準の出力ディレク
トリ

jpcauditn.lo
g※ 5

動作ログファイル

/opt/jp1pc/setup/ － セットアップファイル格納ディレクトリ

jpcagtuu.Z PFM - Agent追加セットアップ用アーカ
イブファイル追加（UNIX）

ディレクトリ名 ファイル名 説明
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付録 G　ファイルおよびディレクトリ一覧
（凡例）
－：該当しない

注※ 1
Linuxの場合は，インストールされません。

注※ 2
HP-UX，AIX，Linuxの場合は，インストールされません。

注※ 3
同じディレクトリに拡張子が lckのファイルが生成されることがあります。これは
Performance Managementが内部で使用しているファイルです。変更および削除は
しないでください。
例：/opt/jp1pc/agtu/agent/jpcagt.ini の場合

/opt/jp1pc/agtu/agent/jpcagt.ini.lck

注※ 4
アプリケーション監視の設定を行っていない場合は，存在しません。

注※ 5
nは数値です。ログファイル数は，jpccomm.iniファイルで変更できます。

jpcagtuw.EXE PFM - Agent追加セットアップ用アーカ
イブファイル追加（Windows）

/opt/jp1pc/setup/alarm/ － アラームテーブル復旧用格納ディレクト
リ

UALARMxxxx アラームテーブル復旧用ファイル
xxxxはアラームテーブルのバージョン
です（例：8.10の場合 0810）。

/opt/jp1pc/setup/extract/ － セットアップファイル展開ディレクトリ

/opt/jp1pc/setup/update/ － バージョンアップ作業用ディレクトリ

/opt/jp1pc/setup/update/agtu/ － PFM - Agent for Platform（UNIX） バー
ジョンアップ作業用ディレクトリ

*.* PFM - Agent for Platform（UNIX） バー
ジョンアップ作業用ファイル

ディレクトリ名 ファイル名 説明
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付録 H　移行手順と移行時の注意事項
付録 H　移行手順と移行時の注意事項
PFM - Agent for Platformをバージョンアップするには，PFM - Agent for Platformを
上書きインストールします。インストールの操作の詳細については，「2.　インストール
とセットアップ」を参照してください。

また，旧バージョンの Performance Managementからの移行（07-50以前から 08-00以
降へのバージョンアップ）についての詳細は，マニュアル「JP1/Performance 
Management システム構築・運用ガイド」の付録を参照してください。

注意
• バージョンアップする際には，古いバージョンの PFM - Agent for Platformをア
ンインストールしないでください。アンインストールすると，古いバージョンで
作成したパフォーマンスデータなども一緒に削除されてしまうため，新しいバー
ジョンで使用できなくなります。

• PFM - Agent for Platformのプログラムを上書きインストールすると，次の項目が
自動的に更新されます。
・Agent Storeサービスの Storeデータベースファイル
・iniファイル
• バージョン 08-00以降の Performance Managementプログラムでは，Store実行
プログラム（Windowsの場合 jpcsto.exeおよび stpqlpr.exe，UNIXの場合
jpcstoおよび stpqlpr）の配置先が変更されています。PFM - Managerおよび
PFM - Agentを 08-00以降にバージョンアップする際に，旧配置先の Store実行
プログラムは削除されます。
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付録 I　バージョン互換
付録 I　バージョン互換
PFM - Agentには，製品のバージョンのほかに，データモデルのバージョンがあります。

PFM - Agentをバージョンアップしたときに，データモデルもバージョンアップされま
す。データモデルは，上位互換を保っているため，古いバージョンで定義したレポート
の定義やアラームの定義は，新しいバージョンのデータモデルでも使用できます。

PFM - Agent for Platformのバージョンの対応を次の表に示します。

表 I-1　PFM - Agent for Platformのバージョン対応表

PFM - Agent for Platformの場合，PFM - Web Consoleの画面の［アラーム階層］に，
使用中の Performance Managementシステムにはないバージョンのアラームテーブルが
表示されることがあります。Performance Managementシステムで使用しているソ
リューションセットのアラームテーブルのバージョンおよびバージョンの互換性をご確
認の上，使用してください。

バージョン互換については，マニュアル「JP1/Performance Management システム構
築・運用ガイド」の，付録に記載されているバージョン互換を参照してください。

PFM - Agent for Platformの
バージョン

データモデルのバージョン ソリューションセットのア
ラームテーブルのバージョン

06-70 3.0 6.70

07-00 4.0 7.00

07-10 5.0 7.10

07-50 5.0 7.50

5.1

08-00 6.0 8.00

08-10 7.0 8.10

08-11 7.2 8.11

08-50 7.4 8.50
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付録 J　動作ログの出力
付録 J　動作ログの出力
Performance Managementの動作ログとは，システム負荷などのしきい値オーバーに関
するアラーム機能と連動して出力される履歴情報です。

例えば，しきい値オーバーなどの異常が発生したことを示すアラーム発生時に，いつ，
どのサービスがアラームを発生させたのかを示す情報が動作ログに出力されます。

動作ログは，PFM - Managerまたは PFM - Baseが 08-10以降の場合に出力できます。

動作ログは，CSV形式で出力されるテキストファイルです。定期的に保存して表計算ソ
フトで加工することで，分析資料として利用できます。

動作ログは，jpccomm.iniの設定によって出力されるようになります。ここでは，

PFM - Agentおよび PFM - Baseが出力する動作ログの出力内容と，動作ログを出力す
るための設定方法について説明します。

付録 J.1　動作ログに出力される事象の種別
動作ログに出力される事象の種別および PFM - Agentおよび PFM - Baseが動作ログを
出力する契機を次の表に示します。事象の種別とは，動作ログに出力される事象を分類
するための，動作ログ内での識別子です。

表 J-1　動作ログに出力される事象の種別

付録 J.2　動作ログの保存形式
ここでは，動作ログのファイル保存形式について説明します。

動作ログは規定のファイル（カレント出力ファイル）に出力され，満杯になった動作ロ
グは別のファイル（シフトファイル）として保存されます。動作ログのファイル切り替
えの流れは次のとおりです。

1. 動作ログは，カレント出力ファイル「jpcaudit.log」に順次出力されます。
2. カレント出力ファイルが満杯になると，その動作ログはシフトファイルとして保存さ

事象の種別 説明 PFM - Agentおよび PFM - Baseが出力
する契機

StartStop ソフトウェアの起動と終了を示す事象。 • PFMサービスの起動・停止
• スタンドアロンモードの開始・終了

ExternalService JP1製品と外部サービスとの通信結果
を示す事象。
異常な通信の発生を示す事象。

PFM - Managerとの接続状態の変更

ManagementActio
n

プログラムの重要なアクションの実行
を示す事象。
ほかの監査カテゴリーを契機にアク
ションが実行されたことを示す事象。

自動アクションの実行
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付録 J　動作ログの出力
れます。
シフトファイル名は，カレント出力ファイル名の末尾に数値を付加した名称です。シ
フトファイルの名称は，カレント出力ファイルが満杯になるたびにそれぞれ「ファイ
ル名末尾の数値 +1」へ変更されます。つまり，ファイル末尾の数値が大きいほど，
古いログファイルとなります。

例
カレント出力ファイル「jpcaudit.log」が満杯になると，その内容はシフト

ファイル「jpcaudit1.log」へ保管されます。

カレント出力ファイル名が再び満杯になると，そのログは「jpcaudit1.log」

へ移され，既存のシフトファイル「jpcaudit1.log」は「jpcaudit2.log」

へリネームされます。
なお，ログファイル数が保存面数（jpccomm.iniファイルで指定）を超えると，い

ちばん古いログファイルから削除されます。
3. カレント出力ファイルが初期化され，新たな動作ログが書き込まれます。

動作ログの出力要否，出力先および保存面数は，jpccomm.iniファイルで設定します。

jpccomm.iniファイルの設定方法については，「付録 J.4　動作ログを出力するための
設定」を参照してください。

付録 J.3　動作ログの出力形式
Performance Managementの動作ログには，監査事象に関する情報が出力されます。動
作ログは，ホストごとに 1ファイル出力されます。動作ログの出力先ホストは次のよう
になります。

• サービスを実行した場合：実行元サービスが動作するホストに出力
• コマンドを実行した場合：コマンドを実行したホストに出力

動作ログの出力形式，出力先，出力項目について次に説明します。

（1） 出力形式

（2） 出力先

/opt/jp1pc/auditlog/

動作ログの出力先は，jpccomm.iniファイルで変更できます。jpccomm.iniファイル

の設定方法については，「付録 J.4　動作ログを出力するための設定」を参照してくださ
い。

（3） 出力項目

出力項目には二つの分類があります。

CALFHM x.x,出力項目1=値1,出力項目2=値2,…,出力項目n=値n
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付録 J　動作ログの出力
●共通出力項目
動作ログを出力する JP1製品が共通して出力する項目です。

●固有出力項目
動作ログを出力する JP1製品が任意に出力する項目です。

（a）共通出力項目

共通出力項目に出力される値と項目の内容を次の表に示します。なお，この表は PFM - 
Managerが出力する項目や内容も含みます。

表 J-2　動作ログの共通出力項目

項
番

出力項目 値 内容

項目名 出力される
属性名

1 共通仕様識
別子

－ CALFHM 動作ログフォーマット
であることを示す識別
子

2 共通仕様リ
ビジョン番
号

－ x.x 動作ログを管理するた
めのリビジョン番号

3 通番 seqnum 通し番号 動作ログレコードの通
し番号

4 メッセージ
ID

msgid KAVExxxxx-x 製品のメッセージ ID

5 日付・時刻 date YYYY-MM-DDThh:mm:ss.sssTZD※ 動作ログの出力日時お
よびタイムゾーン

6 発生プログ
ラム名

progid JP1PFM 事象が発生したプログ
ラムのプログラム名

7 発生コン
ポーネント
名

compid サービス ID 事象が発生したコン
ポーネント名

8 発生プロセ
ス ID

pid プロセス ID 事象が発生したプロセ
スのプロセス ID

9 発生場所 ocp:host • ホスト名
• IPアドレス

事象が発生した場所

10 事象の種別 ctgry • StartStop

• Authentication

• ConfigurationAccess

• ExternalService

• AnomalyEvent

• ManagementAction

動作ログに出力される
事象を分類するための
カテゴリー名

11 事象の結果 result • Success（成功）
• Failure（失敗）
• Occurrence（発生）

事象の結果
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付録 J　動作ログの出力
（凡例）
－：なし。

注※
Tは日付と時刻の区切りです。

TZDはタイムゾーン指定子です。次のどれかが出力されます。
+hh:mm：UTCから hh:mmだけ進んでいることを示す。
-hh:mm：UTCから hh:mmだけ遅れていることを示す。
Z：UTCと同じであることを示す。

（b）固有出力項目

固有出力項目に出力される値と項目の内容を次の表に示します。なお，この表は PFM - 
Managerが出力する項目や内容も含みます。

表 J-3　動作ログの固有出力項目

12 サブジェク
ト識別情報

subj:pid プロセス ID 次のどれかの情報
• ユーザー操作に
よって動作するプ
ロセス ID

• 事象を発生させた
プロセス ID

subj:uid アカウント識別子（PFMユーザー /JP1
ユーザー）

• 事象を発生させた
ユーザー名

subj:eui
d

実効ユーザー ID（OSユーザー） • ユーザーに 1：1で
対応づけられた識
別情報

項
番

出力項目 値 内容

項目名 出力される
属性名

1 オブジェク
ト情報

obj • PFM - Agentのサービス
ID

• 追加，削除，更新された
ユーザー名（PFMユー
ザー）

操作の対象

obj:table アラームテーブル名

obj:alarm アラーム名

項
番

出力項目 値 内容

項目名 出力される
属性名
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付録 J　動作ログの出力
固有出力項目は，出力契機ごとに出力項目の有無や内容が異なります。出力契機ごとに，
メッセージ IDと固有出力項目の内容を次に説明します。

● PFMサービスの起動・停止（StartStop）
• 出力ホスト：該当するサービスが動作しているホスト
• 出力コンポーネント：起動・停止を実行する各サービス

2 動作情報 op • Start（起動）
• Stop（停止）
• Add（追加）
• Update（更新）
• Delete（削除）
• Change Password（パ
スワード変更）

• Activate（有効化）
• Inactivate（無効化）
• Bind（バインド）
• Unbind（アンバインド）

事象を発生させた動作情報

3 権限情報 auth • 管理者ユーザー
Management

• 一般ユーザー
Ordinary

• Windows
Administrator

• UNIX
SuperUser

操作したユーザーの権限情報

auth:mode • PFM認証モード
pfm

• JP1認証モード
jp1

• OSユーザー
os

操作したユーザーの認証モード

4 出力元の場
所

outp:host PFM - Managerのホスト名 動作ログの出力元のホスト

5 指示元の場
所

subjp:hos
t

• ログイン元ホスト名
• 実行ホスト名
（jpcalarmコマンド実
行時だけ）

操作の指示元のホスト

6 自由記述 msg メッセージ アラーム発生時，および自動ア
クションの実行時に出力される
メッセージ

項
番

出力項目 値 内容

項目名 出力される
属性名
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付録 J　動作ログの出力
● スタンドアロンモードの開始・終了（StartStop）
• 出力ホスト：PFM - Agentホスト
• 出力コンポーネント：Agent Collectorサービス，Agent Storeサービス

注 1　固有出力項目は出力されない。
注 2　PFM - Agentの各サービスは，起動時に PFM - Managerホストに接続し，ノード情報の登
録，最新のアラーム定義情報の取得などを行う。PFM - Managerホストに接続できない場合，稼働
情報の収集など一部の機能だけが有効な状態（スタンドアロンモード）で起動する。その際，スタ
ンドアロンモードで起動することを示すため，KAVE03002-Iが出力される。その後，一定期間ごと
に PFM - Managerへの再接続を試み，ノード情報の登録，定義情報の取得などに成功すると，スタ
ンドアロンモードから回復し，KAVE03003-Iが出力される。この動作ログによって，
KAVE03002-Iと KAVE03003-Iが出力されている間は，PFM - Agentが不完全な状態で起動してい
ることを知ることができる。

● PFM - Managerとの接続状態の変更（ExternalService）
• 出力ホスト：PFM - Agentホスト
• 出力コンポーネント：Agent Collectorサービス，Agent Storeサービス

注 1　固有出力項目は出力されない。
注 2　Agent Storeサービスは，PFM - Managerへのイベント送信に失敗すると，イベントの
キューイングを開始し，以降はイベントごとに最大 3件がキューにためられる。KAVE03300-Iは，
イベント送信に失敗し，キューイングを開始した時点で出力される。PFM - Managerとの接続が回
復したあと，キューイングされたイベントの送信が完了した時点で，KAVE03301-Iが出力される。
この動作ログによって，KAVE03300-Iと KAVE03301-Iが出力されている間は，PFM - Manager
へのイベント送信がリアルタイムでできていなかった期間と知ることができる。
注 3　Agent Collectorサービスは，通常，Agent Storeサービスを経由して PFM - Managerにイベ
ントを送信する。何らかの理由で Agent Storeサービスが停止している場合だけ，直接 PFM - 
Managerにイベントを送信するが，失敗した場合に KAVE03300-Iが出力される。この場合，

項目名 属性名 値

メッセージ ID msgid 起動：KAVE03000-I
停止：KAVE03001-I

動作情報 op 起動：Start

停止：Stop

項目名 属性名 値

メッセージ ID msgid スタンドアロンモードを開始：KAVE03002-I
スタンドアロンモードを終了：KAVE03003-I

項目名 属性名 値

メッセージ ID msgid PFM - Managerへのイベントの送信に失敗（キューイン
グを開始）：KAVE03300-I
PFM - Managerへのイベントの再送が完了：
KAVE03301-I
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付録 J　動作ログの出力
キューイングを開始しないため，KAVE03301-Iは出力されない。この動作ログによって，PFM - 
Managerに送信されなかったイベントがあることを知ることができる。

● 自動アクションの実行（ManagementAction）
• 出力ホスト：アクションを実行したホスト
• 出力コンポーネント：Action Handlerサービス

注　コマンド実行プロセスの生成に成功した時点で KAVE03500-Iが出力される。その後，コマン
ドが実行できたかどうかのログ，および実行結果のログは，動作ログには出力されない。

（4） 出力例

動作ログの出力例を次に示します。

CALFHM 1.0, seqnum=1, msgid=KAVE03000-I, 
date=2007-01-18T22:46:49.682+09:00,
progid=JP1PFM, compid=TA1host01, pid=2076,
ocp:host=host01, ctgry=StartStop, result=Occurrence,
subj:pid=2076,op=Start

付録 J.4　動作ログを出力するための設定
動作ログを出力するための設定は，jpccomm.iniファイルで定義します。設定しない場

合，動作ログは出力されません。動作ログを出力するための設定内容とその手順につい
て次に示します。

（1） 設定手順

動作ログを出力するための設定手順を次に示します。

1. ホスト上の全 PFMサービスを停止させる。
2. テキストエディターなどで，jpccomm.iniファイルを編集する。
3. jpccomm.iniファイルを保存して閉じる。

（2） jpccomm.iniファイルの詳細

jpccomm.iniファイルの詳細について説明します。

（a）格納先ディレクトリ

/opt/jp1pc/

項目名 属性名 値

メッセージ ID msgid コマンド実行プロセス生成に成功：KAVE03500-I
コマンド実行プロセス生成に失敗：KAVE03501-W
E-mail送信に成功：KAVE03502-I
E-mail送信に失敗：KAVE03503-W

自由記述 msg コマンド実行：cmd=実行したコマンドライン
E-mail送信：mailto=送信先メールアドレス
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付録 J　動作ログの出力
（b）形式

jpccomm.iniファイルには，次の内容を定義します。

• 動作ログの出力の有無
• 動作ログの出力先
• 動作ログの保存面数
• 動作ログのファイルサイズ

指定形式は次のとおりです。

"項目名 "=値

設定項目を次の表に示します。

表 J-4　jpccomm.iniファイルで設定する項目および初期値

項番 項目 説明

1 [Action Log 
Section]

セクション名です。変更はできません。

2 Action Log Mode 動作ログを出力するかどうかを指定します。この項目の設定は省略
できません。
• 初期値

0（出力しない）
• 指定できる値

0（出力しない），1（出力する）
これ以外の値を指定すると，エラーメッセージが出力され，動作
ログは出力されません。

3 Action Log Dir 動作ログの出力先を指定します。
制限長を超えるパスを設定した場合や，ディレクトリへのアクセス
が失敗した場合は，共通ログにエラーメッセージが出力され，動作
ログは出力されません。
• 初期値
省略

• 省略した場合に適用される値（デフォルト値）
/opt/jp1pc/auditlog/

• 初期値
/opt/jp1pc/auditlog/

• 指定できる値
1～ 185バイトの文字列

4 Action Log Num ログファイルの総数の上限（保存面数）を指定します。カレント出
力ファイルとシフトファイルの合計を指定してください。
• 初期値
省略

• 省略した場合に適用される値（デフォルト値）
5

• 指定できる値
2～ 10の整数

数値以外の文字列を指定した場合，エラーメッセージが出力され，
デフォルト値である 5が設定されます。
範囲外の数値を指定した場合，エラーメッセージを出力し，指定値
に最も近い 2～ 10の整数値が設定されます。
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付録 J　動作ログの出力
5 Action Log Size ログファイルのサイズをキロバイト単位で指定します。
• 初期値
省略

• 省略した場合に適用される値（デフォルト値）
2048

• 指定できる値
512～ 2096128の整数

数値以外の文字列を指定した場合，エラーメッセージが出力され，
デフォルト値である 2048が設定されます。
範囲外の数値を指定した場合，エラーメッセージが出力され，指定
値に最も近い 512～ 2096128の整数値が設定されます。

項番 項目 説明
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付録 K　各バージョンの変更内容
付録 K　各バージョンの変更内容

付録 K.1　08-11の変更内容
● Linuxのメモリー使用量を監視できる機能を追加しました。これに伴い，次のフィー
ルドを追加しました。

● jpcuserコマンドで，複数のユーザー作成データを一つのユーザーデータファイルに

まとめる機能を追加しました。

● PFM - Agent for Platformの適用 OSにHP-UX 11i V3(IPF)を追加しました。

●次のメッセージを追加しました。
KAVF10950-W，KAVF10951-W，KAVF10983-E，KAVF10984-E，KAVF10985-E，
KAVF10986-W，KAVF10987-W，KAVF10988-W，KAVF10989-W，
KAVF10990-W，KAVF10991-W，KAVF10992-W，KAVF10993-W，
KAVF10994-W，KAVF10995-W，KAVF10996-W，KAVF10997-W，KAVF10998-W

●メモリー所要量の見積もり式を変更しました。

●ソリューションセットのアラームテーブルのバージョンを 8.10から 8.11に変更しま
した。

●データモデルのバージョンを 7.0から 7.2に変更しました。

付録 K.2　08-10の変更内容
● PFM - Agent for Platformを使ったパフォーマンスの監視例を追加しました。

● Storeバージョン 1.0から Storeバージョン 2.0にバージョンアップする方法を追加し
ました。

●動作ログを出力する機能を追加しました。

レコード名 フィールド名

System Summary Overview（PI）レコード Buffers Mem %
（BUFFERS_MEM_PERCENT）

Buffers Mem Mbytes
（BUFFERS_MEM_MBYTES）

Cache Mem %（CACHE_MEM_PERCENT）

Cache Mem Mbytes
（CACHE_MEM_MBYTES）

Effective Free Mem %
（EFFECTIVE_FREE_MEM_PERCENT）

Effective Free Mem Mbytes
（EFFECTIVE_FREE_MEM_MBYTES）
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付録 K　各バージョンの変更内容
●パフォーマンスデータの格納先を変更するコマンドの情報を追加しました。

●アプリケーションの稼働・非稼働情報を収集できる機能を追加しました。これに伴い，
次のレコードを追加しました。
Application Summary（PD_APP）

● PFM - Agent for Platform製品で提供されていない情報や，マシンや環境固有の情報
などの，ユーザー独自のパフォーマンスデータを収集できる機能を追加しました。こ
れに伴い，次のレコードを追加しました。
User Data Detail（PD_UPD）レコード，User Data Detail - Extended（PD_UPDB）
レコード，User Data Interval（PI_UPI）レコード，User Data Interval - Extended
（PI_UPIB）レコード

●データモデルのバージョンを 6.0から 7.0に変更し，次のフィールドの形式を変更し
ました。

●次のメッセージを追加しました。
KAVF10105-W，KAVF10106-W，KAVF10107-W，KAVF10901-W，
KAVF10902-W，KAVF10904-W，KAVF10905-W，KAVF10906-W，
KAVF10907-W，KAVF10908-W，KAVF10909-W，KAVF10910-W，
KAVF10911-W，KAVF10912-W，KAVF10913-W，KAVF10914-W，
KAVF10915-W，KAVF10916-E，KAVF10917-E，KAVF10919-E，KAVF10920-E，
KAVF10923-E，KAVF10924-E，KAVF10925-E，KAVF10926-E，KAVF10927-E，
KAVF10928-E，KAVF10929-E，KAVF10930-E，KAVF10931-E，KAVF10932-E，
KAVF10935-E，KAVF10941-E，KAVF10943-E，KAVF10948-I，KAVF10952-E，
KAVF10953-W，KAVF10954-W，KAVF10982-E

● jpcrasコマンドで採取する Performance Managementの情報を追加しました。

●メモリー所要量，およびディスク占有量の見積もり式を変更しました。

●次のプロパティを追加しました。

レコード名 フィールド名

File System Detail - Local （PD_FSL）レコード Total Inodes
（TOTAL_NUMBER_OF_INODES）

Total Inodes Available
（TOTAL_INODES_AVAILABLE）

Total Inodes Free
（TOTAL_INODES_FREE）

Total Inodes Rsvd
（TOTAL_INODES_RESERVED）

Total Inodes in Use
（TOTAL_INODES_IN_USE）
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付録 K　各バージョンの変更内容
●ソリューションセットのアラームテーブルのバージョンを 8.00から 8.10に変更しま
した。

●仮想化システム上での PFM - Agent for Platformの運用方法を追加しました。

付録 K.3　08-00の変更内容
●製品名を JP1/Performance Management - Agent Option for Platformに変更しまし
た。

●対象製品に PFM - Web Consoleおよび PFM - Baseを追加しました。

●対象製品から PFM - Viewを削除しました。

● PFM - Agent for Platformが動作する OSおよび監視対象プログラムが Solaris 10，
Linux AS 4(x86)，Linux ES 4(x86)，Linux AS 4(AMD64 & Intel EM64T)，Linux ES 
4(AMD64 & Intel EM64T)，および Linux AS 4(IPF)になりました。

●ワークグループファイルの指定方法を拡張しました。

●ソリューションセットのアラームテーブルのバージョンを 7.50から 8.00に変更しま
した。

●ソリューションセットのレポートの変更内容を次の表に示します。

サービス名 プロパティ

Agent Store Period (Day)

Period - Day Drawer (Week)

Period - Hour Drawer (Day)

Period - Minute Drawer (Day)

Period - Month Drawer (Month)

Period - Week Drawer (Week)

Period - Year Drawer (Year)

Agent Collector ADD AN APPLICATION MONITORING 
SETTING

DELETE AN APPLICATION MONITORING 
SETTING

Process[01-15] Kind

Process[01-15] Name

Process[01-15] Range

User Defined Record DataMaxCount

レポート名 追加・変更機能

NFS Client Detailレポート 予約レポートにした。
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付録 K　各バージョンの変更内容
●データモデルのバージョンを 5.1から 6.0に変更しました。変更内容を次に示します。
• 次のレコードを予約レコードにしました。

IPC Summary（PD_IPCS）レコード，Message Queue Detail（PD_MSQD）レ
コード，NFS Client Detail（PI_NCD）レコード，NFS Client Overview
（PI_NCO）レコード，NFS Server Detail（PI_NSD）レコード，NFS Server 
Overview（PI_NSO）レコード，Quotas（PD_UFSQ）レコード，Semaphore 
Detail（PD_SEMD）レコード，Shared Memory Detail（PD_SHMD）レコード，
Tape Device Summary（PD_TAPS）レコード，User File System Storage
（PD_UFSS）レコード
• 注意を変更または追加しました。

CPU - Per Processor Detail（PI_CPUP）レコード，Device Detail（PI_DEVD）レ
コード，Device Summary（PI_DEVS）レコード，File System Detail - Local
（PD_FSL）レコード，Network Interface Detail（PI_NIND）レコード，Process 
Detail（PD）レコード，Process Detail Interval（PD_PDI）レコード，Program 
Summary（PD_PGM）レコード，Terminal Summary（PD_TERM）レコード，
User Summary（PD_USER）レコード

• フィールドを追加しました。

• Workgroup Summary（PI_WGRP）レコードのレコードサイズを変更しました。

●メッセージ KAVF10600-Wを追加しました

付録 K.4　07-50の変更内容
● PFM - Agent for Platformが動作する OSおよび監視対象プログラムに Linux AS 

3(IPF)を追加しました。

● PFM - Agent for Platformが動作する OSおよび監視対象プログラムから Linux AS 
2.1を削除しました。

● PFM - Agent for Platformが出力する共通メッセージログの保存方法として「ラップ
ラウンドファイル（jpclogw）方式」を追加し，次の二つの方式から選択できるように
しました。
• シーケンシャルファイル（jpclog）方式（従来方式）
• ラップラウンドファイル（jpclogw）方式

NFS Server Detailレポート

レコード名 フィールド名

Workgroup Summary（PI_WGRP）レコード Argument Listsフィールド

CPU % Eachフィールド

レポート名 追加・変更機能
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付録 K　各バージョンの変更内容
● Performance Managementのサービスのステータスを管理するための「Status 
Serverサービス」を追加しました。

●メモリー所要量，ディスク占有量を 07-50に合わせて更新しました。

●アラームのソリューションセットのバージョンを 7.10から 7.50に変更しました。

●データモデルのバージョンを 5.0から 5.1に変更しました。
変更内容を次の表に示します。

レコード名 フィールド名 変更内容

Device Summary
（PI_DEVS）

I/O Mbytes（TOTAL_IO_MBYTES） 形式

File System Detail - Local
（PD_FSL）

Available Space Blocks
（TOTAL_BLOCKS_AVAILABLE）

Available Space Mbytes
（TOTAL_MBYTES_AVAILABLE）

Block Size（BLOCKSIZE）

Blocks Free（TOTAL_BLOCKS_FREE）

Blocks in Use
（TOTAL_BLOCKS_IN_USE）

Mbytes Free（TOTAL_MBYTES_FREE）

Mbytes Rsvd
（TOTAL_MBYTES_RESERVED）

Mbytes in Use
（TOTAL_MBYTES_IN_USE）

Total Size Blocks
（TOTAL_SIZE_IN_BLOCKS）

Total Size Mbytes
（TOTAL_SIZE_IN_MBYTES）

File System Detail - 
Remote（PD_FSR）

Available Blocks
（TOTAL_BLOCKS_AVAILABLE）

Available Space Mbytes
（TOTAL_MBYTES_AVAILABLE）

Block Size（BLOCKSIZE）

Blocks Free（TOTAL_BLOCKS_FREE）

Blocks in Use
（TOTAL_BLOCKS_IN_USE）

Host（HOSTNAME）

Mbytes Free（TOTAL_MBYTES_FREE）

Mbytes Rsvd
（TOTAL_MBYTES_RESERVED）
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Mbytes in Use
（TOTAL_MBYTES_IN_USE）

Mbytes Rsvd
（TOTAL_MBYTES_RESERVED）

Total Size Blocks
（TOTAL_SIZE_IN_BLOCKS）

Total Size Mbytes
（TOTAL_SIZE_IN_MBYTES）

IPC Summary
（PD_IPCS）

Max Shared Mem Size（SHMMAX）

Shared Mem Alloc（SHRSEGTOTAL）

Network Interface Detail
（PI_NIND）

Network Name（NETWORK_NAME）

Process Detail（PD） Program（PROGRAM_NAME）

Program/PID（PROGRAM_PID）

Process Detail Interval
（PD_PDI）

Program（PROGRAM_NAME）

Program Summary
（PD_PGM）

Program（PROGRAM_NAME）

Quotas（PD_UFSQ） File Name（QUOTA_FILENAME）

Shared Memory Detail
（PD_SHMD）

Segment Size（SEGSZ）

User File System Storage
（PD_UFSS）

File System Size Mbytes
（FILESYSTEM_SIZE_IN_MBYTES）

Mbytes in Use（MBYTES_IN_USE）

Device Summary
（PI_DEVS）

－ レコードサイズ

File System Detail - Local
（PD_FSL）

－

File System Detail - 
Remote（PD_FSR）

－

IPC Summary
（PD_IPCS）

－

Network Interface Detail
（PI_NIND）

－

Process Detail（PD） －

Process Detail Interval
（PD_PDI）

－

Program Summary
（PD_PGM）

－

レコード名 フィールド名 変更内容
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（凡例）
－：該当しない。

付録 K.5　07-10の変更内容
● PFM - Agent for Platformが動作する OSおよび監視対象プログラムにHP-UX(IPF)
を追加しました。

● PFM - Agent for Platformが動作する OSおよび監視対象プログラムに Linux AS 2.1
を追加しました。

● PFM - Agent for Platformが動作する OSおよび監視対象プログラムに Linux AS 
3(x86)，Linux ES 3(x86)を追加しました。

● Performance Managementシステムで，PFM - Agent for Platformのデータモデル
バージョンを更新するため，PFM - Agent for Platformのセットアップを追加しまし
た。

●ソリューションセットのアラームテーブルのバージョンを 7.00から 7.10に変更しま
した。

●データモデルのバージョンを 4.0から 5.0に変更しました。変更内容を次の表に示し
ます。
• 追加

●次のメッセージを追加しました。
KAVF10150-W，KAVF10205-W，KAVF10206-W，KAVF10301-W，
KAVF10500-W，KAVF10501-W，KAVF10502-W，KAVF10503-W

Quotas（PD_UFSQ） －

Shared Memory Detail
（PD_SHMD）

－

User File System Storage
（PD_UFSS）

－

レコード名 フィールド名

CPU - Per Process Detail（PI_CPUP） CPU %
（KERNELMODE_USERMODE_PERCENT）

Device Detail（PI_DEVD） Busy %（BUSY_PERCENT）

Total Busy Time（TOTAL_BUSY_TIME）

Device Summary（PI_DEVS） Busy %（BUSY_PERCENT）

Total Busy Time（TOTAL_BUSY_TIME）

レコード名 フィールド名 変更内容
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付録 K　各バージョンの変更内容
付録 K.6　07-00の変更内容
●複数 LAN接続機能をサポートしました。

●アラームのソリューションセットのバージョンを 6.70から 7.00に変更しました。

●データモデルのバージョンを 3.0から 4.0に変更しました。変更内容を次の表に示し
ます。
• 追加

• 変更

（凡例）
－：該当しない。

●スタンドアロンモードで PFM - Agentを起動する機能をサポートしました。

●インストール時の障害を出力するインストールログファイルを追加しました。

● Storeサービス起動時に実行していた Storeデータベースのインデックスファイルの
作成処理を，バージョンアップインストール時，またはデータベースのリストア時に
実行するように変更しました。

●次のプロパティを追加しました。

●次のプロパティを削除しました。

●次のメッセージを追加しました。

レコード名 ODBCキーフィールド

Message Queue Detail（PD_MSQD） PD_MSQD_ID

Shared Memory Detail（PD_SHMD） PD_SHMD_ID

レコード名 フィールド名 変更内容

Logged Messages
（PL_MESS）

Message Text
（MESSAGE_TEXT）

形式

System Summary Overview
（PI）

－ 変更可否

サービス名 プロパティ

Agent Collector Data Model Version

サービス名 プロパティ

Agent Store Copyright以下すべて
Network Services下の Version

Agent Collector Network Services下の Version
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KAVF10204-W
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付録 L　用語解説
付録 L　用語解説

（英字）

Action Handler
PFM - Managerまたは PFM - Baseのサービスの一つです。アクションを実行するサービスのこと
です。

Agent Collector
PFM - Agentのサービスの一つです。パフォーマンスデータを収集したり，アラームに設定された
しきい値で，パフォーマンスデータを評価したりするサービスのことです。

Agent Store
PFM - Agentのサービスの一つです。パフォーマンスデータを格納するサービスのことです。Agent 
Storeサービスは，パフォーマンスデータの記録のためにデータベースを使用します。各 PFM - 
Agentに対応して，各 Agent Storeサービスがあります。

Correlator
PFM - Managerのサービスの一つです。サービス間のイベント配信を制御するサービスのことで
す。アラームの状態を評価して，しきい値を超過するとアラームイベントおよびエージェントイベ
ントを，Trap Generatorサービスおよび PFM - Web Consoleに送信します。

Master Manager
PFM - Managerのサービスの一つです。PFM - Managerのメインサービスのことです。

Master Store
PFM - Managerのサービスの一つです。各 PFM - Agentから発行されたアラームイベントを管理す
るサービスのことです。Master Storeサービスはイベントデータの保持のためにデータベースを使
用します。

Name Server
PFM - Managerのサービスの一つです。システム内のサービス構成情報を管理するサービスのこと
です。

ODBCキーフィールド
PFM - Managerまたは PFM - Baseで，SQLを使用して Storeデータベースに格納されているレ
コードのデータを利用する場合に必要な ODBCキーフィールドを示します。ODBCキーフィールド
には，各レコード共通のものと各レコード固有のものとがあります。

PDレコードタイプ
→「Product Detailレコードタイプ」を参照してください。

Performance Management
システムのパフォーマンスに関する問題を監視および分析するために必要なソフトウェア群の総称
です。Performance Managementは，次の四つのプログラムプロダクトで構成されます。
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付録 L　用語解説
• PFM - Manager
• PFM - Web Console
• PFM - Base
• PFM - Agent

PFM - Agent
Performance Managementを構成するプログラムプロダクトの一つです。PFM - Agentは，システ
ム監視機能に相当し，監視対象となるアプリケーション，データベース，OSによって，各種の
PFM - Agentがあります。PFM - Agentには，次の機能があります。
• 監視対象のパフォーマンスの監視
• 監視対象のデータの収集および記録

PFM - Base
Performance Managementを構成するプログラムプロダクトの一つです。Performance 
Managementの稼働監視を行うための基盤機能を提供します。PFM - Agentを動作させるための前
提製品です。PFM - Baseには，次の機能があります。
• 各種コマンドなどの管理ツール
• Performance Managementと他システムとの連携に必要となる共通機能

PFM - Manager
Performance Managementを構成するプログラムプロダクトの一つです。PFM - Managerは，マ
ネージャー機能に相当し，次の機能があります。
• Performance Managementのプログラムプロダクトの管理
• イベントの管理

PFM - Manager名
PFM - Managerで，SQLを使用して Storeデータベースに格納されているフィールドのデータを利
用する場合，SQL文で記述するフィールド名のことです。

PFM - View名
PFM - Web Consoleの GUIで表示されるフィールド名のことです。

PFM - Web Console
Performance Managementを構成するプログラムプロダクトの一つです。ブラウザーで
Performance Managementシステムを一元的に監視するためWebアプリケーションサーバの機能
を提供します。PFM - Web Consoleには，次の機能があります。
• GUIの表示
• 統合監視および管理機能
• レポートの定義およびアラームの定義

PIレコードタイプ
→「Product Intervalレコードタイプ」を参照してください。

PLレコードタイプ
→「Product Logレコードタイプ」を参照してください。
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Product Detailレコードタイプ
現在起動しているプロセスの詳細情報など，ある時点でのシステムの状態を示すパフォーマンス
データが格納されるレコードタイプのことです。PDレコードタイプは，次のような，ある時点での
システムの状態を知りたい場合に使用します。
• システムの稼働状況
• 現在使用しているファイルシステム容量

Product Intervalレコードタイプ
1分ごとのプロセス数など，ある一定の時間（インターバル）ごとのパフォーマンスデータが格納さ
れるレコードタイプのことです。PIレコードタイプは，次のような，時間の経過に伴うシステムの
状態の変化や傾向を分析したい場合に使用します。
• 一定時間内に発生したシステムコール数の推移
• 使用しているファイルシステム容量の推移

Product Logレコードタイプ
UNIX上で実行されているアプリケーションまたはデータベースのログ情報が格納されるレコード
タイプのことです。

Storeデータベース
Agent Collectorサービスが収集したパフォーマンスデータが格納されるデータベースのことです。

Trap Generator
PFM - Managerのサービスの一つです。SNMPトラップを発行するサービスのことです。

（ア行）

アクション
監視するデータがしきい値に達した場合に，Performance Managementによって自動的に実行され
る動作のことです。次の動作があります。
• Eメールの送信
• コマンドの実行
• SNMPトラップの発行
• JP1イベントの発行

アラーム
監視するデータがしきい値に達した場合のアクションやイベントメッセージを定義した情報のこと
です。

アラームテーブル
次の情報を定義した一つ以上のアラームをまとめたテーブルです。
• 監視するオブジェクト（Process，TCP，WebServiceなど）
• 監視する情報（CPU使用率，1秒ごとの受信バイト数など）
• 監視する条件（しきい値）

インスタンス
このマニュアルでは，インスタンスという用語を次のように使用しています。
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• レコードの記録形式を示す場合
1行で記録されるレコードを「単数インスタンスレコード」，複数行で記録されるレコードを「複
数インスタンスレコード」，レコード中の各行を「インスタンス」と呼びます。

• PFM - Agentの起動方式を示す場合
同一ホスト上の監視対象を一つのエージェントで監視する方式のエージェントを「シングルイン
スタンスエージェント」と呼びます。これに対して監視対象がマルチインスタンスをサポートす
る場合，監視対象のインスタンスごとにエージェントで監視する方式のエージェントを「マルチ
インスタンスエージェント」と呼びます。マルチインスタンスエージェントの各エージェントを
「インスタンス」と呼びます。

エージェント
パフォーマンスデータを収集する PFM - Agentのサービスのことです。

（カ行）

管理ツール
サービスの状態の確認やパフォーマンスデータを操作するために使用する各種のコマンドまたは
GUI上の機能のことです。次のことができます。
• サービスの構成および状態の表示
• パフォーマンスデータの退避および回復
• パフォーマンスデータのテキストファイルへのエクスポート
• パフォーマンスデータの消去

（サ行）

サービス ID
Performance Managementプログラムのサービスに付加された，一意の IDのことです。コマンド
を使用して Performance Managementのシステム構成を確認する場合，または個々のエージェント
のパフォーマンスデータをバックアップする場合などは，Performance Managementプログラムの
サービス IDを指定してコマンドを実行します。サービス IDは，次の四つから構成されます。
• プロダクト ID
• 機能 ID
• インスタンス番号
• デバイス ID

スタンドアロンモード
PFM - Agent単独で起動している状態のことです。PFM - ManagerのMaster Managerサービスお
よび Name Serverサービスが，障害などのため起動できない状態でも，PFM - Agentだけを起動し
て，パフォーマンスデータを収集できます。

ステータス管理機能
PFM - Managerおよび PFM - Agent上で動作するすべてのサービスの状態を管理する機能です。ス
テータス管理機能を用いると，システム管理者は各ホストでのサービスの起動や停止などの状態を
正しく把握できるため，障害復旧のための適切な対処を迅速に行うことができます。
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ソリューションセット
PFM - Agentに用意されている，定義済みのアラームとレポートのことです。ソリューションセッ
トを使用することで，複雑な定義をしなくても PFM - Agentの運用状況を監視する準備が容易にで
きるようになります。

（タ行）

単数インスタンスレコード
1行で記録されるレコードです。このレコードは，固有の ODBCキーフィールドを持ちません。
→「インスタンス」を参照してください。

データベース ID
PFM - Agentの各レコードに付けられた，レコードが格納されるデータベースを示す IDです。デー
タベース IDは，そのデータベースに格納されるレコードの種類を示しています。データベース ID
を次に示します。
• PI　：PIレコードタイプのレコードのデータベースであることを示します。
• PD　：PDレコードタイプのレコードのデータベースであることを示します。

データモデル
各 PFM - Agentが持つレコードおよびフィールドの総称のことです。データモデルは，バージョン
で管理されています。

ドリルダウンレポート
レポートまたはレポートのフィールドに関連づけられたレポートです。あるレポートの詳細情報や
関連情報を表示したい場合に使用します。

（ハ行）

バインド
アラームをエージェントと関連づけることです。バインドすると，エージェントによって収集され
ているパフォーマンスデータが，アラームで定義したしきい値に達した場合，ユーザーに通知でき
るようになります。

パフォーマンスデータ
監視対象システムから収集したリソースの稼働状況データのことです。

フィールド
レコードを構成するパフォーマンスデータの集まりのことです。

複数インスタンスレコード
複数行で記録されるレコードです。このレコードは，固有の ODBCキーフィールドを持っていま
す。
→「インスタンス」を参照してください。
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（ヤ行）

ユーザーレコード
デフォルトでは用意されていないパフォーマンスデータを収集し，特定のレコードに格納するよう
に，ユーザーが設定したレコードです。ユーザーレコードを設定すると，収集したパフォーマンス
データを PFM - Web Consoleから監視できます。ユーザーレコードには，次の種類があります。
• Application Summary（PD_APP）レコード
• User Data Detail（PD_UPD）レコード
• User Data Detail - Extended（PD_UPDB）レコード
• User Data Interval（PI_UPI）レコード
• User Data Interval - Extended（PI_UPIB）レコード
• Workgroup Summary（PI_WGRP）レコード

（ラ行）

ライフタイム
各レコードに収集されるパフォーマンスデータの一貫性が保証される期間のことです。

リアルタイムレポート
監視対象の現在の状況を示すレポートです。

履歴レポート
監視対象の過去から現在までの状況を示すレポートです。

レコード
収集したパフォーマンスデータを格納する形式のことです。レコードの種類は，Storeデータベース
の各データベースによって異なります。

レポート
PFM - Agentが収集したパフォーマンスデータをグラフィカルに表示する際の情報を定義したもの
です。主に，次の情報を定義します。
• レポートに表示させるレコード
• パフォーマンスデータの表示項目
• パフォーマンスデータの表示形式（表，グラフなど）

（ワ行）

ワークグループ
PFM - Agent for Platformが実行されているプロセスを監視するまとまりの単位のことです。ワーク
グループは，次の単位で指定できます。
• UNIXユーザー
• UNIXグループ
• プロセスによって実行されているプログラム
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ソフトウェアマニュアルのサービス ご案内 

１．マニュアル情報ホームページ 
ソフトウェアマニュアルの情報をインターネットで公開しています。 

URL  http://www.hitachi.co.jp/soft/manual/ 

ホームページのメニューは次のとおりです。 

■マニュアル一覧 日立コンピュータ製品マニュアルを製品カテゴリ，マニュアル名称，資料番号の

いずれかから検索できます。 

■CD-ROMマニュアル 日立ソフトウェアマニュアルと製品群別CD-ROMマニュアルの仕様について記載

しています。 

■マニュアルのご購入 マニュアルご購入時のお申し込み方法を記載しています。 

■オンラインマニュアル 一部製品のマニュアルをインターネットで公開しています。 

■サポートサービス ソフトウェアサポートサービスお客様向けページでのマニュアル公開サービス

を記載しています。 

■ご意見・お問い合わせ マニュアルに関するご意見，ご要望をお寄せください。 

２．インターネットでのマニュアル公開 
2 種類のマニュアル公開サービスを実施しています。 

(1) マニュアル情報ホームページ「オンラインマニュアル」での公開 

製品をよりご理解いただくためのご参考として，一部製品のマニュアルを公開しています。 

(2) ソフトウェアサポートサービスお客様向けページでのマニュアル公開 

ソフトウェアサポートサービスご契約のお客様向けにマニュアルを公開しています。公開しているマニ 

ュアルの一覧，本サービスの対象となる契約の種別などはマニュアル情報ホームページの「サポートサ 

ービス」をご参照ください。 

３．マニュアルのご注文 

①  マニュアル情報ホームページの「マニュアルのご購入」にアクセスし，お申し込み方法をご確認の

うえ WEB からご注文ください。ご注文先は日立インターメディックス(株)となります。 

②  ご注文いただいたマニュアルについて請求書をお送りします。 

③  請求書の金額を指定銀行へ振り込んでください。 

④  入金確認後 7日以内にお届けします。在庫切れの場合は，納期を別途ご案内いたします。 

お客様

B A N K

請求書

マニュアル

日立インターメディックス(株)

② 請求書をご送付

③ 銀行振込でご入金

④ マニュアルをお届け

  ①ご注文はWEBで

WEB
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